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スターリンはなぜイスラエルを建国したのでしょうか？
著者より
私のお願いに応じてこの本の原稿を読み、貴重なコメントをいただいた皆さんは、別のタイトルを考え出すよう私にアドバイスしてくれました。スターリンがイスラエルを作ったわけではない。これは国連加盟国の大多数の意思だった。」
しかし、私は確信しています。スターリンがいなかったら、パレスチナにユダヤ人国家が誕生することはほとんどなかっただろう。そして彼の決断は現代の中東の運命を決定しただけでなく、ソ連と米国の政治史にも影響を与えた。
この観点の証拠は、ロシア外交政策アーカイブからの機密解除された何百もの文書です。これらは 2 つの 2 巻のコレクションに収録されています。一つは「ソ連とイスラエルの関係」。 1941–1953」 - ロシア外務省作成、もう 1 つは「中東紛争」。 1947–1956」 - 国際民主主義財団。
現在では、国防省の証明書、大使からの暗号化された電報、外相の会話の記録、中央委員会へのメモと政治家や外交官の回想録、目撃者の証言や劇的な出来事の参加者との比較が可能となっている。そして私たちはついに主要な疑問に答えることができる - なぜスターリンはイスラエルを必要としたのか?彼は中東に対してどのような計画を持っていたのでしょうか?では、なぜ中東におけるソ連の路線はこれほど根本的に変化したのでしょうか、そしてこのことは我が国に何をもたらしたのでしょうか?
これはイスラエルについての本ではなく、中東におけるソ連の政策についての本です。
歴史というのは、他人に起こった不愉快なものだ…もしそう考えているなら、なぜロシアの特別部隊がチェチェン武装勢力とともに学校を占拠し、学校を占拠し、ロシアの都市では子供たちが殺害されている。
 
パート 1。
シオニストがモスクワの友人になる
 
イワン・ミハイロヴィチ・マイスキーがなぜ依然として駐イギリス大使であり続けたのかは謎だった。そしてまず第一に、大使のプロフィールを知る機会があった国家安全人民委員会の居住者のために。外交官たちを監視するなどの任務を負っていたこの駐在者は、一度ならず疑問に思ったに違いない：なぜ同志スターリンはこのマイスキーをそのような責任ある立場に置くことを容認したのだろうか？
大使の職業的資質に疑いの余地はありませんでした。彼は英国をよく知っており、いくつかの外国語を話し、幅広い教育を受けており、英国の政策を決定するすべての人を知っています...しかし、アンケート！彼の政治的な過去！
イワン・マイスキーはかつてメンシェヴィキだったというだけではないが、これだけでも第 58 条に基づいてコリマを直接非難するのに十分である。しかし、これは重要なことではありません。内戦中、彼は単にソビエト政権の敵の側にいただけです。
マイスキーの本名はリャホヴェツキー。 912年、彼は社会民主党サークルに参加したためにサンクトペテルブルク大学を追放され、シベリアに追放された。彼はメンシェヴィキに加わり、第一次ロシア革命に参加した。 916年に彼は再び逮捕され、再びシベリアに強制送還されました。 918年に彼は海外へ行きました。
イワン・ミハイロヴィッチは異国の地で時間を有意義に過ごしました。 12年目にミュンヘン大学経済学部を卒業。その後、彼はロンドンに移りました。ここで彼は将来の外務人民委員であるマクシム・マクシモヴィチ・リトヴィノフに会いました。
ロンドンでは、リトビノフが党の財政問題を担当した。彼は彼女のレジ係になったが、その点では非常にケチだった。それから彼は、ロシアへの武器輸送という、もっとエキサイティングだが危険な仕事に着手した。リトビノフの良い態度がマイスキーの命を救った。
革命後、イワン・ミハイロヴィチはメンシェヴィキに残り、中央委員会の委員に選出された。彼はロシアの民主主義制度を維持する最後の試みに参加した。
ボリシェヴィキによって解散させられた制憲議会の多数の議員がサマラに集まった。当初、議員はわずか5人で、そのほとんどがサマラ州の議員だったが、制憲議会の議員全員を市内に集め、合法的に選出された唯一の権力機関の活動を再開するためにあらゆる努力を払った。彼らはなんとか約100人の議員をサマラに送り届けた。
彼らは、ボリシェヴィキの統治が王政の復活か、ドイツによるロシア全土の占領につながると考え、真に民主的な共和政府を樹立することを決意した。
彼らは制憲議会議員委員会を結成し、これは歴史にサマラ・コムチとして名を残した。
1918年8月、マイスキーはサマーラに到着した。
— ショーウィンドウはあらゆる種類の商品で埋め尽くされており、当時モスクワの店舗にぽっかり空いた商品とは対照的でした。都市の全体像には、社会主義革命の熱気によってまだ乱されていない、よく知られた、見慣れた「古い」特徴がありました。そして、これは思わず私たちの目を、ソビエト政権の反対者の目を撫でました。
市場に来たとき、私たちの気分は最高点に達しました。屋台や荷車で自由に売られている山盛りの白パン、この豊富な肉、屠殺された家禽、野菜、バター、ラード、その他あらゆる種類の食べ物の楽しみは、私たちを完全に驚かせました。モスクワの後、サマラ市場は千夜一夜物語の中のおとぎ話のようでした。さらに、食料品の価格も比較的手頃でした。」
イワン・ミハイロヴィチは制憲議会サマラ委員会の労働局長（実際には大臣）に就任した。
最も驚くべきことは、Maisky がそれを免れたということです。 21年目に、彼は現実を評価してボリシェヴィキに加わった。 22日、リトビノフ副人民委員は彼を外務人民委員会の報道部門の責任者に任命した。
1925年5月、リトヴィノフはマイスキーを報道担当全権代表部顧問としてロンドンに派遣した。 1927 年の夏、イギリスはソ連との国交を断絶し、外交官は帰国しなければなりませんでした。マイスキー氏は日本の全権使節団で2年間顧問を務め、さらに3年間フィンランドで全権代表を務めた。
32 年 10 月、彼は全権の役割で再びロンドンに到着し、10 年以上この職に留まりました。 1941年、スターリンは彼を党中央委員会の委員候補者に指名した。
ここ何年も、マイスキーは全権代表と呼ばれていた。RSFSRの外交代表というこの地位は、1818年6月4日の人民委員評議会の布告によって確立された。 1941年5月9日付のソ連最高会議幹部会の布告により、「特命全権大使」の階級が導入された。現在、マイスキーはロンドンで認定された他のすべての大使と同じように扱われた。
 
マイスキーとワイツマン
そして、1941年2月3日、珍しいゲストがイワン・ミハイロヴィチ・マイスキーにやって来ました - チャイム・ワイツマン。一般的に言えば、彼は世界的に有名な化学者でした。しかし、彼は別の立場でソ連大使に演説した。
1920年、ワイツマンは世界シオニスト組織のトップに選出された。
ワイツマンは、ベラルーシ、リトアニア、ポーランドの国境にある小さな町で、ロシア帝国の臣民として生まれました。彼はロシア語を忘れませんでした。彼はソ連の外交官たちに、22歳の春のジェノヴァ会談中に自分がレーニンと間違えられた経緯を喜んで語った。
「先日、」マイスキーはモスクワに次のように書いた。背が高く、中年で、淡い黄色の肌と大きなハゲのあるエレガントな服を着た紳士...彼は45年前にロシアを離れましたが、優れたロシア語を話します。
ワイツマン氏はこの問題について、「パレスチナには今やオレンジを輸出する先がない。ソ連は毛皮と引き換えにオレンジを受け取るだろうか？」と述べた。毛皮は米国のユダヤ人企業を通じてよく売れる可能性がある。
私はワイマン氏に、すぐには明確なことは言えないが、問い合わせると約束した。しかしながら、予備的な事項として、私はパレスチナ系ユダヤ人が特別な期待を抱いて惑わされるべきではないことを指摘しました。原則として、私たちは海外から果物を輸入しません。そして、それが判明しました。モスクワはワイツマン氏の提案に否定的な反応を示し、私は今日手紙でワイツマン氏にその旨を伝えた。
しかし、オレンジに関する会話に関連して、ワイツマン氏はパレスチナ問題全般についても触れた。さらに、世界のユダヤ人の現状と展望についても語った。ワイツマン氏は極めて悲観的だった。
彼の計算によると、現在世界には合計約1,700万人のユダヤ人がいます。このうち、1,000万から1,100万は比較的耐えられる状況にあり、少なくとも物理的な絶滅の脅威にはさらされていない。彼らはアメリカ、大英帝国、ソ連に住んでいるユダヤ人です...
「恐怖なしには考えられないのは、ドイツ、オーストリア、チェコスロバキア、バルカン半島、特にポーランドなど、中央ヨーロッパおよび南東ヨーロッパに住む600万人から700万人のユダヤ人の運命です。彼らはどうなるでしょうか？彼らはどこへ行くのでしょうか？
ワイツマン氏は深呼吸してこう付け加えた。
「もしドイツが戦争に勝てば、彼らは皆死ぬだけだ。」しかし、私はドイツの勝利を信じていません。しかし、たとえイギリスが戦争に勝ったとしても、その後はどうなるでしょうか？
そしてワイツマンは自身の恐怖を表明し始めた。
イギリス人はユダヤ人、特にイギリス植民地管理者を好まない。これは、ユダヤ人とアラブ人の両方が住んでいるパレスチナで特に顕著です。イギリスの「高等弁務官」は確かにユダヤ人よりもアラブ人を好みます。
イギリスの植民地管理者は通常、ナイジェリア、スーダン、ローデシアなどのイギリス領の学校に通っています。すべてがシンプルで、複雑ではなく、穏やかです。重大な問題はなく、管理者からの苦情もありません。英語の管理者はこれが気に入っており、慣れています。そしてパレスチナでは？
「ほら、」とワイツマンは元気よく続けた、「そのようなプログラムでは遠くまで到達することはできないでしょう。」ここには大きくて複雑な問題があります。確かに、パレスチナのアラブ人は管理者のいつものモルモットですが、ユダヤ人は彼を絶望に追い込みます。彼らはすべてに不満を持ち、疑問を提起し、答えを要求し、時には難しい答えを要求します。管理人さんは怒り始めています…
これでついに管理者はユダヤ人を敵視し、アラブ人を賞賛し始める。それは彼らも同じです！彼らは何も望まないし、何も気にしない...」
マイスキーは、この会話に関する詳細かつ感情的な（外交官らしからぬ）報告書をモスクワに送った。
ソビエト大使がワイツマン訪問で最高の思い出を残したのも不思議ではない。世界シオニスト機関の大統領は対話者に強い印象を与えた。ユダヤ国家は、ある意味、ワイツマンの生来の説得能力によって誕生した。
イスラエルは第二次世界大戦後、西側諸国によって建国されたというのが一般的な認識です。ある意味、これはナチスによる600万人のユダヤ人殺害に対する補償と考えられる。さらに、敬虔なキリスト教徒である西側の政治家の多くは、聖書に書かれているユダヤ人のパレスチナへの帰還というロマンチックな宗教的考えに導かれていました。国内の政治的考慮も無視できません。米国には大統領選挙の結果に影響を与えるほどのユダヤ人有権者が存在していました。
戦争中、ユダヤ人の絶滅についてはほとんど何も書かれていなかった。そして、強制収容所に関する話は大きすぎる誇張であると認識され、そんなことはあり得ない。
1930年代にナチスドイツから逃れてきた人々がアメリカのビジネスマンにそこで何が起こっているのか説明しようとしたが、彼らは彼らに何を求めているのか理解できなかった。
— ドイツでは何も問題はありません。通りはきれいで、通りは静かです。法と秩序。ストライキも労働組合もありませんが、それはトラブル以外の何ものでもありません。撹拌機はありません。
1943 年、戦争の真っ最中に、ドイツからの難民が米国最高裁判所の一員であるフェリックス フランクフルターの目に留まりました。彼は著名なアメリカ人に強制収容所とユダヤ人の絶滅について話したいと考えていました。彼の話を聞いた後、自身もユダヤ人であるフランクフルターは懐疑的に首を横に振った。
- あなたはこれがすべて真実だと考えているようですね。でも、どうしても信じられないんです。
もちろん、ヒトラーの犯罪の規模が知られるようになった1945年、西側世界は恐怖に駆られた。多くのヨーロッパ人やアメリカ人は、ナチスドイツの敗北後、どこに行くべきか分からなかったユダヤ人たちに心から同情し、同情しました。
ヨーロッパのユダヤ人、ドイツ人、ポーランド人、ルーマニア人は、追放された場所に戻り、親戚や友人を殺し、強制収容所に送り、家を強奪し、不幸を喜ぶ人々の中で暮らすことはできなかったし、また望んでもいなかった。 ...
しかし、ユダヤ国家の創設はリベラルな大衆の感情に依存しませんでした。パレスチナとパレスチナ系ユダヤ人の運命はアメリカとイギリスの政治家によって決定され、その大多数はイスラエルの出現に反対していた。スターリンがいなかったらユダヤ国家は誕生しなかったでしょう...
 
バルフォア宣言
おそらく、この物語全体は、1916 年 12 月 5 日、正義の戦士としての評判を持つ決意の強い人物デビッド ロイド ジョージがイギリス首相に就任し、世襲外交官アーサー ジェームズ バルフォア卿が外務大臣になったという事実から始まったのでしょう。 。
バルフォアは本質的に哲学者であり、テニスとゴルフを愛するアスリートであり、非常にタフな男でした。彼は父親から、彼を国で最も裕福な人物の一人にした財産を相続し、母親からは帝国への奉仕の伝統である有名な貴族の出身でした。彼が恋していた女性は発疹チフスで亡くなった。彼は結婚せず、家は妹によって運営され、妹は弟に生涯を捧げた。
バルフォアは、19 世紀末に外務大臣でもあった叔父のソールズベリー卿の秘書として政治家としてのキャリアをスタートさせました。ある種の家業… 20世紀初頭、バルフォアは叔父の後を継いで保守党党首となり、3年間首相を務めた。第一次世界大戦中、彼はロイド・ジョージの連立政権に参加することに同意し、最初は初代海軍卿（海軍長官）として、次に外務大臣として参加した。家族の野心はバルフォアにとって異質であり、バルフォアはセカンドマンの役割に非常に満足していたので、ロイド・ジョージと仲良くなった。
16年目、協商はすでに中央同盟国に対して優位に立っていました。ドイツ、オーストリア＝ハンガリー、トゥルキエ、ブルガリアが敗れた。
エドモンド・アレンビー卿の指揮下のイギリス軍は、パレスチナと一般に中東の重要な部分を支配下に置いたトルコ軍を鎮圧した。アレンビーの軍隊は、さまざまな国から来たユダヤ人志願兵であるユダヤ人軍団の兵士たちと戦った。英国当局はユダヤ人による王立フュージリアーズの4個大隊（第38、第39、第40、第41大隊）の編成を許可した。
1977 年 10 月 31 日、英国閣僚会議でパレスチナの将来について議論されました。オスマン帝国がすべての征服を失うことはすでに決定されていた。その支配下にある人々と領土の運命は勝者によって決まりました。
陛下の政府は、戦後パレスチナがイギリスの保護領となり、そこのユダヤ人が新たな歴史的生活を始める権利を持つことを決定した。
外務大臣バルフォア卿は、この決定についてイギリスのシオニスト、つまりかつて追放されたパレスチナに戻るべきだと信じていたユダヤ人たちに通知する任務を負っていた。
1917年11月2日の有名なバルフォア宣言は、英国外相アーサー・ジェームズ・バルフォアが英国シオニスト連盟会長ウォルター・ロスチャイルド卿に宛てた書簡である。
英国政府による長く白熱した議論の末に承認されたバルフォアの書簡には、次のように書かれていた。
「閣議に提出されたユダヤ人シオニスト運動の目的を陛下政府が全面的に承認したことをお知らせできることを大変うれしく思います。
陛下政府は、パレスチナにユダヤ人の国民の故郷を設立することを好意的に考えており、この目標の達成を促進するために全力を尽くすつもりです...」
最も有名な英国の新聞タイムズは、「ユダヤ人のためのパレスチナ。」という見出しで掲載されました。政府は支援してくれています。」
英国の新聞は11月8日、ボリシェヴィキ・クーデターについて論じたロシアからの通信と同時に、バルフォア宣言に関するメッセージを掲載した。
「国家の本拠地」という表現は、外交的に慎重に選ばれた。これは何ですか？ユダヤ人が独自の国家を設立するのを助けるという約束ですか、それともパレスチナで何らかの自治をユダヤ人に提供するという単なる意図ですか？
「国民の家」という公式は、個人の願望や気分に応じてさまざまな方法で解釈できます。そしてイギリス政府の雰囲気は政治情勢に応じて変化した。
1919年、将来首相となる英国国会議員ネビル・チェンバレンはシオニストの願望を全面的に支持した。彼は哀れみを込めてこう語った。
「シオニストには大きな責任が課せられ、彼らは間もなく喜びを胸に古代の故郷へ向かうことになるだろう。彼らは放棄され統治が不十分な古代パレスチナに新たな文明を築かなければならないだろう。
非常に信心深いロイド・ジョージ首相にとって、首相は聖書を大いに尊重していたので、ユダヤ人のパレスチナへの帰還は神の意志の成就であった。
「私はユダヤ人の歴史よりもユダヤ人の歴史の方がよく知っています」とロイド・ジョージは語った。 - イスラエルの王をすべて列挙できます。しかし、私は十数人の英国王をほとんど覚えていません。
彼はパレスチナをユダヤ人国家にするためにあらゆる手段を講じると約束した。
「偉大なことを成し遂げるために選ばれるのは小さな国々だ」とロイド・ジョージは言った。
首相はひどい悲劇に見舞われました - 彼の最愛の娘が亡くなりました。これにより、ロイド・ジョージはさらに宗教的になりました。
バルフォア卿にとって、聖書は生きた現実でもありました。彼はユダヤ人を祖国に戻すという考えに魅了され、キリスト教世界はパレスチナから追放されたユダヤ人に対して多大な借りがあると語った。キリスト教徒を信仰する英国の政治家たちは、聖書の民が祖国を奪われるのは不公平だと考えた。彼らは正義を回復したいと考えていました。ユダヤ人は独自の国家を持つべきです。
第一次世界大戦前夜、バルフォア卿はチャイム・ワイツマンと長い会話を交わし、アフリカ、現在のウガンダにユダヤ人国家を創設することを提案した。そこには無人地域があり、イギリス当局は勤勉なユダヤ人入植者を喜んで受け入れただろう。
ワイツマンは、軍需産業にとって非常に重要な科学的研究により、イギリス政府から敬意と感謝の気持ちを持って扱われました。ロイド・ジョージはイングランドはワイツマンに恩義があると繰り返した。
「そしてもし私が英国がロンドンではなくパリに首都を設立するよう提案したら」とワイツマンは質問に「同意しますか？」と答えた。
「しかし、私たちにはすでにロンドンがあります」とバルフォア卿は背の高いところから答えた。
「それは本当です」とワイツマン氏も同意した。 「しかし、ロンドンがまだ沼地だったとき、私たちにはエルサレムがありました。」
そして2000年もの間、ユダヤ人たちは亡命中、絶えることのない希望を抱いて「来年、エルサレムで！」と繰り返しました。
バルフォアはワイツマンの言葉について考え、そしてこう尋ねた。
――あなたと同じ考えを持っているユダヤ人は何人いますか？
「私は確信を持って」とワイツマンは答えた。「私は、決して会うこともできないし、自分自身のことを話す機会もない何百万ものユダヤ人の意見を表明していると思います...
ワイツマンには驚くべき説得の才能があると言われたのも不思議ではありません。この会話の後、バルフォア卿はパレスチナにユダヤ人国家を設立するという考えの支持者になりました。
イギリス人とパレスチナのユダヤ人には他人の土地を分割してアラブ人からパレスチナを奪う権利はなかった、イスラエルはアラブ世界の中心における異物である、と時々議論されることがある…実際、当時パレスチナはパレスチナに属していた。オスマン帝国。戦勝国は、第一次世界大戦の結果は、他者の軛の下で苦しむ人々に独立を与えるものであるべきだと信じていました。これはヨーロッパと中東の両方で起こりました。
オスマン帝国は崩壊し、そのおかげでイラク、シリア、レバノンといったアラブ諸国が現れました…。
たとえば、イギリスは旧オスマン帝国の 3 つの州からイラクを創設しました。さらに、トルコ人は300年以上にわたって現在のイラクの領土を統治していましたが、イラク人が自国の国家に対する権利を持っていることを疑う人は誰もいませんでした。シリア人もイラク人もレバノン人も、欧州列強がこのようにして自らの運命を決定したという事実に反対しなかった。
もう一つのことは、勝者が特定の歴史的現実に従ってオスマン帝国の膨大な遺産を分割したということです。境界線は非常に大まかに引かれており、それが後に近隣住民の間で深刻な紛争を引き起こした。
もちろん、戦勝国が下した決定は理想的なものではありませんでした。したがって、シリア人は国家を受け取ったが、パレスチナのアラブ人よりも多くの民族であるクルド人は受け取らなかったとしましょう。
地域全体の世界的な再建の一環として、パレスチナにおけるユダヤ人国家の回復は自然なことであると認識されていた。
パレスチナから追放されたユダヤ人たちは頑固に帰還を求めた。ユダヤ人のコミュニティは常にパレスチナの地に存在してきました。ユダヤ人は何世紀にもわたってエルサレムに住んでいましたが、エルサレムが十字軍に占領されたときに一度中断されました。
イスラエルの出現の100年前の1844年には、ユダヤ人7千人、キリスト教徒3千人、イスラム教徒5千人がエルサレムに住んでいました。 19 世紀の終わりまでに、エルサレムには 2 万 8,000 人のユダヤ人、1 万 7 千人のイスラム教徒とキリスト教徒が住んでいました。イスラエル建国の当時、エルサレムにはユダヤ人10万人、イスラム教徒4万人、キリスト教徒2万5千人が住んでいた。
もちろん、イギリスの政治家も政治的な打算に導かれていました。彼らはユダヤ国家が中東の信頼できる同盟国になることを望んでいた。その任務は、当時イギリスに属していたインドへの航路の信頼性を確保することでした。これにはエジプトとパレスチナを直接統治する必要があった。ロイド・ジョージは当時、非常に率直に次のように語った。彼らはトルコ人と協力して我々と戦った。」
フランスとイタリアはユダヤ人独立国家の考えを支持し、1918年にイギリス政府の宣言に参加した。
1919年、アメリカ大統領ウッドロー・ウィルソンは、パレスチナの委任統治をアメリカに移管することを提案した。彼は、戦争に敗れたドイツ、オーストリア＝ハンガリー、トルコとの平和条約締結の条件を決める会議のためパリに来た。ウィルソンは海外に行った最初のアメリカ大統領となったが、多くの国民が彼を非難した。彼らは行政府の長は自国の問題に取り組むべきだと信じていたからだ。
理想主義者で信心深いウィルソン大統領は、一般に民族的正義の回復と国家自決の原則的な支持者でした。彼は、第一次世界大戦後、ヨーロッパの多くの人々が独自の国家を創設する機会を得るだろうと主張した。このようにして、ハンガリー、ポーランド、ルーマニア、チェコスロバキア、セルビア人、クロアチア人、スロベニア王国 (ユーゴスラビア) が世界の政治地図に登場し、残り続けました。
アメリカ大統領は、ユダヤ人にも自らの国家を回復する権利があると信じていました。 1919年3月3日、ウッドロウ・ウィルソンは次のように宣言した。「連合国は、我が国政府と国民の見解に完全に同意し、ユダヤ連邦の基礎をパレスチナに築くことに同意した。」
残念なことに、ウッドロー・ウィルソンは重病人でした。 1919年10月に打撲を受け、左半身全体が麻痺した。彼は道徳的な理由から、自分が正しいと考えていたことの多くを達成することができませんでした。
この病気は政治家としてのキャリアの絶頂期に彼を襲った。パリ講和会議で、ウィルソンは主要な和平実現者として人類の前に現れ、誰もがその意見に耳を傾けました。彼は自分が病気であることを認めたくなく、病院に行くことを拒否しました。ウィルソンの警備員と彼の二番目の妻イーディスは、大統領には何も問題がなかったふりをした。アメリカ人は大統領が死にかけているとは知らなかった。彼の妻、秘書、医師だけが彼と面会できました。副大統領も内閣も議会もウィルソンの健康状態を知ることができなかった。ロバート・ランシング国務長官が閣議の開催を要求すると、ウィルソンは激怒し、ランシングの辞任を要求した…。
1920年4月、サンレモでの国際会議でトルコとの平和条約の条件が練り上げられ、中近東の運命が決定された。イギリスとフランスは平等にこの地域を統治する権利を主張した。英国のロイド・ジョージ首相は、パレスチナとイラクをロンドンから統治することに同意したアレクサンドル・ミレラン仏首相兼外相を圧倒した。同年、元社会主義者のミレランがフランス大統領に選出された。
4月25日、サンレモで最高連合評議会は、主にバルフォア宣言の履行を目的として、英国にパレスチナ委任統治権を付与した。これらの規定は、5月10日にセーヴル（パリ近郊）で署名されたトルコとの平和条約に含まれていた。セーヴル条約の一部の規定は後に廃止されたが、それはトルコ本土の領土に関するものに限られていた。
この時点から、「ユダヤ民族のための国家の故郷」を創設するという約束は、イギリスの責任として国際的に認められるようになった。 2022 年 6 月 2 日の長い手続きの結果、国際連盟 (国連の前身) 加盟国 51 か国がこの任務を承認しました。
6月30日、国際連盟に加盟していないアメリカ合衆国議会は、「米国はパレスチナにユダヤ人の民族の故郷を設立することに賛成する」という決議を可決した。
義務付けられた領土を植民地と同等視することはできません。英国がパレスチナを統治する権利は、時間的なものも含めて限られていた。委任を受けることは、特定の領土を統治することを引き受けた国に重大な責任を課すことになります。
パレスチナ統治に対する国際委任は「ユダヤ人とパレスチナの歴史的なつながり」に言及した。英国当局は「ユダヤ人の国民の家の創設を最も確実にするような政治的、行政的、経済的条件を作り出す」よう指示された。それは、これを望むユダヤ人がパレスチナに来て、そこで新しい生活を始めることができるという意味でした。英国政府はその命令に従い、「ユダヤ人の移民に最も有利な条件を提供する」ことになっていた。
のちのウィンストン・チャーチル首相は、1939年に下院で演説し、この約束は「パレスチナ外のユダヤ人、不運で離散し、迫害され、落ち着きのない広範なユダヤ人、彼らの変わらぬ無敵の願望こそがパレスチナの外にあるユダヤ人にも適用される」と強調した。国民の家の設立。」
言い換えれば、第一次世界大戦後、大多数のヨーロッパ諸国とアメリカだけでなく、国際連盟もパレスチナにユダヤ人国家を復活させるという考えを無条件で支持したのである。
それでも英国の政治家は将来の領土紛争の基礎を築いた。ゴラン高原はフランス統治下のシリアに移管され、ヨルダン川以東の領土はトランスヨルダンに移管され、ユダヤ人の定住は禁じられた。
英国初のパレスチナ高等弁務官は、元下院議員で郵便局長（現在は通信大臣と呼ばれる）だったハーバート・サミュエル卿であった。彼は 2020 年 7 月 1 日に任務を開始しました。この任命はサミュエルのユダヤ系の出身を考慮したもので、英国政府はバルフォア宣言の約束を果たし、ユダヤ人を助けたいという願望を強調した。
第一次世界大戦後にイギリス人がパレスチナに来たとき、ユダヤ人は彼らを解放者として迎えました。 400年続いたオスマン帝国の統治が終わった。しかしイギリス将校のほとんどはアラブ人と接することを好み、ユダヤ人がアラブ人に何を求めているのか理解していなかった。
すぐにパレスチナに対するイギリスの政策が変わりました。そこにはユダヤ人はほとんどおらず、アラブ人が多かった。イギリスはアラブ人に頼ることを選択した。ハーバート・サミュエルの後任にはプルマー元帥が就任した。ロンドンに戻ったサミュエルは庶民院の自由党派閥を率い、祖国への貢献により子爵に昇進した後、貴族院に移った。彼は93歳を目前にして亡くなった。
 
ジェルジンスキーの意見
ソビエト・ロシアは遠く離れたパレスチナでの出来事を無関心で見ていた。活動的なシオニストは革命前か革命直後にロシアを離れた。
シオニスト感情はロシアのユダヤ人の間に広まっていた（詳しくは、有名な歴史家ゲンナジー・ヴァシリエヴィチ・コスチルチェンコの著書『スターリンの秘密政治』を参照）。
ポーランド分割がなかったら、ロシアにはユダヤ人はまったくいなかったでしょう。しかし、ポーランド王国のかなりの部分を占領したことで、皇后エカチェリーナ2世はユダヤ人の臣下も獲得しました。彼らには平等の権利が約束されていましたが、それを目にすることはありませんでした。
ユダヤ人は長年の宗教的偏見により、望ましくない要素として認識されていました。結局のところ、第二バチカン公会議がイエス・キリストの磔刑に対するユダヤ人の罪への言及を教会聖典から削除したのは20世紀に入ってからのことだ。 1965年10月28日、カトリック教会は反ユダヤ主義のあらゆる表明を非難し、古代ユダヤ人にも現代ユダヤ人にもキリストの死に責任がないことを強調する宣言を採択した。そして87年になって初めて、教皇ヨハネ・パウロ2世は初めてローマのシナゴーグを訪れ、ローマの主任ラビと話し、ユダヤ人を「キリスト教徒の兄たち」と呼びました...
長い間、ユダヤ人はロシア帝国の屋内で完全に別々に暮らしていました。ロシア当局もこれには満足していなかった。八百四十五年の政府令は、ユダヤ人に伝統的な衣装を放棄し、他の人と同じように服を着るよう命じた。ロシア語を教えることにより、ユダヤ人のシュテトルの孤立が軽減されました。伝統的なユダヤ人コミュニティの破壊により、ロシアの一般生活にユダヤ人が関与するようになった。彼らはロシア語を学び始め、教育を受け始めました。
しかし、ユダヤ人にとって生活を整えるのは困難でした。公務は彼らに閉ざされており、軍人としてのキャリアは不可能でした。農業は除外され、土地を買うことも許されなかった。工場のある大都市に定住することは禁じられていたため、工業で働くことは不可能でした。
医学、科学、文化は残りましたが、国全体がこれを行うことはできません。ユダヤ人の大部分は絶望的な貧困の中に存在し、手工芸品、手工芸品、ささいな貿易で生計を立てていたため、ユダヤ人は他には適さない貿易商であるという考えが生まれました。
教育を受けたユダヤ人の若者たちは、ロシアの農民も同様に絶望的な困窮に陥っているのを見て、最善の意図を持ってポピュリスト運動に参加し、教育活動に従事し始めた。これまでユダヤ人が隠遁生活を送り、国全体の情勢に関心を持ちたくないとして非難されていたとしたら、行き過ぎた政治活動の非難が降り始めた。
ユダヤ人の国家組織はユダヤ人の革命運動への参加に反対した。彼らはロシアが依然としてユダヤ人をよそ者として扱うだろうと信じていた。第一次世界大戦が始まるまでに、150万人以上のユダヤ人がロシアから逃亡した。彼らは主にアメリカ合衆国に定住し、アメリカの繁栄に大きく貢献しました。
シオニスト団体は、ユダヤ人の若者がパレスチナ移住の準備をし、革命に参加したり、ロシア問題にまったく関与したりしないことを望んでいた。
私たちは「シオニスト」についてよく話しますが、どうやらこの言葉の意味はほとんど理解されていません。
シオニストとは、すべてのユダヤ人は歴史的な故国に戻るべきであり、亡命先の国に同化しようとすべきではないと信じる人々のことである。彼らはパレスチナに戻るまで、避難場所を与えてくれた国の政治活動へのいかなる参加も避けなければならない。
しかし、多くの若いユダヤ人はロシアを自分たちの国とみなし、祖国の運命が決定されるときに傍観者に留まる権利はないと信じていた。このようにして、全世代の革命家が登場し、彼らにとってユダヤ人の起源は何の意味も持たず、共通の目的のために闘ったのである。彼らは国籍や宗教によって人々を分けませんでした。
ロシア全土と同様、ユダヤ人大衆も国内の矛盾によって引き裂かれていた。ユダヤ人の間に団結はありませんでした。十月革命を支持する人もいれば、国外に逃亡する人もおり、この暴動が最終的に終わるのを待つ人もいた。
南北戦争中、ユダヤ人は恐ろしい悲劇を経験し、数万人がポグロムで亡くなりました。 30万人のユダヤ人の子供たちが孤児となった。これは主にウクライナで起きた。ウクライナでは長い間強力な政府が存在せず、ネストル・マフノやニコライ・グリゴリエフなどのアタマンが統治していた。白軍が占領した地域では反ユダヤ主義が栄えた。そして赤軍の多くの部隊はマフノ主義者とそれほど変わらなかった。
しかし、ユダヤ人のポグロムは、ほぼ100万人が死亡した全ロシアによるポグロム、つまり内戦の不可欠な部分であったと言っても過言ではないだろう。
十月革命後もシュテトルに残っていたユダヤ人の大部分は、権力がボリシェヴィキに移ったときに初めて失われました。彼らの人生はすべて破壊されました。彼らは現在では禁止されている工芸品や貿易で生計を立てていました。彼らは投票権やその他の権利を剥奪された。正教会に加えてシナゴーグも閉鎖された。ユダヤ人の宗教指導者たちは投獄された。ユダヤ教は厳しい迫害を受けました。
ユダヤ人の若者たちは飢えから逃れ、仕事を求めて都市になだれ込んだ。十月革命後、特にチェカの党機構において多数のユダヤ人が重要な地位に就いたことは、一般にボリシェヴィキがほとんどいなかったという事実によって説明された。候補者よりもポジションの方が多かった。ユダヤ人のボリシェヴィキは革命に絶対的に献身しており、新政府に対して信頼でき、忠実であった。彼らは強力な中央集権国家の熱烈な支持者であり、国家が崩壊しつつあったときに新政府は特にそれを重視した。
長年、ユダヤ人の警備員やユダヤ人委員は特に残虐な行為をしたと信じられてきたが、彼らの残虐さは簡単に説明できる。彼らはロシアにもロシア人にも容赦しなかったのだ。
実際には、ボリシェヴィキのユダヤ人たちは、革命を恐れたユダヤ人環境とのあらゆる関係を断ち切った。彼らはユダヤ語を話すのをやめ、一般的に自分たちをロシア人であると認識しました。
政治局員レフ・ダヴィドヴィッチ・トロツキーは、23年10月の中央委員会総会で、いくつかの主要な役職を拒否した理由について非常に率直に語った。
— 私の個人的なポイントは、私のユダヤ人の起源です。ウラジミール・イリイチは17年の10月25日、スモーリヌイの床に横たわってこう言った。「私たちはあなたを内務人民委員にします。あなたはブルジョワジーと貴族を粉砕するでしょう。」私は反対しましたが、反対は強かったです。
レーニンは反ユダヤ主義者を軽蔑していたので、かんしゃくを起こしました。
- 私たちは大きな国際革命を起こしていますが、そのような些細なことがどのような重要性を持ち得るでしょうか？
「革命は素晴らしい」とトロツキーは答えた、「しかし、まだ多くの愚か者が残っている。」
- 私たちは本当に愚か者と同等なのでしょうか？
- 私たちは平等ではありませんが、時には愚かさを多少は許容しなければなりません。なぜ最初は不必要な複雑さが必要なのでしょうか？
トロツキーは軍事人民委員のポストへの任命にも抵抗した。
「そうですね、私は正しかったです」と彼は言いました。これは非常に不安でした。これは私の私生活では何の役にも立ちませんでした。政治的瞬間として、これは非常に深刻です。ウラジーミル・イリイチはこれを流行だと考えた。ウラジーミル・イリイチは私に人民委員評議会の副議員になるよう申し出た。私も同じ理由で断りました…
他の革命家と同様、トロツキーのような人々は自分たちを国籍よりも優先し、世界的な性質の任務を自らに課した。友人と敵を選ぶとき、彼らは決して民族原理に導かれませんでした。非常識で不当な残虐行為に関して言えば、南北戦争では間違いなく誰もがこの分野で頭角を現しました。
1913年に遡ると、スターリンは国家問題に関するレーニンの立場を定式化した。彼は国家を同じ領土に住む歴史的に確立された共同体と定義しました。この観点から見ると、ユダヤ人は国民ではなく、独自の領土を持っていませんでした。彼らの唯一の共通点は宗教でした。ボリシェヴィキはユダヤ人問題の解決策は同化だと信じていた。ロシアではすべてのユダヤ人がロシア人になり、問題は消えるだろう。
18年初め、ユダヤ人国務委員会が国務人民委員会の一部として設立された（人民委員はスターリンであった）。この組織を率いていたのは人民委員会の委員であるセミョン・マルコヴィチ・ディマンシュタインで、彼はシオニズムの原則的な反対者であり、革命前の経験を持つボリシェヴィキであり、リガ軍事法廷で4年間の重労働を言い渡された。彼は党綱領をイディッシュ語とヘブライ語に翻訳した。
1918 年 7 月以来、多くのユダヤ人が住んでいたロシアの都市では、RCP の地方組織にユダヤ人セクションが設立されました (b)。 10月、党中央委員会の下にユダヤ共産主義部門の中央局が設置され、その長は同じディマンシュタインが務めた。エフセクションは中央委員会の扇動宣伝部門の国籍部門に従属し、10年以上存在したが、30年目の1月に清算された。
シオニズムとパレスチナ情勢に関しては、モスクワはこれに関心を持っていなかった。ユダヤ人問題はソビエト・ロシアで解決され、パレスチナ問題はコミンテルンに任せる。
国内にシオニストが存在することを思い出させると、同国の指導者らの間に驚きが生じた。
24年2月13日、ユダヤ電信局はモスクワから次のような短いメッセージを送信した。
「モスクワからのユダヤ人の追放は停止された。人民委員評議会副議長レフ・カメネフおよび政府の他のメンバーに送られた苦情のおかげで、いわゆる「望ましくない」分子（ほぼすべてのユダヤ人）のモスクワからの大量追放は中止された。
モスクワのユダヤ人コミュニティとユダヤ人救済委員会はこれに関する覚書を政府に提出し、政府はこれに応じて、今後は個々の立ち退きを事前に徹底的に調査することを保証した。」
このメッセージは中央委員会傘下のユダヤ人部門の中央事務局で読まれ、ロシア語に翻訳され、国の最高指導部に周知された（詳細については、雑誌「イストチニク」、1944年、第4号を参照）。
OGPU の会長であるフェリックス・エドムンドヴィッチ・ジェルジンスキーは、この問題に関心を示しました。 「社会寄生分子」、つまり非プロレタリア起源の前世の人々を首都から追放したのは彼の部下たちだった。
フェリックス・エドムンドヴィッチは、OGPUの第一副官であり、同時に秘密工作部門の責任者であるヴィャチェスラフ・ルドルフォヴィッチ・メンジンスキーに憤りを感じるメモを送った。
「私は、そのような電報を彼らに送るべきではないと思います。どのようなヘブです。電話番号代理店？
クズどもの国外追放を再開し、イズベスチヤで国外追放された人々の詳細な説明を――何のために国籍別に分け、彼らのふざけた行為を比喩的に説明するか――有益ではないかと思いませんか？
これはどのようなユダヤ社会委員会ですか?この忌まわしい行為にどう反応すればよいでしょうか？シオニストに対して使用するために、すべての資料をエフセクツィヤに移送するのではないだろうか...」
国家安全保障機構において、シオニストは秘密政治部門の一部である秘密部門の第4部門を担当していた。さらに、第 4 部門は士官候補生、君主主義者、ブラックハンドレッド、元憲兵も扱いました。
この部門の責任者はヤコフ・ミハイロヴィチ・ゲンキンで、彼は革命前にエカテリノスラフで配管と配管のワークショップの見習いとして働き始めました。その後、スタヴロポリの缶詰工場でブリキ細工はんだ付け労働者としての仕事を見つけました。革命後、彼はヘルソン地方委員会の委員長となり、1919年に赤軍が市を撤退すると地下に潜った。 20番目に、彼はチェカに連れて行かれました。 2年後、ゲンキンに不幸が降りかかる。タンボフへの出張中、彼は発疹チフスにかかり、重篤な合併症により足を切断することになった。しかし、彼は国家安全保障の任務を続けた。
OGPU議長の要請を受けて、秘密部門第4部門はロシアのシオニストに関する資料を収集した。彼らはジェルジンスキーに予期せぬ印象を与えた。
彼は議員のメンジンスキーとヤゴダに次のように書いた。
「私はシオニストの資料を調べました。率直に言って、なぜ彼らがシオニストであることに基づいて迫害されなければならないのか、私にはよくわかりません。私たちに対する彼らの攻撃のほとんどは、私たちの彼らに対する迫害に基づいています。私たちにとって、迫害されている彼らは、迫害を受けずにユダヤ人の大小の投機ブルジョアジーやインテリの間でシオニスト活動を展開している人々よりも千倍も危険です。したがって、彼らの党活動は私たちにとってまったく危険ではありません。労働者は（実際に）彼らに従わないでしょうし、彼らの逮捕に伴う彼らの叫びはすべての国の銀行家や「ユダヤ人」に届き、私たちに多大な損害を与えるでしょう。
シオニスト計画は我々にとって危険ではなく、むしろ有用だと私は考えています。
私はかつて同化者でした。しかし、これは「子供の病気」です。
最小限の割合だけを同化すれば十分です。残りはシオニストに違いない。そして、私たちの政治に干渉しないことを条件に、彼らに干渉すべきではありません。
エヴェセクツィヤを叱ることは許可されています - 同じことがエヴェセクツィヤにも当てはまります。しかし、投機家（スケール）と私たちの法律に違反するすべての人を容赦なく殴り、罰してください。シオニストたちと途中で会い、彼らではなく、パレスチナではなくソ連を祖国と考える人々に立場を与えるよう努めよう。」
以前、ジェルジンスキーは国家の自決権を求めるボリシェヴィキの要求に反対していた。フェリックス・エドムンドヴィッチは誠実な国際主義者で、「国家の抑圧は国家の完全な民主化、社会主義のための闘争によってのみ打破できる」と述べた。
彼は独立国家を夢見るポーランドの民族主義者にとってさえも激しい敵対者であった。ジェルジンスキーは、革命ロシアからのポーランドの分離に反対し、「我々は争いや抗争のない、一つの兄弟家族を持つことになるだろう」と主張した。
レーニンの影響を受けて彼は見解を変え、パレスチナで自分たちの国家を夢見るユダヤ人たちに干渉するのは賢明ではないと考えるようになった。
1年後、フェリックス・エドムンドヴィッチはこの話題に戻り、メンジンスキーに次のようなメモを書きました。
「私たちがシオニストを迫害するのは正しいことでしょうか？これは政治的な間違いだと思います。ユダヤ人のメンシェヴィキ、つまりユダヤ人の中で活動する人々は、私たちにとって危険ではありません。逆に、これはメンシェヴィズムの宣伝にはなりません。
私たちは戦術を再考する必要がある。それは間違っています。"
1か月後、秘密部門はジェルジンスキーにシオニストに対する弾圧証明書を提出した。これにはゲンキンと、国家安全保障と処刑で素晴らしいキャリアを待っていたOGPU秘密部門の責任者テレンティ・ドミトリエヴィッチ・デリバスが署名した。
25年の春、34人のシオニストが投獄され、さらに15人が3年間強制収容所に送られた。亡命者は百二十四名でした。
「国外では」とデリバスとゲンキンはOGPU会長に報告した。「亡命と引き換えに派遣され、出国を許可されたのはわずか152人だった。この問題に関して、私たちは次の戦術を遵守します。最も活動的な要素、中央委員会、グベルニア委員会のメンバーは、反ソビエトのビラ、控訴、印刷所の形で重大な資料を持っていることが発見されました - 私たちはそれらを公開しませんパレスチナへ。活動性の低い元素がパレスチナに放出される。
この戦術はシオニストとの戦いの経験に基づいています。 1924年末まで私たちが主にパレスチナに強制送還されていたとき、これはシオニストの不法行為を強化する重大な動機となった。というのは、彼の反ソ活動のために彼が法廷でパレスチナに行く機会があると誰もが確信していたからである。公費（シオニストと公的機関）を支払わないで、彼が犯した犯罪の代償を支払わないでください...」
フェリックス・ジェルジンスキーは依然として納得していなかった。証明書を読んだ後、彼は再びメンジンスキーに宛てて次のように述べた。私には、シオニストがソビエト政権に対する反革命活動を放棄するように影響を与えることが必要であるように思われる。
結局のところ、原理的には私たちはシオニストの友人になれるのです。この問題は政治局で研究され、提起される必要がある。シオニストはポーランドとアメリカの両国に大きな影響力を持っています。なぜ彼らを敵視するのでしょうか？
1年後の1926年7月、重度の心臓病患者だったジェルジンスキーは中央委員会の総会で演説した後、突然死した。シオニストに対する懲罰当局の態度は変わらず、彼らはソビエト政権の反対者に数えられていた。
ユダヤ共産主義労働者党ポアレイ・シオン（シオンの労働者）は、ルビャンカでは敵対組織とみなされていたが、その活動には反ソ連的な要素は見られず、禁止する理由もなかった。ポアレイ・シオンは20世紀初頭にミンスクで誕生し、その後その組織はパレスチナを含む他の国にも現れた。
1919年に党は分裂し、ポアレイ・シオンのユダヤ共産党も出現した。 22年6月、コミンテルン執行委員会はポレーション主義者に対し、その計画を放棄してコミンテルンに参加するよう訴えた。新党は執行委員会の意見を聞いた。 12月22日、彼女は自己解散を発表し、すべての党員にRCPへの参加を呼びかけた(b)。確かに、党指導者の中には一般決定に従わず、党を救おうとした人もいた。
24 年 12 月 4 日、OGPU からのメモに基づいて、政治局は次の決議を採択しました。
「EKP（ポアレイ・ジオン）自体が崩壊しつつあるという事実を考慮すると、GPUの措置による清算を検討するだけでなく、NKVDへの登録を阻止することも不適切である。」
そして主要政党はさらに数年間合法的に運営された。彼女はコミンテルンに独立部門として参加しようとしたが失敗した。ポアレイ・シオンの活動家たちは徐々に逮捕されたが、その党には絶対的な共産主義者、ボリシェヴィキの思想を持ち、ソビエト権力に献身的なユダヤ人の若者も含まれていた。
5月24日か28日、政治局は3日前に採択された中央委員会組織局の決定を承認した。
「合法的に存在する政党ECRP（ポアレイ・シオン）を清算する必要性に関するモスクワ委員会の決定に同意する。」
6月26日の夜、まだ党に属していた全員が国中に連行された。ポアレイ・シオンは存在しなくなった。
革命後の最初の数年間、当局はすべての少数民族と同様に、忠実なユダヤ人を親切以上に扱った。ソビエト・ロシアは、反ユダヤ主義と闘い、反ユダヤ主義者が処罰された最初の国家であった。確かに、これは長くは続きませんでした。
ユダヤ人はイディッシュ語が話され、書かれ、教えられる劇場、新聞、学校を創設しました。ユダヤ人の集団農場とユダヤ人の全国区が出現した。 1928年、彼らは極東にユダヤ人地域、ビロビジャンを創設することを決定した。他の国のユダヤ人コミュニティはビロビジャンの開発に資金を提供しました。自分たちの土地で自由に暮らすという考えに触発されて、他国から多くのユダヤ人が移住してきました。私たちはユダヤ人たちの間で退廃的な感情が蔓延していたパレスチナからも行きました。イギリス人は事実上約束を放棄したのです。
1928 年の政治局会議の一つで、次のように決定されました。
「パレスチナから75人のユダヤ人農民の再定住を許可するため、農業人民委員会に対し、パレスチナ共産党中央委員会の代表と慈悲深い精神で交渉するよう指示する。ただし、支出は必要ない。」これについては私たちから。」
ユダヤ人は、その土地で働き、他の人々が平等であると認識する一人前の人間のように感じる機会を得るために、たとえ遠い土地にさえ旅行する準備ができていました。
広報担当者のオットー・ヘラーは、1931年にウィーンで出版した著書『エルサレムの崩壊』の中で、次のように熱心に書いています。
「ユダヤ人たちはタイガに向けて出発する。彼らにパレスチナについて尋ねると、彼らは笑うでしょう。自動車、鉄道、船がビロビジャンに現れ、巨大な工場の煙突が煙を吐き始める頃には、パレスチナの夢はとっくの昔に歴史の中に埋もれているだろう...
来年はエルサレムでしょうか？
歴史は長い間この質問に答えを与えてきました。ユダヤ人のプロレタリアたち、東ヨーロッパの飢えた職人たちは今、別の問いを投げかけている。来年、社会主義社会に！ユダヤ人プロレタリアートにとってエルサレムとは何でしょうか？
来年はエルサレムでしょうか？
来年はクリミアで！
来年はビロビジャンで！」
しかし、実験はうまくいきませんでした。その場所は開発には不適切で不適切に選ばれ、ユダヤ人とアムール川の岸辺を結び付けるものは何もありませんでした。
ある時点で、ソ連の諜報機関はパレスチナに興味を持つようになりました。ここでも革命を起こすことは可能でしょうか？
23年の終わりに、有名な治安将校ヤコフ・セレブリャンスキーがOGPUの外国部門（外国諜報部門）を通じてパレスチナに派遣された。革命前、彼はマキシマリストの社会主義革命家であり、ミンスク刑務所所長の殺害に参加することでキャリアをスタートさせた。彼はパリでロシア軍移民の指導者、元白軍将軍アレクサンドル・クテポフを誘拐した罪で赤旗勲章を受章した。そして彼は内務人民委員の下にある海外での破壊活動とテロを担当する特別グループを率いていた。
ヤコフ・セレブリャンスキーはパレスチナに2年間滞在したが、失望して帰国した。パレスチナでの革命は、眠くて未開発の場所に見えたが、より良い時期が来るまで、むしろそこに十分な量の革命材料が現れるまで延期された。
中東は、ヤン・クリストフォロヴィッチ・ピータースが率いるGPU東部局の関心領域であった。その後、この地域は21年からチェカに仕えたスティリアン・ドミトリエヴィッチ・トリアンドフィロフが担当しました。彼の後、OGPUの外交部門の東部部門は、1930年に西側に亡命した最初のソ連情報将校であるゲオルギー・セルゲイヴィチ・アガベコフが率いていた。
エフライム・ソロモノヴィチ・ゴールデンシュテインは本職の医師であり、パレスチナを担当した。彼はアンカラの居住者であり、パレスチナ共産主義者の間で活動しようとした。アガベコフによれば、シオニストたちはモスクワにやって来て、イギリスと戦うための武器を求めたという。しかし、OGPUは彼らがイギリスの代理店であると判断し、交渉は中断された。
中央情報機関では、有名なアラビストであるモーゼス・マルコヴィチ・アクセルロッドがパレスチナ問題を担当していた。彼はモスクワ大学法学部と東洋学研究所アラビア語学科を卒業し、サウジアラビアで働いていました。アクセルロッド氏はアガベコフ氏に次のように語った。「エジプトでは、カイロの英国高等弁務官から報告書のコピーを受け取っている私たちは、そこでの出来事を常に知っています。私たちはパレスチナに関する情報を同じ英語の情報源から得ており、シリアについてはコンスタンティノープルのフランス武官の報告から情報を得ています。シリアとパレスチナでは、彼らが私たちの代理人を組織し始めたのはつい最近です。ブルームキンは6か月間これらの国をツアーしている。彼はすでに誰かを採用しましたが、まだ彼らからの情報はありません。」
1928年10月、ヤコフ・グリゴリエヴィチ・ブリュムキンは、1918年7月6日にソビエト・ロシア政府のドイツ特使ヴィルヘルム・ミルバッハ伯爵を殺害した人物と同じ人物で、OGPU外国部門の不法滞在者としてコンスタンティノープルに送られた。
コンスタンティノープルの合法的居住者は、ソビエト大使館の下で働いており、長年諜報活動に従事していたヤコフ・グリゴリエヴィチ・ミンスキーであった。もう一人の著名な過激派、ナウム（レオニード）・イサコビッチ・エイティンゴンは少将に昇進し、1951年に「国家保安省のシオニスト組織に所属していた」容疑で逮捕され、トルコの駅を通過した。しかし、彼ら全員の中で、最も有名な人物として取り上げられるのは通常、ブルムキンだ。
1818年7月6日、午後2時、チェカ職員のヤコフ・ブリュムキンとニコライ・アンドレーエフ（彼は反革命対策部門の写真家だった）がドイツ大使館に到着した。彼らはジェルジンスキーの署名とチェーカの印章が入った委任状を提出し、ミルバフ大使との会談を要求した。ドイツ大使は小さな居間で彼らを出迎えた。
「私は彼と話し、彼の目を見つめた」とブリュムキンは後に語った。私のブリーフケースの中の書類の中にブローニングがあった。 「分かった、これが書類だ」と私は言い、至近距離から発砲した。負傷したミルバッハさんは広いリビングルームを駆け抜け、秘書は椅子の後ろに倒れた。広いリビングルームでミルバッハは倒れ、それから私は大理石の床に手榴弾を投げました...」
これは左派社会主義革命家の武装蜂起の合図だった。ボリシェヴィキの唯一の政治的同盟者であった社会革命家たちは、ドイツとの和平調印に憤慨していた。
ブラムキンが大使館に提出した委任状にあるジェルジンスキーの署名は偽物だったが、印鑑は本物だった。これはチェーカの副議長であるヴィャチェスラフ・アレクサンドロヴィチ・アレクサンドロヴィチ（本名ドミトリエフスキー、党の仮名ピエール・オレンジ）によって委任状に添付されたもので、彼は礼儀正しさと誠実さで尊敬されていた左派社会主義革命家である。
チェカでは、ヴャチェスラフ・アレクサンドロヴィッチが「職権犯罪と闘う」部門を率いていた。彼は無私無欲の人で、世界革命と共通善を夢見ていました。彼は左翼社会主義革命家の反乱とミルバッハ殺害の源となった。
ジェルジンスキーは取り調べ中に次のように説明した。
「アレクサンドロヴィチ氏は、社会革命派の断固とした要求により、昨年12月に委員会に紹介された。彼は私の名前の偽の身分証明書に貼られた大きな印鑑を保管しており、それを使ってブリュムキンとアンドレーエフは殺人を犯した。ブルームキンは左翼社会主義革命家中央委員会の推薦により委員会に受け入れられた。」
二月革命の後、17歳のとき、ヤコフ・ブルムキンは左翼社会革命党に加わった。 1 年後の 1918 年 6 月に、彼はドイツのスパイ活動に対抗するチェーカ部門の責任者として承認されました。彼は非常に積極的に行動し始めたが、社会主義革命家として彼らは彼を信頼せず、1か月も経たないうちに部門は清算された。ブラムキンは仕事を失った。
ブリュムキンはテロ攻撃の理由を次のように説明した。「私はドイツとの個別和平に反対しており、ロシアにとってこの恥ずべき和平を破壊する義務があると考えています...
しかし、社会主義者としての私の一般的かつ基本的な動機のほかに、他の動機も私をこの行動に駆り立てています。反ユダヤ主義の黒人百人隊（その多くはドイツ愛者）は、戦争初期からユダヤ人をドイツ愛国者として非難してきたが、現在はボリシェヴィキの政策とドイツとの個別和平の責任をユダヤ人に負わせている。
したがって、ブレスト・リトフスクにおけるボリシェヴィキによるロシアとその同盟国の裏切りに対するユダヤ人の抗議は特に重要である。私はユダヤ人であり社会主義者として、この抗議行動の遂行を自らの責任とします。」
左派社会革命家の反乱を鎮圧した後、アレクサンドロヴィチと他の12人が銃で撃たれた。ブリュムキンとアンドレーエフはウクライナに逃亡した。アンドレーエフは発疹チフスにかかり死亡した。ブラムキンはヘチマン・スコロパツキー暗殺の失敗に参加した。革命法廷は彼に懲役3年の判決を下した。 1919年の春、彼はチェカに告白した。 5月19日、全ロシア中央執行委員会幹部会はブルムキンを更生させた。
彼は南部戦線に従軍し、赤軍陸軍士官学校で学び、トロツキー陸海軍人民委員の事務局で働いた。 23歳のとき、彼はOGPUの外国部門に連れて行かれました。彼には文壇やコミンテルンの労働者に彼を心から尊敬する友人がたくさんいた。
「私はヤコフ・グリゴリエヴィチ・ブリュムキンを知っていましたし、愛していました」とコミンテルン代理人のヴィクトル・セルジュ（ヴィクトル・リヴォヴィチ・キバルチッチ）は書いている。 「背が高く、骨太で、勇敢で、古代イスラエルの戦士のような誇らしげな横顔をした彼は、メトロポール・ホテルのチチェリンの隣の氷の部屋を占領しました。彼は極秘任務を遂行するために東方へ行く準備をしていた。」
コンスタンティノープルでの彼の仕事については多くの噂があるが、ブルムキンが外国諜報機関の駐在者として過ごしたのはわずか1年だった。彼には多くのことをする時間がありませんでした。アガベコフ氏によると、パレスチナには彼の代理人はヤッファのパン屋のオーナー一人だけだったという。
ブラムキンのキャリアは、コンスタンティノープルで国外追放されていたトロツキーと密かに会い、モスクワに手紙を持って行き、レフ・ダビドヴィチのかつての支持者たちと会うことに同意したときに終わった。
久しぶりにモスクワに到着した彼は、この国で起きた変化の本質を理解していなかった。彼にとって、トロツキーと彼の同志は最近の党指導者であり、大多数の意見に同意しなかったが、そのために敵になることはなかった。ブルームキンは彼の純朴さのために厳しく罰せられた。彼はトロツキーとの会話について親しい人々に話し始めた。その中には外国部門の職員、エリザベタ・ユリエヴナ・ゴルスカヤ氏も含まれていた。翌日、彼女は上司に報告しました。
29年10月15日、カザン駅近くの路上でゴルスカヤと次の会合を行っている最中に、ブルムキンは逮捕された。スターリンは裁判もせずにやった。
11月5日、政治局は次のように決定した。
「a) OGPU に対し、ブルムキンの反逆的な反ソ活動を発見し清算する時期に失敗したことを明確にすること。
b) ブルームキンは逮捕されるべきである。
c) ゴルスカヤの行動の性質を正確に確立するよう OGPU に指示してください。」
トロツキーとの会談は、ドイツ大使殺害よりもはるかに危険な犯罪として認識された...
この話はエリザベタ・ゴルスカヤに害を及ぼすものではありませんでした。それどころか、OGPU は彼女の行動を高く評価しました。彼女の最初の夫は彼女の名字で、ロンドン駅に勤めていました。二度目の結婚では、国家治安担当官のワシーリー・ミハイロヴィチ・ザルビンとも結婚し、彼は将軍の地位に昇進した。
同時に、東部対外情報部の指導部も交代した。 10月31日、ヤン・ペータースはその職を解かれた。 11月6日、同部門の責任者はトリチャン・ミハイロヴィチ・ディアコフ氏に就任した。 1 年も経たないうちに、1930 年 9 月 10 日に東部省は解散され、対諜報活動を任務とする OGPU の特別部門に統合されました。すべての情報は外務省に集中していました。
1930 年 2 月 5 日、政治局は OGPU の外国部門の活動に関する最初の詳細な決議を採択し、ソ連諜報機関の活動の主な方向性を概説した。中東はこのリストには含まれていませんでした。
5月26日34日、政治局は軍事諜報活動に関する詳細な決議を採択した。中東での活動も、赤軍第 4 総局の主要な活動分野のリストには含まれていなかった。
ハガナ（のちにイスラエル国防軍を誕生させる地下戦闘部隊）のメンバーの中にはモスクワに行き、確信した共産主義者として戻ってきた者もいた。しかし、パレスチナ系ユダヤ人の多くは社会主義の考えを固守していたものの、組織全体としてはコミンテルンの管理下にはなかった。ハガナのメンバーは、集団農場のような農業協同組合 (キブツ) で働いているか、左翼労働組合 (ヒスタドルート - 労働総同盟) のメンバーでした。
キブツは、「能力に応じてそれぞれから、必要に応じてそれぞれに」という共産主義の原則に基づいた居住地です。ロシア、ポーランド、ルーマニアからやって来た若いユダヤ人たちは、自分たちの汗と血で狭いパレスチナの土地を豊かに肥沃にしました。これほど莫大な費用と自己犠牲を払って、人々が地球上で幸せな社会を築こうとしたことはかつてありませんでした。
8月23日、将来のイスラエル初代首相デイビッド・ベングリオンもモスクワを訪れ、ヒスタドルート代表団がパレスチナ労働者を代表して全組合農業・手工芸品展示会に出席した。パレスチナ統一ユダヤ人労働連盟の執行委員会によって彼に発行された証明書は保存されています。
「私たちはここに、両氏のことを証明します。パレスチナ統一ユダヤ人労働連盟の書記長であるD.ベングリオン氏と中央消費者協同組合「ガマシュビール」の理事長であるミーア・ルトベリ氏は、モスクワ農業博覧会に参加し、連合の代表として行動するよう私たちから委任されています。連盟、「ガマシュビール」、労働者銀行およびその他の機関連盟は、パレスチナとロシアの間の貿易および商業関係の再開に関して政府および商業機関と交渉し、必要に応じてロシア・パレスチナ貿易会社を設立する。」
ベングリオンとその仲間たちは、缶詰の果物、タバコ、バナナ、オリーブオイル、葉タバコ、ワイン、アーモンド、レモン、オレンジをモスクワに持ち込んだ（詳細については、「出典」、1993年、第1号を参照）。
代表団はロシアとパレスチナの通商関係の歴史に関する主要展示委員会の外国部門向けの証明書をまとめ、その中でパレスチナはロシアにとって工業製品や建築資材の販売で利益をもたらす市場になる可能性があると指摘した。
ベングリオンは貿易よりも政治で成功した。この旅行は契約締結には至らなかった。しかし、彼女は強い政治的印象を残した。
若きデヴィッド・ベングリオンの見解は、社会主義と理想主義的なシオニズムのエキゾチックな混合物を表していました。
「労働者階級を組織するだけでなく、労働者階級を教育し、パレスチナに定着させることも必要だ」と将来のイスラエル首相は述べた。
彼はレーニンを賞賛し、共産主義がユダヤ人を反ユダヤ主義から守ると信じていた。彼は依然としてイスラエルとユダヤ人に関するソ連の政策に激しい失望を経験しなければならなかった...
コミンテルンですらパレスチナには特に関心を持っていなかった。パレスチナでの革命運動の勃興には誰も大きな期待を持っていなかったからだ。
2020年7月5日、共産主義インターナショナル執行委員会のいわゆる小局は、最近党中央委員会書記となったエレナ・ドミトリエフナ・スタソワに対し、中東局を組織するよう指示した。小局はコミンテルンの統治機関であり、その委員長は政治局員でレーニンに最も近い人物の一人であるグリゴリー・エフセーヴィチ・ジノヴィエフであった。
中東局は働く暇もなくコミンテルン第２回大会までに廃止された。
２１年１月、コミンテルン執行委員会の中央事務所に中東部門が設置された。その後、東部セクターに変わりました。
この部門の責任者はゲオルギー・イワノビッチ・サファロフであり、彼の東洋事情の知識は高く評価されていた。 30年代初頭、政治局は「植民地または半植民地民族」（今ならアジア、アフリカ、ラテンアメリカの民族を指す）の新しい歴史に関する教科書の作成に関心を持ったとき、元党員カール・ラデクを任命した。中央委員会とコミンテルン執行委員会のメンバーとなり、旅団を率いる。
科学者の研究に精通していたラデクは、34 歳の 9 月にスターリンに次のような手紙を書きました。
「期限を決めて、つまり来年の6月までに本を完成させたいと主張するなら、唯一の方法はサファロフと私の2人だけでそれを書くことだ。多くの同志がサファロフについて疑問を表明していることを私は知っています。しかし、私はこれらの疑問は、彼の戦術的に上を行く、または上を行く傾向に関係していると思います。日本、中国、インドの歴史に関する文献に精通しているという点で、彼は他の誰よりも優れています。」
ゲオルギー・サファロフはジノヴィエフに近かった。 22年に彼は同時にレニングラードスカヤ・プラウダ紙の編集長に任命されたが、コミンテルンの問題にはほとんど関与しなかった。ジノヴィエフ氏の失脚後、サファロフ氏もその地位を失い、大使館書記官として中国に派遣され、その後トルコに派遣された。 29年に彼はコミンテルン執行委員会の組織に戻され、34年12月に逮捕されるまでそこで働いた。
23 年 5 月に東部部門の責任者はラデクであったが、それから 1 か月も経たない 24 年 3 月初めに、最近の海軍担当人民委員代理兼アフガニスタン全権特使のフョードル・フェドロヴィチ・ラスコーリニコフが後任となった。ペンネームはF.ペトロフ。
1926 年 3 月、別の組織再編の一環として、中極東事務局が設立されました。 28年目、東部貸付事務局（現在は地方局と呼ばれている）は、ラスコーリニコフの後任として、生き残る運命にあったほぼ唯一の著名なコミンテルンメンバーであるオットー・ヴィルヘルモヴィチ・クージネンを任命した。彼はスターリン、フルシチョフ、ブレジネフの下でも指導者としての地位を維持した。ユーリ・ウラジミロヴィチ・アンドロポフに注目し、宣伝したことで知られる。
しかし、コミンテルンの東洋学者は主に中国、日本、インドに興味を持っていました。中東では、イラン、アフガニスタン、トルコ。中東で何が起こっているかは、トルコからは観察されましたが、それほど詳しくはありませんでした。
遡ること2020年8月8日、コミンテルン機構内に秘密部門（国際広報部門としても知られる）が設立された。同省の任務は、外国共産党との違法な関係を維持し、外国共産党に指示、文書、金銭、武器を伝達し、党職員を海外に輸送することである。同署には宅配サービスがあった。同省は職員に偽造パスポートを提供し、彼らのために安全な家を借りた。本質的に、これは優れた機能と十分な予算を備えた特別なサービスでした。同省は政治情報や軍事情報と緊密に連携した。
中東の通信拠点がコンスタンティノープルに確立されました。この部門は21年5月2日からジョセフ（オシップ）・アロノビッチ・ピャトニツキーが長官となった。
19年にパレスチナ社会主義労働者党が設立され、2年後には共産主義者と改名された。不法に存在したこの党はジョゼフ・バーガーが党首であり、バルジライという名前で活動していた。彼はクラクフで生まれ、20年目にパレスチナに移住し、そこで道路建設の労働者としての職を見つけた。
ベルガーは何度かモスクワを訪れ、1929年にはスターリン自身が彼に話しかけた。モスクワの指示で、バーガーは党を「アラブ化」しようとした。 32年目に彼はモスクワに呼び戻された。彼はコミンテルンで働いていました。 35年に彼は逮捕された。彼らは彼に死刑を宣告したが、銃殺はしなかった。
ベルガー（バルジライ）はソ連の収容所で21年間勤務した。 56歳で彼はリハビリを受けた。彼はクラクフで生まれたため、ポーランドに行くことを許可されました。 1年後、彼はイスラエルへの旅行の許可を求めた。
1957年6月22日、イスラエル共産党中央委員会書記長のミクニスはテルアビブのソ連大使アブラモフを訪ね、ポーランド人がベルガーを解放しないよう影響力を及ぼすよう要請した。
「バルジライはソ連に敵対している」とミクニス氏は大使に説明した。彼は共産党大会の開会にあたって、ソ連のファシストの手によって殺された人々の追悼が尊重されるよう要求している。この者の出現は害をもたらすだけだ」
タシケント生まれのイェラクミエル・ルカヘルは共産党で戦闘活動に従事していた。第一次世界大戦中、彼はトルコ軍に従軍しました。彼の地下活動は、23年にユダヤ人のポグロムの責任者であるトルコの警察官トゥフィク・ベイを殺害したという事実から始まった。彼はドイツに行き、そこで共産主義者に加わりました。パレスチナに戻ったルカケルは共産党に入党し、ユダヤ人入植者向けの地下軍事学校のコースを創設した。 1931 年に彼はソ連に強制送還され、彼の痕跡はすべて失われました。
アドルフ・クラウスとコンスタンチン・ヴァイス（アヴィグドール）も、ソ連から来たユダヤ人のグループとともにパレスチナで活動した。最初の課題は、ソ連支持者のグループを作ることでした。同時に、彼らは隣国エジプトで共産主義運動を結成し、そして非常に成功しました。
アヴィグドールはしばらくの間、エジプト共産党の指導者であった。しかし共産主義アラブ人はユダヤ人を異邦人とみなし、すぐに排除した。エジプトの共産主義者の中には、ヒトラーが英国と戦い、ユダヤ人を絶滅させたことから、後にヒトラーを崇拝する人もいた（G.コーザッハ教授の著書「中東をめぐる赤旗?」を参照）。
共産主義ユダヤ人は、働くアラブ人を階級闘争の同盟者とみなした。しかしアラブ人は階級感情には興味がなかった。彼らはパレスチナでユダヤ人に対するポグロムに参加した。そのため、左翼思想を持つユダヤ人たちの間で「プロレタリア・シオニズム」が形成された。彼らは共産主義を信じ続けたが、頼れるのは自分たちだけだと悟った。
ポアレイ・シオン党の代表者はコミンテルンとの緊密な関係を模索した。彼らはコミンテルンの会議に来て演説した。しかし、彼らの立場は、ポラショニストがユダヤ人プロレタリアートの闘争をアラブ多数派の闘争から切り離したという事実により、厳しい批判にさらされた。コミンテルンはシオニズムの断固とした拒否を要求し、ポアレイ・シオンを「全世界の社会主義志向のユダヤ人プロレタリアート」の組織として認めなかった。
国家と植民地の問題に関するコミンテルン第2回大会の論文には、「シオニズムは、パレスチナにユダヤ人国家を創設するという名目のもと、パレスチナのアラブ人労働者をイギリスの搾取の犠牲にしている」と述べられている。
しかし、アラブ民族運動は主に農民で構成されていたため、進歩的なものとして認識されました（G.コーザッハの著書「中東をめぐる赤旗?」を参照）。
共産主義者たちはポアレイ・シオンから分離し、独自の党を創設した。ウルフ・アベルブフ氏がパレスチナ共産党中央委員会書記長に就任した。第一次世界大戦中、彼はロシア軍に従軍した。 22歳からパレスチナに住んでいた。
アベルブフはアラブ人と協力しようとした最初のユダヤ人の共産主義者である。当初、パレスチナ共産党にはアラブ人は存在しなかったが、1925年に最初のアラブ人が認められた。パレスチナの共産主義者たちは直ちにアラブ労働者に対し、共に行動するよう呼びかけた。
ビラの一つには、「ユダヤ人の労働者、革命の兵士が、英国、ユダヤ人、アラブの金融業者との闘争において同盟者として手を差し伸べる」と書かれていた。彼の運命とあなたの運命は一つです...」
しかし、アラブとユダヤの労働者階級の統一戦線を創設する試みは失敗に終わった。
パレスチナ共産党指導者の一人となったマフムード・アル・アトラシュは、「アラブの労働者大衆は、チャイム、アブラハム、イサクという名前の人々を信頼できなかった。彼らは、たとえ彼らの指導の下で前進することもできなかった」と書いている。もし彼らが国家独立のための最良の戦士だったら。アラブ大衆にとって、彼らは帝国主義がアラブ人民を犠牲にして莫大な特権を与えた少数民族に属していた…」
マフムード・アル・アトラシュはモスクワの東方労働者共産大学で3年間学び、その後パレスチナ共産党中央委員会の一員となった。
そして、将来の共産党書記長となるリドワン・アルヘル氏も、共産党をシオニズムとの戦いの道具にするために党に加わった。彼はユダヤ人の共産主義者を信用せず、アラブ人が党を率いるべきだと主張した。モスクワのコミンテルン執行委員会も同様の意見を持っていた。ユダヤ人は徐々にパレスチナ共産党指導部から追い出されていきました。
10月16日と29日、コミンテルン執行委員会政治事務局は「アラビスタンにおける反乱運動について」決議を採択した。
アラブ人がユダヤ人を殺害したパレスチナの反ユダヤ暴動は、コミンテルンによってブルジョワ民主主義革命の始まり、アラブ人民の偉大な解放運動として評価された。
彼らは「アラブ化」の加速とパレスチナ共産党のアラブ民族主義者との協力を要求した。という指導が実施されました。 1935年の秋、パレスチナ共産党中央委員会は「帝国主義に反対するすべてのアラブ人とその友人たちの団結を求める」訴えを採択した。中央委員会は、「シオニズムの撲滅、ユダヤ人移民の停止、そしてすべてのシオニストの武装解除」のための闘争を開始することを提案した。パレスチナへのユダヤ人の到着は帝国主義者の陰謀とみなされ、その目的は「世界の戦略的に重要な地域に反動的な反ソビエト戦線を創設する」ことであった。
これに続いて、パレスチナのアラブ共産主義者たちは、ユダヤ人を憎み、最終的にヒトラーと同盟を結んだエルサレムのムフティ、アミン・アル・フセイニとの接触を確立した。
党内でのユダヤ人とアラブ人の共同作業は不可能となった。
共産党のもう一人の指導者、ナチュム・レシチンスキーはクリヴォイ・ログで生まれました。ベルガーと同じように、彼は22歳からパレスチナに住んでいました。レシチンスキーはコミンテルン執行委員会の東部部門で働き始めた。 1929年、彼はソ連市民権の回復を求めた。
1930年、イギリス当局はヴォルフ・アベルブフをソビエト・ロシアに追放し、そこで長年の弾圧の間に死亡した。
 
フィルビー・シニア、フィルビー・ジュニア、そしてワッハーブ派
パレスチナに関与した多くの英国の政治家、外交官、軍人、諜報員はシオニズムの攻撃的な反対者であった。その中で、有名なソ連情報将校の父であるサー・ジョン・フィルビー・シニアは重要な地位を占めていた。
ジョン・フィルビーは、あまり知られていないものの、中東の歴史において重要な役割を果たしました。彼はサウジアラビアの創設者の一人でした。
フィルビーはセイロン（現在のスリランカ）で生まれ、インドのイギリス植民地政府で働いていました。彼のキャリアはうまくいっていなかったが、バグダッドへの移籍の申し出を喜んで受け入れた。彼がそこに到着したのは、第一次世界大戦の真っ最中の 1915 年でした。
バグダッドで、フィルビーはスパイの世界を発見した。陰謀の網の中で、彼は水を得た魚のような気分でした。彼はアラビア語に堪能で、ベドウィンの衣装をよく着ていました。誰かが冗談を言ったように、彼のヨーロッパ出身を示す唯一のことは、彼の足が十分に汚れていなかったことです。ジョン・フィルビーは、アラブ人を装って、1920年9月の第1回東方人民大会の際にもバクーを訪れ、そこには30か国から2,000人の代表が参加した。
フィルビー・シニアは並外れた人物でした。
敵は彼の型破りな性的指向について話しました。むしろ、ベッドでは女性と同じように男性も彼に興味を持っていると彼らは主張しました。諜報史家らは、アメリカの諜報機関は同性愛者を火のように恐れ、脅迫される可能性があるため信用しなかったが、イギリスの諜報機関は逆にそのような人々を喜んで受け入れたと書いている。これにより、英国諜報機関は自分たちだけのための閉鎖的なメンズクラブの精神を得ることができた。
イギリスとフランスはアラブ世界を勢力圏に分割した。フィルビーはそれが気に入らなかった。彼はアラブ人に完全な独立を与えることの支持者でした。彼はバルフォア宣言に対してさらに不満を抱いていた。彼は、少数のパレスチナユダヤ人のためにイギリスはアラブ人と争うべきではないと信じていた。
アラビアのイギリス人には信頼できる同盟者がいた。イスラム世界中から巡礼者が集まるメッカとメディナの聖地の番人、シェリフ・フセイン・イブン・アリだ。彼はハーシミテ王朝に属していました。ハシム人は、預言者ムハンマドが属していた家族の出身であるハシムの子孫です。
第一次世界大戦中、フセインはイギリス諜報機関の協力を得てトルコの支配に反抗した。感謝のしるしとして、英国は16年にかつてイスラム教の発祥の地であるヒジャズ州を独立王国にすることを彼に許可した。
フセイン保安官が英国と同盟を組んでトルコ人と戦っている間、ワッハーブ派の指導者、ナジド首長イブン・サウド・アブド・アルアジジは保安官に反対した。
ロンドンからの注文を遂行するため、1917 年の秋、フィルビーはイブン・サウードに電話して注文を取りに行きました。しかしフィルビーは命令を実行しなかった。彼はイブン・サウードと同盟を結び、この友情は重大な政治的結果をもたらした。時間が経つにつれて、フィルビーはイブン・サウドがサウジアラビア王になるのを助けました。
21年目、フィルビーは新しく創設されたトランスヨルダン首長国の首都アンマンの英国諜報部駐在員に任命された。その首長はシェリフ・フセインの息子であるアブダラであった。彼自身、人口わずか23万人の小さな国家を自分自身で設立しました。
フィルビーは、はるかに穏健な政治的および宗教的見解を固守するシェリフ・フセインとの戦いにおいて、ワッハーブ派指導者イブン・サウードを支援した。イブン・サウドはベドウィン軍に頼ってこの戦いに勝利した。 25年に彼の軍隊はメッカとメディナを占領しました。第 27 世紀、イブン・サウードは「ヒジャーズ、ナジド、および併合された地域」の国王を宣言した。 1932 年以来、これはサウジアラビア王国となり、イスラム教のワッハーブ派が国教となりました。
ワッハーブ派は、イスラム教スンニ派の宗教的および政治的運動です。ムハンマド・アブド・アル・ワッハーブの教えに基づいて、18世紀半ばにアラビアで生まれました。同氏は、イスラム教徒は不必要な革新に媚びて、アッラーが定めた原則から遠ざかっていると述べた。イスラム教を浄化し、本来の原理に立ち返る必要がある。
ワッハーブ派は非常に敬虔な人々ですが、迫害されている少数派のように感じています。すでに初期のワッハーブ派は、信仰問題における極度の狂信と、政敵との戦いにおける過激主義によって際立っていた。ワッハーブ派は、初期イスラム教の原則から背教したイスラム教徒に対する聖戦を呼びかけた。彼らはキリスト教徒とユダヤ人を「誤った信念」の信奉者であると考えています。イスラム教を受け入れない者はアッラーとすべての信者の敵です。
今日、ワッハーブ派は北コーカサスに浸透しました。このとき、ロシアのイスラム教徒がハッジを行うことが許可され、彼らがサウジアラビアに旅行し始めました。その後、サウジ自身が北コーカサスにやって来始めました。彼らはモスクの建設のための資金をもたらし、チェチェン戦争に参加した戦闘部隊の1つに武器を提供した。ワッハーブ派はロシア北コーカサスの急進派の旗印となっている...
フィルビー・シニアはイブン・サウード国王の財政問題に関する顧問となった。 45歳のとき、彼はイスラム教に改宗し、アブドラと名乗り、割礼を受け、イブン・サウードの特別命令により、4人の妻を持つ権利を獲得した。目撃者らは、王の宮廷での道徳はフィルビーの嗜好と全く一致しており、側室たちと楽しい仲間の中で新しい友人たちと楽しむ機会があったと主張している。
中東では、フィルビーは後にCIA長官となるアレン・ダレスとパートナーシップを結んだ。
ダレス家はアメリカで最も有力な一族の一つでした。彼らの母方の叔父であるロバート・ランシングは米国国務長官であり、国務省に最初の諜報部隊を創設した。ジョン・フォスター・ダレスも国務長官に就任した。アレン・ダレスは長年諜報機関を率いていた。
1930年代、アレン・ダレスとジョン・フィルビーはパレスチナ情勢について合意した。
フィルビーと彼の仲間の諜報員はパレスチナへのユダヤ人の再定住に反対した。アラビアのロレンスとして知られるもう一人のイギリスのアラビストであるトーマス・エドワード・ローレンスと同様に、彼は独立したアラブ国家の創設の支持者でした。言い換えれば、英国諜報機関は外務省の意見に同意しなかった。フィルビーはパレスチナ高等弁務官ハーバート・サミュエルを敵とみなした。英国の工作員はアラブ住民の反ユダヤ抗議活動で役割を果たした。
ダレス兄弟はユダヤ人に対して同情的ではなかった。彼らの妹がユダヤ人に恋をしたとき、彼らは関係を台無しにするためにあらゆることをしました。彼らは大成功を収めたので、彼女の愛する人は自殺し、彼女はヒトラーの熱烈なファンになった...
フィルビーがトランスヨルダンのイギリス諜報局の責任者であった一方、若きアレン・ダレスはコンスタンティノープルで諜報活動を始めていた。アラブ政治の複雑な世界を彼に教えてくれたのはフィルビーであり、彼の影響下でダレスはユダヤ人国家の創設は米国にとって何の役にも立たないという結論に達したと言われている。これではアメリカの石油会社がアラブ諸国と取引できなくなるだけだ。
ダレス兄弟の主張はワシントンでも聞かれたため、アメリカ外交は最後まで世界の政治地図にイスラエルが登場することに反対した。
20年代、アメリカの石油会社ガルフ・オイルはバーレーンで油田の開発を開始し、その後クウェートのより豊かな油田に進出した。そしてスタンダード・オイル・オブ・カリフォルニア社はバーレーンに定住した。
ジョン・フィルビーはスタンダード・オイル・オブ・カリフォルニアをサウジアラビアに持ち込み、アメリカの石油労働者が国王の金庫を埋めるだろうとイブン・サウド国王に説明した。サウジアラビアの巨大油田を開発するために、アラブ・アメリカン石油会社（アラムコ）が設立された。
フィルビーは自分自身のことを忘れず、アメリカの石油労働者はサウジの地下倉庫への道を開いた仲介者に惜しみなく報酬を与えた。 1933 年から、フィルビーはアメリカの石油会社から月給 1,000 ドルを受け取り、5 年後に石油が流通し始めたとき、最初の高額ボーナス 25,000 ドル (当時としては非常に高額) を受け取りました。
ジョン・フィルビーは、ヒトラーへのサウジ石油供給を巡る陰謀の中心にいることに気づいた。イブン・サウドは、フランコがスペインで勝利し、共産主義者たちを海に投げ込んだとき、スペインを通じて石油を供給することをナチスの特使に約束した。
しかし、彼らはモスクワでフィルビーの息子を通じてこのことを知りました。
キム・フィルビーはすでにソビエト諜報機関に採用されており、タイムズの従軍記者としてフランコ軍の拠点であるスペインに来た。フランキストたちはジョン・フィルビーの息子を敬意をもって迎え入れた。彼は父親から石油交渉について学びました。しかしスターリンはヒトラーが中東の石油を受け取ることを全く望んでいなかった。したがって、サウジとナチスの交渉の事実を公にし、それによって協定を混乱させるためにあらゆることが行われたのである。
ジョン・フィルビーは母国イングランドに到着するとすぐに、敵と接触した容疑で逮捕された。しかし、特殊部隊での古いつながりのおかげで、4 か月後に釈放されました。
ジョン・フィルビーは、息子のせいで刑務所に入れられたとは思わず、キムが英国諜報機関に加わるのを手助けした。
最終的な決定は、フィルビー・シニアと同様、以前はインドで働いていた英国諜報機関MI6の副長官、バレンタイン・ビビアンにかかっていた。彼はフィルビーの父と息子を夕食に招待した。キムがトイレに行くと、ヴィヴィアンは父親に友好的にこう尋ねた。
――彼は本当にケンブリッジの共産主義者と一緒だったのでしょうか？
「学校のいたずらだよ」とフィルビー・シニアは彼を振り払った。 - すべては過去のこと。彼は別人になってしまった。
バレンタイン・ヴィヴィアンはキム・フィルビーを偵察に連れて行った。
イブン・サウードの死後、サウジアラビア王となったサウド王子は、政治に携わるよりも人生を楽しむことを好みました。ジョン・フィルビーは彼にひどく腹を立てた。この事件は、友人国王の死から1年半後の55年4月にフィルビーが国外追放されたという事実で終わった。
ある日、彼の息子が父親を訪ねました。
「当時もその後も、私は彼の例に倣いたいとは微塵も思わなかった」とキム・フィルビーは回想した。無限のオープンスペース、澄んだ夜空、その他の楽しみは、ほんの少しだけ与えれば良いものです。私は、雄大ではあっても全く魅力的ではない自然がある国で、魅力も威厳も欠けた人々の中で生活を過ごすことは容認できないと考えました。無知と傲慢は悪い組み合わせですが、サウジアラビアにはその両方がたくさんあります。」
フィルビーの父親はベイルートに定住した。 1956年8月、キム・フィルビーも特派員としてレバノンの首都に現れた。 1951年に友人や同僚のガイ・バージェスとドナルド・マクリーンがソ連に亡命したため、彼は諜報職を失った。
おそらく初めて父と子が一緒になったのだろう。フィルビー・シニアはナセルの側に立ち、彼を支持する記事を書いた。金氏はモスクワに中東情勢を報告した。
フィルビー・シニアはサウジアラビアと和解してリヤドに戻ったが、息子に会うためにベイルートに来た。彼はここで 1960 年 9 月に亡くなりました。
 
ルーズベルトとトルーマン
世界シオニスト機構は、1897年8月にバーゼルで開催された第一回シオニスト会議によって、「パレスチナにユダヤ人の民族的故郷を創設する」という一つの目標を掲げて設立されました。
この大会は、オーストリアの弁護士、ジャーナリスト、劇作家であるテオドール・ヘルツルの主導で招集された。ヘルツルはその前年に「ユダヤ国家」というタイトルの短い本を執筆していた。ユダヤ人問題に対する現代的な解決策の試みです。」当時ヘルツルは、おそらく半世紀以内にユダヤ国家が誕生すると信じていた地球上で唯一の人物だった。さらに、彼はこれがユダヤ人だけにとって重要ではないと信じていました。彼らはヨーロッパを離れ、反ユダヤ主義は消滅するだろう。ヘルツル氏はユダヤ人抜きで反ユダヤ主義が成り立つとは想像できなかった。ユダヤ人がいなくなった国もあるが、反ユダヤ主義は栄えている。
最初のシオニスト会議には多くの神話が存在します。悪名高い偽書「シオン長老の議定書」に記された世界征服計画をユダヤ人が採用したのはバーゼルだったと言われている。この出来事に興味がある人なら誰でも、この神話が虚偽であることを簡単に検証することができます。バーゼルには十分な数のジャーナリストが出席していました。非公開の会議は一つもなく、すべてが公開で行われ、会議参加者のあらゆるステップ、あらゆる言葉が説明され、記録されました。
議会はトルコのスルタンに対し、パレスチナのユダヤ人に自治権を与えるよう求める提案を可決した。しかし、コンスタンティノープルへの任務は失敗に終わりました。スルタンは拒否した。
それからシオニストは、ユダヤ人のパレスチナへの帰還という考えを支持できるヨーロッパ国家を探し始めた。最大の関心を示したのはイギリスであり、イギリスは自らが世界の運命を決定する権利を持つ大国であると感じていた。
しかし、世界シオニスト機関は、ユダヤ人にパレスチナに戻る機会を与えることで、ユダヤ人問題を解決する必要性についてヨーロッパの政治家全員の注意を引こうとしました。シオニストはパレスチナに行き、そこに農業集落を設立する入植者のために資金を集めた。
パレスチナのためのユダヤ人機関（ヘブライ語での「機関」という言葉の発音はソクヌト）は、世界シオニスト機関の執行機関でした。チャイム・ワイツマンが会長に選出された。この機関は事実上、消滅したユダヤ人の国家の政府となった。この機関の本部はパレスチナにあります。
当初、一部のアラブ代表者はバルフォア宣言に非常に好意的に反応した。
メッカのフセイン・イブン・アリは、「この地の最も古い息子たちであり、彼らのおかげでアラブの同胞たちは物質的・精神的恩恵を得るであろう」ユダヤ人のパレスチナへの帰還を歓迎した。
フセインの息子の一人、将来のイラク国王ファイサル首長は、1818年5月にワイツマンと会談し、シオニストの計画には反対しないと述べた。これまでのアラブ人とユダヤ人の衝突はトルコの陰謀の結果だった。彼らはとても友好的に話しました。
年末に彼らは再び会った - 今度はロンドンだった。ファイサル氏は、パレスチナではアラブ人とユダヤ人の間に摩擦は起こらないと自信を持って語った。
1919年1月3日、ファイサルとワイツマンは協定に署名した。ファイサル首長はバルフォア宣言への同意を宣言した。彼はパレスチナがユダヤ人になることに反対しなかった。「私たちはユダヤ人たちに心から『お帰りなさい』と言います。」
ワイツマン氏は世界シオニスト機構を代表して、ファイサル氏が統治するアラブ国家の発展への支援を約束した。彼には大きな計画があった。 1920年3月のアラブ民族主義者会議は彼をシリア国王と宣言した。彼はユダヤ人に自分を支援してもらいたかったのです。
しかし、国際連盟はシリアとレバノンの統治権限をフランスに与えた。フランスはファイサルをシリアから追い出すことから始めた。イギリスは彼をイラクの王位に就かせた。ファイサルはもはやパレスチナ系ユダヤ人の支援を必要とせず、ユダヤ人の国家樹立に反対した。
ヨーロッパのユダヤ人の間でシオニズムの人気が世界大戦後急速に高まったのは、彼らが崩壊する帝国の最初の犠牲者だったからである。ルーマニアやポーランドなどの独立国では、第一次世界大戦後もユダヤ人の状況は全く改善されなかった。
彼らは望ましくない国民として扱われたため、非常に多くのポーランド系ユダヤ人がパレスチナ行きを熱望したのです。パレスチナのユダヤ人の人口は2つの戦争の間に倍増した。パレスチナは中東で最も繁栄した場所になりつつあった。
1938年11月24日、英国植民地長官マルコム・マクドナルドは議会で次のように演説した。「ユダヤ人が現代の医療やその他の利点をパレスチナ、アラブ人男性、女性にもたらしてくれているという事実のおかげで、さもなければ今日命を落としていたはずだ」彼らは生きており、決して空気を吸うことのない子供たちが生まれ、健康に成長しました。」
パレスチナのユダヤ人の間では、アラブ人との関係を改善する方法について議論があった。将来のイスラエル首相デイビッド・ベングリオンは、アラブ人との妥協点を見つけることに非常に真剣でした。ドストエフスキーの言葉を借りて、「たとえそれがシオニストのすべての希望の代償であっても、シオニズムにはアラブ人の子供を一人でも傷つける道徳的権利はない」と述べた。
最初のシオニストはアラブ人に対してロマンチックな態度をとり、彼らを部族の仲間とみなしていました。彼らの一人はアラブ人について次のように書いています。
「彼らがすでに15000年前に私たちとの共同生活を送ることをやめたのは事実ですが、彼らは私たちの骨から骨、肉から肉のままでした。私たちの間には兄弟関係のみが確立できることは明らかです。兄弟愛とは、政治的な意味でだけでなく、歴史によって私たちは一つの州で共通の生活を送ることを強いられることになるため、人種による兄弟、同じ国民の子供たちの関係も含まれます。」
ベングリオンは、パレスチナのアラブ人はかつてイスラム教への改宗を強制された古代ユダヤ人の子孫であると心から信じていた。
「彼らの血管には多くのユダヤ人の血が流れていることは疑いの余地がありません。困難な時代に国土を守るために信仰を捨てることを選んだユダヤ人の血です。」
第一次世界大戦が勃発する前の 14 年まで、2 つのコミュニティの間には通常の関係が発展していました。特にエルサレムの多くのユダヤ人はアラビア語を流暢に話しました。ユダヤ人とアラブ人の子供たちが一緒に遊びました。しかし、パレスチナのユダヤ人はアラブ人に特に興味を示さず、アラビア語を学ばず、隣人を理解しようともしなかった。それは大きな間違いでした。パレスチナのユダヤ人は、異邦人に対するアラブ人の抵抗の力を認識するのが非常に遅れた。
しかし、おそらくユダヤ人入植者は依然としてアラブ人を説得できなかったでしょう。アラブ人の中にはすでに20年代にシオニズムに反対するプロの戦士が現れていました。彼らはユダヤ人を再びパレスチナから追放するよう求めた。
1922 年、キブツのメンバーが自分の将来のビジョンを小さな新聞に発表しました。彼は、自分のキブツであるアイン・ハロドが百年後にどうなるか、繁栄して幸せになるだろうと想像しました。キブツの中心には、「自由、平等、兄弟愛と書かれた旗を掲げたユダヤ人とアラブ人労働者の二人」の記念碑が建てられる。
この記事を発見したイスラエルの広報担当者アムノン・ルービンシュタインは、キブツのアイン・ハロドにはアラブ人との戦争で亡くなった一家族の三世代を追悼する記念碑が実際にあると辛辣に指摘した。
2929 年 5 月、深刻なアラブ動乱がヤッファで勃発し、アラブ人がユダヤ人を攻撃し、殺害しました。その時約100人が死亡した。シオニズムとの戦い、つまりユダヤ人のパレスチナへの帰還はアラブ民族運動の中核となった。
エルサレムでは、第二神殿の破壊を経て生き残った壁の一部である嘆きの壁へのアクセス権をめぐって衝突が始まった。
かつてソロモン王の大神殿がここにありました。バビロニア王ネブカドネザル２世によって破壊されました。彼はユダ王国を滅ぼし、ユダヤ人を捕虜にしました。彼らはバビロン捕囚から戻ったとき、神殿を修復しました。そして再びローマ人によって破壊されました。二千年の間、ユダヤ人は神殿の丘に向かって祈りました。イスラム教徒は寺院の敷地に 2 つのモスクを建てました。
ユダヤ人は、これは最も尊敬されるユダヤ教の神殿であると主張し、アラブ人は、これはオマル・モスクやアル・アクサ・モスクを含むイスラム教の神殿群の一部であり、ユダヤ人は3.5分の回廊にのみ入る権利があると主張した。幅メートル。この紛争により、8月23日にアラブ人が武器を取ることになった。ヘブロンでは60人のユダヤ人が死亡した。これが転換点でした。ユダヤ人に対する政治闘争は宗教的狂信と結びついていた。
アラブ動乱の第 3 波は 1936 年 4 月に勃発しました。それはアラブ世界における民族主義感情の高まりの結果でした。パレスチナのアラブ人は、ユダヤ人の移民とユダヤ人への土地売却の禁止を要求した。
アラブの動乱は3年間続いた。
穏健なアラブ指導者を探し出し、共存条件で合意しようとするシオニストらの試みは悲劇的に終わった。ユダヤ人と交渉のテーブルに着いた者は誰でも、自らの死刑令状に署名した。
1946年、エルサレム大ムフティのいとこで若いパレスチナグループのリーダーであるファウジ・ダーウィッシュ・フセイニは、平等な二国籍国家を創設するためにユダヤ人と条約を結ぶ用意があると述べた。 11月11日に彼はそのような文書に署名し、12日後にアラブ過激派によって殺害された。
パレスチナ系ユダヤ人が火山の口のすぐ近くに家を建てていることが判明した。
アラブ人からの絶え間ない攻撃を受けてシオニストは反撃の準備を始めたが、イギリスはユダヤ人に自衛隊を創設することを禁じた。
最も過激な傾向にあったのは、ロシアからの移民、ポアレイ・シオン（「シオンの労働者」）党の若い労働者たちだった。彼らはロシアでのポグロムを生き延び、反撃する準備ができていました。特に彼らは、アラブ人労働者を雇うことは不可能であると信じていた - ユダヤ人は自らその土地で働く義務がある。アラブ人はこれを自分たちの仕事を奪いたいという願望と解釈した。
未開発のパレスチナでは土地以外に価値はありませんでした。ユダヤ人は砂地、沼地、未開の土地しか購入できませんでした。しかし、この土地でもユダヤ人入植者たちはオレンジを栽培することに成功しました。
アラブ人がパレスチナの土地を奪われたのは、ユダヤ人が土地を買い占めたからではなく、アラブ人の大地主が土地を買い占めたからである。隣国エジプトでも同じことが起きた。彼らの中には、その土地をユダヤ人に転売して利益を得る者もいた。しかし、貧しいアラブ人の憎悪はまさにユダヤ人に向けられた。アラブ人はユダヤ人がここに来て土地を買い占められることを望まなかった。彼らは、自分たちが手ぶらで放置され、ユダヤ人の支配下に置かれることを恐れていました。アラブ人はパレスチナで少数派になることを望んでいなかった。
そして、ヒトラーが権力を握った後、パレスチナへの出発を希望するドイツおよびヨーロッパのユダヤ人一般の数が急速に増加した。第一次世界大戦後、シオニストたちにどれほど時間がなかったかが明らかになった。ユダヤ人はドイツから逃げる必要があったが、逃げる場所がなかったのだ。ユダヤ人の受け入れに同意した国は一つもなかった。ヒトラーの軍隊は次々と国を第三帝国に併合し、難民の数は増加した。
アメリカのフランクリン・デラノ・ルーズベルト大統領の提案により、ドイツからのユダヤ人難民を助けるための国際会議が1938年7月に開催されました。各国の代表者らは、政治経済情勢が難民受け入れを許さない状況を次々に説明した。ドミニカ共和国の代表だけが難民を自分の家に招待しましたが、そこはとても遠かったのです...
奇妙なことに、ユダヤ人難民は上海でのみ受け入れられ、中国当局はヨーロッパ人の到着に反対しなかった。しかし1939年8月、中国を占領した日本当局は難民の入国を禁止した。日本人はユダヤ人のことを全く知りませんでしたが、戦略的同盟国であるナチスドイツに対しては良いことをしてくれました。
シオニストが密かにナチスに同意したという話がある。「反ユダヤ主義を扇動してください。これは私たちに利益をもたらすだけです。ユダヤ人は全員パレスチナに逃げるでしょう。」
「シオニストとナチスの協力という主張はまったくナンセンスである」と英国の著名な歴史家ウォルター・ラッカーは書いている。 「ユダヤ人火炎瓶は誰一人としてナチスと同じテーブルに着いたことはない。」
人々を救うために悪魔と取引することも可能だったのだろう。しかし現実には、ユダヤ人はどこにも許されていませんでした。シオニストは何もできなかった。
1937年の夏、イギリスの委員会からの報告書が発表され、アラブ人とユダヤ人の間に解決不能な紛争が生じており、両者は仲良くなれないため、パレスチナは分割する必要があるとの結論に達した。
当初、この考えはアラブ人だけでなくユダヤ人からも拒否されました。しかし、ユダヤ人たちはこれが唯一の可能な解決策であることに最初に気づき、反対を撤回しました。
王立委員会はヨルダン川西側に小さなユダヤ人の国家を設立することを勧告した。英国政府も同意した。しかし、アラブ人がそれに反対しているのを見て、彼らはすぐにこの考えを放棄しました。 1938年、パレスチナのアラブ人とパレスチナのユダヤ人の代表が妥協点を見つけるためにロンドンに集まりました。アラブ人の代表者たちはユダヤ人との交渉を拒否し、彼らと同じテーブルにつくことさえ望まなかった。
1939年、英国政府は運命的な決定を下した。今後5年間でパレスチナに来ることができるユダヤ人は7万5千人に制限されるというものだった。それはヨーロッパのユダヤ人に対する死刑宣告であり、ドイツのナチスと他国の同志たちによって引き裂かれるまま放置された。隣人のユダヤ人の絶滅に参加したいと考えている人がたくさんいました。
1939年1月、サウジアラビアはナチス・ドイツと国交を樹立した。イブン・サウドはドイツ外交官に対し、心の底では「イギリス人を憎んでいる」と語った。
これは彼がアメリカ人に石油を供給することを止めなかった。そして連合軍の勝利が明らかになった1945年2月、イブン・サウドはルーズベルト大統領に謁見した。この会議を主催したのはアメリカ大使で情報将校のウィリアム・エディ氏で、最近まで大佐の階級でタンジールの戦略作戦総局の駐在員を務めていた。
ルーズベルトは重病人だった。 21年目に彼はポリオを患い、半身麻痺になりました。いずれにせよ、彼は歩くことができず、車椅子で運ばれました。しかし、テレビはまだ存在しておらず、アメリカ人は何も疑っていませんでした。ニュース映画では、彼が車の中か机に座っている様子が撮影され、彼のために特別なスタンドが作られました。
1933年、ルーズベルトは射殺された。近くにいたシカゴ市長は殺されたが、神は大統領を救った。
戦時中、彼は重度の高血圧を患っており、心臓の病気により脳に十分な酸素を供給することができませんでした。側近らは、大統領が時々何を言われているのか理解するのが難しいと感じていた。
そしてアメリカ国民は、ルーズベルト大統領が医学的な観点から見て、同世代のほとんどの人々よりも良好な状態にあると確信し続けた。ルーズベルト大統領はかつて雨の中、屋外で反抗的に演説し、自分がいかにタフであるかを示した。
ルーズベルトは外交官や諜報員とは異なり、基本的にシオニストに同情的だった。彼はサウジ国王と、ユダヤ人がパレスチナに移住し、そこで平和に暮らす機会をいかに与えられるべきかについて語った。
イブン・サウードはそれは不可能だと答えた。サウジ国王はユダヤ人全員をドイツ人の家に収容し、ドイツ人が彼らを殺害するよう勧告した。イブン・サウドはユダヤ人を憎んでいた。かつて、アラムコ石油会社の本社で、彼はオレンジをご馳走になった。彼はそれを試してみて、彼らはパレスチナ人なのか、ユダヤ人に育てられたのか、と心配そうに尋ねました。オレンジはカリフォルニア産だと言って彼は安心した。
国王の厳しい反応はルーズベルトに強い印象を与えた。サウジ国王と5分間話した後、これまでのどの年よりも多くのことを学んだ、と彼は語った。ルーズベルト大統領はサウジの石油を失いたくなかった。会談の締めくくりに、アメリカ大統領は、この場合、アラブの利益を損なうようなユダヤ人支援はしないと述べた。
ルーズベルトは根っからの政治家であり、大統領職の現在の利益の観点から世界のすべてを判断した。彼はアメリカ系ユダヤ人の票を得るために戦う必要はなかった。彼らはすでに彼を支持していたのだ。中東の運命は彼にとってほとんど興味がなかった。彼は誰とも口論したくなかったので、ユダヤ人の政治家にはあることを言い、アラブの政治家には別のことを言いました。しかし彼は、パレスチナにユダヤ人国家を建設することにエネルギーを無駄にしないと自分で決めた。
米国の支持を得ようとするシオニストの希望は打ち砕かれた。
ヒトラーの当初の意図は、ドイツのユダヤ人全員をドイツから強制退去させることでした。彼は、反ユダヤ主義を公然と展開する西側諸国の反応を恐れていた。しかし西側諸国は沈黙していた。
ある英国外務省当局者は、「もし敵地から出国する成人ユダヤ人にパレスチナの扉を開くと、洪水が起こり、それを抑えることはできないだろう」と語った。
ヒトラーは、この人々を完全に破壊する方がはるかに良いと判断しました。ナチスは、国民全体を破壊するための産業を創設することで名声を博しました。彼らはマニアではありませんでした。彼らはユダヤ人の絶滅を、きちんと行わなければならない日常の雑事とみなしていました。
中東では、ナチスは同盟者や志を同じくする人々を見つけました。ヒトラーはアラブ諸国がイギリスとの戦いで彼を助けてくれれば完全な独立を約束した。
ヒトラーとムッソリーニから割り当てられた資金の援助により、ラシード・アリ・アル・ガイラーニ将軍がバグダッドで権力を掌握し、41年5月にイギリスに対して反乱を起こした。
ヒトラーは秘密命令第 30 号に署名した。
「中東におけるアラブ解放運動は、イギリスに対する我々の自然な同盟国である…したがって、私はイラクを支援することでこの発展を促進することに決めた。」
しかしイギリス軍はすぐに反乱を鎮圧した。
1942 年の夏、エルヴィン ロンメル将軍率いるドイツ遠征軍は北アフリカでイギリス軍に対する作戦に成功しました。エジプトの民族主義者たちは国防軍部隊の進軍を熱狂的に歓迎した。将来の大統領となるガマル・アブド・アル・ナセル氏とアンワル・アル・サダト氏を指導者とするエジプトの若い将校たちは蜂起を起こし、ドイツ軍と協力してイギリス軍を打倒しようとした。
しかし、残念ながらドイツ軍は敗北した。ヒトラーがいなくなったアラブ世界は独自にパレスチナ系ユダヤ人に対する戦争を続けた。
1945年12月、カイロでエジプト、イラク、サウジアラビア、シリア、レバノンの代表はパレスチナユダヤ人コミュニティの経済ボイコットを決定し、自国でユダヤ人が生産した商品の販売を禁止した。
ヒトラーにはヨーロッパのユダヤ人をすべて滅ぼす時間がなかった。生存者たちは何をすればいいのか、どこへ行けばいいのかわかりませんでした。
戦後、20万人以上のユダヤ人がドイツ、オーストリア、イタリアの避難民キャンプに集まりました。ナチスの敗北後、約17万5千人がポーランドに戻ったが、再びそこから逃亡した。特に1946年夏、ポーランドの町キェルツェで起きたポグロムの際、地元住民がすでにナチスの援助なしで41人のユダヤ人を殺害した後、彼らは自分たちを憎む人々の中に留まりたくなかった。
戦争直後、ヨーロッパのユダヤ人の運命は彼ら自身のことだけを懸念していました。すべての国が血なまぐさい虐殺から立ち直りつつあり、誰もがそれぞれの懸念を抱えていました。
1945 年の春、国際ユダヤ人行動委員会と国際反ファシスト移民難民連合という 2 つの比較的小さな組織が、敗戦ドイツの領土に生き残ったユダヤ人を定住させるという提案を大国に訴えた。詳細については、『新現代史』、2003 年、第 1 号を参照してください。
これは戦勝国がドイツをどうするかまだ決定しておらず、第三帝国をいくつかの小国に分割する問題が議論された時期であった。ヨーロッパのユダヤ人全員を旧ドイツの一部に定住させることが提案された。
この書簡は、ヴィャチェスラフ・ミハイロヴィチ・モロトフ外務人民委員に引き渡すよう要請する形で、イタリアのソ連大使館に送られた。大使館はこのアイデアを「非権威的な組織」が提案した軽薄なものとみなしていたが、それでも書簡はモスクワに送られた。
この研究はヨーロッパ第一局で研究され、ベリヤの側近のウラジミール・ゲオルギエヴィチ・デカノゾフ副人民委員に報告された。デカノゾフは国家安全保障分野で素晴らしいキャリアを積み、ジョージア中央委員会書記、そして共和制国家計画の責任者を務めた。
モスクワに移ったベリアは彼を連れて政治諜報部長に据えたが、半年以内に二級国家安全保障委員が外務副人民委員に承認された。戦前、デカノゾフはナチスドイツの大使を務めた。デカノゾフはモロトフの手紙を紹介せず、アーカイブに送った。
戦争中、パレスチナ系ユダヤ人は英国の信頼できる同盟者であり、英国とともに戦った。戦争は終わったが、イギリス当局は彼らに「ありがとう」も言わずに、再びパレスチナ系ユダヤ人を不審者扱いした。
戦後、イギリスはパレスチナに来ることができるユダヤ人は月に15,000人までという割り当てを設けた。これは怒りを引き起こしました - 奇跡的に生き残ったヨーロッパのユダヤ人はどこに行くべきですか？
アメリカの新大統領ハリー・トルーマンは全くシオニストではなかったということに注意すべきである。彼はユダヤ人たちには同情的ではあったものの、これらの問題には無関心でした。彼はルーズベルトの死後、1945 年 4 月に大統領に就任し、国際関係における多くの新たな困難な問題に直面しました。
父親が破産したため、大統領は高等教育を受けられず、少年は生計を立てなければならなかった。彼は穀物エレベーターで働き始めました。第一次世界大戦に従軍し、戦後は紳士服店を開業したが破産して市職員となった。彼は選挙区で強い地位を築き、50歳で故郷のミズーリ州から上院議員に選出された。 40年代に彼は再選を勝ち取り、兵器計画実施のための緊急委員会の委員長を務めた。これにより彼の人気は高まり、ルーズベルトは彼に副大統領のポストをオファーした。
戦後、1945年8月、トルーマンはパレスチナに平和を確立するためにアメリカ兵を派遣するつもりはないと説明した。しかし彼は、戦争やナチスの強制収容所から奇跡的に生き残ったユダヤ人のパレスチナへの入国を英国が拒否していることに同意できなかった。
イギリス人はアメリカ人に対し、ユダヤ人はスターリンによってパレスチナに送り込まれた共産主義の陰謀者であるため、パレスチナへのユダヤ人の移住を許可することは不可能であると主張した。これは中東への共産主義浸透作戦の一環だ…ソ連ではシオニストがイデオロギー的にマルクス主義の反対者とみなされていたのは面白い。
アメリカの外交官たちは、最も重要なことは中東の石油の途切れのない供給を確保することであると大統領に思い出させた。これに対してトルーマンは、「私にとって重要なのは石油ではなく、正義だ」と答えた。
トルーマンはアメリカの力を誇りに思っており、アメリカの使命は全人類の自由と進歩の灯台となることであると信じていた。彼にとって、福音と道徳規準は空虚な言葉ではありませんでした。彼は有色人種のアメリカ人の平等な権利を主張し、軍隊内の人種間の分断を終わらせ、公民権運動を始めました。
トルーマン氏は生前はあまり評価されていなかったが、死後はさらに高い地位に就いている。彼には困難で不人気な決断を下す能力があった。何かが正しいと思ったら、混乱することを許しませんでした。
新大統領が国務省から受け取った最初のメモの1つは、「3年以内にユダヤ人が共産主義の傀儡になる」ため、ユダヤ人に独自の国家を創設することを許可すべきではないと警告していた。
アメリカ外務省では、シオニストは非常に冷淡な歓迎を受けた。本質的に、アメリカの国家機関全体、つまりホワイトハウス、国防総省、国務省がシオニストに対して行動したのである。
「私たちは常に、舞台裏で活動する勢力からの隠れた、しかし執拗な反対に対処しなければなりませんでした」とワイツマン氏は回想した。 「こうした勢力の影響に対抗する努力において、私たちは負け続けています。」
 
ソ連外交官との最初の接触
他の大国がユダヤ人に独自の国家を創設する権利を否定したとき、スターリンは突然パレスチナ、シオニズム、そしてユダヤ人の運命に興味を持つようになりました。
一般的に言って、シオニスト運動とモスクワ指導者との関係は、1941年6月のドイツによるソ連攻撃後に変化した。共通の敵が出現し、イデオロギーの違いよりもヒトラーを倒す必要性の方が重要でした。
戦時中、ロンドンは外交活動の中心地の一つとなり、ソ連大使マイスキーはイギリスの首都で最も重要な人物の一人であった。
1941年9月2日、ワイツマンはソ連大使とともに再び現れた。
世界シオニスト機関の事務局長は、ヒトラーとの戦いに力を合わせようというソビエト系ユダヤ人たちの世界のユダヤ人への呼びかけが大きな印象を残した、と語った。彼は同情的な電報を送りたいと考えているが、シオニズムに対するソビエト政府の否定的な態度を考慮すると、そうする価値があるのだろうか？
マイスキーは自信を持ってこう答えた。「電報を送らない理由は見当たりません。」
ソ連のユダヤ人を利用して世界世論、特にアメリカ人に心理的な影響を与えるというのはスターリン主義の考えだった。モスクワでの41年の終わりに、彼らは全スラブ人、女性、青年、ソビエト科学者委員会とともに、ユダヤ人反ファシスト委員会を設立することを決定した。これらの組織はすべて海外でのプロパガンダ活動に焦点を当てていました。
世界中のユダヤ人が4,500万ドルを集めてソ連に寄付しましたが、これは当時としてはかなりの額でした...
ワイツマンは米国から帰国し、米国の感情についての印象をソ連大使と共有した。
彼によると、マイスキーはモスクワに次のように書いた。「過去6～7週間で、アメリカ人の戦争に対する国民の関心は著しく低下した。なぜなら、平均的なアメリカ人は次のように考えているからである。ロシア人はよく戦う、イギリス人と一緒に何とかしてくれるだろう」ヒトラーを破壊し、そして私たちアメリカ人は、これらの問題にあまり深く立ち入っても意味がありません。
ワイツマンは、そのような感情は犯罪的に軽薄であると考えており、アメリカのユダヤ人が適切に刺激されれば、それらの感情に強力に対抗できるだろうと考えている。だからこそ彼はソビエト系ユダヤ人のイニシアチブを心から歓迎しているのである。」
ワイツマンとの会話に関するマイスキーの電報は、アメリカのユダヤ人がアメリカ政府にヨーロッパでの第二戦線の迅速な開設を強制するのに役立つだろうというスターリンの信念を強めた可能性が高い。そして、ここでソ連系ユダヤ人が非常に役に立つのである。
これが、43年の春にユダヤ人反ファシスト委員会の代表団が米国に行った目的である：委員会委員長、国立ユダヤ劇場芸術監督、ソ連人民芸術家ソロモン・ミハイロヴィチ・ミホエルスそして、ヨーロッパのユダヤ人の言語であるイディッシュ語で書いた有名な詩人アイザック・ソロモノヴィチ・フェファー。
外務人民委員会が作成し、中央委員会が承認した指令の中で、彼らは「周知のとおり、パレスチナはユダヤ人の委任統治領であるため、自由パレスチナのユダヤ人国家の問題について発言してはならない」と指示されていた。イギリス。"モロトフはパレスチナの一部をめぐってイギリスと口論することを望んでいなかったが、モスクワではまだ主要当局者の誰も関心を持っていなかった。
将来のイスラエル大統領ワイツマンもミホエルス氏とフェファー氏と会談した。ワイツマンは、パレスチナにユダヤ人国家が創設された場合、ソ連に対するいかなる敵対行為も決して許さないとソ連政府に伝えるよう求めた...
パレスチナユダヤ庁のデイビッド・ベングリオン理事長もロンドンのマイスキーを訪問した。 1941年10月9日、ドイツ軍がモスクワに迫り、彼らを止める者が誰もいないように見えたとき、彼はソ連大使を訪ねた。
ベングリオンは自己紹介をしながら、共産主義大使に労働組合の活動と政治的見解について話す必要があると感じた。
「私たちは社会主義の考えを非常に真剣に受け止めており、目標を達成するために努力しています。」私たちはすでにパレスチナに社会主義コミュニティの要素を作り上げてきました。
イスラエル政府の将来の首長は大使に、パレスチナ系ユダヤ人が交戦中のソ連にとってどのように役立つのかを尋ねた。
「あなたはアメリカへ行くのです」とマイスキーは答えた。 「私たちを助けるという緊急性をアメリカ国民に伝えてくれれば、あなたは私たちに素晴らしい奉仕をしてくれるでしょう。」私たちは戦車、銃、飛行機をできるだけ多く、そして最も重要なことにできるだけ早く必要としています。
ベングリオンは、できる限りのことは必ず行うと答えた。
中東でもパレスチナ系ユダヤ人はソ連外交官との関係を築こうとした。最大のソ連大使館はトルコにあった。
パレスチナユダヤ人庁の理事会の政治部門（後の外務省の原型）の職員、エリヤフ・エプスタインは、上司に次のように報告した。
「ソ連の駐屯地と使節団のスタッフについては、ほんの些細な情報しか得ることができませんでした。事実は、彼らは大使館の領土で完全に孤立して住んでいるということです。彼らはそこで働き、そこで食事をし、そこで眠り、例外的な場合にのみ街に出ます。
地元住民や外国人からの招待を受けることは固く禁じられている。例外はトルコ当局の代表者と外交団員だけだが、この場合でも大使館で行われる公式式典やレセプションにのみ出席が許される。あるいはトルコの政治家の家でも。移動の自由を享受できるのはタス通信特派員だけだ…」
ソ連の外交官と面会する通常の方法は排除されたため、エプスタインは英国の援助に頼った。 1941年12月、彼は駐トルコソ連大使セルゲイ・アレクサンドロヴィチ・ヴィノグラドフにアンカラの英国大使館からの推薦状を送った。
手紙にはこう書かれていました。
「ユダヤ庁は、パレスチナにおけるユダヤ人の国民の家の設立に関連するすべての問題に関する諮問機関として陛下政府によって正式に認められており、本国送還に関与している。」
英国大使館からの訴えにより、エプスタイン氏はソ連大使と面会することができた。
「大使は私に、この国のユダヤ人の社会構成について話すよう頼んだ。」とエプスタインは報告書の中で書いている。ヴィノグラドフが素朴に驚いたイントネーションで「何、ユダヤ人は本当にパレスチナで働いているの？」と尋ねたとき、私は非常に驚き、腹を立てました。
そのときになって初めて、私は敵対的な共産主義プロパガンダによってどのような洗脳が行われていたのかを完全に理解しました。このプロパガンダは、パレスチナのユダヤ人を純粋な帝国主義的で搾取的な運動としてソ連国民に提示しました...
大使と秘書官との会話から得た全体的な印象は、情報が完全に不足しており、知りたいという強い欲求があるという一言に要約できます。
この会談は非常に有益であり、何らかの形でパレスチナ問題に対処するソ連の外交官と直接接触が確立された。」
ヴィノグラドフはパレスチナ系ユダヤ人の生活についての話に興味を持っていました。 4日後、エプスタインはソ連大使との夕食と戦争に関するドキュメンタリーの鑑賞への招待状を受け取った。
エプスタイン大統領はまた、A.ポタポフ通商代表を訪問し、経済問題に対処するソ連使節団の職員をパレスチナに派遣する計画があると述べた。
「ポタポフによれば」とエプスタインは書いた、「パレスチナの医療、化学、製薬産業はロシア人にとって特に関心がある…最後に、ソビエト映画を販売するためにパレスチナにソフキノ駐在員事務所を開設する問題を解決する必要がある」ポタポフによれば、特にテルアビブでは映画館の所有者からの注文がますます増えているため...」
私たちは状況を素早く把握したエプスタインに敬意を表しなければなりません。
「結論として、逮捕され追放されたシオニストの釈放要求とユダヤ庁の代表をソ連に派遣するという提案に対して、ソ連当局から肯定的な反応が得られるかどうかは非常に疑わしいということを申し上げたいと思います。」難民と親族の帰還を実質的に実行する。
ヴィノグラドフとの会話の中で、私は、問題の大小に関わらず、問題の解決に影響を与えるソ連大使の能力がいかに取るに足らないものであるかを悟った。ソ連当局に直接訴えることだけが、問題を前進させる助けとなる可能性がある。
同時に、私が情報筋から得たすべての情報は、…ソ連の国内政策に何の変化もなかった…スターリンがソ連内部の精神に対する統制を強化していることを示している…
私たちは幻想で楽しませるべきではありません。状況は変わり、ソ連におけるシオニストの活動を解決するという点で新たな機会があるというのは、私には誤った意見のように思えます...」
「我々は外交を一元化している」とすでに引退しているモロトフ氏は語った。 ――大使には独立性がなかった。そして、困難な状況により大使たちが自発性を示すことが不可能だったため、それは不可能であった。大使たちはある指示の実行者だった…」
モロトフは自分とスターリンだけが外交に携わっていると信じていた。残りのメンバーは、指示から一歩も逸脱することなく、指示に従うだけで済みます。リトヴィノフ政権下でも、大使や全権代表は人民委員と議論し、意見の相違がある場合には中央委員会やスターリンに頼ることができた。モロトフ政権下ではこれは不可能になった。
そして、当局の命令は正しいとして、人民委員と議論することさえ考えもしなかった大使もすでにいた。
ヴィノグラドフ大使にできることは、パレスチナ問題に関する会談についてモスクワに知らせることだけだった。
モスクワでの彼のメッセージは、素晴らしい運命を背負ったNKID中東局長セルゲイ・イワノビッチ・カヴタラゼ氏によって読み上げられた。若い頃、彼はスターリンに出会った。 20代にはソビエト・グルジアの司法人民委員を務め、モスクワの連邦検察庁に勤務した。
セルゲイ・カヴタラゼ氏もトロツキー氏の見解を共有した。彼は党から除名され、オレンブルク地方に定住するよう送られ、1年後に逮捕され、OGPU理事会の特別会議で「現役のトロツキストとして」懲役3年の判決が下された。刑期を終えた後、彼はモスクワに戻った。 36年10月に彼は再び逮捕された。今度は「グルジアの反ソ連センターの一員として」彼はトビリシに送られた。彼の共犯者はグルジアのNKVDによって射殺された。カヴタラゼさんは座って運命を待った。
スターリンの死後、彼は「処刑の脅迫、模擬処刑、精神的および神経的疲労といった精神的および肉体的影響の耐え難い方法の絶え間ない影響下にあった間、私の頭はおかしくなったように思えた」と証言したと述べた。乾燥して頭蓋骨が縮んでしまった。」...」
何らかの理由で、彼はどのヒットリストにも載っていませんでした。そして2年以上後の1939年2月、彼は突然モスクワに転勤となった。 12月中旬、彼はベリア内務人民委員に連行された。ラヴレンティ・パブロヴィッチは、事件は終了し、釈放されたと発表した。
カヴタラゼさんはベリアを信じなかった。しかし、彼と妻は釈放され、住居と仕事が与えられた。なぜこのようなことが起こったのでしょうか?カヴタラゼは生涯の終わりまで、この質問に答えることができなかった。おそらく、良い瞬間に、スターリンは若い頃の友人を思い出し、彼を生かしておくように命令したのでしょう。
1940年の秋、スターリンは突然夫妻を訪ねた。この素晴らしい物語は伝説になりました。夕方遅く、リーダーはセルゲイ・イワノビッチとソフィア・アブラモヴナ・カヴタラゼが住んでいた共同アパートのドアをノックした。スターリンはそのようなジェスチャーが大好きでした...生涯で彼がそのような行動をしたのはほんのわずかでしたが、国全体がそれらについて話題になりました。
彼らは何事もなかったかのように、夜の半分テーブルに座っていました。この後、カヴタラゼ氏は外務省人民委員会の指導的地位に採用された。
1941年12月31日、カウタラゼはアンドレイ・ヤヌアレヴィチ・ヴィシンスキー第一副人民委員に対し、アンカラ・ヴィノグラドフのソ連大使が「ユダヤ人パレスチナ移民植民地庁の代表、エプスタイン・エリアス・メナヘム」を迎えたと報告した。
ソ連大使は、ソ連に医薬品を供給するというパレスチナ系ユダヤ人の提案は注目に値すると考えた。ユダヤ庁は巡回病院とともに医師団を派遣する準備を整えていた。パレスチナのユダヤ人がソ連の戦争映画を購入したいと思ったのは、パレスチナでソ連との友好関係連盟が設立され、その活動家たちがすでにソ連国民と一週間の連帯を行っていたからである。
パレスチナ系ユダヤ人の高齢の親戚であるソ連国民のパレスチナへの旅行を許可するという要請によって、全く異なる態度が引き起こされた。イギリスは100の入国許可を約束した。
カヴタラゼ氏はヴィシンスキー氏に次のように提案した。
「1.パレスチナとの医薬品貿易問題について対外貿易人民委員会の意見を求める...
2. パレスチナから巡回病院を伴う医師チームをソ連に派遣するというエプスタインの提案は受け入れられないと考えてください。
3. 高齢のユダヤ人がパレスチナの親戚を訪ねるためにソ連を離れることは不適切であると考える。
4. トルコのソ連通商使節団がパレスチナで上映するために戦争映画をエプスタインに販売することに反対しないでください。
5. エプスタイン・エリアス・メナヘムと彼が代表する社会について何か情報があるかどうかNKVDに尋ねてください。」
ヴィシンスキー氏は欧州第2部長フョードル・タラソビッチ・グセフ氏の意見を求めた。同氏は、医薬品や医療機器を手放す必要はないというカヴタラゼ氏の意見に同意した。
1942年3月2日、世界シオニスト組織のワイツマン会長はマイスキー大使にシオニストの目標に関する覚書を送った。
ソ連大使はパレスチナの運命に心からの関心を示し、ワイツマン氏は急いで彼にシオニストの観点を伝えた。彼はマイスキーに「ユダヤ国家を古代の領土に」戻す時が来たと書いた。
「地球上に、200万人から300万人のユダヤ人を受け入れ、国内にコンパクトな入植地を組織する用意ができている国は存在しない――米国も、イギリスの自治領も、南米のどの共和国も、そして私たちがソ連を理解しているように。
」
ワイツマンはソ連政府に対し、シオニズムとシオニストに対する態度を再考するよう提案した。
「過去の誤解が、ソ連とシオニズムとの新たな関係発展の障害となることを許してはなりません。
シオニスト会議はごく自然に、彼らの移動の禁止、ソ連におけるユダヤ人の言語、そして反革命者としてのシオニストに対する態度に対して抗議した。しかし、彼らはソ連政府、世界のユダヤ人のほぼ3分の1が住んでいるソ連、和平調停に責任を負う偉大な国の一つに対して決して敵対的ではなかった...」
ワイツマンはマイスキーに、パレスチナではユダヤ人が都市生活の習慣を克服して土地に戻り、農民労働者として働いていると書いた。
「彼らは道路や橋を建設し、石工として働き、丘に森林を植え、沼地を排水し、車やバスを運転し、工作機械を作り、発電所で働き、死海地域でカリを採掘し、鉄道で働いています...」
マイスキーとエプスタインの駐トルコソ連大使との会話にワイツマンが出席したことは、外務人民委員会の指導部の関心を引いた。パレスチナ、ユダヤ人の国家の創設 - これはこれまで扱われたことのない新しい問題でした。
最初のコンタクトは成功しませんでした。
パレスチナの会社「シェーンフェルト」は、トルコのソ連貿易使節団と映画28本と映画雑誌100冊の販売に関する協定を結んだが、英国は会社の経営者をパレスチナから解放せず、来ることもできなかった。契約に署名するためにアンカラへ。
1942年6月22日、トルコのソ連臨時代理大使ミハイル・アレクセーヴィチ・コスタイルフはNKID中東局長セルゲイ・カヴタラゼに次のような書簡を送った。
「パレスチナの商社や商人はソ連と貿易関係を確立したいという強い願望を持っている。この事実は、私たちにとって商業的な意味よりも政治的な意味があると思います。
しかし、これの実際的な実施は、少なくともソ連の何らかの貿易組織の常任代表を装って、パレスチナにソ連人がいる場合にのみ可能である。この問題はNKIDの指導者に提起することが賢明だと私には思われます。」
ミハイル・コスタイルフはブリャンスクの木工工場の所長として働いた後、モスクワの貿易組織輸出社に異動した。 1937年に私は外務省人民委員会に連れて行かれました。コスタイルフさんは外交官向けコースを修了し、トルコへ渡った。その後、イタリアとアルゼンチンの大使を務めた。
42年8月、アンカラからソビエト大使館の2人の職員、セルゲイ・セルゲイヴィチ・ミハイロフ一等書記官と報道官ニコライ・アンドレーヴィチ・ペトレンコがパレスチナに到着した。ペトレンコはレニングラード教育研究所を卒業し、教育人民委員会の博物館および郷土史部門の責任者を務めました。 41年に彼は外交業務に採用された。
彼らはシオニズムについて話すことに慎重だったが、パレスチナで見たもの、ユダヤ人コミュニティの成功、ユダヤ人によって建てられた大学や病院に感銘を受けた。
ソ連の外交官もアラブ人と会談したが、彼らの反シオニスト会談を支持しなかった。
パレスチナユダヤ庁理事会の報道・情報部門の責任者であるI・クリノフは、同庁の政治部門の責任者であるモーシェ・シェルトクに明らかに満足した様子で次のような手紙を書いた。
「ミハイロフは同じ精神で会話を続ける意欲を示さなかった。それどころか、この美しい土地は二人のためのものだと彼は言いました。彼はイシュフの偉大な業績を見ました[1]。同氏は、ユダヤ人もアラブ人もこの土地と歴史的なつながりがあり、両民族にとって十分な余地があると指摘した。」
将来のイスラエル初代外務大臣モーシェ・シェルトクは、ポルタヴァ県に生まれ、ごく早くからシオニストに加わったヴィクトル（チャイム）・アルロゾロフの補佐として政治家としてのキャリアをスタートさせた。
アルロゾロフは講演力が高く、組織化に優れ、教条主義者ではなかったので、外交使節を任された。彼はワイツマンの右腕であり、ユダヤ庁の政治部門の責任者とみなされていた。もし彼が生きてイスラエルの宣言を見ることができていたら、間違いなく外務大臣になっていただろう。彼は米国、ヨーロッパ、パレスチナの間を精力的に往復しました。
アルロゾロフは先見の明のある政治家でした。ヨーロッパ人やアメリカ人との接触が少なくとも何らかの楽観的な理由を与えたとすれば、アラブ人との関係は彼を絶望に陥れた。アラブの指導者たちと会ったとき、彼は彼らが単に合意に達することを望んでいないことを理解した。
1933年4月8日、彼はキング・デイヴィッド・ホテルで素晴らしい夕食会を主催し、ワイツマンとユダヤ庁の指導者たちとトランスヨルダンの首長たちを引き連れた。この対話は、ユダヤ人と合意に達する可能性を否定した急進的なアラブ人にとってはあまりにも危険なものであった。
1933年6月16日、アルロゾロフは夕方、妻とテルアビブの堤防を歩いていたところ、射殺された。 2人が彼に近づき、時間を尋ね、懐中電灯で彼を照らしました。彼が答える間もなく、銃声が響いた。
「彼らが私にしたことを見てください」と瀕死のアルロゾロフさんは、病院に駆けつけたテルアビブ市長にささやいた。
数時間後、彼は亡くなりました。彼はまだ34歳でした。この犯罪は決して解決されませんでした。右翼過激派のアブラハム・スタフスキーが殺人容疑で起訴された。しかし最終的に裁判所は彼を無罪とした。
アルロゾロフの代わりにM.シェルトクが就任した。
ユダヤ庁はソ連政府に対し、ポーランド系ユダヤ人、特に子供たちをパレスチナに送るよう要請した。それは、1939 年の秋にポーランドが分割された後、ソ連領にいたユダヤ人についての話でした。ドイツ国防軍とともにポーランドの敗北に参加した赤軍は、人口1,200万人の領土を占領した。
しかし、外務人民委員会は、39年11月29日付けのソ連最高幹部会の布告により、市民権の問題は解決されたと答えた。彼らは全員現在ソ連国民であり、国外に出るつもりはない。
シェルトクは1943年4月にマイスキー大使と会談した。彼は用心していました：
「私に即時回答を求めることはできません。」記念メモを書いてください。
しかし会話が終わり、大使がシェルトクさんを見送ると、非常に同情的にこう尋ねた。
- 調子はどうですか？
「それほど悪くはありません」とシェルトク氏は外交的に答えた。
- 軍隊はありますか？ — マイスキーは中東情勢についてあまり理解していませんでした。
-どこの軍隊のことを言ってるんですか？ - シェルトクは驚きました。
- ユダヤ軍について！
- いいえ、私たちにはユダヤ人の軍隊はありません。
- なぜ？
— 以前の政治プロセスのため。イギリス陸軍にはユダヤ人部隊が存在するが、特別な地位はない。
- なんでしょう？
「私たちはこれらの部隊を合併してユダヤ人の大部分を占めるよう要求します。」私はこの件について英国陸軍長官と会いました。
- さて、どうやって成功したのですか？
「英国陸軍大臣は、私が彼に即時回答を要求することはできないと言い、覚書を書くように頼んだ」とシェルトク氏は隠蔽のない皮肉を込めて答えた。
1939年以来、パレスチナ系ユダヤ人は自発的にイギリス軍に加わった。 1942年末、イギリス軍司令部はユダヤ人連隊の編成を許可した。 44年9月、5千人を擁する3個連隊からなるユダヤ人旅団が結成された。旅団はイタリアで戦った。 46年6月に解散しました。
1943年5月15日、NKIDの領事部職員らがデカノゾフ副人民委員に対し、約400人のソ連国民が住んでいるという口実のもとにパレスチナにソ連領事館を開設することについてモスクワのイギリス大使館に再度問題を提起するという提案を持ちかけた。そこには。
しかしイギリスは、彼らの財産であるパレスチナにソ連の外交官に会うことを望まなかった。
エルサレムには 858 年にロシア領事館が開設され、35 年後には総領事館に変わりました。さらに、ハイファとヤッファにも領事館がありました。戦争に参戦したロシアとトルコが国交を断絶した1914年に閉鎖された。
シオニストたちは、初めて接触したモスクワとの関係を確立する機会を探していた。
1943年5月27日、パレスチナユダヤ人庁の代表ナフム・ゴールドマンは、亡命チェコスロバキア大統領エドゥアルド・ベネシュに「シオニスト運動とソビエト・ロシアとの関係に関する覚書」を手渡した。
ベネシュはユダヤ人に同情した。シオニストは彼を同盟者とみなし、ソ連指導部との関係改善に協力してくれることを期待していた。メモには次のように書かれていました。
「ソ連ロシアはシオニズムを中東におけるイギリスの利益の手段であり、共産主義の言葉で言えばこの地域におけるイギリス帝国主義の代表であると考えていた。この対立の最も顕著な現れは、ユダヤ人も非ユダヤ人も含めたパレスチナの共産主義者の態度であり、彼らは1936年から1938年の動乱の際、ユダヤ人に対して行動したアラブ人テロリストを公然と支持した。」
現在、パレスチナのユダヤ人たちはソ連当局の異なる態度を期待していた。第二次世界大戦中、メモには「アラブ諸国の指導者たちは公然と、あるいは密かに親ナチスあるいは親ファシストの立場をとった」と記されていた。
1943年9月、ワイツマンは再びマイスキー大使と会談した。
4か月前の5月28日、外務人民委員会、大使館、在外公館の職員に対する外交官の階級の導入に関する最高会議幹部会の布告が発表された。人民委員評議会の決議では、肩紐に金色の星が刺繍された記章が付いた制服が導入された。
マイスキーは特命全権大使に就任した。彼には、3つの星の刺繍と金色の金属製の紋章、つまり2本の交差したヤシの枝が付いた、隙間のない肩ストラップ（将軍のもの！）の付いた制服を着る権利が与えられた。
マイスキー大使はワイツマンに対し、「政府に約束を与えることはできない」が、ロシアはパレスチナでのユダヤ人国家樹立の支持者を支援すると信じていると語った。
マイスキーさんはパレスチナの小ささに困惑していた。ヨーロッパからの難民全員をそこに収容することは可能だろうか？
ワイツマン氏はこの点に関するマイスキー氏の懸念を払拭した。同氏は、最も控えめな試算によれば、さらに約200万人のユダヤ人がパレスチナに移送される可能性があると説明した。
マイスキーはこれを聞いてとてもうれしいと答えた。しかし、彼が大使の職に就くのに長くは続かなかった。
スターリンは、第二戦線の開設がさらに遅れたことに業を煮やし、露骨に代表レベルを下げることを決定した。米国からリトビノフ、英国からマイスキーを呼び戻し、彼らを政治的重みのない若い外交官に置き換えた。ワシントンではアンドレイ・アンドレーヴィッチ・グロムイコが大使に、ロンドンではフョードル・タラソヴィッチ・グセフが大使に就任した。これはルーズベルトとチャーチルに対するスターリンのささやかな復讐だった。
グセフは出発前にスターリンに迎えられた。この新しい（そして経験の浅い）駐イギリス大使はまだ37歳だった。グセフは正直に、自分はそのようなポストには若すぎると語った。
スターリンは彼の疑念を払拭した：
- 他に人はいません。今では多くの人が先頭に立っている。私たちはマイスキー大使を呼び戻す必要があります。彼もまた、ヨーロッパでの第二戦線の開設を妨害する英国の行為を正当化しています。
ウィンストン・チャーチルは不平等な交代に腹を立て、長い間新しい大使を受け入れなかった。 1944年10月に英国首相がモスクワに飛んだとき、スターリンは大使の株を増やす方法を見つけた。彼は夕食時に乾杯の音頭をとろうと提案した。
- 私の個人的な友人、同志グセフへ！
スターリンの態度はグセフに対する英国の態度を変えた。
イヴァン・マイスキーはロンドンでの任務を終えて帰国途中、43年の秋にパレスチナを訪れた。彼はカイロ－エルサレム－ダマスカス－バグダッド－テヘランのルートに沿って車を運転した。
エルサレムでは、イワン・ミハイロヴィチが立ち寄った。彼は街を探索して、ユダヤ人入植者の生活を知りたいと考えていました。
「戦後、ユダヤ人問題は非常に困難になるだろう」とマイスキーはベングリオンに語った。それを解決しなければなりません。私たちはアプローチを開発し、すべてを知らなければなりません。ここパレスチナには新たな移民を受け入れる余地はないと言われていますが、それが本当かどうか知りたいし、この国の可能性についても知りたいのです。」
10月4日、ユダヤ庁の理事会で、ベングリオンはマイスキーと妻をエルサレムに案内し、その後キリヤット・アナヴィムとマアレ・ハチャミシャの農業集落に連れて行った様子を説明した。マイスキーは自分が見たものに驚きました。
「彼が見たものは彼にとっての発見だったと言えます」とベングリオンは結論づけた。 「これは当てにしていませんでした。」この問題に関心を示している別の州が現れたため、我々は最大限の効率で取り組む必要がある。」
 
ウマンスキー、リトヴィノフ、グロムイコ
戦争が終わるまでに、長らく国際問題への積極的な参加を控えてきた米国の力が明らかになった。ワシントンとニューヨークは世界外交の中心地となった。
ナチス・ドイツによるソビエト連邦攻撃直後の1941年7月17日、パレスチナ・ユダヤ人庁の理事メンバーであるE・ノイマンと、世界ユダヤ協会国際関係部長のラビ・M・ペルツヴァイク議会は、駐米ソ連大使コンスタンチン・アレクサンドロヴィチ・ウマンスキーを訪問した。
ウマンスキーは明るくて珍しい人でした。彼は長年タス通信特派員としてヨーロッパで働き、その後、外務省人民委員会の報道部門の責任者を務めました。彼はスターリンと外国客との会話を時々翻訳し、指導者は彼を気に入り、「ウマンスキー」と刻まれた彼の写真を受け取った。スターリン。」このような賞はどんな命令よりも重要でした。 1936年、コンスタンチン・ウマンスキーが全権大使としてアメリカに派遣された。
彼はシオニスト運動の代表者らと非常に親切かつ興味を持って面会した。
「第一は、一部のユダヤ人がロシアを出てパレスチナや他の国に行くことを許可するかという問題だった」とゲストらはソ連大使との会話を説明した。 「私たちは、ウマンスキー氏が「カーゾンライン」と呼んだ線の西側に位置する場所からロシアに来たユダヤ人たちの出国可能性について話し合うことから始めることを提案した。
カーゾン線は、19 年に協商諸国によって承認されたポーランドの東国境の線です。言い換えれば、世界ユダヤ人会議の指導者たちは、シオニストも多く含まれるポーランド系ユダヤ人のパレスチナへの解放を求め続けたのだ。
「ウマンスキー氏は、我々がまず名前のリストを提出することを提案し、彼はそれを政府に喜んで送信したいと考えている。...ほぼ1時間続いた会話の終わりに、ウマンスキー氏はパレスチナの将来はこうなるだろうと述べた。次回の和平会議で決定されるが、そこにはソビエト・ロシアも出席し、投票権を有することになる。これに対して私は、もちろん、和平会議にできるだけ多くの友人が参加できれば嬉しいと答えました...」
世界ユダヤ人会議の指導者たちに親切に挨拶したウマンスキーはすぐにモスクワに戻った。スターリンとモロトフは彼に失望した。彼は外務人民委員会の理事として承認され、1943年に副次的な任命とみなされていたメキシコ大使として派遣された。
1945年1月、彼がコスタリカに向かっていた飛行機が墜落した。ウマンスキーと彼の妻が亡くなった。そしてその1年半前、彼の娘ニーナも同様に悲劇的に亡くなった。彼女は彼女を愛していた（そして別れるのを望まなかった）航空産業人民委員の息子アレクセイ・イワノビッチ・シャフリンによって射殺された。 、そして自分自身を撃った...
ウマンスキー氏の代わりに元外務人民委員のM.M.氏が駐米大使に就任した。リトヴィノフは、スターリンがナチス・ドイツとの接近を目指した39年5月に解任された。
通常、解雇の後に逮捕が続いた。リトビノフは彼らが自分も連れ去られるだろうと予想していた。しかし、スターリンはマクシム・マクシモヴィッチに触れるのを誰にも許しませんでした。これは説明が難しい奇妙なことの一つです。リトヴィノフは世界的に有名で権威があったため、スターリンはソ連に対する否定的な態度を強めないためにこれを望まなかったと考えられている。これは現実的な説明とは考えにくいです。はるかに権威のある政治家が姿を消しました。どうやら、リトヴィノフに対するスターリンの態度にはまだ個人的なものがあったようです。
2年以上、リトヴィノフは仕事を休んだままだった。誰も彼に電話をかけなかったし、彼の親しい友人以外は誰も来なかった。おそらく彼は時々絶望に打ちひしがれることもあったが、人格者である元人民委員は自分を抑えていた。
ヒトラーがソ連を攻撃したとき、リトヴィノフは再び必要とされた。全世界にとって、彼は反ファシスト政治の象徴であった。彼は外国外交官との会談のためにクレムリンに招待されるようになった。彼はラジオで講演し、英米の報道機関に執筆する任務を与えられました。
1941 年 11 月 9 日、マクシム・マクシモヴィチは予想外に副人民委員に任命され、同時に駐米大使に任命されました。ワシントンへ出発する前に、リトヴィノフはスターリンに迎えられ、重要なことはアメリカにソ連を助けて戦争に参加するよう強制することであると語った。
「私たちの状況が壊滅的に悪化し、スターリンが藁にもすがる思いでいたとき、彼はリトヴィノフをワシントンに送った」とアナスタス・イワノビッチ・ミコヤンは回想した。リトビノフはルーズベルトや他のアメリカ人人物の同情を利用して、レンド・リース法の延長とソ連への10億ドルの融資を達成して、その困難な瞬間に私たちを救ったと言えるかもしれない。
マキシム・リトビノフはワシントンからモロトフに、ソ連と緊密に協力する傾向にあったルーズベルト大統領とソ連は緊密な関係を築くべきであるとの書簡を送った。大使の忠告は無視された。
明らかに、リトヴィノフは、この役職で、自分が処罰されることを承知の上で自分の意見を上司に表明する勇気を持った最後の人物だった。
43歳の初め、リトヴィノフは知り合いのアメリカ人ジャーナリストに憤りを込めてこう言った。私の大使館の職員は誰でも、私に割り当てられた仕事を行うことができます。命令には従うしかない。それは耐えられない。家に帰ります。」
リトヴィノフはモロトフの方針に対する反対をほぼ公然と表明しており、外交官もそれを知っていた。
４３年４月初め、リトヴィノフはモスクワに呼び戻された。ルーズベルト大統領は彼に別れを告げて、直接こう尋ねた。
-戻ってこないんですか？
マキシム・マクシモヴィッチ自身もこの質問に対する答えを知りませんでした。
数か月間、リトビノフは大使に任命されたが、ワシントンに戻らないことに気づいた。夏の終わりに、グロムイコ氏は大使に任命された。リトヴィノフは副人民委員のポストを維持したが、完全に無力であり、特定の範囲の責任さえ持たなかった。
駐米大使は、ユダヤ国家の創設において歴史的な役割を果たす運命にあった人物だった。
ベラルーシのスタリエ・グロムイキ村に生まれたアンドレイ・アンドレーエヴィチ・グロムイコ氏は、科学アカデミー経済研究所の上級研究員としてスタートし、モスクワ市建設技術者研究所で政治経済を教えた。
39年、彼は外務人民委員部の人員を募集していた中央委員会に呼び出された。空席がたくさんあります。リトビノフの幹部である元従業員は投獄されるか解雇された。
この委員会は、新人民委員のヴャチェスラフ・ミハイロヴィチ・モロトフ氏と中央委員会人事書記のゲオルギー・マクシミリアノヴィチ・マレンコフ氏が主導した。彼らは、グロムイコが地方出身のパーティー好きで、英語が読めるという事実を気に入った。外国語の知識は稀でした。グロムイコが連れて行かれた。しかし彼は依然として抵抗し、外務人民委員会には行きたくなかった...
人民委員会は彼を責任ある補佐官に任命した。これはおおよそ現在の顧問の階級に相当する。しかし数日後、彼はアメリカ部門の責任者に任命された。高い任命は彼を全く気にしなかった。現在のように米国部門が主導的な部門ではなく、ヨーロッパ部門が主要部門と考えられていました。それにもかかわらず、グロムイコは信じられないほど幸運でした。弾圧は彼にとって発射台を空けた。
数か月後、アンドレイ・アンドレーヴィッチはスターリンに召喚されましたが、これは非常に珍しいことでした。全権委員の中でも事務総長に会える幸運に恵まれた者はほんのわずかだった。モロトフ氏は指導者の執務室にいた。実際、彼はこれらのショーを企画しました - 彼はスターリンに自分が気に入った新人を見せました。
「グロムイコ同志、我々はあなたを顧問として在米大使館に派遣するつもりだ」とスターリンは言った。 — 英語との関係は何ですか？
「私はそれと闘っており、徐々に克服しつつあるようだ」と将来大臣は報告した。「ただし、特に必要な会話練習が不足している場合、学習プロセスは困難です。」
リーダーは彼に次のような貴重なアドバイスを与えました。
— アメリカに来たら、たまにはアメリカの教会や大聖堂に行って、教会の牧師の説教を聞いてみてはいかがですか？彼らは明確な英語を話します。そして彼らの言葉遣いは上手い。ロシアの革命家たちが海外にいる間、外国語の知識を向上させるためにこの方法に頼ったのは理由がないわけではありません。
1939 年 10 月、グロムイコはワシントンに行き、そこで英語だけでなく、米国の歴史、経済、政治も熱心に学びました。アンドレイ・アンドレーヴィッチは時間を無駄にせず、海外での生活を楽しむことを許可しませんでした。これにより彼は優秀な外交官となり、輝かしいキャリアを築くことができました。もちろん、これに彼の特別な幸運が加わるはずだ。
ずっと後になって、モロトフはこう言った。
私はグロムイコを入れました - 非常に若くて経験の浅い外交官ですが、正直です。これが私たちを失望させることはないとわかっていました...
新しい駐米大使はまだ34歳だった。彼は奥地で育った男で、マルクス・レーニン主義の教師、つまり教条主義者であり、職業は講師だった。これらの教義のいくつかは永遠に彼の中に残り、いくつかは彼がなんとか克服しました。それでも、アンドレイ・アンドレーヴィッチは比較的若くしてアメリカに来て、たくさん本を読み、熱心に勉強しました。
1943年9月23日、ワシントンのパレスチナユダヤ人庁の代表であるナホム・ゴールドマンが新しい大使に会うために大使館を訪れた。
アンドレイ・アンドレーエヴィッチは、「ソ連政府はこれらの問題に関心を示すだろう。情報があればいつでも喜んでお会いしたい」と流麗な外交表現で表明した。
グロムイコ氏との会話から、ゴールドマン氏は次のような印象を受けた。「新大使は若々しく、穏やかな人で、非常に用心深いが、ハンサムだ」。
1944年、アンドレイ・アンドレーヴィッチは国連が設立されたダンバートン・オークスへのソビエト代表団を率いました。 1945年6月にサンフランシスコで開かれた会議で、ソ連を代表して国連憲章に署名した。この象徴的な行為は外交史における彼の地位を永遠に確固たるものとした。
国連創設後、アラブ諸国も中東問題におけるソ連の立場に関心を示し始めた。
1944年10月11日、駐エジプトソ連使節団の第二書記アブドラフマン・フィスリャホビッチ・スルタノフは、全アラブ会議招集会議におけるパレスチナ・アラブ代表ムサ・アル・アラミとの会話の記録をモスクワに送った。 。
東洋研究所の卒業生であるアブドラフマン・スルタノフは、30年代初頭にサウジアラビアの大使館に勤務し、その後国家植民地問題研究所とソ連人民博物館で働いた。戦争中、彼は再び外務省人民委員会に連行された。
ムサ・アル・アラミはソ連外交官に次のように語った。「パレスチナのアラブ人は、和平会議におけるパレスチナ問題に関するソ連の立場に大きな期待を抱いている。我々は、ソ連がこの問題に利害関係を持たず、アラブ諸国に帝国主義的目標を持たず、シオニスト運動に対して否定的な態度をとっているということをよく承知している。」
もちろん、アラブ特使は、反アラブかつ親シオニストの立場をとるモスクワの雰囲気を知ることはできなかった。それは外交官の実務の中で実現した。
44年中11月25日、NKID中東局長のイワン・ヴァシリエヴィチ・サミロフスキーと駐エジプト特使のアレクセイ・ドミトリエヴィチ・シチボリンは、デカノゾフ副人民委員に宛てて次のようなメモを書いた。汎アラブ連邦とパレスチナにおけるユダヤ人の国家の創設だ。」
彼らはアラブの計画を否定的に評価した。「アラブの統一と単一の汎アラブ連邦の創設への願望は、中東における影響力を強化し障壁を築くという彼らの計画を満たす限り、英国によって促進され、支持されている」そこにソ連の影響力が浸透する可能性に反対する。」
外交官らは、こうした願望を支持しないことを示唆したが、公には反対もしないことを示唆した。外交官らはまた、アラブ諸国からあからさまに否定的な反応を引き起こさないように、ユダヤ国家の創設に賛成の声を上げることを推奨しなかった。
同省の責任者らは、この地域におけるソ連外交の任務を純粋に技術的な側面に限定することを勧告した。
「パレスチナにおける私たちの主な関心は、旧ロシア政府、霊的使節団、そしてパレスチナ社会といったすべての財産を私たちに返還する問題に集中すべきである。」
 
アメリカとイギリスの戦いに巻き込まれる
モスクワに戻った後、マイスキーは外務副人民委員に任命された。しかし、リトビノフのように、特定の範囲の責任はありません。
1944年、スターリンは外務人民委員会に対し、戦後の世界情勢を分析するよう要求した。いくつかの委員会が設立されました。彼らはリトビノフ、ロゾフスキー、マイスキー副人民委員が率いていた。私たちは最高の専門家を集め、数か月かけて取り組みました。
全員が本質的に同じことを提案した。それは、ソ連の周囲に安全保障の緩衝地帯を設けること、ドイツを無力化すること、欧州における反ソ連志向の軍事ブロックの創設を阻止すること、東欧諸国との相互援助協定に署名することである。
イワン・マイスキーはモロトフ人民委員に「将来世界の望ましい基盤について」という大きなメモを手渡した（「出典」1995年、第4号を参照）。マイスキーは国の安全の保証と長期間の平和を達成する必要性から出発した。彼は、主な保証はヨーロッパの社会主義への転換であるが、これは短期間で起こるものではないという事実から話を進めた。今のところ、西側諸国、主に米国と英国との良好な関係を維持することがより重要である。
アドバイスは受け入れられませんでした。
人民委員会では、マイスキーは実務から外された。 1945 年の初めに、彼はナチスの侵略者によって引き起こされた損害を補償する委員会の委員長に任命されました。そして1946年に彼は外務省を追放されました。スターリンとの電話会談でマイスキーの運命が決定されたとき、後の外務副大臣ウラジーミル・セメノヴィチ・セミノフはモロトフの執務室にいた。モロトフは次のような質問をしました。
- どこに置けばいいですか？
スターリンはマイスキーが何か書いているかどうか尋ねた。モロトフは、彼の副官がイギリスの労働運動に関する著作を執筆していたことを思い出した。問題は解決されました。すぐに、イワン・ミハイロヴィッチは科学アカデミーの歴史研究所で働き始めました。その代償として、彼は学者に選出された。
スターリンの死の直前、1952年2月19日にマイスキーは逮捕された。彼は特に英国諜報機関とつながりがあり、西側指導者をソ連の友人とみなしているとして非難された。
彼に続いて、ロンドンのソ連大使館の元職員である彼の最近の部下3人が逮捕され、その中には有名な広報担当者エルンスト・ヘンリー（別名セミョン・ニコラエヴィチ・ロストフスキー、別名レオニード・アルカディエヴィチ・ケントフ、非常に興味深い伝記を持つ男、『著書』の著者）も逮捕された。 30年代の2つの有名な本 - 「ヨーロッパをめぐるヒトラー」と「ソ連に対するヒトラー」）。
E・ヘンリーは54年2月に釈放された。スターリンの死後、捜査ファイルに記載されているように、マイスキーは「証言は架空のものであると宣言し、拒否した」。しかし、彼らはまだ彼を手放しませんでした。 1955年5月、マイスキーは反逆罪で起訴され、最高裁判所の軍事委員会によって裁判を受けた。
55年7月にようやく釈放され、科学アカデミー歴史研究所に戻った。しかし、不条理な非難の暗い影が彼を覆いました。 1957 年の初めに、『外交史』と『外交辞典』の新版の発行が議論されました。編集長が必要だった。学者マイスキーよりも優れた候補者を提案することは困難でした。
しかし、イデオロギー中央委員会書記のドミトリー・トロフィモヴィッチ・シェピロフは、中央委員会幹部会のメンバーに、これは不適切であるとのメモを送った。駐英ソ連大使時代に公職濫用の罪で有罪判決を受け、有罪判決を受けた。マイスキーはその後更生されず、私的な恩赦として赦されただけだった。」
五十七年二月二十一日、この問題は中央委員会幹部会の会議で議論された。グロムイコ新外務大臣は、マイスキー氏を編集委員に加えないよう、ましてや編集長にすることも求めなかった。彼はパーティーメンバーでもありません！マイスキー氏は逮捕後に追放され、復帰しなかった。
彼らは決定を下した――中央委員会事務局は編集長を選出し、「シュヴェルニク同志とともにマイスキーの所属党の問題を検討」すべきである。マイスキーの判決は1960年になって初めて覆された。
1945 年 7 月 27 日、リトヴィノフが委員長を務める平和条約と戦後体制の準備委員会がその作業を完了しました。
マキシム・マクシモヴィッチは、戦後の出来事の経過を予測した際に非常に間違っていました。彼は主な矛盾は英米関係であり、ソ連はアメリカの覇権に対してイギリスと戦わなければならないと信じていた。報告書には「パレスチナ問題」というセクションも含まれており、この問題の歴史を客観的に概説し、ユダヤ人とアラブ人の利益の相容れない点について述べた。
リトビノフ委員会は悲観的な結論を下した。「パレスチナ問題は、ユダヤ人かアラブ人のいずれか、あるいはおそらく両方の権利と欲望を侵害することなく満足のいく解決はできない」。
リトビノフ氏の指導の下で活動する外交官らは、「問題がより根本的に解決されるまで、ソ連にパレスチナの一時的な後見権を与える申請を行う」ことを提案した。しかし、イギリスがこれに同意しないことは事前に明らかでした。その後、別の案を提案することが提案された。それは、ソビエト連邦、米国、英国の3か国による共同後見の下でパレスチナを移譲するというものだった。
クレムリンの雰囲気を察知したソ連の外交官たちは、中東問題へのより積極的な参加を主張し始めた。駐レバノン特使のダニール・セミョノビッチ・ソロド氏は人民委員会中東局長サミロフスキーに次のように報告した。
「ヨーロッパのユダヤ人は英米占領地域だけでなくソ連占領地域にもいるので、我々はこの問題の解決への参加を要求できるし、要求しなければならない。
それに加えて、パレスチナ自体はイギリス帝国の通信路上にあるだけでなく、我が国のさまざまな港とのソ連の海上通信路上にも位置している。」
1944年からダニール・モルトはレバノン特使を務め、シリアにも非常勤で派遣された。 51年に彼はモスクワに戻り、外務省の中近東諸国局長代理に任命された。 53年に彼は使者としてエジプトへ出発した。
ソ連の中東外交官たちはパレスチナ、そして中東全般を米国と英国の利益相反地域とみなした。さらに、アメリカ人はユダヤ人国家という考えを利用してイギリス人を追放するつもりだと彼らは信じていた。
モロトフは帝国主義間の矛盾を固く信じており、「この方法によってのみ、我々と戦っているアメリカそのものを弱体化させることができる」と主張した。 1947年、彼は「すべての先進資本主義国において、社会主義の確立に向けた機は熟している」と真剣に信じていた。
スターリンとモロトフが教義に凝り固まっていたという事実に加えて、もう一つ重要な要素があった。それは、彼ら自身が表現した考えがあらゆる方面から彼らに戻ってきたということである。
大使館、諜報機関、中央委員会機構は、独自のアイデアを発展させた暗号、証明書、メモを彼らに殺到させた。彼らは、世界で起こっていることは自分たちの考えを裏付けるだけだと感じずにはいられませんでした。実際には、それは意図的に情報を歪曲し、上級管理者の意見に現実を調整したものでした。
たとえば、1947年の秋以来、米国の大使館と情報局の両方が、米国の「ファッショ化」と米国の「世界の反応と反ソ活動の中心へ」の変貌についてスターリンとモロトフに報告したとしよう。
一方、パレスチナ情勢は行き詰まっている。
1943年10月、英国首相チャーチルはワイツマンに次のように語った。「ヒトラーが敗北した後、ユダヤ人は自分たちの出身地で独自の国家を創設しなければならない。バルフォアはこれを私に遺贈してくれたので、私はそれを手放すつもりはありません。」
1年後、新たな会談の際、チャーチルはワイツマンにこう繰り返した。私はネゲブ砂漠をユダヤ国家に含めることを支持します。」
しかしチャーチルは戦後の選挙で敗北した。ロンドンに新政府が誕生した。
アーネスト・ベビン外務大臣は、パレスチナ系ユダヤ人が独自の国家を必要としているとは信じていなかった。特にヨーロッパのユダヤ人難民がパレスチナに避難できるようにするという彼の頑固さと妥協を望まなかったことが、奇妙な形でイスラエルの誕生を助けました。
1946年4月30日、英米委員会は10万人のユダヤ人難民をヨーロッパからパレスチナに再定住させることを提案した。確かに、そこでユダヤ人とアラブ人の国家を創設するという話はありませんでした。パレスチナの統治はイギリスの手に委ねられるはずだった。
英国政府は委員会の調査結果を拒否した。
7月4日、アメリカの新大統領トルーマン自身がイギリスに対し、依然として10万人のユダヤ人がパレスチナに来ることを許可するという提案を行った。
もし当時イギリスがユダヤ人難民の受け入れに同意していたら、問題の深刻さは沈静化し、アメリカの政治家は他の問題に切り替えていただろう。しかし英国は問題をエスカレートさせ、他国、特に米国にパレスチナへの対処を強いた。イギリス人の頑固さがイスラエル建国に貢献した。
1946年5月15日、外務省中東局は指導者向けにパレスチナ問題に関する覚書をまとめた。
ソ連の外交官らは、アメリカとイギリスが「アメリカとイギリスがパレスチナを完全に掌握するまで、パレスチナ問題の解決における他国の干渉を阻止」しようとしていたという事実から話を進めた。
外交官たちはソ連の立場を表明した。英米委員会には利害関係者なしでこの問題を議論し解決する能力はない。英国のパレスチナ委任統治領は廃止されなければならない。それはパレスチナ問題の解決を妨げるだけである。イギリス軍は撤退しなければなりません。パレスチナに対して国連の信託統治が確立されるべきであり、それによって独立した民主的なパレスチナ創設の条件が整えられることになる。
デカノゾフ副人民委員はモロトフに次のような書簡を送った。ご指示をお願いします。」
デカノゾフはベリアの支援を感じ、自信を持って行動し、あらゆる問題を大胆に解決し、大使たちに指示を与えた。ヴィシンスキー第一副大臣はデカノゾフが教区に干渉している事実を気に入らなかったが、アンドレイ・ヤヌアレヴィチは決して不満を表わさなかった。 KGB部門のすべての人々と同様に、彼はデカノゾフを恐れていた。
モロトフは馴染みのない問題には自信がありませんでした。彼は議員たちに向かってこう言った。ヴィシンスキー、ロゾフスキー、デカノゾフ。話し合う必要がある。」
パレスチナ系ユダヤ人は、ソ連政府が自らの立場を打ち立てることができないと見ていた。そして彼はどちらの側につくべきか分かりません。
もちろん、モスクワはこれに対抗して親ソ連路線を歩む人々を支援したいと考えた。しかし、主な任務は英国にパレスチナからの撤退を強制することであった。パレスチナのユダヤ人は反英国であり、実際に英国に対して戦争を行っていたため、この立場によりソ連指導部はユダヤ国家の創設を主張するようになった。
1946年6月28日、ユダヤ・パレスチナ庁理事会政治部門アラブ部門長エリヤフ・サッソン（将来イスラエル外務省中東局長、駐トルコ特使）は書簡を送った。エルサレムからワシントンのユダヤ庁代表エプスタインに、ソ連の立場の解釈を添えて次のように送った。
「ソ連は、英国が、少なくとも米国を巻き込む程度にはロシアを関与させずに、自らの利益のみに基づいて、この地域の問題を独自に解決しようとしているという事実を受け入れることができない。
このことに対するロシア人の苛立ちは、トランスヨルダンの委任統治の廃止、独立国家としての宣言、そしてトランスヨルダンとイギリスの間で軍事条約の締結が発表され、後者が軍事力を維持できるようになった際に特にはっきりと現れた。トランスヨルダン領土とその国境にあるユニットの数は問いません。
この協定により、トランスヨルダンはアラブ地域全体を支配する英国の軍事基地となり、特定の状況下では英国がロシア国境に到達するための「踏み台」として機能することができる。
しかし、ロシアはこの協定の締結を阻止できず、パレスチナ問題の解決に間接的に干渉することで協定を妨害しようとしている…」
ソ連は、パレスチナのユダヤ人とアラブ人、イラクのクルド人やシーア派、エジプト、レバノン、シリアの反政府勢力など、英国に対するあらゆる抵抗を奨励した。ロシア政府は、イギリスが我慢できなくなり、ロシアも参加する国際フォーラムでこの問題が議論されるまで待った。そうすれば、ソ連指導部はパレスチナ問題やアラブ東地域のその他の問題に影響を与える機会を得るだろう。
「この写真は真実に非常に近いように思えます」とサッソン氏は続けた。 ―そうであれば、私たちはパレスチナ問題を安全保障理事会や国連総会の議論に持ち込むことをまったく恐れるべきではありません。ロシア人が我々に対して敵対的な立場を取ることを我々は恐れるべきではないだけでなく、逆にソ連の立場が友好的であると信じる重大な理由がある。
それは彼らが私たちに同情したり、アラブ人を憎んだりするためではなく、イギリスとの政治的な問題を解決する必要性に基づいています。もし誰かが負けたら、それはまずアラブとイギリスだろう…」
シオニストはすでに、ソ連指導部側の彼らへの同情がもたらした最初の実際的な結果を感じている。
戦後、ポーランド臨時政府はソ連政府と「ポーランドおよびユダヤ国籍の者のソ連市民権からの離脱とポーランドへの避難の権利に関する」協定に署名した。 1939 年秋の国家分割後、ソ連領内にいたポーランド国民は全員、帰国できるようになりました。
ほとんどのポーランド系ユダヤ人はソ連に留まることを選択せず、ポーランドへ行った。しかし、ポーランド人が彼らにまったく満足していないことにすぐに気づき、彼らは急いでパレスチナに向かいました。誰も彼らを気にしませんでした。
1946年9月4日、ソ連帰還問題担当大臣評議会の副委員長ゴルベフ中将は、外務省ヨーロッパ第三局長アンドレイ・アンドレーヴィチ・スミルノフに次のように通告した。
「参考までにお知らせしますが、オーストリア帰還代表のスタロフ大佐によれば、ポーランドからチェコスロバキア領土とオーストリアのソ連地域を通ってパレスチナに向かうユダヤ人の通過が始まったとのことです。合計20万人のユダヤ人がパレスチナに行かなければなりません...
入手可能なデータによると、輸送船はミュンヘンのアメリカ占領地域に送られ、そこでパレスチナへのさらなる輸送のために集合場所が設置されているとされています...」
アンドレイ・スミルノフは有名な外交官でした。彼は1936年から外務人民委員会に勤務し、戦前はドイツ大使館の顧問を務め、1941年からはソ連軍が展開していたイランの大使を務めた。彼には中央委員会機構で働き、ドイツとオーストリアの大使、そして外務副大臣という主要なポストが待ち受けていた。
スミルノフはゴルベフ中将からのメモについて省指導部に報告した。
原則として、状況は不快でした。最近のソ連国民は機会を見て国外に逃亡した。これは社会主義の評判に打撃となる。しかしスターリンはそれを冷静に受け止めた。イスラエルへの移民を止める命令は出なかった。
 
ソ連がシオニストを救援する
46件中4月30日の英米委員会の提案はアラブ諸国によって決定的に拒否された。
7月27日、新たな専門家委員会は別の計画を提示した。パレスチナを4つの地域に分割し、1つはユダヤ人、1つはアラブ人、2つはイギリスが直轄するというものである。すべての地域は、英国高等弁務官が率いる中央政府の指導の下、単一の国家にまとめられることになる。
ソ連外交官は直ちにこの考えを拒否し、再びパレスチナの国連信託統治という考えを提案した。
シオニストとソ連指導部との間の新たな同盟に立ちはだかった唯一のものは、ソ連におけるユダヤ人の状況についての声明だった。シオニスト運動の一部の指導者たちは、ソ連国内の状況には目をつぶらなければならないと信じていた。モスクワの支援の方が重要だ。二重基準の政策に強く反対した人もいた。
世界ユダヤ人会議ユダヤ人研究所所長のジェイコブ・ロビンソンは、1946年11月19日のアメリカ緊急シオニスト評議会の会合で次のように語った。
「1941年以来、ソ連との関係には新たな時代が始まった。私たちはよく知っていたにもかかわらず、最も恐ろしいことを黙って通り過ぎて、彼らを賞賛し始めました。戦争が続く中、これには理由がありました。ナチスドイツに対する勝利の方が重要だった。しかし、チャーチルの「鉄のカーテン」という表現は文字通りの意味を帯びています。米国のユダヤ人はソ連で何が起こっているのか全く知りません。なぜユダヤ人問題はソ連で解決されたと信じられているのでしょうか?今日、そこでは反ユダヤ主義が大流行しています...」
1946 年 3 月 5 日、チャーチル元首相はフルトンで有名な演説を行いました。彼はヨーロッパを自由のある国と自由のない国に分ける鉄のカーテンについて話しました。鉄のカーテンについてのチャーチルの言葉はまさに定型でした。ヨーロッパは分裂した。
しかし実際には、チャーチルはその1年前の45年5月12日にトルーマン大統領に宛てた書簡で初めて「鉄のカーテン」という概念を使用した。
「鉄のカーテンが彼らの前に崩れ落ちた。その裏で何が起こっているのか私たちには分かりません。」
パレスチナ系ユダヤ人は目標を達成した。英国当局は降伏した。
1947年2月14日、ベビン外務大臣は、英国の提案がアラブ側によって拒否されたという事実を理由に、パレスチナ問題を国連に付託するという英国政府の決定を発表した。それは絶望の表れだった。
ソ連の外交官たちは英国のパレスチナ拒否に満足していた。彼らはイギリスと戦ったユダヤ人の地下戦闘グループに非常に同情的でした。
レバノンのソビエト特使ソロッドは、1947年2月19日に外務省中東局長サミロフスキーに次のような書簡を送った。
イギリス人はユダヤ人テロリストと戦うゲームに熱中し、テルアビブでイギリス軍が組織した全面的襲撃とパレスチナ全都市の部分的襲撃に加え、エルサレムとハイファの地区全体を有刺鉄線で囲った。ワイヤー。あまりにもおかしなことなので、パレスチナ人はこれらの柵で囲まれた地区を冗談めかして「ベビンタウン」と呼んでいます。
厳しい冬に伴ってイギリスでは同国史上最も深刻な燃料危機が発生した。産業は事実上停止し、イギリス人は絶望的に凍りついていた。英国政府はこれまで以上にアラブ石油輸出国との良好な関係を望んでいた。
1947年3月6日、外務省顧問ボリス・エフィモヴィチ・スタインはヴィシンスキー第一副大臣にパレスチナ問題に関する次のメモを手渡した。
「これまでソ連はパレスチナ問題に関する立場を表明していない。国連による今後のパレスチナ問題の議論に関連して、ソ連の見解のそのような定式化が必要である。」
スタインは20代から外務省人民委員会で働いていました。戦前、彼はフィンランドとイタリアの全権公使を務めた。その後、中央委員会傘下の高等外交学校と高等党学校に教師として派遣された。彼は自分の論文を擁護し、教授になりました。ユダヤ人は徐々に外交の仕事から外されていったが、当面は外務省はスタインをコンサルタントとして雇用した。
スタインは、パレスチナの信託統治という考えは拒否されるべきであると信じていた。
「パレスチナに対する信託統治を確立する可能性は、この国の国民（ユダヤ人もアラブ人も）が完全な独立に十分成熟しているという事実に直面している。アラブ人もユダヤ人もいかなる種類の後見にも同意せず、完全な独立を要求します。
英国によるパレスチナ問題の議論のため国連への提出は、ソ連にとってパレスチナ問題についての見解を表明するだけでなく、パレスチナの運命に効果的に関与する最初の機会となる。
ソ連はパレスチナの国家としての完全な独立の要求を支持せざるを得ない…」
1947年3月、ウラジミール・デカノゾフは外務省から外された。
デカノゾフのキャリアは、弱いセックスに対する彼の情熱によって傷つけられた。彼が目をつけた人物の一人がスキャンダルを起こしたという。彼はソビエト海外財産総局に異動となった（同総局はベリヤのもう一人の同盟者であるフセヴォロド・ニコラエヴィチ・メルクロフ元国家安全保障大臣が局長を務めていた）。しかし、彼もそこに留まりませんでした。彼は降格されて放送委員会の委員に任命された…
中東問題はヴィシンスキー第一副大臣に移管された。
アンドレイ・ヤヌアリエヴィチ・ヴィシンスキーは、30年代の悪名高いモスクワ裁判で最初は判事、次に検察官として歴史に名を残した。しかし、ヴィシンスキーがソ連の検察官を務めたのはわずか4年間で、同年外務大臣を務めた。彼は外務省で合計14年間勤務しており、これは検察庁での勤務期間よりも長い。
1939 年の夏に遡ると、彼は検察官の職務を解かれ、文化教育問題を担当する政府副長官に承認されました。そして40年代には外務副人民委員にも就任した。
モロトフとヴィシンスキーはお互いを憎んでいた。これはスターリンに適していた。モロトフは我慢できない副官に我慢せざるを得なかった。
ヴャチェスラフ・ミハイロヴィチは、機会あるごとにアンドレイ・ヤヌアリエヴィチを叱責し、「演説だけをすべきだ！」と繰り返した。
しかし、ヴィシンスキーは彼を拒否した。
彼は外交分野で活躍した。彼はもっぱら鋼色の外交官服を着て公の場に現れた。彼は見栄えが良く、本物の将軍のように見えました。
ヴィシンスキーはおそらくスターリンの最も教養のある助手であり、ポーランド語とフランス語を流暢に話し、ドイツ語と英語などヨーロッパの言語を熟知しており、魅了される必要のある外国人と優雅にコミュニケーションをとりました。魅力と機知に富んでいた彼は一部の外交官から好かれていたが、主にソ連の生活について何も理解していない人々から好かれていた。
1947年4月2日、英国政府は国連事務総長に対し、パレスチナ問題を次期総会の議題とするか、パレスチナ問題に関する委員会を設置するための特別総会を招集するよう要請した。
エジプト、イラク、シリア、レバノン、サウジアラビアといったアラブ諸国の政府は、対抗策を打ち出した。彼らは、パレスチナに対する英国の委任統治を終了し、国連の特別会議で独立を宣言する問題を提起するよう求めた。
1947年4月、外務省中東局はソ連の立場を展開した。主要な論点はパレスチナにおける英国委任統治領の終了と英国軍の撤退だった。残りはあまり具体的に定式化されていません。
1947 年 4 月 28 日、パレスチナに関する国連特別会議がニューヨークで開会されました。パレスチナ独立の即時宣言を求めるアラブ諸国の提案は拒否された。
彼らが言うように、英国の政治家たちは手を洗って以来、パレスチナの運命は米国とソ連という2つの大国にかかっていた。
アメリカのトルーマン大統領は何もできなかった。彼の政権の有力者たちはユダヤ国家に強く反対していた。これは、トルーマン自身の政治的将来が暗い色で描かれた瞬間でした - 世論調査によると、彼は将来の選挙で必然的に敗北するでしょう。彼の影響力は彼自身の政権内にも及んだ。彼にはパレスチナ系ユダヤ人のために時間を割く余裕はなかった。国連がどんな決定を下そうとも、そうなるだろう。
言い換えれば、最後の言葉はスターリンに残されたのだ。
シオニストたちがまったく驚いたことに、ソ連が彼らを救援してくれた。そしてどうやって！彼は同情を表明するだけでなく、パレスチナにユダヤ人国家を樹立するよう要求した。
この任務はアンドレイ・グロムイコに託され、彼は1946年4月にスターリンによってワシントン大使の職を解かれ、国連常任代表に承認され、地位向上のために外務副大臣に任命された。その瞬間、スターリンにとって国連代表のポストは大使のポストよりもはるかに重要であるように見えました。
アンドレイ・アンドレーヴィッチはモスクワの指示を迅速かつ巧みに実行し、疲労を知らず、モロトフは彼を十分に理解することができませんでした。
ソ連のすべての外交官の中で、彼はグロムイコを選び出した。アンドレイ・アンドレーヴィッチは性格的にヴィャチェスラフ・ミハイロヴィチに似ており、彼の学校も通って、ドライでタフで譲れないモロトフの外交スタイルを習得しました。
グロムイコ氏は通常、「ノー」と言うことが使命だった。今度は、モスクワの指示に従って、アンドレイ・アンドレーエヴィッチは全力で「はい」と言いました！そして、ユダヤ人国家を創設するという考えは現実の特徴を獲得しました。
1947年5月14日、グロムイコは総会の特別会議でパレスチナ問題について演説した。彼の演説は、パレスチナに関する委員会を承認するという純粋に技術的な役割を果たすはずだったこの会議での唯一の重要な政治的発言だった。
グロムイコ氏は英国がその使命を果たせなかったと述べ、「ユダヤ人のかなりの部分の願望はパレスチナとその将来の国家構造の問題に関係している」と述べた。
グロムイコは、ユダヤ人がパレスチナに独自の国家を創設する権利を正当化した。
「ユダヤ人は先の戦争で並外れた不幸と苦しみを経験しました。これらの災害と苦しみは、誇張することなく、説明の余地がありません...ファシストの死刑執行人の手によって死亡したユダヤ人の総数は約600万人と推定されています。西ヨーロッパで戦争を生き延びたユダヤ人はわずか約150万人だった。
しかし、これらの数字は、ファシスト侵略者によってユダヤ人が受けた犠牲については理解できるものの、戦後、ユダヤ人の大多数が置かれた困難な状況については理解していない。
ヨーロッパに生き残った膨大な数のユダヤ人が、祖国、住居、生存手段を奪われていることに気づきました。何十万人ものユダヤ人が、生存手段を求め、避難場所を求めてヨーロッパのさまざまな国をさまよっています。彼らのほとんどは避難民キャンプにおり、全員が依然として大きな困難に苦しんでいます...
何十万もの生き残ったユダヤ人にとってこれほど困難な状況にあるのに、彼らの状況に関心を示さない国連が、祖国や暖炉から切り離されてもいいのか、という疑問は許されるだろう…今こそその時が来たのだこれらの人々を言葉ではなく行動で助けるために...
ユダヤ人の基本的権利を確実に保護し、ファシストの死刑執行人による暴力から守ることができた西ヨーロッパの国家が一つもなかったという事実は、ユダヤ人が独自の国家を創設したいという願望を説明している。これを考慮せず、そのような願望を実現するユダヤ人の権利を否定するのは不公平であろう...」
グロムイコ氏は、この問題を解決するための4つの選択肢を挙げた。ユダヤ人とアラブ人に平等の権利を持つ単一国家を形成することは可能だ。パレスチナは 2 つの国家に分けることができます。ユダヤ人が少数派であるアラブ国家を創設することは可能であり、アラブ人が少数派であるユダヤ人国家を創設することも可能である。
ソ連代表は「アラブとユダヤの独立した二重民主国家の創設」を支持した。しかし、彼はすぐに、アラブ人とユダヤ人の平和的共存を確保することが不可能であれば、2つの独立国家を創設する必要があると指摘した。
グロムイコ氏の演説はシオニストにとって嬉しい驚きだった。彼はユダヤ人の苦しみについてだけでなく、ユダヤ人には独自の国家が与えられるに値するとも語った。
アラブ人は驚いた。彼らはモスクワを中東問題において真剣なプレイヤーとは考えておらず、彼らにとってはイングランドとロシアを互いに戦わせるだけで十分だった。今、彼らはロシアの意見を考慮に入れる必要があることに気づいた。
1947 年 5 月 15 日、アメリカユダヤ人会議ワシントン事務所の書記 D. ワールは、パレスチナユダヤ人庁理事会のアメリカ部門の会長に次のような手紙を書きました。
「私はソ連大使館とニューヨークのソ連代表団の両方で重要な仕事をしました。ワシントンの大使館が、国連代表団に対するあらゆる支援や提案を受けることに多大な関心を示していることをお知らせしなければなりません...
大使館やソ連の代表団との会話中、ユダヤ人の願望が拒否されているとは感じませんでした。私が、そして皆さんが大満足していただければ幸いですが、ソ連の代表団は、私たちがこれまで大国から頼りにしていたものと比較して、あらゆる期待を超えて私たちを支援してくれました...
報道に反して、アラブ代表団とソ連代表団の間には深刻な矛盾があった。実際、ソビエト代表団の立場とユダヤ機関の願望には、さらに多くの類似点があります...」
パレスチナに対するソビエトの政策は、自国のユダヤ人に対する政策との矛盾を増大させるようになった。スターリンはパレスチナのユダヤ人に独自の国家を与えるつもりだったが、ソ連の外交官に許されていたものさえもソ連のユダヤ人には禁じた――シオニストへの同情の言葉だ。
国内ではシオニズムへの道徳的支持さえも重大な犯罪とみなされていた。
ちょうど、グロムイコのシオニズム支持演説がニューヨークで議論されていた頃、1947年5月27日、ウクライナ国家安全保障大臣セルゲイ・ロマノヴィチ・サフチェンコ中将は中央委員会第一書記にこう報告した。共和国共産党:
「ユダヤ人の知識人の中で、シオニスト分子が国家主義的な活動を著しく強化している...
このユダヤ人知識人のサークルでは、全連合共産党（ボリシェヴィキ）とソ連国家の指導者たちに対して、反ソ連の中傷が提起されている。彼らは、ソ連におけるユダヤ人の国家的存在に必要な条件を創り出さなかったとされ、彼らの意見では、愛国戦争の終結後、いわゆるユダヤ人問題が深刻な形をとったという。
これに関して、独立したユダヤ人の国家の創設とユダヤ人の若者のパレスチナへの移住組織に対する要望が表明されている。」
その時点で、ラザール・モイセビッチ・カガノビッチはウクライナ共産党中央委員会の第一書記であった。彼はユダヤ人としてのルーツを決して捨てず、モスクワのユダヤ劇場を後援した。しかし、彼は生涯を通じてシオニストと戦ってきたと繰り返すのを忘れなかった。
5月15日、国連総会の決定により、パレスチナ情勢を調査し勧告を行うため、11カ国の代表からなる特別委員会が設置された。
3か月半後の9月1日、特別委員会は国連に報告書を提出した。委員会のメンバーの大多数は、2つの独立国家を創設し、エルサレムを国連の保護下に移譲する必要があるという結論に達した。
少数派（ユーゴスラビア、インド、イランの代表）は、エルサレムを首都とするユダヤ人とアラブ人国家からなる連邦国家の創設を提案した。
「ユダヤ人はこの地に西洋の社会ダイナミズムと科学的手法をもたらし、アラブ人は今度はこの個人主義と人生の直観的な理解をさらに高めるだろう。パレスチナは、セム族の理想を体現できる単一の土地であり続けるだろう。」
1947年9月11日、駐米ソ連大使館の一等書記官ミハイル・セルゲイヴィチ・ヴァヴィロフは、ワシントンのパレスチナユダヤ人庁代表エプスタインを朝食に招待した。
ヴァヴィロフは冶金学者で、1939 年にレニングラードの全連合アルミニウム・マグネシウム研究所の大学院を卒業し、党の募集により外務人民委員会に派遣されました。彼はアフガニスタンに勤務し、ロサンゼルスの副領事、サンフランシスコの総領事を務めました。
朝食中、パレスチナの運命を決定した国連特別委員会の取り組みについて議論されました。ヴァビロフ氏はエプスタイン氏に、モスクワにとって何よりも興味を持った直接的な質問をした。
―将来のパレスチナのユダヤ人国家とソ連との関係をどう見ていますか？
彼は返事をした：
――地理的、経済的、政治的理由から、ソ連との満足のいく関係を確立することが明らかにユダヤ国家の第一の関心事でなければならない。ソ連がパレスチナに比較的近く、相互に利益をもたらす経済交流の可能性があることから、必然的にユダヤ国家はソ連との友好関係と相互理解の確立に努める必要がある。パレスチナ系ユダヤ人がロシア人に対して抱いている友好的な感情について話す必要はありません...
これはソ連の外交官が聞くことを期待していたものだった。
現在、我々は外務省のアーカイブから機密を解除した文書を入手したが、そこには外交上の曖昧さなしにソ連の立場が完全に率直に表明されている。
起こっていることの重要性を考慮して、ヴィシンスキー第一副大臣はニューヨークへ行った。グロムイコはこれに満足していなかった。彼らはお互いに我慢できなかった。グロムイコは国連大使、その後国連代表の職を歴任したため、相対的な独立に慣れていた。彼はヴィシンスキーの尊大な態度に激怒した。アンドレイ・ヤヌアリエヴィッチはグロムイコの生来の遅さにイライラしていた。
1947年9月30日、モロトフ外務大臣はヴィシンスキーに次のような暗号で電報を打った。
「皆さんも知っているグロムイコへの指令が、パレスチナ問題解決の第一選択肢として二重国家の創設を提案したとき、我々は戦術的な理由からこれを行ったということを心に留めておかなければなりません。
私たちはユダヤ人国家の創設に率先して取り組むことはできませんが、私たちの立場は、独立したユダヤ人国家に関する私たちの前述の指令の第 2 版によってよりよく表現されています。
調査の後、委員会の過半数が独立したユダヤ人の国家の創設に賛成したため、あなたはこの過半数の意見を支持すべきであり、これはこの問題に関する私たちの基本的な立場に相当します。
受信を確認してください。」
スターリンは国連代表団への指令を個人的に承認した。指導者は戦術的な理由から、グロムイコにアラブ・ユダヤ人の単一国家という考えを表明するよう命じたが、実際にはパレスチナにイスラエルだけが存在することを望んでいた。
1947年10月15日、ヴィシンスキーはニューヨークからモロトフに電報を打った。
「パレスチナに関する私たちの声明は、ユダヤ人たちに非常に好意的に受け入れられました。アラブ人は失望しているが、緊急会議でのグロムイコ氏の演説の後、彼らは我々の立場を変える可能性についてはほとんど期待していなかった。」
ユダヤ人支援に重点を置いているのは明らかだった。ヴィシンスキーとグロムイコはシオニストと立場を調整し、彼らに賛成票を投じるよう命じられた。
10月16日、モロトフはニューヨークのヴィシンスキーに電報を送り、指導者からの新たな指示を伝えた。
「コロンビアの提案に反対する理由は見当たりません。政治的観点から見ると、この提案は、15万人のユダヤ人のパレスチナへの移民問題の解決策と併せて、苦悩するヨーロッパ系ユダヤ人の一般的な問題の解決策を提供するものであるため、この提案を支持することが賢明であるように思われる。
しかし、ユダヤ人自身の意見を知る必要がある。コロンビアの提案が彼らにとって都合がよいのであれば、この提案に反対すべきではありません。
今後について教えてください。」
10月26日、パレスチナユダヤ庁理事会政治部長のM・シェルトクがソ連の代理大使セミョン・コンスタンティノヴィチ・ツァラプキンを訪問した。
セミョン・ツァラプキンは外務人民委員会のアメリカ部門を3年間務め、その後大使館の顧問特使として来た。
洞察力に優れた M. シェルトクは次のように書いています。
「会談中、ロシア側は用意があるということや、特に我々の見解を受け入れるという約束は示さなかったが、同時に我々の立場を知り、それを理解したいという願望も示された。まるで私たちから指示のようなものを受け取りたいかのように会話が進んでいきました…」
シェルトクは、シオニストの意見がソ連の外交官にとって実に極めて重要であることを知らなかった。これがスターリンの命令だった。リーダーは休暇中だった。戦後、スターリンは毎年3～4か月を南部で過ごした。彼は通常、誕生日である12月21日にモスクワに戻りました。
しかし、休暇中でもスターリンは国連で何が起こっているかを注意深く観察した。暗号化された電報が途切れることなく彼の元に届いた。
10月26日、モロトフはスターリンに次のような詳細なメモを送った。
「ヴィシンスキー氏は、パレスチナ委員会の第一小委員会が、全会一致で受け入れられた勧告と特別委員会の過半数の報告書に基づいて、移行期間中のパレスチナ組織計画の策定を開始したと報告した。」
この計画には、パレスチナ統治のためのイギリス委任統治領の廃止、そこからのイギリス軍の撤退、ユダヤ国家とアラブ国家の国境の設定とその宣言が含まれていた。
モロトフは指導者に制裁を求めた。
「ヴィシンスキー氏は、上記の条項は基本的にユダヤ庁の代表者の意見と一致していると指摘している。
私はヴィシンスキー氏の提案に同意することを提案します。」
アーカイブに保存されているメモには次のように書かれています。
"同志ポスクレビシェフはスターリン同志が同意したとHFで報告した。ポドセロブ。」
アレクサンドル・ニコラエヴィチ・ポスクレビシェフは、ほぼ30年間にわたって指導者の常任補佐官を務めた。
ボリス・フェドロヴィチ・ポドツェロブはモロトフの補佐官であり、1949年に外務省事務総長に就任し、1952年に外務副大臣に就任した。
 
グロムイコ氏が有名な演説を行う
ソ連がシオニストを公然と支援すればするほど、アメリカ政府はパレスチナにユダヤ人国家を創設するという考えに必死に抵抗した。
ワシントンにおけるシオニストの最も影響力のある反対者は、実際に米国の立場がかかっていた二人の人物、ジョージ・マーシャル国務長官とジェームズ・フォレスタル国防長官だった。彼らは、アラブ諸国がロシアに傾き、アメリカが中東の石油なしで取り残されることを恐れた。
ジョージ・キャトレット・マーシャルは生涯を軍務に費やした。日本軍による真珠湾のアメリカ海軍基地攻撃後、ルーズベルト大統領は彼を軍事顧問に任命した。 1945年にトルーマンに日本に対して原爆を使用するよう勧告したのはマーシャルだった。スターリンは元帥にスヴォーロフ司令官勲章を授与するよう命じ、グロムイコ大使が賞を授与した。
戦後、マーシャルは辞任し、トルーマンは彼を国務長官に任命した。戦争の英雄であるマーシャルは、ヨーロッパ経済を回復するための有名な計画の立案者でした。
マーシャルと同じ考えを持った人物は、彼の初代副官で将来の後継者となるディーン・アチソンだった。彼は人格と原則を持ち、そこから逸脱することのない人でした。第二次世界大戦中、アチソンはソ連との関係改善を主張した。彼は原子力の秘密をソ連に共有することを申し出たが、そうしなければロシアはアメリカとイギリスに対する信頼を失うと信じていた。
しかしその後、アチソンは立場を変えた。 45年9月からは政務担当国務次官を務めた。彼が最も影響を受けたのは、トルコにボスポラス海峡の支配権をソ連に移譲させようとするスターリンの試みだった。
アチソンはトルーマン大統領と会談し、米国はスターリンに対して厳しい態度を取らなければならないと説得した。アチソンは封じ込め政策の立案者となった。マーシャルはワシントンを不在にすることが多く、アチソンはアメリカ外交官の日常業務を管理していた。彼は石油のことよりも、スターリンが中東に足場を築くのを阻止する必要性について考えていた。
アラブ諸国との緊密な関係の支持者も、アメリカの諜報機関の調子を決めている。
国務省情報情報局の責任者は最近駐サウジアラビア大使となったウィリアム・エディ氏だった。彼のアラブ世界に対する同情は、辞任後、アラブ系アメリカ人の石油会社アラムコで高給取りのコンサルティング職に就いたことを知れば簡単に説明できる。
CIAのトップの中東専門家は、故セオドア・ルーズベルト大統領の孫であるカーミット・ルーズベルトだった。公務員を辞めた後は、石油会社ガルフ・オイルの副社長の職にも就いた。
アメリカ人は、ソ連の中東への突然の関心とシオニズムへの率直な支持に驚いた。
1947年11月2日、ニューヨークのユダヤ人パレスチナ事務所の政治顧問L.ゲルバーは、国務省国連局長ディーン・ラスクと会談した。
「ラスク氏はマーシャル長官のホテルの部屋で私を出迎えてくれた」とガーバー氏は報告書に書いている。 - 戦時中、ラスク氏は大佐であったが、1947 年 3 月まで国防長官の政務担当民間補佐官として働き、おそらく国務長官によって国務省に異動された新しい人物の 1 人となった。元軍の同僚の間で。
ラスク氏が普通の部門長ではないと考えるのが自然だろう。彼は信頼されており、マーシャル将軍自身の代弁者です。もしそうなら、ラスク氏の以下の発言のいくつかが最も重要視されるべきである。
私たち自身の利益のために、ロシアへの愛着を示すことは避けなければならない、と彼は信じている。パレスチナ分割に賛成するロシアの演説は、親シオニスト政治における斬新さゆえに驚くべきものだ。
現在、ユダヤ人の避難民が黒海のコンスタンツァに集まり、ロシア地帯からパレスチナに向かって航行しているという話が水面下で行われている。私たち自身はこの状況をソ連側の人道的態度の表れであると理解しているかもしれないが、他の人はこれを大国による策動と解釈するかもしれない。そこでは避難民が駒の役割を果たしており、その目的は次のようなものを引き起こすことである。英米グループに対する懸念。
ラスク氏は、シオニストとソ連との間に認識される特別な関係が米国と西側世界に与える影響を注意深く観察するよう私たちに助言した。」
ゲルバー氏はラスク氏に、なぜロシアがパレスチナ系ユダヤ人に対して同情的になったと思うのかと尋ねた。ラスクは、彼の観点からすれば、ロシア人の主な任務はマーシャル・プランを雷撃することであり、そのためにヨーロッパとアメリカのユダヤ人の支援を求めたいと答えた。
素晴らしいキャリアを積み、ジョン・ケネディ政権で国務長官になったラスク氏の判断は間違っていた。
それでは、何がスターリンをイスラエル建国のために全力を尽くしたのでしょうか？
初代駐モスクワ大使であり、後に外務大臣および政府首脳を務めたゴルダ・メイアは次のように書いている。
「ソ連にとって最も重要なことは中東からイギリスを追放することであったことには何の疑いもありません。しかし、1947 年の秋に国連で議論が行われたとき、私には、ロシア人自身が恐ろしい代償を払って勝利の代償を払い、それゆえに被害を受けたユダヤ人たちに深く同情したため、ソビエト圏も我々を支持したように思えた。ナチスからひどい仕打ちを受けたので、彼らは自分たちが国家に値することを理解しているのです。」
スターリンは、20世紀に大量虐殺の犠牲者となったユダヤ人の運命に興味を持っていましたか?この質問に答える最も簡単な方法は、「もちろんそうではありません」です。彼が他の人々の運命に興味がなかったのと同じように。
スターリンはとうの昔に、自分がグルジア国民に属しているとは感じなくなっていた。彼はロシア人になりたかったし、自分自身をロシア人だと思っていた。そして小さなヴァシャ・スターリンは驚いて妹にこう言いました。「私たちのお父さんがかつてグルジア人だったことを知っていますか…」
教授で文芸評論家のレオニード・イワノビッチ・ティモフェエフは、戦争中ずっと詳細な日記を書き、つい最近出版されたが、1344年12月に次のように書いている。「スターリンは最後のアンケートで、国籍はロシア人であると答えたと彼らは言っている」。
実際、スターリンは長い間アンケートに記入していなかった。勤務中に彼らを見た少数の人々は、ぼろ布を着て黙っていた。しかし、彼らがそれについて話したのは特徴的です。国籍に関する話題が気になった。
同じティモフェエフ教授は日記に次のように書いています。
「昨日はエヴニンがいました。私は彼を学校の研究所に入れたいと思っていました。最初はすべてうまくいきましたが、彼の国籍を知った後、何の議論もなく、断固として立候補を却下されました。興味深い: 沈静化したと思っていたのですが...
大学でもエヴニンの場合と同じだ。ユダヤ人の大学院入学を拒否したのだが、あまりにも無遠慮に大学全体で話題になったほどだった…。
興味深いタッチです。エゴリン[2]は中央委員会の人員はいるかどうか尋ねました。私はシチリナを彼に勧めましたが、彼女はユダヤ人なのでふさわしくないと言われました。反ユダヤ主義があまりにも強まり、モスクワでは復活祭にユダヤ人に刺殺された少女の噂が流れた…。
ゴシズダットでは、彼らは誰にコレクションの編纂を任せるべきかと私に尋ねましたが、その条件はロシア人の著者のみです。彼らは積極的にユダヤ人をポストから排除し、ロシア人に置き換えていると言っています...
反ユダヤ主義は依然として発展しており、大学ではユダヤ人にロシア文学の授業を与えないことが推奨されている。私たちには、ロシア文学を研究しているという不運に見舞われた助教授が二人いますが、解雇の脅威にさらされています...
修復された文学百科事典で誰が働くかが議論された州出版社の会議で、チャギンは「私たちの国籍」の人々を推薦する必要があると述べた...
革命以前、反ユダヤ主義は公的な環境の中で厳密に局所的に限定されており、公の非難の輪に囲まれていました。今は逆に、シチェドリンが言ったように、彼は上から統一された環境にやって来て、議論するのではなく、上司の命令を理解する義務を負っています。つまり、ユダヤ人であってもこの政策を支持し、実行しなければならないのです。」
全て数ヶ月の記録です！戦後、反ユダヤ主義感情はさらに広範囲に広がりました。
イスラエルの運命がニューヨークで決定され、スターリンがモロトフ、ヴィシンスキー、グロムイコにシオニストを支援するよう命令したとき、ソ連ではすでに反ユダヤ主義が完全に党と国家機構の実際的な政策となっていた。そして、イスラエル建国のための闘争には、組織からのユダヤ人の粛清が伴った。
しかしスターリンはここに何の矛盾も感じなかった。
パレスチナでのユダヤ人国家の創設への積極的な参加は、それ自体は喜ばしいことではあるが、イギリスを悩ませ、中東におけるイギリスの影響力を減らす方法であるだけではなかった。
ソ連はこの戦争に勝利し、領土を獲得しただけでなく、世界中に影響力を拡大しました。
「私の任務は祖国の国境を拡大することでした。そしてスターリンと私はこの任務にうまく対処できたようだ」とモロトフは得意げに振り返った。
マキシム・リトヴィノフは1946年の夏にアメリカ人ジャーナリストにこう語った。
ロシアは国境拡大に基づく以前の安全保障概念に戻った。所有する領土が多いほど、セキュリティは強化されます。西側がソ連の要求に屈すれば、しばらくして西側が新たな一連の要求に直面することになる。
エーレンブルクによると、マクシム・マクシモヴィチはスターリンについて自制的に語り、その知性を高く評価し、外交政策について話した際に一度だけため息をついた、「彼は西側を知らない…我々の敵が数人のシャーや首長だったら、彼は彼らを出し抜くだろう」 ...」
同じ頃、中央委員会書記A.A.クズネツォフ氏はこう語った。
「我々は自分たちを守っているが、戦争の結果を踏まえると、我々が非常に強大国になったとき、あらゆる場所で独自の独立した積極的な外交政策を追求しなければならないという兆候がある。そして大使たちには、うろたえるようなことはせず、もっと大胆に行動するようにとの指示が与えられた。」
中央委員会のメンバーであり、ソビンフォルムブロS.A.の所長。ロゾフスキーは軍の宣伝活動家にインスピレーションを与えた。
「殴ることは意識を決定します。そして私たちが顔を殴るという事実は多くの人に内面化されており、彼らはソ連が権力を象徴しており、権力は常に尊重されていると想像し始めます。彼らがそれを好むかどうかは別の問題ですが、彼らは常にそれを尊重しています。」
戦後、スターリンはそれまで関心を持たなかった地域に興味を持つようになった。アフリカのイタリア植民地の運命が議論されたとき、モロトフはアメリカ人との会談で、そのうちの一つであるトリポリタニア、現在のリビアの後見権をソ連に譲渡することを要求した。
モロトフ氏はこう回想した。
「スターリンは言いました。『さあ、報道陣！』 この分野を私たちに割り当てられるように、私は質問を提起するように指示されました。そこに住んでいる人たちを残してください、しかし私たちの管理下にあります。」
アメリカ人は同意せず、スターリンはリビアなしで残された。それからモロトフは冗談を言いました：
「もしあなたがイタリアの植民地の一つを我々に割譲したくないのであれば、我々はベルギー領コンゴで満足するでしょう。」
コンゴにはウランの埋蔵量が確認されていた。最初の原子爆弾はすでに爆発しており、ウランは金よりも貴重なものになりました。
スターリンは黒海海峡の制圧を望み、イランと中国の新疆の領土にソビエト共和国を創設しようとした。彼はフィンランドと中国にソ連海軍基地を設立した。指導者はパレスチナでも同様のことを期待していた。そこに社会主義共和国を設立しない場合は、少なくとも信頼できる同盟国と軍事基地を確保してください。
ナチス・ドイツの敗北後、東ヨーロッパがソ連の支配下に入った後は、すべてが可能であるように見えました。ポーランド、チェコスロバキア、ブルガリアの新政府がモスクワの指示に完全に従って行動するのであれば、なぜ将来のユダヤ国家の指導者たちにも同じ行動を期待してはいけないのだろうか？
アメリカの外交官や諜報員が懸念していたように、スターリンは中東情勢に干渉し、軍隊をイスラエル領土に移すことができたのだろうか？
こちらは近隣地域の例です。
「スターリンはユーゴスラビアへの攻撃を準備しようとしていた」とフルシチョフは語った。 ――かつてウクライナ国家安全保障大臣が私に、多数の人々がオデッサから秘密裏にバルカン半島に送られていると報告したことを覚えている。彼らはおそらくブルガリアへ何らかの船で送られた。
出発の準備に携わった人々は、軍の編隊が結成され、私服を着て出発していたが、スーツケースの中に軍服と武器を持っていたと私に報告した。
ユーゴスラビアに対する何らかの攻撃が準備されていると知らされました。なぜそれが起こらなかったのかは言えません。さらに、私はこのことについてスターリン本人からまったく聞いていませんでしたが、スターリンの遺言執行者たちが私に報告し、彼らの派遣と船への乗船を手配していました。彼らは攻撃的な雰囲気でした：「彼らは私たちのものを与えるだろう！」彼らはすでに出発しており、間もなく行動を開始するでしょう。」
何が起こったかについて彼らの言葉には後悔の念はまったくありませんでした。」
イスラエルはユーゴスラビアよりもソ連国境から遠かった。ソ連の艦隊と航空は中東への迅速な上陸作戦を支援できなかった。それには準備する必要があり、まず第一に、いわば受け入れる側の準備をする必要がありました。
1947 年 5 月 30 日、政令により、政治的、軍事的、科学技術的情報を管理する情報委員会 (委員会第 4 号) が閣僚評議会の下に設置されました。委員会は非常勤のヴャチェスラフ・モロトフ外務大臣が委員長を務めた。
諜報機関は、パレスチナで何が起こっているかに関する信頼できる情報を国の指導者に提供する任務を負っていた。これは政治諜報の中東方向を主導したアンドレイ・マカロヴィチ・オトロシチェンコ大佐に託された。戦前、彼はテヘランに住んでいました。 38年に彼は逮捕された。彼は幸運だった；エジョフの後任にベリアが内務人民委員となった。オトロシチェンコを含む何人かは釈放された。彼は戦列中に戻され、戦争中に再びテヘランに送られた。
違法諜報部門の責任者であるコロトコフには、パレスチナに向かうユダヤ人の中から工作員を募集するという別の任務が与えられた。
情報委員会の最初の居住者は、非常に背が高く、風格があり、口ひげを生やしたウラジミール・イワノビッチ・ヴェルティポロフであり、イスラエルに派遣されました。外見は彼のキャリアにおいて重要な役割を果たし、それは将軍の地位で最高潮に達しました。 1953年、彼の威勢のいい容姿を気に入ったベリアは、まさにこの理由からヴェルティポロクを東部諜報部長に任命した。
モスクワ食肉産業化学技術研究所の卒業生であるヴェルティポロフ氏は、すぐにNKVDの装置に配属された。このサービスは極東で始まりました。彼は漁業企業の運営セキュリティサービスに従事していました。 1942年、彼はイランのソ連軍占領地域のマシュハド市に送られた。
ヴェルティポロフは 1948 年末にイスラエルに来て、そこで英語を学びました。ヘブライ語もアラビア語も話せない諜報員はロシア出身者しか連絡できず、これが客観的に見て彼らの作戦能力を制限していた。確かに、仕事を容易にする状況もありました。若い州では秘密を真剣に受け止めず、公然と多くのことが言われ、行われました。
パーベル・アナトリエヴィチ・スドプラトフの回想録には、諜報機関が「ルーマニア経由でパレスチナにエージェントを派遣するよう指示を受けた」と書かれている。彼らはパレスチナに違法な諜報ネットワークを構築し、英国に対する戦闘や妨害作戦に利用できるはずだった。」 1946年以来、スドプラトフ中将は国家安全省の「DR」部門、つまりテロと破壊活動の部門を率いてきた。
スドプラトフは、この作戦にガルブズ、セミノフ（本名アレクサンダー・タウブマン）、コレスニコフの３人の士官を割り当てたと書いている。
「セミョーノフとコレスニコフ」とスドプラトフは主張した、「ハイファに定住し、2つの諜報ネットワークを構築したが、イギリスに対する破壊活動には参加しなかった。コレスニコフは、ドイツ軍から鹵獲した小火器と対戦車ミサイルをルーマニアからパレスチナまで輸送する手配を行った。ガルブズ氏はルーマニアに残り、将来イスラエルに再定住するための候補者をルーマニアで選んだ。」
スドプラトフの人々は、戦争の際に西側諸国に対するテロや妨害行為に備えた作戦能力を準備するという特定の活動に従事していた。彼らがパレスチナのユダヤ人を助けたかどうかは不明のままだ。この問題に関するソ連の文書は機密解除されていない。イスラエルの資料にはその兆候はないが、もしソ連諜報機関が何かに関与していたとしたら、それ以来数十年の間にイスラエルは喜んでそれを公表しただろう。
Pavel Anatolyevich Sudoplatovの回想録は非常に興味深いもので、冒険小説のように読めますが、完全に信頼できる情報源と見なすことは不可能です。
彼が言及した人物、ジョゼフ・ミハイロヴィチ・ガルブズは退役大佐で、1952年の秋に国家安全保障を解任され、204年8月に亡くなった。
トーブマンは、トロツキーの忠実な支持者の一人であるドイツの共産主義者ルドルフ・クレメントの殺害を組織した男として諜報機関の歴史に名を残した。 1938年、モスクワからの指示を受けてトロツキーが創設した第四インターナショナルの設立会議の前夜、トーブマンはクレメントを隠れ家に誘い込み、そこで刺殺された。遺体はセーヌ川に投げ込まれた。警察が遺体を発見して身元を確認する前に、トーブマンさんはすでにモスクワに戻っていた。彼の姓は変更され、セミョーノフという名前で国家安全保障に従事し続けた。
ベッサラビア生まれのユーリ・アントノヴィッチ・コレスニコフ大佐（一部の資料では本名をヨナ・トイヴォヴィッチ・ゴールドスタインとしている）は、戦争中約3年間を敵陣の後方で過ごし、偵察と破壊工作部隊を指揮した。国家治安機関を辞めた後、彼は文学活動を始め、ソ連国民の反シオニスト委員会と協力した。戦時中、コレスニコフはソビエト連邦英雄の称号に二度ノミネートされたが、コレスニコフがロシア英雄の金星を授与されたのは96年になってからである。コレスニコフはルーマニアとパレスチナでの仕事について話すことをきっぱりと拒否し、回想録を書いていると不思議なことに「すべてはそこにあるだろう」と語った。
もちろん、ソ連の諜報員たちはパレスチナに行き、ソ連のさまざまな機関の隠れ蓑の下でそこで働いた。しかし、どうやら彼らは、情報を入手してエージェントを採用するという従来の役割に限定されていたようです。
東ヨーロッパからの移民である左翼パレスチナ系ユダヤ人たちは、進んでソ連の代表と接触し、どんな質問にも答え、知っていることはすべて話した。彼らはそれを誠実にそして喜んで行いました。
ソ連の情報将校は軍事に最も興味を持っていた。彼らは、後にイスラエル国防軍となる地下軍事組織ハガナとパルマッハ（プラグゴットマハツの略称、衝撃企業）の指導者に興味を持っていた。これらは第二次世界大戦中にドイツ人とその同盟国と戦うために創設された戦闘部隊でした。ユダヤ人兵士はソ連に同情しており、たとえそれが機密とみなされていたとしても、ソ連国民と情報を共有することは恥ずべきことだとは考えなかった。
豊富な情報源により、駅員の間に欺瞞的な権力感が生まれました。彼らはイスラエルを密かに支配し、それを通じてアメリカのユダヤ人コミュニティに影響を与えることができると信じていた。これらは幻想であり、ソ連国民はイスラエルの政治制度を理解していなかった。国を率い、イスラエルの進路を決定したのは過激な軍人ではなく、むしろ穏健な政治家たちだった。権力を握っている政治家の中にソ連の手先はいなかった。
1947 年 11 月 26 日、国連総会はパレスチナ問題についての議論を開始しました。
同日早朝、トルーマン大統領と主要閣僚はＣＩＡからの概要書を受け取った。同紙は、パレスチナは混乱に陥り、「ソ連は自らの立場を強化する機会を虎視眈々と狙っている」と述べた。
アメリカの諜報機関は、ユダヤ国家の出現は、一方ではアメリカに必要な石油を奪い、他方ではソ連の中東侵入への扉を開く可能性があると政府に警告した。
フォレスタル国防長官は民主党委員長と会談し、ＣＩＡの秘密メモを見せ、トルーマン大統領に影響を与え、アラブ人だけでなくイスラム世界全体がアメリカに対して蜂起するだろうと説明するよう求めた。
しかしその日、パレスチナ系ユダヤ人の自国に対する希望はさらに強まった。
グロムイコは総会のセッションで、ユダヤ人の自国に対する権利を擁護する有名な演説を行ったが、これは前回の演説よりもはるかに力強く、より理にかなったものだった。この演説は主にモスクワで書かれ、グロムイコ氏はそれに新たな色彩を加えた。
アンドレイ・アンドレーエヴィッチ氏は、パレスチナの将来の問題を解決するには2つの選択肢があると述べた。一つ目は、アラブ・ユダヤ人の単一国家の創設である。アラブ人とユダヤ人が共存できないと言っているためにこの選択肢が非現実的であるならば、パレスチナはアラブとユダヤという二つの独立した民主国家に分割されなければならない。
単一国家の創設が現時点では不可能であることは明らかです。したがって、2 番目のオプションが残ります。これに反対しているのはアラブ諸国だけだ。
おそらくグロムイコ以上に、パレスチナにおけるユダヤ人の自国に対する権利を立証した人はいないだろう。
アラブ諸国の代表は、パレスチナの分裂は歴史的不正義であると指摘。しかし、ユダヤ人が長い歴史的期間にわたってパレスチナと関わってきたという理由だけで、私たちはこの見解に同意することはできません。さらに、私たちは、先の世界大戦の結果としてユダヤ人が置かれた状況を忘れてはなりません。ヒトラー率いるドイツが押しつけた戦争の結果、民族としてのユダヤ人が他のどの民族よりも苦しんだことは、今でも思い起こす価値がある。ご存知の通り、西ヨーロッパにはナチスの恣意性や暴力からユダヤ人の利益を適切に保護できる国家が一つもありませんでした。
アラブ代表団はソ連のこの立場に不満を表明した。グロムイコは彼らに答えた、「我々の深い確信によれば、パレスチナを二つの独立国家に分割することは、ユダヤ人だけでなくアラブ人の基本的利益にも相当する。」
グロムイコ氏によれば、パレスチナ分割は「歴史的に大きな意味を持つことになる」という。
「そのような決定は、ユダヤ人の正当な要求を満たすことになる。ご存じのとおり、その代表者のうち数十万人は依然としてホームレスであり、自分の家を持たず、西ヨーロッパの一部の領土にある特別なキャンプでしか一時的な避難所を見つけられていない」と述べています。」
グロムイコ氏は、アラブ人とユダヤ人が合意に達した場合に限り、パレスチナから撤退し、二国家解決の条件を提供する用意があると述べた英国政府を攻撃した。合意に達することができない。したがって、そのような条件を提示することは、総会が相応の決定を下す前であっても、彼を葬ることとほとんど同じである。」
グロムイコは本質的に、イギリス当局に対するユダヤ人地下組織の武装闘争を支持していた。「パレスチナの現在の秩序は、ユダヤ人もアラブ人も憎んでいる。これらの命令に対して、特にユダヤ人がどのような態度をとるかは皆さんご存知でしょう。」
グロムイコ氏はまた、国連にはパレスチナの運命を決定する権利がないと主張したアラブ代表団に対して次のように答えた。
「国連全体と同様、総会もこの問題を検討する権利があるだけでなく、パレスチナの現状を考慮すると適切な決定を下す義務がある。ソビエト代表団の意見では、特別委員会が作成したパレスチナ問題解決計画は、それを実行するための措置の実際の実施は安全保障理事会に委ねられるべきであるとされており、パレスチナ問題の解決計画は維持と維持の利益と完全に一致している。国際平和の強化と国家間の協力強化の利益。それが、ソ連代表団がパレスチナ分割勧告を支持する理由である。」
グロムイコの演説はイスラエルの運命を決定づけた。この記事は世界中のユダヤ系新聞に掲載されました。アメリカ人にも影響を与えました。トルーマン大統領が最終決定を下した。スターリンはユダヤ人に独自の国家を与えると決意していたのだから、米国が抵抗するのは愚かなことだろう！
アメリカ大統領はワイツマンと密かに会談した。トルーマンは世界シオニスト組織のトップを称賛した。
「ワイツマンは素晴らしい人で、私がこれまで会った中で最も賢明な人物の一人であり、真のリーダーであり、唯一無二の人物でした...」
大統領はスタッフが懸念していること、すなわちソ連がユダヤ国家を利用して地域に浸透していることについて直接語った。
「そんなことは起こらないだろう」とワイツマンは答えた。 「ソ連が自分たちの考えを広めるためにユダヤ人の移住を利用したいと思っていたなら、ずっと前にそうすることができたはずだ。しかし、共産主義から逃れてきた人々が私たちのところにやって来ます。裕福な農民や熟練労働者は、共産主義下では不可能だった高い生活水準を目指して努力しています。共産主義は社会の文盲で貧しい層の間でしか広がりません。」
トルーマン大統領は、アメリカ政権内の矛盾した意見にもかかわらず、パレスチナ分割に同意した。さらに同氏は、中南米諸国がパレスチナ分割に賛成票を投じるか、棄権するかを国務省が確実に行うよう要求した。
大統領は、自国の外交官たちが自分に同意せず、自分の路線をボイコットしていることを知っていた。トルーマンは耐えた。彼は毎日国務省に電話して、自分の指示がどのように実行されているかを尋ねた。
しかし、ラテンアメリカ諸国の票は、以前ラテンアメリカ担当国務副長官を務めていたネルソン・ロックフェラーによって確保されたと彼らは言う。ロックフェラーが地元の独裁者全員を支持したため、トルーマンは彼を解雇した。
なぜロックフェラーは突然パレスチナ系ユダヤ人を助けることを決意したのでしょうか？彼がナチスドイツと秘密取引を行ったのは罪悪感からだという人もいる。また、ロックフェラーは暴露されることを恐れ、シオニスト運動の指導者らにこの問題を決して提起しないことを約束させたと主張する人もいる。
どういうわけか、ロックフェラーは3日以内にラテンアメリカの知り合い全員に電話をかけた。そして、彼は各国で意思決定を行った人全員を知っていました。どうやら彼は非常に説得力があったようです。
その結果、「反対票」を投じようとしていたブラジルとハイチは「賛成票」を投じた。棄権する予定だったニカラグア、ボリビア、エクアドルも賛成票を投じた。パレスチナ分割に反対したアルゼンチン、コロンビア、エルサルバドルは投票を棄権した。
国連総会決議第 181 号「英国委任統治領のパレスチナ領域における 2 つの独立国家の創設について」は、1947 年 11 月 29 日土曜日に採択されました。
ユダヤ人は2つの国家の創設に賛成する3分の2の票を集める必要があった。
スターリンの立場は、国連で一票ではなく五票を持っていたため、なおさら重要であった。
国連創設が議論されたとき、スターリンはソビエトのすべての共和国を将来の国連に加盟させ、それによってそこでの立場を強化しようとした。
この目的のため、44 年 1 月、中央委員会総会で、「外交分野における連邦共和国の権限の付与、およびこの点での外交人民委員会の全面的改革に関する法律」が制定された。 「統合して連邦・共和党人民委員会を設立する」が承認された。
2月に憲法が改正され、連合共和国は他州と関係を結び、協定を締結し、さらには大使館や領事館を交換する権利を獲得した。
1944年8月28日、アメリカとイギリスの外交官との会合で、グロムイコ駐米大使は「同盟関係にあるすべてのソビエト社会主義共和国は、この組織の当初の参加者に加わるべきである」と述べた。
イギリス人もアメリカ人も驚いた。ルーズベルト大統領は、この場合、アメリカの48州すべてを国連に加盟させる必要があると答えた。しかし、ワシントンはこれらの違いを隠そうとした。アメリカ人は、この問題に関する論争が公になり、ドイツが同盟国間に不和があると判断し、戦争が長引くことを懸念した。
ルーズベルトは9月1日にスターリンに親書を書き、この要求が国連創設を危うくしていると指摘した。スターリンはルーズベルトに対し、これはソ連にとって根本的に重要な問題であり、特に例えばウクライナとベラルーシは「人口とその政治的重要性の点で一部の国家を上回っている」ためであると答えた。
アメリカ人は当初、スターリンの提案を「気まぐれなジェスチャーか悪い冗談」だと考えていた。実際、それは、やってみないか、成功したらどうする、という図々しい外交スタイルでした。そしてそれは部分的には成功した。
1945 年 2 月、チャーチルとルーズベルトはヤルタに到着しました。戦後の世界秩序について議論されました。モロトフは妥協案を提案した。ロシア政府は、16共和国すべてを受け入れるという要件を撤回したが、ウクライナ、ベラルーシ、リトアニアの3共和国を受け入れるよう求めている。最悪の場合は2つ。クリミア会議の秘密議定書の中で、米国と英国は、ウクライナとベラルーシの将来の世界組織への加盟を支持することで合意した。
この密約については世界は知りませんでした。ルーズベルトとチャーチルは依然として自分たちの部下と国民に自国のことを納得させなければならなかった。
しかし、スターリンとモロトフは1945年の春、ベラルーシとウクライナからの代表団を創立会議のためにサンフランシスコに派遣するよう命令した。アメリカ人はこれを予想しておらず、それを阻止しようとした。彼らは、国連自体が設立された後、両共和国が国連に加盟できる可能性があると述べた。
しかしグロムイコ氏はモスクワの指示に従い、厳しい立場を取った。彼の参加がなかったら、会議は単に停滞していたでしょう。脅迫と最後通告は功を奏した。 1945 年 4 月 27 日、ウクライナとベラルーシを国連の原加盟国として認める決定がなされました。
したがって、スターリンは国連で一票ではなく、ソ連、ウクライナ、ベラルーシの三票を持っていた。さらに、チェコスロバキアとポーランドもモスクワの命令に従って投票した。スターリンの５票が決定的だった。もしスターリンが反対票を投じていたら、イスラエルは現れなかったでしょう。 ３３カ国が「賛成」、１３カ国が「反対」に投票した。イングランドを含むいくつかの国が棄権した。
決定が下されました。
「フランスはイスラエル建国に正式には参加しなかったが、」とシャルル・ド・ゴール将軍は書いている。ユダヤ人を集め、彼らの素晴らしい歴史が刻まれ、19世紀前にユダヤ人が所有していた土地でユダヤ人を統治する権利を与えるという任務の偉大さに、私は魅了されずにはいられませんでした。
人間の観点から、私はこの人々が自分たちの祖国を得るのが正しいと考えました、そしてこれには、ユダヤ人が何世紀にもわたって経験したあらゆる苦しみ、その中で最もひどいものは大衆であったことに対する一種の補償があると考えました。ヒトラーのドイツによって行われた絶滅...」
何十万人ものパレスチナ系ユダヤ人が幸福感に取り乱し、熱狂的に街頭に繰り出した。
翌日、11月30日、パレスチナでは国連の決定に激怒したアラブ人の間で暴動が始まった。各地でユダヤ人が襲撃され、７人が死亡した。
アラブ解放軍はパレスチナ占領を目的としてシリアで結成された。 1948年2月にはすでにアラブ軍がパレスチナ全土でユダヤ人を迫害していた。彼らは必死に抵抗するユダヤ人の入植地を占領して破壊することはできませんでしたが、彼らの間の絆は破壊されました。ユダヤ人救助チームは包囲された入植地に到達することができなかった。
イギリス人は暴力を止めるために何もしなかった。まるで国連がパレスチナ分割という愚かな考えを受け入れたのが無駄だったことを世界に証明したいかのようだった。しかし、春が始まると、ユダヤ人の自衛隊部隊はより激しく戦い始め、アラブ軍に対して優位に立った。
1947 年 12 月 4 日、グロムイコは次のような感謝の手紙を受け取りました。
「閣下、パレスチナ・ユダヤ庁は、ユダヤ国家の樹立を支持する国連総会で採択された決議を支持したソビエト社会主義共和国連邦政府に深く感謝の意を表したいと思います。
パレスチナユダヤ人庁アメリカ支部長、アバ・ヒレル・シルバー様、誠に光栄です。」
この勧告の採択は、ユダヤ人の歴史の転換点となりました。国家の故郷を失って2000年が経過したユダヤ人は、今や国家の家族に加わり、国際生活に多大な貢献をする機会を与えられています...
ユダヤ人は、この総会で民族解放の達成を助けてくれた貴政府に常に感謝するでしょう。
この手紙の内容をあなたの政府に転送していただければ大変ありがたく思います。
 
ユダヤ人のための武器
アラブ諸国はソ連の立場に信じられないほど激怒した。 「英米帝国主義の手先であるシオニズム」と戦うことに慣れていたアラブ共産党は、ソ連の立場が認識できないほど変わってしまったのを見て、ただただ困惑した。
1947 年 11 月 5 日、イラク駐在ソ連臨時代理大使 A.F.スルタノフは外務省中東局に次のように書簡を送った。「アラブ界はソ連がシオニスト国家創設計画に同意しないだろうと確信していた…」
スルタノフはその結果について外務省に警告し、そのような状況では英国にとって「アラブ連盟、トルコ、イラン、パキスタン諸国から反ソ連イスラム圏をまとめる」ことが容易になるだろうと述べた。
モスクワでは、エジプト特使のビンダリ・パシャがグセフ外務次官（元駐英大使）との面会を要請した。
このエジプト外交官は、自分は「ソ連の友人として」来たと述べ、ソ連代表がパレスチナ分割に賛成票を投じたことに当惑を表明した。エジプト特使によれば、英国軍の撤退と委任統治の清算に賛成票を投じる必要があり、「パレスチナの将来の問題は国民自身に委ねられるべきである」という。ビンダリ・パシャは、ソ連の立場がエジプトにおける反ソ連感情の増大につながったと述べた。
エジプト外交官の離反は注目されなかった。スターリンはアラブ諸国の反応には興味がなかった。彼は単にそれらを考慮に入れていなかったのです。
エジプトはファルーク王、ヨルダンはアブドラ王、イラクはファイサル王が統治しました。彼らは全員イギリスの忠実な家臣でした。中東では、スターリンが頼れるのはイギリスに敵対する勢力だけだった。当時、パレスチナ系ユダヤ人以上にイギリス人を憎んだ人がいたでしょうか？
1947年12月18日、在米ソ連臨時代理大使セルゲイ・ツァラプキンは、ユダヤ人パレスチナ庁代表エプスタインとの会話を録音した。
彼はソ連の外交官に中東情勢を知らせに来て、エルサレムから受け取った機密報告書を渡した。エプスタイン氏はソ連外交官を同盟国とみなし、非常に率直な態度をとった。
「エプスタイン氏は今、武器の入手を懸念していると述べた」とツァラプキン氏はモスクワに伝えた。 「確かに、彼らはパレスチナに手榴弾や迫撃砲を製造できる独自の工場を持っていますが、これらすべては依然として手工芸品の方法で行われており、現在彼らは主に米国、一部のヨーロッパ諸国、および他の国々から武器を違法に輸送しています」ラテンアメリカの一国。」
エプスタイン氏は、ユダヤ国家はスイスの例に倣い、外交政策において中立を堅持すると述べた。
ユダヤ国家は、主にアメリカとソ連の立場の結果として誕生しました。米国には約500万人のユダヤ人がおり、ソ連には300万人がいる。新しいユダヤ国家は特定の国を指向することを望んでいないため、最も正しい外交政策の方針は中立と国連を指向することだろう。
エプスタイン氏は、ユダヤ人国家は現在、武器や装備、その他の物資を自分たちで購入できるのは米国だけであるため、当然のことながら経済的に米国に大きく依存するだろうと指摘した。
同時にエプスタイン氏は、ユダヤ人はすでに何らかの協定を結んだ疑いで告発されているため、ほのめかしを招かないようにソ連に武器や装備の提供を要請することは今のところ考えていない、とも述べた。ソ連政府との秘密協定。
一方、アラブ諸国が国連決定の発効を認めず、パレスチナ系ユダヤ人を絶滅させようとすることが明らかになった。アラブの支配者たちは自らの意図を隠さなかった。
1947年12月23日、駐レバノンのソビエト特使ソロドは、同国の首相リヤド・ソルチとの会話を記録した。
「ソルフ氏は、アラブ諸国は最終的に、パレスチナの分割とパレスチナ内でのユダヤ人国家の創設にはいかなる状況においても同意しないこと、分断に全力で抵抗し、どんなに長くてもあらゆる手段を使って戦うことに合意したと述べた」続く。
彼は、シリアのシュクリ・アル・カトリ大統領がすでに私に語った言葉を繰り返した、必要であれば、十字軍のときのようにアラブ人はパレスチナを守るために200年間戦うだろう...
アラブ諸国は、パレスチナの分割とユダヤ国家の樹立に同意しないだろう。なぜなら、分割はパレスチナのアラブ地域のトランスヨルダンへの事実上の併合を意味するからだ。その結果、これはアブドラ国王とその背後にいる人々の立場を強化することになる。
このように、リヤド・ソルは、パレスチナ分割に対するアラブ諸国の闘争の開始者であり主な刺激者はシリアであることを間接的に確認した...」
国連が独自の立場を主張し、パレスチナ分割決定を実行できるかどうかが、パレスチナ系ユダヤ人を不安にさせている。そして国連はそこでの安全を確保することができるのでしょうか？
1947年12月の終わり頃、パレスチナユダヤ人庁理事会の政治部門責任者であるM.シェルトクが、国連副事務総長のアルカディ・アレクサンドロヴィチ・ソボレフに助言と説明を求めに来た。責任の配分によれば、国連事務局のソボレフ氏は政治問題および安全保障理事会事務部門を率いていた。
シェルトク氏は、英国撤退後のパレスチナの安全確保を担う国際軍をパレスチナに派遣する可能性が検討されているかどうか尋ねた。
ソボレフ氏は、国連の強さと決意を示すだけの問題であれば、米国は地中海に艦隊と空軍を有しており、ソ連は地中海に2つの航空戦隊を極めて迅速に移動させることができると説明した。しかし、戦闘作戦を実行できる地上部隊が必要な場合、これには少なくとも1か月かかります。
しかし、パレスチナのユダヤ人たちは、自分たちを守れなければ一ヶ月も持たないことを理解していました。
シェルトク氏は、国連の決定に違反してパレスチナ・アラブ人に軍事援助を提供する国々に対してどのような措置が取れるかを尋ねた。
ソボレフ氏は「われわれは外交的措置を講じる」と説明した。 「安全保障理事会はこれらの国々に対し、そのような行動をやめるよう呼びかけ、さらには制裁をちらつかせることもできる。しかし、そのような措置の実際的な形式についての決定は、その行動の規模が判明した後にのみ下すことができる。これは時間がかかるプロセスであることを理解する必要があります。」
おそらく初めて、実際の行動が必要な問題における国連の無力さが明らかになったのでしょう。パレスチナのユダヤ人たちは、自分たちにしか頼れないことに気づきました。国際社会は彼らを守ってくれない。彼らは国連機関が必要な決議を準備する前に死ぬことになるだろう。
1947年12月30日、グロムイコはアメリカユダヤ人作家、芸術家、科学者委員会がソ連政府を讃えて主催した晩餐会で講演した。
グロムイコ氏は基本的に総会での演説を繰り返し、次のように付け加えた。
「この状況下では、パレスチナを分割するという決定が、唯一可能かつ現実的に実現可能な解決策である。彼らが直接かつ公然と述べているように、パレスチナにおけるアラブ人とユダヤ人の関係は非常に悪化しており、同じ国家内に住みたくないという事実に異論を唱える人はほとんどいないだろう。
確かに、私たちは総会で、アラブ人は単一のアラブ系ユダヤ人国家を創設する用意があるが、ユダヤ人人口が少数派であり、したがってそのような新しい国家における決定的な力が発揮されることが条件であるという声明を聞いた。一つの国籍、つまりアラブ人であること。しかし、パレスチナに住む両民族に平等の権利を与えることを除いて、そのような問題の解決策がパレスチナの将来の問題に適切な解決策を提供できないことを理解するのは難しくありません。アラブ人とユダヤ人の関係の解決につながります。さらに、それはこれらの人々の間の関係に新たな摩擦と複雑さの原因となるでしょう...
グロムイコ氏は改めてこう認めた。
「独自の国家を創設したいというユダヤ人の正当な願望を考慮しないのは極めて不公平です。特に第二次世界大戦中にユダヤ人が経験したあらゆることを考慮すると、ユダヤ人がそのような国家を持つ権利を否定することを正当化することは不可能でしょう。ユダヤ人もアラブ人と同様にパレスチナに深い歴史的ルーツを持っているため、この解決策は歴史的にも正当化されます...」
11月29日の総会決議に従って、国連パレスチナ委員会が設立されました。ボリビア、デンマーク、パナマ、フィリピン、チェコスロバキアの代表が参加した。この委員会の任務は、ユダヤ人とアラブ人がイギリス軍の撤退に間に合うように管理機構を創設するのを支援することであった。
1948年1月5日、外務省中東局長らはヴァレリアン・アレクサンドロヴィチ・ゾリン副大臣に、エジプト特使が「ソ連政府が自らの立場をしっかりと守っているかどうか」を探るためモスクワで会談していると報告した。パレスチナ問題について、そしてアラブ諸国のすべての進歩的組織、特に共産主義組織を破壊すると脅して、アラブ諸国がこの問題に関してソ連から譲歩を交渉することが可能かどうか。」
圧力は効果がありませんでした。スターリンはユダヤ人国家の創設を決意した。
アラブ諸国はすぐに脅しから反ソ行動に移行した。
1947年11月30日、パレスチナ分割に関する国連決定に抗議するために当局が組織したデモがダマスカスで行われた。シリア人はソ連とのシリア文化関係協会の敷地を攻撃し、モスクワから送られた展示会を破壊した。
かなり遅れた後、シリア当局はしぶしぶこの事件を調査すると約束した。
レバノンおよびシリアのソビエト特使ソロッドは、シリア首相兼外務大臣であるジャミル・マルダム・ベイとの会話の後、モスクワに「シリア外務大臣の発言を信じる理由はない」と報告した。協会の敷地への攻撃に対する扇動は彼自身の人々によって行われたものであるため、「捜査」は何らかの結果をもたらすだろう。」
ユダヤ人庁の指導者らは、チェコスロバキアがアラブ政府に武器を販売しているとソ連外交官に不満を述べた。プラハの指導者たちは戦後受け取ったドイツ軍の装備品を売り払って金を稼いだ。独自の軍事産業も動き始めた。
ソ連の外交官たちは、チェコスロバキアのこの政策は間違っていると考えた。
1948年1月22日、ゾーリン外務次官はモロトフ大臣に次のようなメモを送った。
「ボドロフ同志、在チェコスロバキアソ連臨時代理大使によれば、チェコスロバキア政府はシリア政府に武器（迫撃砲、地雷、弾薬）を販売した。
同時に、チェコ人は、1947年11月にこの要求を行ったパレスチナのユダヤ庁への武器の販売を拒否した...
パレスチナ問題に関してわれわれがとった立場を考慮して、私は、現在の状況においてチェコスロバキア政府によるアラブ人への武器販売が、パレスチナの状況が日に日に悪化しているとき、英米人はソ連や新民主主義国家に対して利用することができる。
プラハ宛ての対応する電報の草案を添付します。」
ゾーリン自身も最近駐チェコスロバキア大使を務めており、この国の状況についてはよく知っていた。
クレメント ゴットヴァルトはチェコスロバキア政府を率い、1948 年に大統領に就任しました。
ミハイル・フェドロヴィチ・ボドロフは在チェコスロバキア大使館顧問、その後駐ブルガリア大使を経て、1958年に駐イスラエル大使となる。
1月27日、モロトフはメモに「控えろ」と書いた。
違法な武器移転などのデリケートな問題は、通常の外交ルートでは解決されなかった。
1948年1月末、国連のソビエト代表はモスクワに対し、「英国軍がパレスチナから撤退した後、ロンドン政府はアラブ諸国の代理人をパレスチナ占領に向けて準備している」と報告した。だからこそ、国家的、宗教的敵対が人為的に煽り立てられ、軍事衝突が組織され、奨励されるのである。」
ソ連の外交官らによると、イギリスは領土内に軍事基地を置くためにパレスチナ全土をトランスヨルダンに移譲したいと考えていた。スターリンは、そんなことは許されないと要求した。最も確実な解決策は、英国の基地を拒否するユダヤ人国家をできるだけ早く創設することであった。
1948年1月26日、エプスタインはニューヨークでツァラプキンに対し、パレスチナへの軍事物資の輸入を禁輸するという米国の決定はユダヤ人にとって打撃であると訴えた。アラブ人はイラクとトランスヨルダンを通じてイギリスから武器を購入している。そしてパレスチナ系ユダヤ人には武器を買う相手がいない。
エプスタイン氏は「国務省内には概して親アラブと反ユダヤの感情が強いことを考慮すべきだ」と述べた。さらに、国務省はアラブ諸国で利権やその他の利権を持つアメリカの石油独占企業から強い圧力を受けている。」
マーシャル国務長官、フォレスタル国防長官、そして新設された中央情報局長官ロスコー・ヒレンクーター少将は、パレスチナ系ユダヤ人に武器を供給することを望まなかった。彼らは、シオニスト指導者たちが親共産主義的すぎるため、将来のイスラエル指導者、特に社会主義への献身で知られるベングリオンは信頼できないと主張した。
1947 年 7 月、米国議会は国家安全保障法を可決し、国家安全保障会議、統一国防総省、統合参謀本部、中央情報局が創設されました。
法律では、CIA長官は上院の同意を得て任命されると定められていた。彼らは現役の軍人である場合もあれば、民間人である場合もあります。
五十三年に次長の職に関する法律の改正が行われました。両方のポストに軍人を任命することを禁止する規則が制定された。 CIA長官が民間人であれば軍人が副長官に選ばれ、その逆も同様である。
同法は、CIAに「警察、召喚状、法執行の権限、および国内治安機能」を与えることを禁じた。言い換えれば、CIA の任務は外国諜報活動に従事し、海外で活動することである。アメリカの領土での作戦活動は外国の目標に対してのみ行われます。
ロスコー・ヒレンコイター少将がCIA長官に就任し、エドウィン・ライト准将がその副長官となった。
アメリカの諜報員たちは、ソ連軍が中東に出現する可能性を非常に懸念し、この地域での革命の準備が続くと信じていた。おそらく、パレスチナのユダヤ人指導者らの共産主義的感情への言及は単なる隠れ蓑だったのだろう。
ヒレンコイター提督は戦時中太平洋艦隊情報部に勤務し、CIAに任命される前はパリの海軍武官を務めていた。諜報員として、彼はマルクス、レーニン、スターリンの著作に精通することが自分の義務であると考え、マルクス・レーニン主義の古典からの引用を披露する機会を逃さなかった。
ジェームズ・ヴィンセント・フォレスタルは戦前にビジネスで非常に成功しており、中東の石油生産に大きな関心を持っていたため、アラブ人との緊密な協力を熱心に支持していました。ユダヤ国家の出現は彼にはまったく合わなかった。 1940 年にルーズベルト大統領の特別補佐官、当時海軍副長官に就任しました。フォレスタルは、産油国なしではアメリカは存在できないので、産油国と争うことは不可能だと常々主張していた。そしてアメリカ人はユダヤ国家なしでも何とかやっていけるだろう...
トルーマンは、国防長官が徐々に現実との接触を失いつつあることに気づいていなかった。それはフォレスタルの自殺で終わった。しかし彼が窓から飛び降りるまで、米国の軍事政策は徐々に狂い始めた狂人によって決定されていた。彼は諜報員らの餌食になり、彼らは大臣に「自由世界が依存する産油国を含む中東諸国で共産主義工作員が活動を活発化させている」と報告した。
フォレスタルは、中東の石油は何よりも重要であり、アメリカの外交政策の任務は軍隊に石油を提供することであると主張した。
「4千万人のアラブ人が40万人のユダヤ人を海に突き落とすだろうということをあなたはまったく理解していません」と大臣は対話者に説得した。それだけです。石油について考えたほうがいいです。私たちは石油の側に立つ必要があります。
フォレスタルは反ユダヤ主義的な環境で育ちました。彼がビジネスをしていた頃、大企業や法律事務所はユダヤ人を雇おうとしなかった。これらの考えを持って、彼は公務に就きました。彼が長官を務めた海軍省では、ユダヤ人水兵には昇進のチャンスがなかった。
彼の志を同じくする人々には、裕福な石油会社の幹部だけでなく、アチソン国務省のトップや中東問題を担当するスタッフも含まれていた。
マーシャル国務長官もこれに加わった。彼は、ユダヤ人とアラブ人との間の戦争がヨーロッパ経済を再建するという彼の壮大な計画を狂わせることを恐れた。ヨーロッパは石油の80％を中東から受け取っています。戦争により物資の供給が途絶える可能性がある。石油がなければマーシャル・プランは不可能だったでしょう。
石油恐喝の恐怖は現実離れしたものだった。そうです、サウジアラビア国王イブン・サウドはアメリカの石油労働者にこう言いました。私自身の自由意志によるものではなく、アラブ世論の圧力に抵抗できないからです。」
しかし専門家らは、実際には、イランなど他の生産国が増産すれば、サウジアラビアの石油なしでも簡単にやっていけると推定している。そして王は明らかにハッタリを掛けていた。アラムコから受け取った金が彼の唯一の収入源であり、米国の支援がサウジアラビアの独立の唯一の保証だった。
ハーシム王朝出身のイラクとヨルダンの王たち、フセインが打倒したフセインの子らはイブン・サウドを憎んでいた。もし彼がアメリカの後援を失っていたら、ハーシム人は彼を打倒していただろう... したがって、王はイギリス人とアメリカ人を憎んでいたにもかかわらず、あらゆる方法で彼らに求愛した。 1948年1月、彼は英国の著名な政治家、将来の首相となるアンソニー・イーデンの訪問を受けた。王は彼に、真珠をちりばめた金の鞘に入った剣を贈りました。エデンが帰国したとき、税関職員はそのような高価な贈り物をどうすればよいのか分かりませんでしたが、それでもエデンが外国の国家元首からの贈り物として剣を免税で持ち込むことを許可しました。
影響力のある政治家や政府高官らは、トルーマン大統領に対し、パレスチナ二国家創設に向けた現実的な措置を講じないよう要請した。この考えは自然消滅するだろう。
トルーマンはワイツマンとの面会を長い間拒否した。 3月19日、彼はついにそれを受け入れた――前回と同じように秘密裏に。会話は非公式でしたが、とても感情的でした。トルーマン大統領は国連の決定を履行すると約束した。
同じ日、安全保障理事会のアメリカ代表ウォーレン・オースティンが事実上大統領に異議を申し立てた。同氏は、パレスチナ分割の解決策は実行不可能であるため、米国は政策を変更していると述べた。まずはパレスチナに国際統治を導入し、秩序を回復し、それから何かを決める必要がある…。
トルーマンは翌日の朝刊でこのことを知り驚いた。彼はカレンダーにこう書きました。
「国務省が私の政策を修正したことが判明しました。そして新聞で知りました！これはなに？今回は信用できない嘘つきの役で出演させていただきました。国務省にはいつも私の喉をかき切ろうとする人たちがいました。ついに彼らは成功した…」
この重大な瞬間に、スターリンは再びシオニストを助けに来た。
1948 年 4 月 9 日、モロトフ外務大臣はスターリンに次のようなメモを送りました。
「私は承認を求めてグロムイコ同志の指令草案を総会に提出します。」
これがパレスチナ問題に関してグロムイコがとるべき立場だった。
「パレスチナ分割に関する1947年11月29日の総会決議を擁護するために...
パレスチナの信託統治に関するアメリカの提案を批判するには...」
スターリンはモロトフの提案を承認した。指導者はユダヤ国家の存続を強く要求した。
アメリカの政治家たちの反シオニストの行動は、将来のユダヤ国家を反西側のゲームに利用したいというソビエト指導者の願望を強めただけだった。
ソ連の外交官はシオニストと手を携えて戦った。ニューヨークでツァラプキンは、パレスチナに対する国連の信託統治を確立するという提案を拒否した。「ユダヤ人の文化的、社会的、政治的、経済的発展のレベルの高さには誰も異論を唱えることはできない。そのような人は贔屓にされることはできません。この人々は独立国家に対するあらゆる権利を持っています。」
1948年4月20日、グロムイコは国連総会の第2回特別会期の第1委員会の会合で演説した。
ソ連代表は、国家の運命ではなく石油に気を取られているとして米国を非難した。
グロムイコ氏はパレスチナの信託統治を確立するという米国の提案に強く反対し、「ソ連代表団はパレスチナ分割の決定は正しい決定であると信じており、国連はそれを実行するために効果的な措置をとらなければならないと信じている」と繰り返した。
 
パート2。
新婚旅行と完全な別れ
 
1948年4月13日、外務省中東局は「国連によるパレスチナ分割決定後のパレスチナ情勢について」という上司向けの証明書をまとめた。
ソ連の外交官たちは、アラブ人から身を守るために武装を強いられたユダヤ人について非常に同情的な文章を書いた。アラブ人についてはまったく異なることが言われています。
「アラブの封建的ブルジョワの主要組織であるアラブ高等委員会とイギリスに触発されたアラブ事務局は、ユダヤ国家の創設とパレスチナ分割に反対していた…
ユダヤ人に対する武装抗議活動は 1947 年 12 月に新たな勢いで始まり、今日まで続いています。世界中から裏切り者や反逆者たちがパレスチナに集まり始め、アラブ人の側に立って闘争に参加した。その中にはアンデルスのクズ、ドイツの避難民キャンプから来たボスニア人のイスラム教徒、ドイツのキャンプから逃亡したドイツ人捕虜も含まれていた。エジプト、フランコ政権のスペインからの「義勇兵」。
アラブ連盟加盟国は連盟理事会の決定に従い、アラブの武装部隊をパレスチナに派遣する。最初の分遣隊は 1948 年 1 月 9 日にシリアからパレスチナに侵入しました。シリア人、イラク人、レバノン人の義勇兵で構成されており、彼らはユダヤ人入植地2カ所を攻撃し、シリアへの撤退を余儀なくされた。
1948年1月から3月にかけて、多数のアラブ人の分遣隊が車に乗り、迫撃砲や自動小銃で武装してパレスチナ国境を越えた…アラブ人はアラブ諸国から武器を受け取り、それはイギリスから供給された…
トランスヨルダン・アラブ軍団は、5月15日のイギリスの委任統治終了後にアブダラがパレスチナを掌握しようとしているパレスチナ国内の部隊である。
アラブの都市ヤッファとユダヤ人の都市テルアビブの国境では、ここ4か月間、市街戦、狙撃兵の発砲、相互襲撃が続いている。道路上の交通は、強力な武装警備が行われている状況下でのみ行われます。エルサレムとテルアビブを結ぶユダヤ人の車列が襲撃され略奪される。アラブ人はネゲブ砂漠南部に点在するユダヤ人入植地に対して組織的な攻撃を行っている。
アラブ人は最近、全国に点在するユダヤ人の植民地に対する組織的かつ計画的な作戦を開始した。国の南部のネゲブと北部のガリラヤにある植民地は、沿岸地域の主要なユダヤ人人口とその防衛、さらにはそれらの間の通信の確立から切り離されています。 、それは半合法的なユダヤ人民兵にとってはほぼ不可能な任務である。
さらに、ユダヤ人は人々からの外部からの援助を奪われ、死傷者で多大な損害を被っており、それはこの小さな（わずか64万人）コミュニティの抵抗に悪影響を与えるだろう...」
数十年間、ソ連外務省のこれらの文書は秘密にされ、7つの鍵の後ろに保管されていました。これらは、後にイスラエルが敵とみなされ始めたときにモスクワで受け入れられたアラブ・イスラエル紛争のバージョンと矛盾している。
近隣のアラブの支配者たちは、ユダヤ国家は中東の地図には登場しないと決めていた。同時に、彼らはパレスチナのアラブ人のために国家を創設するつもりはまったくなく、彼らの運命にはまったく興味がありませんでした。トランスヨルダンとエジプトはパレスチナを分割することを意図していた。エジプト人は、ヨルダンのアブダラ王が大きすぎる品物を手に入れないだろうと懸念していました。
4月30日、レバノンおよびシリアへのソビエト特使D.ソロッドは、レバノン外務大臣ハミッド・フランジェとの会談についてモスクワに通知した。フランジェ一族はレバノンで最も影響力のある一族の一つでした。同大臣は特使に対し、トランスヨルダンのアブドラ国王によるパレスチナ占領の提案にアラブ諸国が同意したと伝えた。
「私の質問に対して、」とモルトは書いた、「我々がパレスチナ全体について話しているのか、それともアラブ部分だけについて話しているのかにかかわらず、フランジェ氏は、パレスチナのアラブ部分はアラブのままであり続けるので、占領する必要はない、我々はパレスチナ全体について話しているのだと答えた」パレスチナの…
フランジェ氏は、トランスヨルダンは国連の加盟国ではないため、この組織に関していかなる義務にも拘束されないと説明した。」
アブドラ国王は、シリア、レバノン、トランスヨルダン、パレスチナを統治下に置く「大シリア」の創設を提案した。この国王はアラブ大衆の間で非常に人気があり、そのことが王位を失うことを恐れた近隣諸国の支配者の憎しみを引き起こした。
アラブの支配者たちは軍隊を派遣するために英国のパレスチナ委任統治が終わるのをただ待っていた。その間、パレスチナ系ユダヤ人の絶滅は、この目的のために特別に編成された軍隊に委託された。
アラブ解放軍はシリア人のファウジ・アル・カウクチによって指揮された。第二次世界大戦中、彼は国防軍のアラブ部隊を指揮した。ドイツ人は彼を少佐に昇進させた。ナチス・ドイツの敗北後、ファウジは処罰を逃れ、前職であるユダヤ人の絶滅に就くために中東に逃亡した。
多くのドイツ戦犯も中東に逃亡した。ドイツ人はここがあまり好きではなく、より文明化されたラテンアメリカを好みました。しかし、彼らはアラブ諸国で好評を博し、イギリス人には与えられず、彼らの専門分野での仕事が提供されました。
スロバキアとギリシャからのユダヤ人強制移送に関与したゲシュタポの職員アロイス・ブルンナーは「第二のアイヒマン」と呼ばれた。彼はシリアに避難したと考えられている。彼らは彼を追跡し、彼が住んでいた家を見つけました。彼はダマスカスで受け取った、明らかにモサドからの荷物を開ける際に手の指3本を失った。シリア当局は、そのような人物は知らないと答えた。
ソ連外務省の文書で言及されているボスニア人イスラム教徒は、エルサレム大ムフティ、アミン・アル・フセイニの援助を受けてドイツ人によって結成された親衛隊義勇師団の元兵士である。 41 年の秋、ドイツ人は彼をベルリンに連れて行きました。彼はヒトラーに迎えられ、その後SSヒムラー国家総司令官に迎えられた。ムフティたちは戦争中ずっとベルリンで過ごし、ドイツ人にユダヤ人を精力的に絶滅させるよう呼びかけた。戦後、彼はナチスなしで好きな仕事を続けるために中東に戻りました。
同じくソ連の外交官によって書かれた「アンデルスのクズ」は、長く複雑な歴史を持つ旧ポーランド軍の兵士たちである。
ナチス・ドイツのソ連攻撃後、モスクワは再び同盟国となったポーランド人に対する態度を変えた。 1941年の夏、ポーランド亡命政府との合意により、ウワディスワフ・アンデルス将軍の指揮の下、ソ連領土にポーランド軍が創設された。しかしアンダースの軍隊は、最近彼らを粉砕した赤軍と共闘することを望まなかった。ポーランド政府は彼女を中東に連れて行きました。
第二次世界大戦後、アンダースの兵士たちは共産主義者が政権を握った祖国に戻ることを望まず、傭兵として他の軍隊に徴兵された。
パレスチナ分割に関する国連の決定後、若いエジプト人将校ガマル・アブドゥアル・ナセルもグランド・ムフティに来た。 「戦闘で指揮を執り、志願兵を訓練するためには士官が必要だ」とナセル氏は語った。多くのエジプト軍将校が喜んであなたの軍隊に加わるでしょう。いつでも自由にご利用いただけます。」
アハメド・アブド・アル・アジズ大佐が指揮する砲兵隊がエルサレム南方のユダヤ人入植地に発砲した。もう一人のエジプト人将校、空軍中佐ハッサン・イブラヒム氏は将来革命評議会のメンバーでナセル政権の閣僚となる人物で、ダマスカスへ向けて出発した。彼は元ドイツ国防軍将校ファウジ・アル・カウクチを訪ね、共同行動計画の策定を提案した。エジプト航空機がパレスチナ系ユダヤ人を攻撃し、シリアの飛行場に着陸することが合意された。
 
空橋チェコスロバキア - パレスチナ
国連総会がパレスチナに2つの新しい国家を創設することを決議した数日後の1947年12月5日、米国は中東への武器売却を禁止した。国務省は、米軍以外の軍隊に勤務する予定の個人にはパスポートを発行しないと発表した。これもイスラエルを助けたいアメリカ系ユダヤ人に向けられたものだった。
英国諜報機関は既知のシオニストを監視していました。英国諜報機関は米国人がイスラエルを支援していることをFBIに報告した。イギリスの要請により、アメリカの防諜部隊が彼らを制圧した。
ゴルダ・メイアがアメリカ系ユダヤ人にイスラエルを助けるよう呼びかけて現れるところには、どこにでもFBI捜査官が同行した。彼女はかなりのお金を集めました - 5,000万ドル、それはまだ存在しないイスラエル軍の武装に使用される予定でした。
しかし英米の諜報機関はパレスチナ系ユダヤ人向けの武器購入を妨害した。
英国はアラブ諸国との破棄できない大規模な契約を理由に武器禁輸への参加を拒否した。そのため、アラブ世界は大量の武器を受け取り続けた。
パレスチナ系ユダヤ人はソ連の代表に頼った。 1948年2月5日、後のイスラエル外務大臣モシェ・シェルトクはグロムイコと会談した。同氏はソ連指導部に対し、第一にアラブ人へのチェコスロバキア武器の販売を阻止するため、第二にパレスチナ系ユダヤ人への武器販売を拒否したユーゴスラビアに影響を与えるために介入するよう求めた。
その時までに、スターリンはすでにパレスチナ系ユダヤ人が独自の国家を創設できるよう武器を与える命令を出していた。そのため、グロムイコは外交をすることなく、ユダヤ人に武器が売られた場合に確実に荷降ろしする機会があるかどうかを忙しく尋ねた。
シェルトクはすぐにベングリオンに電報を打ったが、ユダヤ人が荷降ろしを引き継いでいることをグロムイコにしっかり伝えることができるだろうか？肯定的な反応が得られました。
チェコスロバキアの指導者たちは伝統的にパレスチナ系ユダヤ人に同情してきた。この国の初代大統領トマス・マサリクはシオニストを強く支持した。彼は言った：
「国家に紳士的な振る舞いを期待することはできない。」
しかし、トーマス・マサリク自身は完璧に行動しようと努めました。彼の息子、ヤン・マサリクは戦後、プラハの外務大臣となった。彼はユダヤ人難民をパレスチナに送るのに協力した。 1948 年 3 月 10 日、マサリクは奇妙な状況で亡くなりました。サービスアパートメントの窓から転落死しました。
公式バージョンは、自殺、精神的不和、自分の問題に対処できないことです。
チェコスロバキア本国や西側諸国では、プラハでボスのように振る舞い、チェコスロバキアの政治家たちを統制し続けていたソ連の国家治安当局者によって大臣が窓から投げ落とされたとのことだ...
マサリク・ジュニアはモスクワとの緊密な協力に心から努力した。しかし、彼は国内で権力を握ったチェコスロバキアの共産主義者に干渉した。彼の国際的名声とビッグネームゆえに、単純に彼を解任することは困難だった。彼の父、チェコスロバキア共和国の建国者トーマス・マサリクは、ノーベル平和賞の候補者の一人にもなった。
ドイツ軍から国が解放された後、他の東欧諸国とは異なり、エドゥアルド・ベネシュ大統領とヤン・マサリク外相といった元指導者らはチェコスロバキアに戻った。
ベネシュとマサリクは西側諸国とソ連の両方とうまくやっていくことができた。プラハでは共産主義者のゴットヴァルトを首班とする連立政権が樹立された。クレムリン側でも多政党制民主主義が存在し得るかのように思われた。しかし、これも長くは続きませんでした。
チェコスロバキア政府は、ヨーロッパを再建するためにアメリカ人が提案したマーシャル・プランに参加することを決定した。しかしスターリンはマサリクに対し、チェコ人がソ連との友好を大切にするならマーシャル・プランを放棄すべきだと説明した。プラハは従った。
スターリンはもはやベネシュもマサリクも必要としなかった。さらに、チェコスロバキア共産党は支持を失いつつあった。モスクワでは状況を是正することが決定された。
チャンスがやって来ました。
非共産主義者の閣僚は、内務省、特に共産主義者とモスクワの顧問によって支配されていた国家安全保障部門の活動について議論するよう要求した。
共産主義者たちは国家治安機関の活動に関する報告を誰にも与えたくなかった。そして1948年2月20日、共産主義者以外の閣僚が辞任した。彼らは、民主主義国家の慣例として、ゴットヴァルトは新たな選挙の実施を余儀なくされるだろうと信じていた。ナイーブ！
共産主義者は支持者を街頭に繰り出し、労働者民兵組織を結成し始めた。ゴットヴァルトは純粋な共産主義政府を樹立することを決意した。
ベネシュ大統領は抵抗した。ゴットヴァルトは労働者民兵を組織し、ソ連軍戦車を誘致すると脅した。 2月27日、ベネシュは降伏した。この国の全権力は共産主義者に渡った。それはクーデターでした。
3月10日、ヤン・マサリク外務大臣がアパートの窓の下で死亡しているのが発見された。
ソ連はチェコスロバキアに勝利したが、冷戦で多くの犠牲を払ったにもかかわらず、敗北する運命にあった。
プラハのクーデターは、同様のことが他の国でも起こるのではないかという懸念を引き起こした。アメリカのトルーマン大統領にとって、これは世界中で共産主義が前進する一例でした。 2か月後の1948年4月、ヨーロッパ諸国は民主政府を打倒する試みに抵抗することを目的とした防衛同盟であるブリュッセル協定で団結した。
プラハでの出来事に対する反応は、強力な軍事ブロックとしてのNATOの創設、米国の軍事支出の増加、そして西ドイツの再軍備であった。これらすべてがソ連に報復措置をとらざるを得なくなり、社会主義経済に耐え難い負担を課した...
チェコスロバキアは伝統的に、高度な政治的理由からソ連製兵器を直接譲渡することが禁じられている相手に兵器を販売してきた。
1947年以来、チェコスロバキアはギリシャのパルチザンに武器を供給した。第二次世界大戦後、ギリシャで内戦が勃発した。スターリンは、ギリシャのパルチザンが国内に革命的な状況を生み出し、共産党が政権を握ることを期待して、ギリシャのパルチザンを支援した。彼は、マルコス・バフィアディス将軍率いるパルチザンによって設立されたギリシャ暫定民主政府を承認する可能性についても議論した。しかし、幸いなことに、私はそんなことをする勇気がありませんでした...
記述された出来事の数年後、1958年12月、プラハはモスクワに助言を求めた。フィデル・カストロ率いる正体不明のキューバパルチザンが、コスタリカのフロント会社を通じて彼らに武器を販売するよう求めていたのだ。
許可は与えられたが、販売されたのは鹵獲したドイツ兵器の残骸とチェコ人が自ら作ったものだけだった。
1年後の59年9月、ポーランドはモスクワに対し、新キューバ当局がスイスのポーランド大使を通じて、より本格的な兵器の販売を求めていると通告した。そのために、彼らは自分たちが管理するオーストリアの会社を利用する用意がある。
外務省とCPSU中央委員会の国際部門はこれに反対した。フィデル・カストロとは何者なのか、なぜ彼のせいでアメリカ人を怒らせるのか？しかしフルシチョフは武器を送るよう命じた。彼はキューバでのパルチザンの勝利が自分に新たなチャンスをもたらしたと感じているようだった...
チェコスロバキアの新外務大臣ヴラド・クレメンティスもイスラエル支持者だった。パレスチナへの軍需物資は、チェコスロバキア共産党国際部長兼中央委員会書記のベドジフ・ゲミンダー氏（以前はモスクワに住んでコミンテルン報道部の責任者）とベドジフ・ライツィン氏が担当した。モスクワへの移民で、スヴォボダ将軍のチェコスロバキア軍団に所属した。ライツィン氏は当初、参謀本部の防諜部門を率いていたが、その後国防副大臣に就任した。
1952年、3人全員が反ユダヤ主義的な「スランスキー事件」の犠牲者となる（ヴラド・クレメンティスはユダヤ人ではなく、「薄められた」）。
チェコスロバキアの飛行場の1つは、イスラエルに武器や装備を送るために割り当てられた。イスラエルはチェコスロバキアを通じて大砲と迫撃砲、そしてドイツのメッサーシュミット戦闘機を受け取った。これらはほとんどがドイツ軍が鹵獲した武器であり、誰がパレスチナ系ユダヤ人に武器を供給したのかという問題は解消された。
レバノン駐在のアメリカ陸軍武官スティーブン・ミード少佐はワシントンに対し、数機の飛行機がベッカー渓谷の小さな飛行場に夜間着陸していると報告した。アメリカ駐在武官は、飛行機がパレスチナのユダヤ人軍事部隊に武器を輸送していたことを突き止めた。
プラハのアメリカ武官は上官に対し、チェコスロバキア軍がソ連政府の明らかな同意を得て、ユダヤ国家への志願兵を募集していると伝えた。
CIA長官ヒレンコイター提督はトルーマン大統領に、兵器がチェコスロバキアから、そしてアメリカの航空機によって中東に違法に輸送されていると報告した。
マーシャル国務長官は、チェコスロバキア当局に正式な抗議を表明するつもりであることをプラハのアメリカ大使に伝えた。大使は上司に対し、抗議活動は何の解決にもならないだろうと懐疑的に答えた。プラハは通貨を切実に必要としており、武器の販売はチェコ人に良いお金をもたらします。
元軍パイロットや第二次世界大戦退役軍人がチェコスロバキア－パレスチナ間の航路を飛行した。ほとんどがアメリカ人でした。それから彼らは、自分たちが命を危険にさらした理由を次のように説明しました。
P 「私たちは 2500 キロメートル飛行しなければなりませんでしたが、タンク内の燃料は 2000 キロでした。追加のタンクが吊り下げられ、満載の車両は非常に重くなりました。あなたは一つ確かなことを知って飛びました。飛んでいる場所にしか着陸できないということです。ギリシャに着陸したら、飛行機も貨物も没収されます。アラブ諸国に座っていたら、すぐに殺されるでしょう。しかし、イスラエルに着陸すると、みすぼらしい服装で無精ひげを生やした人々が出迎えて、すぐに飛行機から荷物を降ろし始めます。彼らは武器を持っていませんが、生きていくためには必要です。夜、ホテルであなたは、このひどい見た目の人々が誰に似ているかを思い出します - 強制収容所に送られたユダヤ人です。しかし、彼らは自分自身を殺すことを許しません。彼らには助けが必要です。したがって、朝には再び飛行する準備ができていますが、各フライトが最後のフライトになる可能性があることは理解しています...」
在チェコスロバキア米国大使館は、パレスチナへの不法武器輸送に関与した者の米国籍を剥奪すると脅した。
彼らは、「米国の法律によって許可されない限り」米国国民が外国の軍隊に勤務することを禁止する1940年制定の法律に違反した。法律に違反した場合は、最高 2,000 ドルの罰金または最高 3 年の懲役が科せられました。 1947年8月7日、国務省は、外国の軍隊に入隊したアメリカ国民は「勤務期間中アメリカ市民権を失い」、パスポートを剥奪されるとの通達を出した。
プラハのアメリカ武官は、国防総省がこれらの航空機の乗組員に対し、航空機と乗組員が直ちに祖国に戻らなければ迎撃戦闘機によって撃墜されると警告するよう提案した。この提案はワシントンで拒否された。
CIA長官はトルーマン大統領に対し、チェコスロバキアからの武器輸送が大幅に増加したと報告し、「チェコスロバキアは、パレスチナへの戦争物資の極秘空輸に従事する大規模な地下組織の主要な活動拠点となっている」と報告した。
米国政府はチェコスロバキア政府に正式な抗議文を送り、中東への違法武器輸送について国連に通報した。国務省は、この違法ビジネスに従事する米国人は米国パスポートを返納しなければならないと述べた。
チェコスロバキア政府は、メモに記載されているアメリカ人全員がずっと前に国外に出ていると返答した。しかし、アメリカの軍事諜報機関は、武器の移送が現在ブラチスラバ近くの小さな飛行場から行われていることにすぐに気づきました。この飛行場では、ソ連とチェコスロバキアの教官がイスラエル人に飛行方法を教えた。パレスチナからの帰路、パイロットたちはチェコスロバキアの子供たちにオレンジを捕獲した。
イスラエル軍は英国の古いスピットファイア戦闘機を購入し、ドイツのMe-109戦闘機を安価で鹵獲した。ブルノ地域でそれらはバラバラに解体され、イスラエルに送られた。
ボランティアパイロットは不法にチェコスロバキアにやって来た。チェスケ・ブデヨヴィツェの飛行場で、彼らは操縦される飛行機と知り合い、イスラエルに向かいました。
将来のイスラエル人パイロットだけがチェコスロバキア領土で訓練されたわけではありません。そこでチェスケ ブデヨヴィツェでは戦車兵と空挺部隊が訓練されました。イスラエル国防軍の歩兵15,000名がオロモウツで訓練を受け、さらに2,000名がミクロフで訓練を受けた。彼らは元々「旅団にちなんで名付けられた」と呼ばれる部隊を結成しました。ゴットヴァルト」の旅団はイタリア経由でパレスチナに移送された。医療従事者はヴィールケ・シュトレブネで訓練を受けました。リベレツの無線通信士と電信士。電気機械学 - パルドゥビツェ。ソ連の講師たちはイスラエルの若者に政治的テーマについて講義を行った。
チェコスロバキアでの軍事装備の購入は、特に英国陸軍の機関銃分隊の最近の軍曹兼指揮官、将来イスラエル国防軍の将軍兼機甲部隊の指揮官となるイスラエル・タルによって行われた。
将来空軍司令官となるモルデチャイ・ホド将軍もチェコスロバキアで飛行を学んだ。彼の祖父はかつてロシアを出てパレスチナに向かった。六日間戦争中、そのパイロットは飛行場でエジプト航空機を破壊しました。
ゴルダ・メイアは回想した。「戦争勃発の暗黒時代に、チェコスロバキアで購入し、ユーゴスラビアや他のバルカン諸国を通って輸送できた武器と弾薬がなければ、我々は生き残ることができたろう。その年の48年の6月に状況は変わったでしょうか？
戦争の最初の 6 週間、私たちはハガナ族が東ヨーロッパからなんとか購入した砲弾、機関銃、弾丸に大きく依存していましたが、アメリカですら中東への武器禁輸を宣言しました...
たとえソ連が後に私たちに対して非常に暴力的になったとしても、イスラエルに対するソ連の承認は私たちにとって非常に重要でした。これは、第二次世界大戦後初めて、二大国がユダヤ国家支援の問題で合意に達したことを意味し、我々は致命的な危険にさらされていたものの、少なくとも我々は孤独ではないことを知っていた。
この意識から、そして深刻な必要性から、私たちは物質的ではないにしても、勝利に導く精神的な強さを引き出しました。」
チェコスロバキアからの武器は予定通りに到着した。 1948 年 3 月 29 日、パレスチナのユダヤ人は鹵獲した最初の 4 機のメッサーシュミット Bf-109 戦闘機を開梱し、組み立てました。
この日、戦車を含むエジプト軍縦隊はテルアビブからわずか数十キロの距離にあった。彼らは都市から避難することについて話し始めました。テルアビブが負ければ訴訟は敗訴となるだろう。ベングリオンには都市をカバーできる軍隊がありませんでした。彼は持っていたすべてのもの、つまりこの 4 機を送りました。一人が戦いから帰還した。しかし、ユダヤ人が飛行機を持っているのを見て、エジプト人は立ち止まりました。彼らは無防備なままだった都市を占領する勇気はなかった。
チェコスロバキアはパレスチナ系ユダヤ人に武器と弾薬を提供した。そしてユダヤ人兵士の士気は非常に高かった。彼らは勝つか死ぬかのどちらかであることを知っていました。彼らには退却する場所も逃げる場所もありませんでした。
武器を受け取ったユダヤ軍編隊はアラブ人を撃退した。大ムフティの努力によって創設されたアラブ解放軍は敗北し、ユダヤ人の自衛部隊が戦略的に重要な都市ハイファとヤッファを占領した。
西側諸国は国連安全保障理事会で「海と陸からのパレスチナへの武器侵入に関する」声明草案を作成した。この声明はユダヤ人およびユダヤ人移民に対して向けられたものであった。
ソ連代表グロムイコはモスクワと連絡が取れず、直ちに抗議した。事後的に同意を求めた。モロトフは政治局が彼の路線を承認したと電報で伝えた。
しかしモスクワでは礼儀が必ず守られるようにした。
イスラエル建国後の1948年5月22日、シェルトク外相はイスラエルの駐米特別代表イライジャ・エプスタインに電報で「戦闘爆撃機、対空砲、対戦車砲を緊急に派遣できないか国務省に要請する」と伝えた。イスラエル？
もちろんアメリカ人の答えは否定的でした。
シェルトク氏は代理人に次のように指示した。
「また、直ちにソ連大使館に連絡し、同様の支援に関してモスクワに緊急連絡するよう要請してください。」
モスクワでは外務省中東局の局長をイワン・ニコラエヴィチ・バクーリンが務めた。彼はモロトフの徴兵外交官でした。彼は 39 年に外務人民委員会に召集され、戦時中は NKID の人事部長を務め、その後アフガニスタン大使として去りました。
6月5日、バクーリンは党の方針に従い、上司のヴァレリアン・ゾリン副大臣に次のように報告した。
「イスラエル政府への支援を求めるイスラエル国家代表からの要請に関するグロムイコ同志のメッセージに関連して、私は次のことが可能であると考えます。
1. チェコとユーゴスラビアに対し、プラハとベオグラードの大使を通じて、内密に、イスラエル国家の代表者によるパレスチナへの大砲と航空機の購入と派遣を支援することが望ましいことを、次のことを考慮して明確にする。アラブ諸国への武器の輸入を禁止するという安全保障理事会の決定にもかかわらず、アラブ諸国にはトランスヨルダン、イラク、エジプトにある英国の倉庫や基地から必要な量の武器を受け取るあらゆる機会がある。
2. ソ連からの航空機購入交渉を目的としてチェコスロバキアのイスラエル政府代表がソ連に渡航する許可の発行を控える。そのような交渉は組織が合意されたイスラエル使節団によって行われる可能性があるからである。ソビエト政府によって。」
ゾーリンは非外交的な部下を正した。
「そんなに軽率な行動はできません。結局のところ、私たちはパレスチナの停戦に投票しました。私たちに不利な手段をとることは控えるべきです。」
兵器の供給は、ソビエト連邦が国連の決定に違反したとして非難されないよう、第三者を通じて秘密裏に継続された。
 
エジプト軍がイスラエルを攻撃
総領事館が置かれていたエルサレムのアメリカ外交官たちは、間もなく戦争が勃発するだろうと見ていた。アメリカ人は発電機を購入し、ガソリンと飲料水を備蓄した。
3月にはアラブのテロリストがアメリカ外交官の車を押収した。しかし、外交官と一緒にいたアラブ人通訳者が誘拐犯らを解放するよう説得した。総領事の車のアラブ人運転手もテロリストだったことが判明した。彼は車に爆発物を詰め込み、アメリカ国旗を翻しながらユダヤ庁本部の中庭に乗り込んだ。運転者は逃走し、車は爆発し、数人が死亡した。
数日後、何者かがアメリカ総領事館の暗号担当主任ジョージ・パロを誘拐した。彼は何日にもわたって尋問され、爆発の準備について知っていることをすべて話すよう要求された。その後、彼は警察署に連行されました。
この物語によって、アメリカ外交に対するパレスチナ系ユダヤ人の態度は改善されなかった。
トルーマン大統領は中東政策の妨害行為にうんざりしていた。彼は国務省のパレスチナ問題担当高官を解任し、後任にシオニストシンパを任命した。
5月12日、英国のパレスチナ委任統治期間終了まであと2日となったところで、トルーマン大統領はホワイトハウスで最後の会談を行った。
大統領顧問のクラーク・クリフォード氏は、ユダヤ人国家の宣言が発令され次第、承認するという大統領の意向を表明した。クリフォードが話している間、マーシャル国務長官の顔は紫色になった。
マーシャルは大統領を見てこう言った。
「もしそんなことをするなら、11月の選挙では私はあなたに反対票を投じます。」
トルーマンはホワイトハウスでこのようなことを聞いたことがなかった。彼は望むだけ国務省の役人を変えることができたが、選挙前夜にこの国で最も人気のある人物の一人と口論することは大惨事となるだろう。
トルーマンはそれについて考えると言い、皆に放っておいてほしいと頼んだ。実際、大統領は決断を下した――たとえマーシャルの反対がどれほど危険であったとしても、選挙前夜に共和党のライバルたちがマーシャルをパレスチナ系ユダヤ人が独自の国家を設立するのを妨げる悪党として描くことを許さないだろう。
マーシャル国務長官はできる限りのことをした。翌日の5月13日、彼はパレスチナ情勢に関する広範な報告書を大統領に提出し、「ユダヤ国家は敵対的なアラブ世界に囲まれて長く存続することはできない」という結論を下した。
マーシャルは、将来イスラエル外相となるシェルトクに対し、もしユダヤ人国家がアラブ軍に攻撃された場合、米国は援助を当てにすべきではないと厳しく警告した。彼はパレスチナ系ユダヤ人に対し、絶滅の危険にさらされないよう、自分たちの国家宣言を急がないよう忠告した。
テルアビブに戻ったシェルトクはアメリカ国務長官の言葉をベングリオンに伝え、おそらくこのような状況ではユダヤ人国家の宣言は延期されるべきであるとためらいながら指摘した。
しかしベングリオンは、ユダヤ人が二千年もの間、この瞬間を待っていたと信じていた――彼らの忍耐力の欠如を誰も責めることはできなかった。しかし今、時間を無駄にするのは愚かです。
1948年5月14日金曜日、午後4時、テルアビブのロスチャイルド大通りにある博物館の建物でイスラエル建国が宣言されました。
ベングリオンは次のように述べた独立宣言を読み上げた。
「祖国から強制的に追放されたユダヤ人は、祖国に忠実であり続けました...この歴史的なつながりの意識に満たされて、ユダヤ人は世代から世代へと、古代の祖国に自分たちを再確立しようと試みました。ここ数十年は、祖国への大規模な回帰が特徴です。これらの人々はその擁護者となり、彼らの労働によって砂漠に花が咲き、古代の言語を復活させ、都市や町を建設し、ダイナミックに発展する社会を創造しました...これに基づいて、私たちユダヤ人人口の代表は、満期の日に英国委任統治者の自然的および歴史的権利と国連総会の基礎決議に基づき、我々はユダヤ人国家、イスラエル国家の創設を宣言する。」
ベングリオンは直ちにパレスチナのアラブ人とアラブ諸国に次のように演説した。
「私たちは、イスラエル国に住むアラブ人の子らに対し、平和を維持し、完全な市民的平等に基づいて国家建設に参加するよう呼びかけます...すべての近隣諸国とその国民に平和の手を差し伸べ、私たちは彼らにユダヤ人たちと協力するよう呼びかけます...
国家評議会のメンバーは独立宣言に署名し、国歌ハティクヴァを斉唱した。
心の火が消えるまで
私たちのユダヤ人の反逆的な魂の、
私たちは東に向かって進みます、
シオン方面を望む。
希望を忘れないようにしましょう。
2000年もの間ずっとそうなのですが、この言葉につまづくという人がいらっしゃいます。
私たちは再び自由な人々になります
私たちの祖国では、
シオンの地、エルサレム。
手順全体には 15 分かかりました。
振り返ってみると、近隣のアラブ諸国が直ちにユダヤ国家を絞め殺すことを決断していなければ、中東の歴史は違った展開になっていただろうと言わざるを得ません。もしアラブの支配者たちがあまり利己心を示さず、いかなる形でも彼らを脅かさないイスラエルの出現を冷静に迎え、パレスチナのアラブ人が独自の国家を樹立することを許可していたら、どれほど多くの戦争と多くの犠牲者を避けることができただろう。
しかし 20 世紀、アラブの支配者たちはすべての提案に「ノー」と答え、彼らに不利益をもたらす行為を行いました。
もし彼らが1919年のバルフォア卿の宣言に反対していなかったら、パレスチナの少数のユダヤ人人口はほんの少しの自治しか与えられなかっただろう。ユダヤ人は、レバノンのマロン派キリスト教徒のように、アラブ国家において少数派であることに満足しなければならないだろう。
第二次世界大戦前にアラブ人がパレスチナに小さなユダヤ人国家と大きなアラブ人国家を創設するという英国の提案に同意していたら、数平方キロメートルの面積を与えられたはずのイスラエルは完全に見えなくなっていただろう。
1947年、パレスチナのユダヤ人は、非常に小さな領土に国家を創設する現実的な可能性と、パレスチナ全土のために絶望的な闘争を続けることのどちらかを選択する必要がありました。審議は長くは続かず、イスラエルが政治地図に登場した。狂信的な傾向のない合理的な人々は、他の選択をすることができませんでした。
パレスチナのアラブ人は、国連によって割り当てられた領土に独自の国家を創設する機会と、パレスチナ全土を征服するための闘争のどちらかを選択し、後者を選択した。
パレスチナ人が長年にわたって努力し、そのために自分自身や他者の多くの命を破壊してきたもののために、パレスチナ国家が1948年5月に誕生する可能性がある。そして、それを妨げたのはユダヤ人ではありませんでした。新しく生まれたイスラエルは、国連の決定によって指定された土地を超えて、1平方メートルの余分な土地を主張しませんでした。しかしアラブ諸国はパレスチナ・アラブ人が独自の国家を樹立することを単純に認めなかった。このことについては議論さえされず、アラブ国家を宣言するために何も行われなかった。こうして中東の悲劇が始まった。
イスラエルの出現から数時間後、エジプト外務大臣は国連安全保障理事会議長に対し、エジプト軍が秩序を回復するためにパレスチナの国境を越えたと通告した。土曜朝、アラブ航空機がテルアビブの発電所と空港を爆撃した。民間人44人が死亡した。
アラブ軍は簡単な勝利を期待していたが、激しい抵抗に遭った。エジプト軍はファルージャ地域の南部戦線で包囲された。 1か月半の間、エジプト軍は包囲から逃れることができなかった。エジプトの将校たちは直ちに犯人の捜索を開始し、彼らは裏切られたという結論に達した。つまり、彼らは使用できない武器を持って戦闘に送り込まれ、十分な弾薬も供給されていなかったのだ。
将来の大統領となるガマル・アブドゥアル・ナセルはエジプト軍の一員として戦った。
「塹壕で過ごした日々を覚えています」とナセルさんは後に書いた。 「私はよく考えました。私たちは敵に囲まれて、この土の穴の中に座っているのです。」彼らはなんと私たちを騙し、準備ができていない戦争に私たちを引きずり込んだことでしょう！何と野心的で、金をむさぼり、陰謀を企てる者たちが私たちの運命をもてあそんでいることでしょう！彼らのおかげで、私たちはここで武器も持たず、銃撃の下に横たわっています。
私たちはパレスチナで戦ったが、魂はエジプトにあった。今パレスチナで起きていることは、エジプトで起きていることの縮小版にすぎない。私たちの祖国も同じ困難に直面しており、敵によって同様に荒廃しています。彼女も騙され、何の準備もなく戦うことを強いられたのです。」
エジプト軍をパレスチナに送った謎の敵が何者なのかは依然として謎のままだ...
ユダヤ人戦闘部隊がエジプト軍の進軍を撃退する一方、イスラエル外務大臣に任命されたシェルトクは5月15日、臨時政府を代表してソ連のモロトフ外相に次のような電報を送った。
「光栄なことに、パレスチナのユダヤ人組織の選出された代表者で構成されるユダヤ人国家全国評議会が、英国の戦争終結を受けて昨日5月14日に会合を開催したことをお知らせし、政府にお知らせいただくようお願いいたします。」 1947年11月29日の国連総会決議に基づいて、彼はパレスチナに独立したユダヤ人国家、のちにイスラエル国と呼ばれる国家を設立することを宣言した。
国民評議会は、イスラエル国のアラブ系住民に対し、平和の道に戻り、完全かつ平等な市民権と一時的および恒久的な統治機関における正当な代表を通じて、その発展に役割を果たすよう求めた。評議会はまた、すべての近隣諸国とその国民に平和を提案しました。
イスラエル臨時政府を代表して、私はここに、ソビエト社会主義共和国連邦政府によるイスラエル国家とその臨時政府の公式承認を要請します。
私はこの機会を利用して、独立主権国家の樹立を支持する国連へのソ連代表団の強い立場に対して、全世界のユダヤ人が共有するパレスチナのユダヤ人に対する深い感謝と理解の気持ちを表明する。パレスチナのユダヤ人国家。あらゆる困難にも関わらず、彼女がこのアイデアを一貫して推進してくれたことに感謝します。ナチスの拷問者によるヨーロッパのユダヤ人の苦しみに対する彼女の真の同情の表明と、パレスチナのユダヤ人は主権と独立に値する国民であるという原則の支持に対して。」
ユダヤ国家承認の決定はスターリンによって下された。 5月18日、モロトフはシェルトクに電報で次のように返答した。
「ソビエト社会主義共和国連邦政府がイスラエル国家とその暫定政府を正式に承認することを決定したことをここにお知らせします...」
トルーマン大統領の決定に従い、米国が最初にイスラエルを承認した。これは文字通りユダヤ国家宣言から10分後に起こった。ワシントンではもう真夜中でした。しかしアメリカはイスラエルを「事実上」承認しており、これは外交関係のレベルが低いことを意味していた。 「法的に」米国は49年中1月31日にのみイスラエルを承認した。アメリカ国民が選挙を待っていたのは、CIAが左派の勝利と親ソ連政府の誕生を予測していたからである。
ユダヤ人国家を迅速に承認することは、アメリカの外交官にとって多大な費用がかかった。数日後、正体不明の襲撃者が領事館の警備員と海軍武官の通信士を射殺した。 ５月２０日にはスナイパーが領事と副領事に向けて発砲したが、外れた。わずか10分後、総領事館裏の路地で狙撃兵がトーマス・ワッソン総領事を射殺した。
ワッソン氏は国連停戦委員会の会合から戻っていたところだった。彼は防弾チョッキを着ていたが、弾丸が肩に当たって防弾チョッキから胸に跳ね返った。彼は病院に運ばれたが、翌日死亡した。
パレスチナ系ユダヤ人に対するアメリカ官僚の態度は改善されていない。
ロバート・ロヴェット国務長官代理はフォレスタル国防長官に宛てて「パレスチナへのヨーロッパ人の出現は、ソ連にとって戦略的に重要な地域に侵入するまたとない機会となる。イスラエルに駐在する我が国の駐在員は、ソ連の活動を監視するよう特別に指示されなければならない。彼らはまた、ソ連の戦術を隅々まで知っていなければならない。」
イスラエルではアメリカ軍は自制的に扱われた。自身の航空機を所有していた駐在武官アーチボルド大佐は、航空機が定められたコースから逸脱した場合には発砲するだろうと警告された。イスラエル人は冗談ではありませんでした。1949 年 3 月、アーチボルドの飛行機が砲撃されました。彼は降下して着陸しなければならなかった。
アメリカの陸軍武官（本職は諜報員）は外務省に次のように訴えた。
「米国は、イスラエル、ソ連およびいくつかの衛星国を除くほぼすべての国の軍隊の組織に関するデータを入手した。
イスラエルは、軍編成の記章や徽章、あるいは主要な軍事部隊の位置に関する一般的な情報の提供を求めるというような小さなサービスさえも拒否した。」
アメリカの外交官と諜報員は、パレスチナへのソ連軍の侵入に関する情報を提供するよう求められた。イスラエル宣言の直後、国務省は、元ソビエト軍の兵士と将校8000人がユダヤ人を助けるために到着したという情報を受け取った。
この数字を検証する任務を負った在エルサレム米国総領事のトーマス・ワッソン氏はワシントンに電電で「これらは噂、雑談、まったくのナンセンスだ」と語った。
ソ連はユダヤ人国家を初めて「法的に」完全に承認したため、イスラエルでソ連大使は特別な栄誉をもって迎えられた。
アメリカ大使館はソ連外交官の到着に関する詳細な報告書をワシントンに送り、遅い時間にも関わらず大勢の群衆がソ連大使を出迎えようとして集まっていたことを残念がりながら指摘した。アメリカ人を慰めてくれたのは、ホテルの疲れたウェイトレスたちの不満だけだった。午前3時にソ連の外交官が5品コースの食事を要求したからだ。
 
「ソ連とイスラエルの友情万歳！」
5月16日、モスクワの最前線で活躍した若い詩人デイビッド・サモイロフは日記に次のように書いた。
「イスラエル国家が成立した。これにはそれ自体の偉大さがあり、他の人類が共感する可能性は低いでしょう。私の中で血の声が語っているのだろうか？どこかで彼は口だけでせせらぎをしている...
この国が存続すれば、おそらく私たちはもう少し尊敬されるでしょうが、何千年もの間根を広げてきた場所であればどこでも外国人とみなされます。」
5 月 20 日、新しい日記エントリが掲載されました。
「イスラエルは素晴らしい戦いをしている。しかし、世界の無関心を一握りの人々がどうしてできるでしょうか！
この元気で頑固な部族がいなかったら、私たちの地球がどれほど退屈になるか誰も理解していません。」
5月30日、ユダヤ反ファシスト委員会はイスラエル初代大統領ワイツマンに挨拶文を送った（彼らは長い時間をかけて文書作成に取り組み、事前に中央委員会によって読まれ承認されていた）、特に次のように述べた。 :
「豊かで苦悩に満ちた歴史の中で、ユダヤ人は初めて自分たちの権利と利益の真の擁護者、すなわち全人民の友人であり保護者であるソ連を手にした。」
多くのソビエト系ユダヤ人はイスラエルに連帯感を感じており、この若い国家を助ける用意があった。最近肩紐を外したユダヤ人将校や退役軍人らは、イスラエルを助けるためにパレスチナに行く用意があると表明した。
ソビエト連邦のタンカーで二度英雄となったデイヴィッド・アブラモビッチ・ドラグンスキーは師団を編成しパレスチナに移管することを提案した。この若い戦争の英雄は、時が経つにつれて、年老いたドラグンスキー大佐が「イスラエルの攻撃的な政策と国際的なシオニズムの犯罪を暴露する」という任務を負ったソ連国民の反シオニスト委員会の委員長を依頼されることになるとは当時は想像もしていなかった。 。
最前線のユダヤ人兵士たちは自信を持っていた。ソビエト連邦国民の間で授与された軍事勲章の数に関して、ユダヤ人はロシア人、ウクライナ人に次いで第3位となった。さらに、ソ連のユダヤ人はソ連の指導部がイスラエルを支持していると心から信じていたため、ソ連の公式政策に沿って行動した。
イスラエル宣言前の1948年4月中旬でさえ、ヴィボルグの弁護士E.G.戦時中に赤軍の工兵大尉であったレンベルグは命令を下し、ヴィシンスキー外務次官に「ソ連系ユダヤ人の重要な幹部をパレスチナに送る必要性について」と題する書簡を送った。
この文書は外務省のアーカイブに保存されています。
元最高司令官は、1年以内に5万人のソ連系ユダヤ人をパレスチナに移送することを提案し、彼らは「前線のパレスチナ部門でソ連を守る準備をしておくべきだ」と述べた。
ヴィシンスキー氏は報告書を外務省顧問、元イタリア全権代表で歴史科学博士のボリス・エフィモヴィッチ・シュタイン氏に転送した。 3日後、彼は否定的な結論をヴィシンスキー事務局に提出した。
経験豊かなスタイン氏は、中東におけるユダヤ人のパレスチナの割合は取るに足らないが、英国と米国が中東諸国を反ソ連の踏み台にすることを妨げるものではないと書いている。さらに、シュタインは階級の性質から、シオニストはソ連ではなく米国を支持すると信じていた。
階級闘争について考えていなかったソ連のユダヤ人は、イスラエルの建国に触発され、心からイスラエルを助けたいと思った。彼らはそれについて率直に話し、書きました。
非常に経験豊富な職員だけが何かが間違っていると疑っていました。 1948年5月18日、ユダヤ人反ファシスト委員会の副事務局長グリゴリー・マルコヴィチ・カイフェッツは、ボルシェビキ全同盟共産党中央委員会に急いで報告した。
「パレスチナでの出来事に関連して、ユダヤ人反ファシスト委員会は電話で連絡を受けており、また直接、「侵略者とファシストとの戦いに参加する」ボランティアとしてパレスチナに送る申請も受け付けている...
軍需省職員やソ連軍将校らの証言もある。申請者らは、英国の侵略者と戦うユダヤ人を助けたいという願いをもとに申請を行っている…JACはまた、武器購入のための募金活動を組織するという声明も受け取った…」
副事務局長は途方に暮れ、中央委員会に指示を求めた。
カイフェッツは22年から国家治安機関に勤務した。彼は戦争中ずっとサンフランシスコの外国情報局で働いていた。 1947年、彼はモスクワに戻され、ユダヤ人反ファシスト委員会の副事務局長に任命され、すべてを国家保安省に報告するよう指示された。
JACの職員たちは、自分たちが「ソ連の愛国心」を確認し、パレスチナへの移住という考えに反対することが求められていることにすぐに気づいた。イスラエルは他国から来たユダヤ人、社会主義の祖国を奪われたユダヤ人を対象としているのだ。
カイフェッツは、反ファシスト委員会に来て、イスラエルの側でアラブ反動派と戦うためにパレスチナに志願兵として送ることを求めたユダヤ人のリストを作成した。同氏は「措置を講じる」ために国家安全省にリストを引き渡した。
この警戒心にもかかわらず、ハイフェッツ自身は 1951 年の逮捕から救われませんでした。しかし、少なくとも元警備員の命は救われた。彼はユダヤ反ファシスト委員会の他の活動家とともに銃殺されなかったが、懲役25年の判決を受けた...
1948年5月24日、ソロモン・ミホエルスを偲ぶ夕べがモスクワで開催された。
国立ユダヤ劇場の芸術監督とユダヤ反ファシスト委員会の委員長の悲劇的な死の状況は当時知られていなかった。彼がスターリンの密命により治安当局者によって殺害されたことが明らかになるのは、後になってからである。彼らは、ミンスクにいたミホエルスさんとその仲間がトラックに轢かれたとして、ひき逃げ事件を起こした。しかし、演出が粗雑だったので、彼らはそれを信じませんでした。ミホエルスが殺されたという噂が流れた。しかし上からの指示はなかったので、彼らは彼を丁重に埋葬した。
有名な作家イリヤ・グリゴリエヴィチ・エレンブルクはこう語った。
- 偉大な俳優であり偉人であるソロモン・ミハイロヴィチ・ミホエルスの追悼に捧げる今夜、私はもう一度思い出させたいと思います - 不滅の渇き：これらは長い間正義を夢見てきた人々の乾いた唇であり、ロックされています。息苦しいゲットーの中で真実を探求し、他の人のために歌い、他の人のために反抗した。
今、ソビエトの偉大な悲劇作家ソロモン・ミホエルスのことを思い出すとき、遠く離れたどこかで爆弾や砲弾が爆発しています。若い国家のユダヤ人たちはイギリスの傭兵から自分たちの都市や村を守っています。正義と欲望が再び衝突する。石油のせいで人々の血が流されています。私はシオニズムの思想を共有したことはありませんでしたが、今は思想についてではなく、生きている人々について話しています。
私は、エルサレムの旧市街、地下墓地で、現在戦闘が行われているところでは、偉大なソビエト国民、偉大な芸術家、偉大な人物のイメージが人々を英雄的な行為に駆り立てていると確信しています...
ソ連のマスコミは、ユダヤ国家を絞め殺そうとしているアラブ反動派を非難した。
エーレンブルクが演説を行っている間、シェルトク大臣はモロトフの同僚に、イスラエルが「直ちに特使または臨時代理大使と総領事からなる使節団をモスクワに設立し、同時にテルアビブのソビエト連邦使節団に設立することに同意するかどうか」と尋ねた。同じランクだよ。」
翌日、スターリンが回答文を承認した後、モロトフはテルアビブに合意の電報を打った。
パーベル・イワノビッチ・エルショフが初代駐イスラエル大使に任命された。彼は東部で働いた経験がありました。 1944年からはトルコのソ連大使館の顧問を務めた。
そして国連では、ソ連の外交官たちが「イスラエルの主権」を制限しようとするアラブ諸国と英国と戦い続け、あらゆる方法でユダヤ国家を擁護した。
安全保障理事会の会合で、ソビエト代表は、外国の武装組織、つまりユダヤ国家を芽のうちに破壊しようとしているアラブ軍のパレスチナ領土からの即時撤退を要求した。
国連はパレスチナに300人の軍事監視員を派遣し、アラブ人によるエルサレムの停戦協定違反が絶えず記録されていた。
イスラエルに実質的な援助を提供した唯一の同盟国はソ連であった。イスラエルの指導者たちは危機的な状況で彼に頼った。
1948年6月9日、シェルトク大臣は米国の代理人であるエプスタインに電報で次のように伝えた。
「あなたの裁量で、ニューヨークまたはワシントンのソ連代表に連絡し、武器と食料の購入問題について話し合う特別使節団のモスクワ訪問の可能性を要請してください。暫定構成はナミール、ベンアロン、パールソンです。
特別任務は出発の決定を待っている。受理された場合、上記の人はプラハまたはワルシャワに到着時にビザを申請します。
この問題は非常に緊急です。電報処刑、ゴルダ・マイヤーソンに知らせる。」
6月16日、シェルトク氏はエプスタイン氏に絶望的な電報を送った。
「燃料が危機的な状況にあるため、ガソリン購入交渉のためルーマニアに特使を派遣しています。タンカーは停戦中に到着しなければならない。この点に関して、ルーマニア政府に対する我々の訴えに対するソ連の支援を求めてください。」
6月23日、シェルトク外相は電報でエプスタインに対し、グロムイコと面会し、「（停戦が実現した場合に）航空機やその他の重火器をその後の引き渡しとともにどのように販売するか」について話し合うよう要請した。停戦協定の条件は国外での武器の入手を禁止していないことを指摘してください。」
一方、グロムイコさんは米国での仕事を終え、帰国の準備をしていた。
彼は9年間海外で働いていました。さて、モロトフは彼をモスクワの近くに置きたいと考え、彼を別の第一副大臣に任命した。モロトフはグロムイコをひいきにしていたが、ヴィシンスキーも同じく四半世紀も若く急速に成長しつつあるライバルをあからさまに嫌っていた。
アンドレイ・アンドレーエヴィッチはモスクワをあまりにも長い間不在にしていたため、複雑な官僚的陰謀、非難、覗き見の経験を積んでいなかった。彼の名前の由来となったヴィシンスキーは、この世界では水を得た魚のように感じられました。
グロムイコ氏の後任にはヤコフ・アレクサンドロヴィチ・マリク氏が国連常任代表となった。
マリク氏は外務副大臣にも昇進した。マリクはまだ40歳で、これほど高位の外交官としては高齢ではなかった。彼は戦争中ずっと日本で過ごした。彼は、1945 年の春にアメリカ軍の空襲により東京が焼け落ちるのを目撃した唯一の連合国大使でした。広島と長崎の原爆投下を生き延びた。
1948年7月23日、イスラエルの国連代表アバ・エバンはシェルトク外相に電報を打った。
「今日、私はマリクと初めて長く、とても心のこもった会話をしました。彼は我が国の軍事的成功を評価し、失敗がアラブ政権に与える影響について議論した。彼は私たちの国連加盟申請を承認しましたが、慎重に準備するようアドバイスし、すべてはアメリカの支援の程度にかかっていると信じています。ゴルダ・マイヤーソン・ミッションがすぐに設立されることを願っています。」
アラブ軍の敗北はモスクワではイギリスの敗北とみなされ、彼らはそれを信じられないほど喜んだ。中東全域でイングランドの立場が損なわれていると信じていた。
エバンは南アフリカで生まれ、ロンドンで学びました。言語能力に恵まれ、古代ギリシャ語やラテン語などの古典言語だけでなく、アラビア語、ペルシア語、ヘブライ語、アラム語など多くの中東言語も学びました。 23歳のとき、彼はケンブリッジ大学で東洋言語を教えるよう割り当てられた。
第二次世界大戦中、彼はイギリス陸軍に入隊しました。彼はカイロで奉仕し、そこで将来の妻と出会いました。そして彼女の妹は、将来イスラエル国防軍参謀長となるハイム・ヘルツォークと結婚した。
1942年、司令部は特殊部隊へのユダヤ人志願者を選抜するためにエバン少佐をエルサレムに派遣した。 1947 年に彼の外交活動が始まり、総会のセッションへのユダヤ庁代表団の一員として選ばれました。 48年5月、彼は国連で初めて米国に反対する演説を行った。彼はパレスチナ分割に反対するアメリカ代表団の主張を拒否した。
彼は、英語の優れた知識だけでなく、国連で熟練した講演者として知られていました。彼は説得力を持たせる方法を知っていました。安全保障理事会でのテロリストへの報復に関する議論がイスラエル非難に終わった後、エバン氏はエルサレムに飛んだ。彼はイスラエル軍の行動に激怒し、怒りをかろうじて抑えながら、なぜこの作戦が行われたのかをベングリオンに尋ねた。
「私もこれについては疑問を持っていました。しかし、安全保障理事会でのあなたの演説を読んで、それが必要であると確信しました。」と狡猾な首相は答えた。
8月12日、イーバンはシェルトクに手紙を送り、マリクとの新たな会話を報告した。
「彼はイスラエルの軍事努力に深い賞賛の意を表した…これほどの敗北は誰も予想していなかった。
マリク氏は、現在、イスラエル建国は取り返しのつかない事実であるという共通の見解が全代表団の間で共有されていると語った。
ソ連側が正しい分析を行い、正しい決定を下したと信じており、その後に配当を受け取ることを期待していることが私には明らかになった。彼は、ロシアの慈悲深い立場の結果として東ヨーロッパとバルカン諸国から援助を受けているという事実を評価するだろうと提案した...
ソ連側は、ユダヤ国家を支援するという決定は、中東で自らが定めた目標の観点から、勝利を収めて正当化されたものであると考えている...」
8月14日、在イスラエルソ連大使館の第二書記であり、諸外国との文化関係に関する全連合協会の委員であるミトロファン・ペトロヴィチ・フェドリンは、イスラエル友好関係連盟の会議に出席した。ソ連使節団の到着。
フェドリンは41年に外国語学院を卒業し、イランのソ連大使館で外交官として働いた。 1943年に彼はエジプトのソビエト使節団に研修生として派遣された。 1948年に私たちはイスラエルに派遣されました。
テルアビブ最大の映画館の一つである「エスター」の建物には約2,000人が集まり、さらに約1,000人が街頭に集まり、全公演の中継を聴いた。幹部席のテーブルの上にはスターリンの大きな肖像画と「イスラエルとソ連の友情万歳！」というスローガンが掲げられた。
ソ連とソ連の代表、特にグロムイコについて言及されると、会場は拍手で沸き起こった。
労働者青年合唱団はユダヤ国歌を歌い、次にソ連の国歌を歌いました。すでにホール全体が「Internationale」を歌っていました。その後、合唱団は「砲兵の行進」、「ブジョーヌニーの歌」など、さらにいくつかのソ連の歌を演奏した。
 
同志スターリンはエーレンブルグに指示する…
9月7日、モロトフはイスラエル初の駐ソ特使ゴルダ・マイヤーソンを非常に親切に迎えた。彼女は革命前にキエフで生まれ、祖父は30年間皇帝軍に勤務し、父親は大工でした。家族は物乞いになり、8人の子供のうち5人が若くして亡くなった。
彼女には生涯を通じて不幸な思い出がつきまとっていた。
「これから私たちに降りかかるポグロムについての会話をはっきりと覚えています。もちろん、当時はポグロムが何なのかは知りませんでしたが、それが私たちがユダヤ人であるという事実と、ナイフや棒を持ったクズの群衆が街を歩き回っているという事実と関係があることはすでに知っていました。叫ぶ：「キリストは十字架につけられた。」！」
彼女は子供の頃にアメリカに連れて行かれたため、ロシア語を話せませんでした。彼女の夫はモーリス・マイヤーソンで、同じくロシアからの移民でした。彼の政治的見解では、彼は社会主義者であり、シオニズムの反対者でした。しかし、妻のために、彼はパレスチナに移住することに同意した。モーリスはレジ係として働き、ゴルダの気質、エネルギー、決意が彼女を政治の世界に導いた。
彼女は自分が女性であることを思い出されるのが嫌いでした。あるジャーナリストは彼女にこう尋ねた。
――女性が首相になるのはどうですか？
彼女はこう言い返した。
――わかりません、私は男性首相になったことはありません。
彼女の姿はイスラエルを象徴していました。彼女はいつも暗い色の服を着ていました - ドレスやジャケット、上品なピン、小さな時計、ニコチンで汚れた指（彼女はフィルターなしで強いタバコを吸っていました）、男らしい顎と真剣な表情、そして時々温かい笑顔で和らぎました。
彼女のモスクワ到着に同意する前に、ヴィシンスキーは国家安全保障大臣のヴィクトル・セメノビッチ・アバクーモフ大将に「彼女のソ連への入国に何か障害はないか」という要請を送った。警備員らは反対しなかった。
イスラエルの指導者は全員、姓をヘブライ語に変更し、最後に重点を置いた2音節からなる新しい名前を採用しました。それは象徴的な行為であり、聖書の名前への回帰でした。シオニストたちは亡命生活を忘れたかったのです。ゴルダ・マイヤーソンは間もなくゴルダ・メイアとなり、モーシェ・シェルトク大臣はシャレットとなった。将来の首相でノーベル平和賞受賞者のシモン・パースキーがペレスに変身した。
ヴャチェスラフ・ミハイロヴィチは大使にパレスチナ情勢について尋ねた。ゴルダ・メイアは、とりわけ次のように述べた。「戦争の結果、イスラエル政府は、国境をより効果的に防衛できるようにするには、おそらく国境問題を提起する必要があるだろうという結論に達した。」国境は11月29日の決議で規定されている。」
言い換えれば、彼女は、国連によって定められた国境は非現実的であることが判明した、イスラエルは防衛のために領土を拡大する必要があると述べた。この言葉に対してモロトフ氏は何の異論も出さなかった。彼の助手で通訳のオレグ・トロヤノフスキー（初代駐米大使の息子）は、ソビエト外相の次のようなはぐらかしの言葉を記録している。しかし、モロトフ氏は、イスラエル国家は良いスタートを切っており、強力な国家を築く基礎があると考えている。」
ゴルダ・メイアは驚くほど自信に満ちた女性でした。自分は正しいという自信が彼女から消えることはなかった。そして彼女には、その自信を他の人に植え付ける能力がありました。彼女はおそらくイスラエルで最も有能な外交官だった。
9月13日、イスラエル使節団の武官ヨハン・ラトナー大佐が国防省を訪れ、対外関係部でI.M.砲兵少将と会談した。サラエフとその副官。
オデッサ生まれのラトナーは、モスクワ師団第3サマラ擲弾兵連隊の一兵卒として、なんとか皇帝軍に勤務した。革命後、彼は赤軍の一員として戦った。 23年目に彼はパレスチナに行き、建築を教えました。彼はハガナの創設者の一人であり、独立戦争前夜には将来のイスラエル国防軍の参謀本部の計画部門を率いていました。
ラトナー大佐は省代表者にいくつかの質問をした。第一に、イスラエルでは軍事教育機関のためにソ連の文献を受け取りたいと考えています。第二に、イスラエル人は将校をソ連の教育機関に留学させたいと考えている。
サラエフ将軍は、そのような問題は省ではなく政府が決定すると答えた。したがって、ゴルダ・マイヤーソン特使が彼らを外務省に連れて行くか、イスラエル政府がテルアビブのソ連公使館に正式に連絡を取る必要がある。
9月14日、ゴルダ・メイアは主要パートナーである中東担当のゾーリン外務副大臣を初めて訪問した。
彼女はすぐに、両国関係において非常にデリケートな話題について話し始めた。
「マイヤーソン」とゾーリンは会話の後に書いた、「ユダヤ人問題はイスラエル国へのユダヤ人の広範囲な移民によってのみ根本的に解決できると述べた。
この点に関して私は、多くのユダヤ人はパレスチナには行かず、他の国に住み続けるだろうから、私の意見では移民だけでこの問題を解決することはできないと指摘した。私は、社会主義国家であるソ連では国家的抑圧とユダヤ人の不平等な立場は永遠に終わったと付け加えた。
マイヤーソン氏はこの件に関してこれ以上の発言を控えた。」
そして8月17日、イスラエルではソ連特使パーベル・イワノビッチ・エルショフがイスラエルのベングリオン首相に信任状を提出した。エルショフが滞在していたホテルでは、街頭でソ連特使に心からの挨拶をする人々の姿があった。
首相官邸には40人の儀仗兵が整列した。オーケストラはソ連の国歌とハティクヴァを演奏した。
証明書を提出した後、ベングリオンはエルショフに次のように語った。「イスラエル国民は、国連におけるソ連の精神的支援に感謝している。イスラエル国家は今や強くなり、国民、特に若者たちは自分たちが国家と理念のために戦っていることを知っており、そして、戦い方で証明されている戦い方を知っていると言わざるを得ません。陸軍はチェコスロバキアとユーゴスラビアから大砲を含む大量の武器を受け取ったが、戦争初期にはそれらはまったくなかった。」
戦闘が終わったばかりのイスラエルでの生活は楽なものではなかった。ソ連の外交官たちも、特権的な立場にあったにもかかわらず、このことを感じていた。
9月にエルショフ氏はイスラエル外務省のウォルター・エイタン長官を訪ね、伝道所の建物と職員用の住居アパートの準備が整っていないと不満を述べた。食事には困難がありました。外交官にはフードカードは与えられなかった。その結果、朝ホテルでソ連特使は2杯目のコーヒーを拒否された。
ソ連はイスラエルの状況を緩和しようとし、パレスチナからのアラブ軍の撤退を要求した。
8月26日、グロムイコ外務次官は国連総会でソ連代表団に対する指令草案に署名した。パレスチナの問題が議論されるとき、グロムイコは次の提案を行うよう命じた。「総会は、パレスチナのユダヤ人国家とアラブ国家の領土からの即時撤退の必要性を認識し、その創設は国家連合によって規定されている。 1947年11月29日の総会の決定により、すべての外国軍および外国軍人員が対象となり、安全保障理事会に対し、パレスチナにおける戦闘行為の再開を阻止するための適切な措置を講じるよう要請する。」
会談は、ユダヤ国家を破壊する希望を失っていないアラブ人組織のパレスチナからの撤退についてであった。
9月17日、この指令はボリシェヴィキ全同盟共産党中央委員会政治局によって承認された。ソ連はイスラエルを全面的に支援し続けた。
もちろん、ゴルダ・メア氏は政治局が何を決定したのか知る由もなかった。同じ9月17日、彼女は別の外務副大臣F.グセフを訪問した。彼女は、来たる総会でソ連代表団がこれまでと同様にイスラエルに有利な立場をとることへの期待を表明した。
「イスラエル国家に関するソ連の立場は国連ではよく知られている」とグセフは答えた。我が国は、若い国家イスラエルが耐えなければならない困難を理解しており、これらの困難を克服できると信じています。」
そしてパレスチナ本国でも、同じ9月17日、国連のパレスチナ調停官フォルケ・ベルナドット伯爵が殺害された。彼は国連監視団団長のフランス人A・セロー大佐とともにエルサレムの中立地帯の国境を越えた際に射殺された。ベルナドットさんの車は道路の障害物の前で停止を余儀なくされた。犯人は見つからなかった。イスラエル過激派が疑われていた。
米国国務長官代理ロバート・ラヴェットは、バーナドット暗殺未遂事件を調査するための作業部会を設立した。アメリカの外交官らはエルサレムから、殺害当日、エルサレムとハイファのチェコ領事館が真夜中まで開館し、事件に関与したイスラエル過激派向けのビザ３０件の処理を行っていたと報告した。翌日、過激派はプラハに飛んだ。チェコスロバキアのアメリカ航空武官は、イスラエルからのすべての便の乗客リストを確認するようワシントンから指示を受けた。アメリカ人は、この殺人はソ連とチェコスロバキアの諜報機関によって組織されたものだと推測した。
ベルナドットの死から2日後、アメリカ陸軍武官ニコラス・アンドロノヴィッチ少佐はエルサレムのスポーツクラブに座っていた。隣のテーブルではイスラエル人のグループが最近の暗殺未遂について話し合っていた。そして少佐はこう聞いた。
— 次はアメリカ領事です。彼はすぐにそれを手に入れるでしょう。
ジェームズ・マクドナルド総領事はこの脅迫を深刻に受け止め、立ち聞きした会話をワシントンに報告した。国務省は国防総省に対し、エルサレム総領事館の海兵隊員の数を１３人から２７人に増やすよう勧告した。しかしイスラエル外務省は、領事館職員を護衛する場合であっても、海兵隊が路上で銃を携行することに反対した。
モスクワの雑誌「ノボエ・ヴレミャ」に、ベルナドット殺害の英国人を告発する記事が掲載された。
フォルケ・ベルナドット伯爵の評判は悪かった。戦時中、彼はスウェーデン赤十字社を率いました。彼はナチスとあまりにも密接に協力しすぎたとして非難された。ドイツの諜報機関は赤十字を広範囲に利用し、戦後、赤十字の文書を持った多くのナチスが敗北した帝国からこっそり逃亡した。
ベルナドット氏はパレスチナ分割に関する国連決議は失敗だったと考えた。彼には、トランスヨルダンとパレスチナの統一国家を創設するという独自の考えがありました。ベルナドットは、アラブ国家トランスヨルダン（パレスチナのアラブ領土を含む）とユダヤ国家イスラエルを統合する方が現実的であると信じていた。彼の考えが実行されれば、イスラエルが出現するやいなや、世界の政治地図から消えることを意味するだろう。
パレスチナ系ユダヤ人とスターリンはそれに反対した。
モロトフは、総会第一委員会におけるベルナドットの提案の議論に関するソ連代表団の指令草案をスターリンに報告した。
モロトフとヴィシンスキーは、パレスチナの軍隊を動員解除するというベルナドットの考えと、イスラエルから領土の5分の4を奪いトランスヨルダンに譲渡するという領土再分配の提案を拒否することを提案した。
スターリンも同意した。
モスクワからの指示を受けた後、安全保障理事会のウクライナ代表は、計画の目的はイスラエルを破壊することであるとして、ベルナドットの計画を拒否した。
ソ連の外交官は、1947年11月29日の総会決議の厳格な履行を要求した。彼らはまた、パレスチナの国境の引き直しと一部の領土のアラブ人への譲渡にも反対した。アラブ難民の問題に関しては、ソ連外交は一般にほとんど関心を持たなかった。
ソ連外務省は、「この問題は関係当事者間、つまりイスラエル政府とパレスチナのアラブ国家政府の間の直接交渉によって解決される」と提案した。このように、ソビエト外交はイスラエルにとって非常に有利な立場をとったが、イスラエルはパレスチナ・アラブ人をユダヤ国家の敵とみなし、第五列になることを恐れ、パレスチナ・アラブ人の帰還を全く望んでいなかった。
1948 年の秋、安全保障理事会のソビエト ウクライナ代表、ドミトリー ザハロヴィチ マヌイルスキーは別のアイデアを表明しました。それは、パレスチナからソビエト中央アジアに逃れたアラブ人を再定住させるというものでした...
ソビエトの指導者たちは、何が起こったのかを何も恐ろしいものとして見ませんでした。アラブ諸国から来たユダヤ人（約90万人！）は、家とすべての財産を捨てて、家から逃げることを余儀なくされました。 50万人がイスラエルに定住し、そこで新たな生活を始めた。ソ連の外交官たちは、イスラエルに留まりたくないアラブ人は近隣のアラブ諸国に定住すべきだと信じていた。このような人口の交流はソ連の指導者たちにとって珍しいことではなかった。
第二次世界大戦末期の1944年9月、スターリンはワルシャワの新政府と、ポーランド人がヴォルィーニとガリシアを去り、ウクライナ人がビエシュチャディとヘエルム地域を離れることに同意した。言い換えれば、すべてのポーランド人はポーランドに住み、すべてのウクライナ人はウクライナに住むことになる。
ポーランド国民解放委員会は、「ポーランドの新領土からのウクライナ国民の本国送還と、ウクライナ・ソビエト社会主義共和国の領土からのポーランド国民の送還」に関する協定に署名した。
歴史的な故国へ自発的に移住することに同意したポーランド系ウクライナ人には、ポーランドでの借金の免除とウクライナでの土地区画の割り当てが約束された。しかし、1945 年 3 月 1 日までにこのオファーを利用した人は 10 万人未満でした。人々は家から出ることが困難でした。それから彼らは武力を行使した。ポーランドの警察と陸軍部隊が村を包囲し、農民たちは数時間の準備を与えられ、その後鉄道まで車で運ばれ、荷馬車に積み込まれた。従いたくない者は殴られた。
スターリンの見解では、これは非常に合理的な作戦であった。そして彼は、なぜ同じことが中東でできないのか理解できなかったのでしょうか？しかしスターリンは、イスラエルに対するソビエト系ユダヤ人の誠実な関心、ユダヤ人国家を援助する意欲を好まなかった。
面白いことに、同時期に連邦捜査局長官エドガー・フーバーがトルーマン大統領に特別なメッセージを送った。
「信頼できる情報で知られる情報筋は、ロシアが約20万人の共産主義志向のユダヤ人をパレスチナに送る準備をしていると語った。」
フーバーはすべてのシオニストが共産主義者であると考えた。スターリンは異なる観点を持っており、党の政策をソ連のユダヤ人に説明するよう命じた。
9月18日、スターリンが南部で休暇を過ごしていたとき、指導者不在の間も幹部として政治局に残っていたマレンコフ中央委員会書記から次のようなメモを受け取った。
「同志スターリンへ。
出発前に、あなたはイスラエルに関する記事を準備するよう指示しました。エーレンブルクがモスクワにいなかったため、この問題は多少遅れた。先日エーレンブルグが到着しました。カガノビッチ、ポスペロフ、イリチェフ、そして私は彼と会話をした。エーレンブルク氏は記事を書くことに同意し、数人の署名とともに記事の掲載に反対を表明した。
I.エーレンブルクの記事「一通の手紙について」をお送りします。他にご指示がない限り、この記事は9月21日火曜日のプラウダ紙に掲載したいと思います。
スターリンはエーレンブルクに対して奇妙な態度をとった。
ある日、スターリンは作家組合の委員長であるアレクサンドル・アレクサンドロヴィチ・ファデーエフを呼び出した。
- 聞いてください、ファデエフ同志、あなたは私たちを助けなければなりません。あなたは、敵との戦いにおいて国家を真に助けるために何もしていません。私たちはあなたに「ソ連作家同盟事務総長」という注目度の高い称号を授与しましたが、あなたは自分が主要な国際スパイに囲まれていることを知りません。
-これらのスパイは誰ですか?
スターリンは、一部の人を失神させるような笑顔の一つを微笑んだが、ファジェエフも分かっていたように、それは良い前兆ではなかった。
- スパイの名前を知る義務があるのに、なぜ私が彼らの名前を教える必要があるのでしょうか?しかし、ファデエフ同志、あなたがそのような弱い人であるならば、私はあなたにどの方向に目を向けるべきか、そしてあなたが私たちを助けるべきかを教えます。イリヤ・エレンブルグが国際スパイであることはよくご存知でしょう。なぜあなたはこのことについて黙っていたのですか？なぜ私たちに信号を一つも与えなかったのですか？
1949年の初め、アバクーモフ国家安全保障大臣は、ユダヤ反ファシスト委員会の事件で逮捕されるはずだった人々のリストをスターリンに提示した。エーレンブルクもそこに記載されていました。
国家安全保障省のメモには「諜報データによると、1938年にスペイン滞在中、エーレンブルクはフランスの作家トロツキストのアンドレ・マルローとの会話の中で、同志スターリンに対して敵対的な攻撃を行った…1940年中～ 1947年。実施された安全対策の結果、CPSU (b) とソ連国家の政策に対するエーレンブルクの反ソ連的発言が記録された。」
スターリンはリストに目を通して、運命にある者の名前の横に「Ar」、つまり「逮捕」の2文字にチェックを入れた。スターリンはエーレンブルクの名前の横に疑問符のようなものを付けた。近くにいたポスクレビシェフは「同志アバクモフにメッセージを送った」と書いた。これは、エーレンブルグに触れることができないことを意味しました。
おそらくスターリンはイリヤ・グリゴリエヴィチを比類のない優れた広報担当者として評価したのだろう。そして、指導者がイスラエルについて国と世界を代表して権威をもって発言できる人物を必要としていたとき、エーレンブルクはそのような人物であることが判明した。イリヤ・グリゴリエヴィッチは、スターリンが聞きたいことをどう組み立てるかを知っていた。
マレンコフ紙には、指導者の秘書の一人による「同志スターリンは同意する」というメモがあった。
記事は『プラウダ』に掲載されました。この文書はソ連国民だけでなく、エーレンブルクが偶然話したのではないことに気づいた外国の外交官たちにも注意深く読まれた。
それでは、スターリンは口から何を言いたかったのでしょうか？
質問 1: イスラエルをどのように扱うか?
「この質問には簡単に答えられる」とエーレンブルクは書いている、「ソ連政府は最初に新しい国家を承認し、侵略者に対して精力的に抗議し、イスラエル軍が英国将校が指揮するアラブ軍団から国土を守ったとき、すべてがソ連国民の同情は犯罪者の側ではなく、怒られた側にあった。」
質問 2: イスラエルの出現はユダヤ人の問題を解決しますか?
「2 番目の質問には否定的に答えなければなりません...
私は英国傭兵の攻撃を撃退したイスラエル戦闘員の勇気に感心したが、「ユダヤ人問題」の解決はパレスチナでの軍事的成功ではなく、資本主義に対する社会主義の勝利にかかっていることは分かっていた…。
社会主義社会の国民は、イスラエル国民を含むブルジョワ国の人々を、まだ暗い森から抜け出していない旅行者として見ています...すべての国のユダヤ人労働者の運命は、何の関係もありません。イスラエル国家の運命、しかし進歩の運命、社会主義の運命も伴う...
ソ連のユダヤ人は中東に目を向けるのではなく、未来に目を向けている。そして、正義を求めるシオニストの神秘主義から遠く離れたイスラエル国家の労働者たちは、今、より良い未来に向かって人類に先んじて前進している北、ソ連に目を向けていると思います。」
イスラエルの外交官は記事を正しく理解しました。
9月24日、ゴルダ・メイアはシェルトク外相に次のような電報を送った。
「エーレンブルクの記事はイスラエルのためであり、シオニズムに反対するものである。彼はソ連からの本国送還という考えを拒否している…」
チェコスロバキア大使館でのレセプションで、イスラエル大使館顧問モルデチャイ・ナミルと話し合ったエーレンブルクは、イスラエル外交官が完全に理解していないことを彼に説明しようとした。イスラエルはソ連のユダヤ人に移住するよう説得すべきではない。それは当局からの激しい反対を引き起こすだろうし、それは誰にとっても悪いことになるだろう。
当局は彼らと彼らがモスクワに代表する国家を非常に好意的に扱っていたため、イスラエル外交官はエーレンブルクを理解できなかった。唯一許されなかったのは、ソ連のユダヤ人と特別な関係を築くことだった。
外務省が閣僚評議会傘下の宗教問題評議会から書簡を受け取った後、モロトフ氏はイスラエル大使館職員とモスクワ合唱シナゴーグおよびその訪問者との間のコミュニケーションを制限するよう命じた。チェキストはこの部門で働いており、イスラエル人とソ連国民との接触に関してルビャンカ族に不満を表明した。
10月6日、武官ラトナー大佐はベングリオン首相と国防大臣に次のような電報を送った。
「今日、私は現在ワシレフスキーの後任を務めるアントノフ陸軍大将と1時間半話した。
駐在武官レベルではこのような会話は全く異例であり、他国の同僚には何も話さないようにと言われました。したがって、完全な秘密保持が必要です。
私たちは戦闘の経過、アラブ連合軍、特にイラクの軍隊について、中東の少数民族について、我が国の軍隊の性質、その指揮と武器について、敵対行為再開の可能性について、その重要性について話し合いました。ネゲブとエルサレムの。彼らの私たちへの援助について疑問が生じました。
以下の問題が議論された：a) 指揮官の訓練（短期および長期コース）、b) ドイツの戦利品からの武器の供給、c) 空路または海路による派遣方法。
議定書によれば、我々はこれらの問題を議論のためにソ連外務省に提出しなければならず、ソ連外務省が決定を下すことになる。これを見越して、今後数日以内に、この情報源からどのような種類の武器がどのくらいの量必要かを私たちに知らせる必要があります。」
陸軍大将アレクセイ・イノケニエヴィチ・アントノフは参謀本部第一副長官を務め、大祖国戦争中はスターリンから特別な権限を享受した。外国武官との彼の会話は異例の出来事だった。それはスターリンが中東で自らの路線を追求し続けていることを示していた。ソ連のユダヤ人はイスラエルには行かないが、ユダヤ国家は西側帝国主義者との戦いの前哨基地として軍事援助を受けることになる。
11月8日、ベングリオンはモスクワのイスラエル武官に対し、ソ連から受け取りを希望する武器の長いリストを送った：T-34戦車、砲弾を備えた大砲、スペアパーツを備えた戦闘機と爆撃機、石油と弾薬。
アントノフ将軍のリストを参謀本部に送信することは不可能であることが判明した。アレクセイ・イノケンティエヴィッチは突然、トランスコーカサス軍管区の第一副司令官に任命された。
総会セッションからパリから帰国したイスラエルのシェルトク外相は政府に次のように報告した。
「東側諸国は我々の後ろにしっかりと立っています…ソ連も我々の後ろにしっかりと立っています。彼らの立場が変わったという国内で広まっている噂はすべて根拠がありません…ヴィシンスキーとマリクはロシア側から私たちの最初の会談に参加しました…私はなぜネゲブが私たちにとってそれほど重要なのかを説明しました。ヴィシンスキーはマリクに向かってこう言った。「彼らは正しい。」
マリクへの呼びかけは特徴的でした。彼は私ではなくマリクに向けて呼びかけたので、そこから彼らがこのテーマについて議論していると私は結論づけました。マリク氏は確かに11月29日の決議を堅持した。
するとヴィシンスキーはこう言った、「彼らはすべてにおいて正しい…」
ほとんどの問題に関して、我々はソ連と非常に良好な関係を築いています。ロシア人は我々の立場を細部まで想像したがっている...
安全保障理事会では、ロシア人は同盟国としてだけでなく、特使としても働いている。彼らはどんな任務も引き受けます...ロシアとその同盟国は6票を持っています。先験的にこれは少数派です。マリク氏は決議案から不愉快な要素（ベルナドット条項）を削除できなかったことを謝罪した。私は彼に、これはそれほど重要な点ではなく、彼は私たちを真剣に助けてくれて、すべてが達成できるわけではないことを伝えました...」
11月9日、ゴルダ・メイアはモロトフとの会話に関する使節団の報告書を外務省のウォルター・エイタン長官に電報で送った。
「ゴルダ、ナミール、ラトナーとその家族がパレードに参加したが、それは見事な力の誇示であり、夕方にはモロトフの家で特別な暖かさを感じた。ゴルダ氏は夕方、モロトフ氏が演説したモスクワ評議会の祝賀会議にも出席していた。
この時点からは公開されません。
モロトフはゴルダにウォッカを一杯勧めた。彼女はパレードを賞賛し、次のように述べた。
「パレードにあった武器がいくつかあればよかったのに。」
モロトフ氏はこう指摘した。
- あなたはそれらを持っています。私たちも小さなことから始めました。
モロトフの妻とのイディッシュ語での長い感情的な会話。妻は私たちのシナゴーグ訪問を称賛した。彼女の希望により、ゴルダ・メイアの娘サラとナミールの娘ジャエルが紹介された。彼女は母親や妹のように彼らに話しかけ、こう結論付けました。
「あなたにすべてがうまくいきますように、そうすればすべてのユダヤ人にとってもうまくいくでしょう。」
女性反ファシスト委員会の委員長ポポワ氏、ソ連国歌の原典作者である詩人ミハルコフ氏らとの対談。エーレンブルグとは二度会ったが会話を避けた。パレードで、アントノフの副官であるスラビンが話した唯一の武官はラトナーだった。」
関係のレベルは武器の販売要求によって証明されます。余計な一言も発さなかったモロトフの約束は非常に価値があった。
11月24日、外務省の中近東諸国局長イワン・ニコラエヴィチ・バクーリンは、学芸員のヴァレリアン・ゾーリンに次のように報告した。
「11月11日。モスクワのイスラエル国特使のゴルダ・マイヤーソンと同使節団の武官ラトナーは、私との会話の中で、イスラエル国を支援するというイスラエル政府のソ連政府への要請を報告した。イスラエル軍に必要な重火器やその他の装備を備えています。
軍事武官のラトナー大佐は、イスラエル軍の主なニーズは大砲、戦車、航空機であり、イスラエル政府の兵器要求には重火器やその他の装備の種類が明記されていると述べた。
私はイスラエル政府の要請を同省指導部の注意を引くつもりだと答えた。」
バクーリンは次のように答えることを提案しました。
「ソビエト政府は、イスラエル国家の運命に注意を払い、独立して独立して存続する権利を擁護しているが、それにもかかわらず、パレスチナでの敵対行為を停止し、国連加盟国による物資の供給を禁止するという安全保障理事会の決定に抵触することを望んでいない」パレスチナで戦っている国々の軍隊に武器を提供する。」
1948年5月29日の国連安全保障理事会決議第50号は、パレスチナ紛争に関与しているすべての国に武器禁輸を課した。
それを読んだゾーリンは次のように書いた。バクーリン。同志モロトフに宛てたメモをください。」
スターリンは武器を直接供与することを望まなかったため、外務省の公式発表によれば、イスラエル代表は拒否されたという。武器は第三者を通じて入手されました。
12月2日、ヴィシンスキー外務副大臣はパリを訪問した。レバノンのリヤド・ベイ・ソル首相が彼との面会を求めた。レバノン人は会話の中で自信を持ってこう言った。
――独立したユダヤ人国家はパレスチナには存在できない。
「イスラエル国家はすでに存在しており、その利益を守る権利がある」とヴィシンスキー氏は言い切った。
 
反ファシスト委員会は閉鎖された
1948年11月20日、スターリンは閣僚理事会の秘密決定に署名した。「ユダヤ人反ファシスト委員会は直ちに解散され、この委員会の報道機関は閉鎖され、委員会の事務は取り上げられるべきであり、そして今のところ誰も逮捕されるべきではない。」
翌日、国家安全省の職員らが委員会の敷地内を捜索し、すべての文書を持ち去り、建物を封鎖した。
12月10日、イスラエルのソ連臨時代理大使モルデカイ・ナミルは、イスラエル外務省東ヨーロッパ局長シュ・フリードマンに電報を打った。
「ユダヤ反ファシスト委員会の看板が撤去された。私たちは組織が閉鎖的であると信じています。」
しかし、この後もシェルトク外相はヴィシンスキー氏とツァラプキン氏と長時間会話し、イスラエルへのユダヤ人移民の重要性を証明する機会があった。
もちろん、ヴィシンスキーはこの観点に同意しませんでしたが、非常に友好的で、二国間関係の問題を掘り下げ、それらを話し合って解決することを約束しました。彼は、ソ連とイスラエルがどのようにして国連で共同で目標を達成することができたのかについて語った。
ユダヤ人反ファシスト委員会のメンバーの運命は、逮捕や裁判について何も書かれていなかったため、イスラエル外交官には不明のままだった。
委員会の清算は長い間準備されてきた。
1948 年 3 月 26 日、ヴィクトル・アバクモフ国家安全保障大臣は中央委員会に次のようなメモを提出した。
「継続的な安全対策の結果、ソ連国家安全保障省は、ユダヤ人反ファシスト委員会の指導者たちが積極的な民族主義者であり、アメリカ人を中心として本質的に反ソ民族主義活動を行っていることを立証した。ユダヤ人反ファシスト委員会の活動における親米の影響は、委員会指導者のミコエルズとフェファーがアメリカ合衆国を訪問し、そこで著名なユダヤ人人物との接触を確立した後、特に顕著になり始めた。アメリカの諜報機関と関係がある...
最近逮捕されたソ連国家保安省のユダヤ人民族主義者の中には、ソ連体制に敵対して破壊活動を行っていた多数のアメリカとイギリスのスパイが摘発された。」
ナチズムと戦うために1941年に設立されたユダヤ人反ファシスト委員会の判決は、すべてのユダヤ人がアメリカのスパイであり、海外の支配者のために働いていることを示すことになっていた。しかし、被告がスパイであることを認めなかったため、裁判は打ち切られざるを得なかった。
逮捕された人たちは撲殺された。刑務所内で亡くなった人もいます。捜査には、スターリン暗殺計画の準備、スパイ活動、妨害行為など、重大なことが必要だったが、この人たちは、たとえ殴られても、そのようなことを思いつくことができなかった。彼らは劇場で遊び、詩を書き、病人の治療を行いました。
被告は全員ユダヤ人だった：俳優のヴェニアミン・ズスキン、学者のリナ・スターン、作家のペレツ・マルキッシュ、レフ・クヴィトコ、セミヨン・ガルキン、デビッド・ゴフシュタイン、ボトキン病院の主治医、ボリス・シメリオヴィッチ、元全共産主義中央委員会委員。ボリシェヴィキとソロモン・ロゾフスキー外務副大臣…それは民族裁判だった。彼らは犯罪ではなく、出自に関して裁判を受けた。拷問やいじめにもかかわらず、これらのもはや若くなく、あまり健康ではなかった人々は、不屈の精神と勇気の模範を示しました。
被告席に座っていた有名な俳優、作家、医師たちは、スターリン同志に対するテロ行為の準備に参加せず、スパイ活動や裏切りにも関与せず、反ソ宣伝活動さえ行わなかった。
裁判を主宰したチェプツォフ司法中将は、被告らが母国語で執筆し、イディッシュ語で本を出版し、独自の劇場を持ちユダヤ人の演劇を上演し、ヘブライ語で教える学校を維持したいという願望を有罪とした。
チェプツォフ将軍は被告の一人をこう非難した。
――なぜ共産主義者、作家、マルクス主義者、進歩的なユダヤ人の知識人が、司祭、ラビ、隠蔽主義者たちと接触し、説教やマツァ、祈祷書やコーシャ肉についてアドバイスするのでしょうか？
当局は現在、旧ソ連の一部の共和国でロシア人に完全な同化を要求しているのと同様に、ユダヤ人にも完全な同化を要求した。文盲の捜査官は、作家エイブラム・コーガンが自分の尋問文の誤りを訂正しているのを見て彼を殴った。この悪党はロシア語を知っているが、ヘブライ語で書いているのだ！国家文化に対する懸念は有害で非愛国的であると認識されました。
しかし、将軍とその評価者は、このことで銃撃されることを望んでいませんでした。チェプツォフ将軍は、党員証、キャリア、そしておそらくは命さえも危険にさらしながら、更なる調査のために事件を差し戻す許可を中央委員会に求めた。
しかし、将軍が頼ったマレンコフはこれを許可しなかった。
「あなたは私たちを犯罪者の前に屈服させたいのですか。」この事件の評決は国民によって承認されており、政治局はこの事件を3回扱った。政治局の決定に従ってください。
そして当然のことです。ユダヤ人反ファシスト委員会の裁判は、1952 年 5 月 8 日にレフォルトヴォで始まりました。そしてその1か月前の4月3日、新国家安全保障大臣セミョン・デニソヴィチ・イグナティエフはスターリンへのメモの中で、ユダヤ反ファシスト委員会の事件で告発された者全員を射殺するよう提案した。リーダーも同意した。彼は、社会主義を構築するためにスイスから来た世界的に有名な生物学者である学者リナ・スターンにのみ寛大な措置を与えた。彼女に与えられたのは10年だった。残りは撃たれた…
しかし、それは後で起こります。その一方で、1949年1月11日、イスラエル外務省東ヨーロッパ局長Sh.フリードマンは、イスラエルのソ連使節団顧問M.I.と会談した。ムヒン。エルショフは風邪をひいて家で座っていました。
「ムヒン」とイスラエル外交官は報告書に書いている、「前回の軍事作戦中に我々が示した作戦能力について称賛の声を上げ、我々の周囲の雰囲気について、そして現在のイギリスとの紛争で毅然とした態度で臨むつもりかどうかを尋ねられた」 」
イギリスはエジプト領土に駐留する守備隊を増強した。 1月7日、イスラエル軍はエジプト軍と思い込み、エジプト陣地上空でイギリス戦闘機5機を撃墜した。
アメリカ人はイスラエル人に対し、イギリスは1936年のアングロ・エジプト条約に基づいてイスラエルと戦争をする可能性があると警告した。モスクワは喜んでいたが、イスラエル人は笑っていなかった。彼らはソ連の支援を当てにしていたが、両国関係の蜜月はすでに終わっていた。イスラエル人はこれを理解せず、すでにパレスチナに定住している人々の親族をイスラエルに追放するという、ソ連当局者にとって極めて不愉快な問題を提起し続けた。
1月21日、バクーリン中近東諸国担当局長はイスラエル・エルショフ特使に次のように書簡を送った。
「ご存知のとおり、最近、ソ連に敵対的な記事やメッセージがイスラエルの報道機関にますます掲載されるようになりましたが、それらはしばしば我々側から何の相殺もされずに放置されています...
同省は、テルアビブでの我々の任務を代表して機関紙を発行することは、ソ連に敵対するプロパガンダに対する重大な反撃となり、ソ連の実際の状況とソ連の見解を国民に知らせることになると信じている。国際生活の問題についてソ連国民が語った。」
反イスラエルのプロパガンダもソ連の報道機関で目立つようになった。
2月1日、イスラエル外務省東欧局長シュ・フリードマンは、プラウダ出版社発行のイスラエルに関するパンフレット、トゥルド新聞の記事、モスクワのラジオ放送についてソ連特使エルショフと会談した。 。どれも不親切な内容で書かれていました。
平和を愛するエルショフは、ソ連に対して非友好的な記事がイスラエルの報道機関にも掲載されたことを指摘し、それらに注意を払わないことを示唆した。
フリードマン氏は、これらは民間新聞であり、イスラエル政府が発行しているものではなく、ソ連では状況が異なると答えた。こうした説明はモスクワでは受け入れられなかった。彼らは単に新聞が自分たちの見解を表現できるとは信じていませんでした。
2月7日、V.ゾーリン外務次官は夕方7時にゴルダ・メイアを呼び出し、「イスラエル国家使節団の違法行為、ソビエト国民へのソビエト市民権放棄の奨励、およびソビエト市民権の配布に関する口頭声明を発表した。」公的機関および個人のソビエト国民に対する使節団のニュースレター」
これはこの種の初めての叱責であり、これまでの友好関係とは著しく対照的であった。この信号は閣僚評議会傘下の宗教問題評議会の警備担当者からのもので、大使館公報の内容に注意を喚起した。その内容には世界中からイスラエルに移住するユダヤ人に関するメッセージが含まれていた。
ゾーリン氏は論文から「外務省は、この宣教活動をソ連国民の不法徴用とソ連市民権放棄の誘導であるとみなしている」と読んだ。これを考慮して、使節団とその代表者は、ソビエト連邦に対する彼らの忠実な態度に反するこれらの活動を中止することが提案される。
ゴルダ・メイアは「明らかに当惑していた…」とゾーリンは報告書の中で書いている、「任務側にソ連の法律に反することをする意図はあったし、あり得ない」と急いで答えた。使節団側に誤った行動があった可能性はあるが、それは外交実務における使節団の経験不足によってのみ説明できる。」
ゴルダ・メイア氏はゾーリン氏に、出国を希望する人々はイスラエル使節団に連絡したが、ソ連当局から許可を得る必要があると言われ、そうでなければ使節団は親戚がイスラエルに住んでいる人々に手紙を送ると言われたと語った。
ゾーリン氏は「外務省を迂回してソ連国民に直接手紙を送ることができないため、この使節団は間違ったことをしていた」と説明した。
ゴルダ・メイアはこのようなことは二度と起こらないと約束した。彼女はやや当惑しながら、この使節団が発行するニュースレターは誰が送ることができるのかと尋ねました。当初、それは公的機関、新聞、図書館、宗教団体、および3つのユダヤ人の集団農場に送られました。
ゾーリンは、モスクワでは通常、使節団の公報が外交団に送られると答えた。
— 図書館や新聞編集局にニュースレターを送ることは可能ですか？ - ゴルダ・メイア氏が明らかにした。
ゾーリンは否定的に答えた。
2月9日、ゴルダ・メイアはシェルトク外相に次のように電報を打った。
「会話の口調は丁寧かつ冷淡で、印刷された文書の内容は非常に厳しいものでした。実際、私たちは最後の機会を失ってしまったのです。これは、地元のユダヤ人からの手紙に返信することが完全に禁止されていることを意味します。
私たちはメモのテキストを提供するよう求めましたが、ゾーリンは、それはメモではなく口頭声明であるため、テキストは転送されないと答えました。」
2月13日、駐米ソ連大使アレクサンドル・セミョーノビッチ・パニュシキンは、イスラエル大使エリヤフ・エラットを夕食に招待した（エプスタインも姓を変えてエラトとなった）。
イスラエル人は、パニュシキンが1938年以来NKVDに勤務していたことをほとんど知らなかった。統一諜報機関であるソ連閣僚理事会の下に情報委員会が創設された後、パニュシキンは同委員会の書記長に任命され、1947年11月に駐米大使として去った。パニュシキン氏の立場によれば、同氏はワシントンの外国情報機関の駐在員でもあった。
イスラエルのシェルトク外相はゴルダ・メイアに対し、パニュシキン氏が「イスラエルがマーシャル・プランに参加する可能性についてアメリカの報道機関に掲載された情報についてエラート氏と非公式に会話した」と語った。同氏は、ロシア人はイスラエル国民の大多数が共産主義者ではないことを知っており、外国の影響や支配から完全に独立することを望んでいることを知っているため、我々に自国の同盟への参加を要求するつもりはないと述べた。
エラットはマーシャル・プランに関する情報を否定し、我々は独立の道を歩むことを固く決意しており、ソ連との友好関係を維持したいと心から願っていると述べた。」
1949年1月25日の最初の選挙では、イスラエルで左派が敗北した。共産党が受けた委任はわずか4件だった。したがって、共産主義者は真剣に受け止められませんでした。共産主義者がイスラエルで権力を掌握するという米国国務省の予測は確認されなかった。
しかし、イスラエルで活動するアメリカの外交官や諜報員らは「危険の増大」を報告し続けた。リチャード・フォード臨時代理大使は「イスラエルの共産主義」という14ページのメモをワシントンに送った。
最も印象的だったのは、あるアメリカ外交官がトランスヨルダン国境近くの村を訪問し、そこでソ連から到着したばかりの3人のイスラエル人に出会ったときの記述である。
「3人とも、ロシアの農民のような太い首、ゴリラの肩、低く垂れ下がった頭をしていて、おそらく昨日草原から出てきたばかりだろう...
言うまでもなく、高度な共産主義者の浸透を阻止するには英雄的な努力が必要です...」
選挙では、1948年にソ連から支援を受けて創設された統一労働者党マパムが国会で19議席を獲得した。この党は左翼社会主義的見解を持つ人々を団結させた。ハガナの元参謀長、ロシア生まれのモーシェ・スネ（クラインバウム）がマパムの指導者に選出された。対ソ友好連盟の事務総長にも就任した。
リーグはモスクワから財政援助を受けた。モーシェ・スネはソ連の工作員と呼ばれることもある。医学博士であった彼は、1939 年にポーランド軍に徴兵されました。赤軍がポーランドとの戦争に参戦した後、彼はソ連に捕らえられた。一部の研究者は、彼の命を救うために、彼はソ連の諜報機関で働くことに同意したと信じています。
しかし、それは39歳でした！彼を尋問したNKVD捜査官はパレスチナについて何も知らず、知りたくもなかった。なぜポーランド系ユダヤ人を採用する必要があったのでしょうか？国家安全保障の目に留まった場合、彼らは刑務所に入れられることになった。例えば、極右の信念を持つ将来のイスラエル首相メナヘム・ベギンもソ連の捕虜となった。シオニストとして、彼は反ソ連活動で有罪判決を受け、収容所に送られた。
イスラエルに現れたソ連の外交官や諜報員たちは楽な道を選び、まずソ連に同情的な人々と関係を築いた。
モーシェ・スネは、党指導者としての役割において、確かに頻繁にソ連の外交官や諜報員と会い、彼が知っている情報を惜しみなく共有した。しかし、彼はその秘密を知ることを許されませんでした。ベングリオンは急進的な社会主義者を好まず、彼らを監視するために防諜部隊を割り当てた。
モーシェ・スネは、ソ連情報将校の言葉を借りれば、典型的な「影響力のあるエージェント」だった。 53年にイスラエル共産党に入党した。彼の息子エフライムは著名な軍医、国防副大臣、保健大臣となった。もし彼の父親にスパイ容疑がかかっていたら、彼が将軍になって政治的なキャリアを積むことはほとんどできなかっただろう。
もちろん、若いシオニストの中には社会主義的な信念を持った人たちがたくさんいました。彼らはソ連を賞賛した。
1930年代半ば、有名なロシアの歌手アレクサンドル・ニコラエヴィチ・ヴェルティンスキーがパレスチナを訪問した。
「テルアビブは」と彼は書いた、「テルアビブは小さくて質素で、むしろきれいな地方都市で、世界中からここに来た開拓者たちの手によって建てられました。彼らのほとんどは、医師、弁護士、建築家、学生など、知的な職業に就いている人たちです。彼らは自分たちの祖国を持つという考えに魅了され、この国に到着し、熱心に働き始めました。彼らは、どんな単純作業も軽視することなく、たゆまぬ努力をして、道路や家を建て、土地を耕し、すべてを自分たちで作りました。
パレスチナではヘブライ語かロシア語を話します。ヘブライ語はとても美しいです。それを聞くと、この千年続く種族のすべての熱意、すべての熱意を感じるでしょう。」
エルサレムでは、ヴェルティンスキーの崇拝者の一人がキリスト教の聖堂を見せ、彼を家に招待した。
「私が驚いたのは何だったでしょう」とヴェルティンスキーは回想した。結局のところ、洞窟や祭壇をさまよう雰囲気が醸し出す雰囲気は、神秘的な半暗闇、お香の香り、ろうそくのパチパチ音、ランプのちらつきの後に、突然スターリンの肖像画が現れます。
「ここにこの男の影響力が浸透したのですね！」 -私は思いました。 「旧世界のゆりかごへ！」
私はこれに非常に驚き、長い間口を開けたまま立ったまま肖像画を見つめていました。」
戦後、多くのシオニストはナチズムを粉砕した赤軍に対して自然な感謝の気持ちを抱きました。彼らはスターリンへの挨拶を宣言し、長い間、スターリン時代にソ連で何が起こったかについて考えたくなかった。
マパム党指導者らがスターリンへの愛を失ったのは、党員モルデチャイ・オーレンを「シオニストでスパイ」としてチェコスロバキアの被告席に入れてからである。党員のソ連に対する献身は素晴らしかったが。 MAPAMの指導者の一人、ブレスト・リトフスク生まれのヤコフ・アリー・カザンは1951年にこう語った。
「シオニズムは革命のおかげでのみその目標を達成することができました。」
イスラエルに衝撃を与えた医師たちの陰謀の最中でさえ、国会議員のカザンはこう言い続けた。彼は社会主義諸国に対する我々の立場を変えることはできない。」
スターリンの死からわずか1年後、党指導者らは「われわれはもはやソ連に依存していない」とはっきりと述べた。
しかし、党書記長メイル・ヤーリは依然としてシオニズムとレーニン主義を結び付けようとした。若い頃、彼はレフ・トルストイとアーロン・デイヴィッド・ゴードンの崇拝者であり、肉体労働と自然への回帰がパレスチナにおけるユダヤ人の再生に必要な条件であると考えていた。ヤアリは第一次世界大戦でオーストリア・ハンガリー軍に従軍し、20世紀にパレスチナに移住してキブツで働き、聖書的社会主義を説いた。
第二の祖国としてのソビエト連邦に対する態度は、エジプトがソビエトの兵器でユダヤ人国家を破壊する意図があることに気づいた六日間戦争まで続いた。
1949年1月、トルーマンはついに、自分を退屈させていたフォレスタル国防長官を解任することを決意した。大統領は、あと数か月働いて辞表を書くよう提案したが、可哀想なジェームズが解雇されたことは誰もが知っていた。 3月28日、退任大臣が最後にホワイトハウスを訪れた。トルーマン大統領は彼にメダルを授与し、その功績に感謝した。
フォレスタルは知人全員に、シオニストが彼を国防省から追い出したと話し始めた。驚いたトルーマンは、大臣に何が起こっているのかを注意深く調べるよう求めた。大統領は、フォレスタル氏が精神障害を患っており、自殺傾向にあると知らされた。
最後の勤務日、フォレスタル氏はアシスタントが彼を家に連れて帰り、元大臣の親しい友人の一人に電話するまで数時間机に座っていた。彼はすぐに到着した。大臣は、共産主義者、ユダヤ人、そしてホワイトハウスの人々が結束して自分を追い出すために協力したと不満を言い始めた。彼らはすぐに飛行機を手配し、穏やかな気候が彼に良い影響を与えることを期待してフォレスタルをフロリダに送りましたが、改善はありませんでした。
海岸沿いを歩きながら、彼は突然、行楽客たちが日よけをしていた傘を指差しながら、同行していた友人たちに心配そうにこう言った。これらは盗聴装置です。彼らは私たちが言うことをすべて知っています。」
彼が重病であることが明らかになった。
49年4月、彼は高官が治療を受けるベセスダの海軍病院に入院した。彼はユダヤ人や共産主義者によって迫害されていると叫んだ。 5月22日早朝、自殺した。見落としにより一人取り残され、16階から飛び降りた。
もし米国政府がシオニズムに対抗する戦闘員を一人減らすとすれば、ソ連では彼らの連隊が追加されることになる。
 
モロトフと彼の妻の物語
1949年3月4日、ヴャチェスラフ・ミハイロヴィチ・モロトフは外務大臣の職を失った。彼が依然として政治局員および副局長であったにもかかわらず、これは確かに恥辱の兆候であった。
スターリンは、この国で二番目の人物と考えられていたモロトフの権威を系統的に打ち砕いた。指導者はモロトフの妻を信用を傷つける対象として選んだ。
ポリーナ・セミョノヴナ・ジェムチュジナ（カルポフスカヤ）はモロトフより7歳年下だった。彼女はエカテリノスラフで生まれ、14歳からタバコ工場で詰め物として働いていました。 17年5月に彼女は結核で倒れた。私は働くことができず、治療を受けて妹と暮らしていました。
革命後、彼女は赤軍に入隊した。 1818年に彼女は党に入党し、翌年にはウクライナ共産党中央委員会の女性労働に関する講師として採用された。
彼らはペトログラードでの会合でモロトフに会った。 21年、彼女はヴャチェスラフ・ミハイロヴィチを追ってモスクワに行き、ロゴシスコ・シモノフスキー地区委員会の講師となった。同年、彼女とモロトフは結婚した。
結婚式の後、ジェムチュジナは勉強に行きました。 25年に、彼女はモスクワのM.N.にちなんで名付けられた現役の学部を卒業しました。ポクロフスキー、1927年 - 共産主義アカデミーでマルクス主義のコース。
27歳の夏、ジェムチュジナはノヴァヤ・ザリャ香水工場の党細胞の書記になった。彼女はザモスクヴォレツキー地区委員会の講師として1年間働いた。
1930年9月、彼女はノヴァヤ・ザリャ香水工場の責任者に任命されました。アナスタス・ミコヤンの回想録から判断すると、30年代初頭、スターリンはポリーナ・セミョノヴナの意見に本当に耳を傾けていた。彼女は指導者に、ソビエトの女性は石鹸だけでなく香水や化粧品も必要としていたため、香水の開発が必要であるとインスピレーションを与えました。
ジェムチュジナは最初、石鹸と香水産業の信託を率い、1936 年の夏には食品産業人民委員会の石鹸、香水、化粧品産業の主要部門を率いました。 1年後、彼女はすでに食品業界の副人民委員になっていた。
1939年1月、スターリンは彼女を漁業人民委員に任命し、中央委員会の委員およびソ連最高会議の副委員候補として選出するよう命じた。彼女はレーニン勲章、労働赤旗、赤星章、名誉章を授与された。しかし同年、モロトフに対するスターリンの態度は劇的に変化した。
今後、ヴャチェスラフ・ミハイロヴィチには戦友としての役割ではなく、他の皆と同様に副指導者の役割が割り当てられる。スターリンはモロトフと最も重要な問題について話し続けたが、彼を自分の代わりに据え、これまでの友好関係を終わらせることに決めた。
1937年、政治局はモロトフの助手数名を解雇したが、モロトフは彼らを守ることができなかった。その後、スターリンはヴィャチェスラフ・ミハイロヴィチの弱点、つまり妻を発見しました...
1939 年、政府首脳モロトフは予期せぬ任命を受け、外務人民委員にも就任しました。このようにしてスターリンは外交政策の方向性を強化したかったと考えられている。実際のところ、モロトフの外務人民委員への任命は恥辱の始まりのしるしであった。ヴャチェスラフ・ミハイロヴィチは事実上、他の事務から外されたのだ。同年、彼の妻はさらに深刻な問題に遭遇した。
「人民の敵およびスパイ」との関係の容疑で、内務人民委員会で彼女に対する訴訟が起こされた。スターリン自身がまず第一にこの罪で裁かれるべきだったが、後に自分自身が敵であると宣言した人々を高い地位に任命したのはスターリンであった。
1939 年 8 月 10 日、政治局は最高の秘密分類である「特別フォルダー」に分類される決議を採択しました。同紙は、モロトフ氏の妻（ヴャチェスラフ・ミハイロヴィチ氏の名前は言及されていない）が「人脈に関して軽率さと乱交行為を示し、その結果、同志に囲まれた」と述べた。パール号にはかなりの数の敵対的なスパイ分子がいることが判明し、それが知らず知らずのうちに彼らのスパイ活動を容易にしていたのです。」
政治局はNKVDに対し、「ジェムチュジナ同志に関するすべての資料を徹底的に検査する」よう指示した。国家安全保障の専門家たちは直ちに彼女の「妨害行為とスパイ活動」への関与に関する証言をでっちあげ、中央委員会に提出した。
しかしスターリンは今のところ彼女を赦免した。彼にとってはモロトフの評判を傷つけるには十分だった。 10月24日、政治局は再びポリーナ・セミョノフナの行動を調査した。彼女に対するより深刻な申し立ては「名誉毀損」とみなされたが、判決には「軽率さと判読不能」の罪状が盛り込まれた。
彼女は漁業人民委員の職から外され、大幅な降格とともに繊維産業トップとして共和党地場産業人民委員に異動となった。 1941年2月、ボリシェヴィキ全党共産党第18回会議で、ジェムチュジナは党の肩書きである中央委員会委員候補を失った。
戦後、スターリンは彼女の昔の罪を許してくれたかに見えた。 1946 年 10 月、ジェムチュジナはソ連軽工業省の繊維および小間物産業の主要部門の責任者に昇進しました。
しかし、スターリンはモロトフを排除するという考えを放棄しなかったことが判明した。 1948年10月、ジェムチュジナは職を剥奪され、軽工業省の予備役に異動となった。国家安全省は彼女に対して新たな訴訟を起こした。
1948年12月29日、ヴィクトル・アバクーモフ国家安全保障大臣とボリシェヴィキ全党共産党中央委員会傘下の党管理委員会副委員長マトヴェイ・シキリャトフは事件の経過について政治局に報告した。
政治局は次のように決定した。
「1.党管理委員会による検査により、PS.ジェムチュジナは、政治的信頼に値せず、スパイ容疑がかけられていたユダヤ民族主義者と長い間接触し、緊密な関係を維持していた。ユダヤ民族主義者の指導者ミホエルスの葬儀に参列し、ユダヤ民族主義者のズスキン[3]と彼の死の状況についての会話を通じて、ミホエルスの死に関する反ソ連の挑発的な噂を広める敵対的な人物を生み出した。モスクワのシナゴーグで宗教儀式に参加した。
2. 追記にもかかわらずジェムチュジナは 1939 年に全連合共産党中央委員会 (ボリシェヴィキ) から、政治的信頼に値しない人々との関係における乱交行為について警告を受け、この党の決定に違反し、その後も政治的にふさわしくない行動を取り続けた。
上記に関連して、P.S. Zhemchuzina を除外します。全同盟共産党（ボリシェヴィキ）のメンバーから。」
これらすべてはモロトフの面前で語られた。彼は彼女を擁護するためにあえて何も言わなかったが、投票中は棄権を許可した。この当然の、しかし当時の勇気ある行動（恐怖に激怒した他の党指導者の中には、人民の敵であると宣言した自分たちの親族を自らの手で滅ぼす機会を与えるよう求めた人もいた）も、後に彼のせいだと非難されることになる。
スターリンはモロトフに次のように語った。
- 奥さんと別居する必要があります。
モロトフは生涯を通じてポリーナ・セミョノフナを献身的に愛しました。彼はどこかに出かけるときはいつも妻と娘の写真を持って行きました。ヴャチェスラフ・ミハイロヴィチは帰宅し、スターリンとの会話を妻に語った。ポリーナ・セミョノヴナはきっぱりとこう言った。
- パーティーに必要なので、別れます。
彼女も個性豊かでした。
彼女は荷物をまとめて親戚の家に引っ越しました。それはモロトフとの離婚のようなものでした。
1949年1月20日、逃亡を図ったヴャチェスラフ・ミハイロヴィチはスターリンに悔い改めの手紙を書いた。
「PSを党から追放するという提案を中央委員会で投票するとき。私はパールを棄権しましたが、それは政治的に間違っていると認識しています。
私は、この問題を熟考した結果、党と国家の利益に合致し、共産党の正しい理解を教える中央委員会の決定に賛成票を投じることを宣言します。
さらに、私は、私の親しい人物であるジェムチュジナが誤った行動をとったり、ミホエルスのような反ソユダヤ人民族主義者とつながりを持ったりするのを間に合わせることができなかったという重大な罪を認めます。」
モロトフの手紙は、システムが人間にもたらした人間的屈辱の限界である。妻への愛や妻を守りたいという願望など、最も単純な人間の感情は、重大な政治犯罪とみなされました。
1週間後の1月26日、ジェムチュジナは逮捕された。中央委員会のメンバーには彼女の事件に関する資料が送られてきた。多くの卑劣な詳細は、モロトフをうらやましくない光にさらして嘲笑にさらすという明らかな願望を持った捜査員によってでっち上げられたものでした。国家安全省の資料には、ジェムチュジナさんが夫に対して不貞を働いており、架空の恋人の名前まで挙げていたと記載されている。
1953年にベリヤとその共犯者が裁判にかけられたとき、捜査官はポリーナ・ジェムチュジナに対する証言を引き出した人々を発見した。逮捕された一人は研究所の元所長で、単に拷問を受けただけだった。これを主導したのは、当時ベリヤの第一副官であり、国家安全保障委員長で第 3 位のフセヴォロド・メルクロフであった。この逮捕された人物は生き残り、1953年にメルクロフと捜査官が彼にしたことを次のように語った。
「逮捕の初日から、私は1日に3、4回、さらには週末も容赦なく殴られました。彼らはゴム警棒で私を殴り、性器を殴りました。意識を失いかけていました。彼らは私に火のついたタバコで火傷を負わせ、水をかけ、正気に戻させ、再び私を殴りました。それから彼らは外来診療所で彼に包帯を巻き、懲罰房に放り込み、翌日再び彼を殴りました...
彼らは私が市民ゼムチュジナと同棲していたこと、そしてスパイだったことを自白するよう要求した。女性を中傷することはできませんでした。なぜなら、それは嘘であり、その上、私は生まれつき無力だったからです。私はスパイ活動に関与したことはありません。彼らは私に、人民委員宛に短い声明を書いて、この件について有罪を認めればいい、そうすれば彼ら自身が私に事実を話すだろうと言いました...」
イスラエル共産党中央委員会書記長サミュエル・ミクニスは、1955年に中央臨床病院でモロトフに会い、憤慨して次のように尋ねた。
- 政治局員であるあなたはどうして妻の逮捕を許したのでしょうか？
モロトフの顔には筋肉が一つも動きませんでした。
- 私は政治局員であり、党の規律に従わなければならなかったからです。私は従った。
規律はそれとは何の関係もありません。妻の逮捕は彼にとってとてつもない悲劇だったが、モロトフはあえてスターリンに反対しなかった。さもなければ直ちに彼女を追っていただろう。
国家安全省の計画によれば、モロトフの妻でユダヤ人であるジェムチュジナは、ユダヤ人反ファシスト委員会の事件で被告の一人となる予定だった。
ヴャチェスラフ・ミハイロヴィチは、妻を通じてユダヤ人反ファシスト委員会とつながり、戦争でホームレスになったウクライナとベラルーシのユダヤ人をクリミア・タタール人が追放されたクリミアに移住させるという考えをほぼ支持したとして告発された。この不運な「クリミア思想」を誰が思いついたのかは未だに不明である。ミホエルスやユダヤ反ファシスト委員会の他の著名な人物たちは、そこから追放されたクリミア・タタール人の家に定住することは不可能だと考えていた。
しかし、中央委員会機構によって任命された委員会の常勤職員数人（そして後で明らかになったように、彼らは国家安全保障省の秘密職員であった）がこの考えを積極的に推進し、目的を達成した。彼らはモロトフを引き込んだ。その議論。
スターリンの構想では、ユダヤ人は白人のヴランゲル将軍が20世紀に果たせなかったこと、つまりアメリカ人に呼びかけて半島をソ連から引き離すためにクリミアを占領したいと考えていた。
モロトフは、妻のせいでスターリンの信頼を失ったのは自分ではなく、彼のせいで彼女が投獄されたことを正しく理解していた。陰謀の一種の参加者である彼女は、軽視される必要があります それは、いわば、私を濡らすためでした。彼らは彼女に電話して、私が党全体の路線の真の支持者ではないことを尋ねました。」
ポリーナ・セミョノヴナはルビャンカで尋問された。モロトフ氏は毎日、警備員を乗せた黒いリムジンに乗って国家保安省の建物の前を通り過ぎた。しかし、彼は妻のために何もできませんでした。彼は彼女の運命についてあえて尋ねようとはしなかった。しかし、彼女は殴打を免れた。結局のところ、彼の運命はまだ最終的に決定されていなかったのだ。
1949年12月29日、国家安全省の特別会議は彼女に5年間の追放を宣告した。彼女はカザフスタンのコスタナイ地方に送られた。
ベリアは時々モロトフの耳元で「ポリーナは生きている」とささやいた。
あたかも嘲笑するかのように、モロトフは最初に冶金・地質大臣評議会局の長に任命され、次に運輸通信局の長に任命された。
彼は毎日クレムリンに来て、一日中その広いオフィスに座り、新聞やタス通信を読み、昼食のために家に帰り、オフィスに戻った。彼には用事がなかった。スターリンは彼に電話をかけたり、自分の家に招待したりしなかった。
モロトフ氏のアシスタントの一人は私にこう語った。「当時は彼を見るのがただただ残念でした...」
歴史家たちは、なぜスターリンがこうしたことを必要としたのかを理解しようとしているのだろうか？これは一体何だったのでしょうか?ユダヤ人に対する長年の憎しみの極端な表現でしょうか?パラノイア？脳障害の影響でしょうか？
これらすべてが致命的な役割を果たしました。しかし、肝心なことは違いました。彼は新たな戦争の準備をしていた。
「冷戦」という概念は、時が経つにつれてその恐ろしい意味を失いました。しかし、この時はすでに双方が心理的に「熱い」戦争に入っていた。そしてスターリンは人々に戦争の準備をさせ、外敵を特定し、それを内敵と結びつける必要があった。
ナチスドイツを打倒した国としては予想外だったソビエト系ユダヤ人迫害の本当の理由、国立ユダヤ劇場芸術監督ソロモン・ミホエルスの殺害、ユダヤ人反ファシスト委員会のメンバーの裁判、「」の逮捕殺人医師」とは、スターリンがユダヤ人をアメリカのスパイと認定することを決めたということである。
1949年3月、中央委員会事務局は「近い将来反米宣伝を強化するための行動計画」を承認した。基本的には、反米本の出版、反米内容の演劇や映画の制作、関連する講演の開催についての議論でした。
軍の政治活動家の会合では、次の戦争は米国とのものであると直接説明された。そしてアメリカではユダヤ人が調子を決めており、それはソ連のユダヤ人が第五列、将来の裏切り者であることを意味する。彼らはすでにアメリカ人に対してスパイ活動を行ったり、破壊活動を行ったりしている。大戦争の準備は国内の敵を破壊することから始めるべきである。これが人々を団結させるでしょう。
イリヤ・エーレンブルグは自身の人生を総括して次のように書いている。
「その後、私はスターリンがユダヤ人を攻撃した理由を理解しようと頭を悩ませました。ヤコフ・ザハロヴィチ・スリツはかつて私に、1935年に駐ドイツ大使だったとき、ナチスの政策についてスターリンに報告し、とりわけ横行する反ユダヤ主義について話したと語った。
スターリンは突然彼に「教えてください、ドイツのユダヤ人は本当に反国家的ですか？」と尋ねました。
スターリンは、同じ出身の人々の相互責任を信じていたように私には思えます。結局のところ、彼は「人民の敵」に対処しながら、彼らの親族を容赦しませんでした。家族について何が言えるでしょうか。彼の命令で全国民が家から追い出されたとき、彼らは党指導者、政府関係者、ソビエト連邦の英雄を含むすべての人を連れ去った。反ユダヤ主義には独自の伝統がありますが、反イングーシ主義やカルムイクフォビアについては聞いたことがありません。
彼らは、スターリンは常にあるアイデアへの献身によって導かれていたと言います。その場合、彼はユダヤ人を危険だと考えて攻撃したと考えなければなりません。すべてのユダヤ人は同じ起源で血縁関係があり、そのうちの数百万人がアメリカに住んでいます。もちろん、これらは推測であり、何も思いつきません。知りませんし、理解できません。」
同時に、スターリンは公の場では慎重に言葉を選び、反ユダヤ主義的な発言を許さなかった。反ユダヤ主義者のように見られたくなかったのだ。これを強調してみました。
スターリンは誰がどの国籍の人であるかを常に気にしていました。フルシチョフは、戦前、モスクワでグルジアの集団農民たちとの会合が開催された経緯を語った。ベリアは依然としてグルジア中央委員会書記を務めていた。
「これらの人々の中に、お茶の収集で有名な集団農民がいた」とフルシチョフは回想した。 - ベリアは、「この女性は素晴らしい女性です。最高のお茶摘みです、ジョージア人です。」と言いました。
スターリンは見つめてこう言った。
- 彼女はアルメニア人です。
ベリアはこう反論した。
- いいえ、彼女はグルジア人です。
するとスターリンはこう言いました。
- 彼女に聞いて。
女性はアルメニア人であることが判明した。彼女はすぐに外され、ステージから去ってしまいました。」
フルシチョフによれば、スターリンは反ユダヤ主義の傾向があったという。
「しかし、スターリンは公の場では、自分の服装の純度を熱心に守り、反ユダヤ主義の非難を招かないように注意していた。スターリンについてそのようなことを言った者は、もし彼が射程距離にいるなら、直ちに殺されるだろう。
実際、スターリンは熱心な反ユダヤ主義者でした。また、戦後、私がウクライナから帰国した際、モスクワの組織内でユダヤ人に対処するよう直接指示も与えた。この会話は一対一ではなく、いつものようにスターリンのテーブルで行われた。
事の発端は、モスクワの航空機工場で若者たちが不満を示し、扇動者はユダヤ人であるとされたことだった。ここでスターリンは私にこう言いました。
「我々は反撃を組織する必要がある。」ロシアの若者たちを棒で武装させ、仕事が終わったら入り口でユダヤ人たちに棒を見せさせる。
するとベリアとマレンコフはこう中傷した。
「それで、指示は届きましたか？」
コンスタンチン・シモノフは、1952年の春、スターリン賞にノミネートされた文学作品についての討論中に、スターリンが文学的ペンネームの後に作者の実名を示し始めたという事実に憤慨したかのように、完全な独白を行ったことを回想している。
「なぜこんなことが行われるのか？人が文学的なペンネームを選択する場合、それはその人の権利です。しかし、どうやら、この人がユダヤ人であることを強調するために、この人が二重姓であることを喜んで強調する人がいます。なぜ反ユダヤ主義が広がるのでしょうか？誰がこれを必要としているでしょうか？
スターリンは、自分の言葉がその日のうちにモスクワ中に広まることを承知して、こう言った。
そして彼が率直に発言したのは、彼自身のごく狭いサークル内だけだった。
閣僚評議会の副議長であるヴャチェスラフ・アレクサンドロヴィチ・マリシェフは、指導者の言葉をすべて注意深く勤務日記に書き留めた。日記から判断すると、1952年12月1日の中央委員会幹部会議でスターリンは次のように述べた。「ユダヤ人は誰でも国家主義者であり、アメリカ諜報員である。ユダヤ民族主義者は米国が彼らの国を救ったと信じている。彼らは自分たちがアメリカ人に対して義務を負っていると考えている。医師の中にもユダヤ民族主義者が多いのです。」
スターリンの指示により、国家治安当局は新たな弾圧作戦を準備していた。実証済みのテンプレートに従って、すべてが 37 年と同じように行われました。今回だけは主な犠牲者はユダヤ人になる予定だった。
 
大臣としてのヴィシンスキー
アンドレイ・ヤヌアリエヴィチ・ヴィシンスキーが新しい外務大臣に任命された。
ヴィシンスキーは大臣になっただけでなく、ナンバーワンの情報将校にもなった。彼はソ連の全情報機関を統合する情報委員会、つまり参謀本部の主要情報部門と国家安全保障省の最初の主要部門を率いた。
外国の外交官たちはヴィシンスキーを信頼しておらず、彼と何事にも同意することは不可能であり、妥協は排除されていることを知っていた。彼はソ連の提案を受け入れる必要性をパートナーたちに説得しようとしなかった。
冷戦は最高潮に達していた。おそらく首脳は、本格的な交渉の期間は終わったと考えていたのだろう。交渉のテーブルでは何も達成できません。残っているのは、強さと優位性を示すことだけです。ヴィシンスキーはこの役に最適でした。
おそらく彼は、まったく証拠がなくても「クズ、悪臭を放つ腐肉、肥料、悪臭を放つゴミの山、不潔な犬、忌まわしい爬虫類」と宣誓するだけで済むことを示した最初のプロの弁護士だった。
弁護士でもあるディーン・アチソン米国務長官は、法律と法学について異なる考えを持っていたが、同僚でありパートナーでもあるヴィシンスキーについて次のように語った。「面白い人ではあるが、生来の悪党だ」。
しかし、彼が望めば、アンドレイ・ヤヌアリエヴィッチは洗練され、愛想がよく、とても楽しく話すことができるでしょう。
ヴィシンスキー政権下では、ソ連外交の本質的な弱さ、つまり自分の意見を表明する習慣の欠如が悪化した。モロトフには今でも時々そうする勇気があった。ヴィシンスキーにはこれを買う余裕がなかった。そして、下の階には特攻隊員になりたい人はいませんでした。当局によってすでに受け入れられ、承認され、受け入れられたものをあえて超えようとする人は誰もいませんでした。これは外交政策のステップだけでなく、文言にも関係していた。新しい言葉は火のように恐れられました。 2階では当局にも同じチューインガムが与えられた。
ヴィシンスキー率いるソ連の外交官たちは、世界でどのようなプロセスが起こっているのかをほとんど理解していなかった。モスクワは依然として帝国主義大国間の矛盾の激化を予想していた。フランスとイタリアは、戦後、強力な共産党が存在したため、弱いつながりであると考えられていました。ヴィシンスキーは西ヨーロッパと米国の間の不和を煽ろうとしたソ連外交の成功についてスターリンに絶えず報告していた。
1949 年 3 月 8 日、ベングリオンはイスラエルの新政府を発足させました。
3月15日、外務省の中近東局長バクリンは、イスラエル政府の新しい構成に関する証明書に署名した。
同氏は、シャレットがヘルソンで生まれたこと、デイヴィッド・レメス運輸大臣が1925年にパレスチナのユダヤ人労働者の第2次代表団の一員として農業展示会のためモスクワを訪れ、1943年5月にはパレスチナのユダヤ人を代表してモスクワを訪れたことに言及した。 、医薬品を積んだ車両をソ連軍に寄贈した。
ゴルダ・メイアが労働・社会保険大臣に就任。これは彼女がモスクワを離れようとしていたことを意味した。
バクーリン氏は証明書の中で、これまでイスラエル関連の資料には載っていなかった事柄を指摘した。
「ゴルダ・メイアソンが駐ソ連イスラエル特使に任命された後、同志ザルビンはロンドンのユダヤ人の進歩派サークルがマイヤーソンをアメリカ諜報員として特徴づけていると私たちに知らせた。」
ワシーリー・ミハイロヴィチ・ザルビン将軍は戦前、ポーランド人捕虜の絶滅に参加し、戦時中はワシントンの外国諜報機関の駐在員であった。モスクワに戻った後、ヤコフ・ブルムキンの元友人で妻のエリザベタ・ユリエヴナ・ゴルスカヤとともに中央事務所で働いた。国家治安機関からユダヤ人が排除され始めると、ザルビンの妻もこれまでの功績にもかかわらず解雇された。
1949年3月18日、モスクワからの電報で、ソ連のイスラエル臨時代理大使モルデカイ・ナミルは、イスラエル外務省東部局長シュ・フリードマンに、展開されているコスモポリタニズムに反対するキャンペーンについて報告した。モスクワで:
「西側諸国の代表らは、公式の反ユダヤ主義への道が始まり、将来的にはシオニズムへの攻撃にその兆候が見られ、ロシアとイスラエルの関係が悪化すると予測している。私はこの観点に固執するつもりはありません...」
4月14日、ゴルダ・メイアはヴィシンスキー外相に別れの訪問を行った。
彼女は、イスラエル領土内に外国の軍事基地は作られず、ユダヤ国家は第三国、特に対ソ連に向けられたいかなる同盟にも参加しないことを確認した。「ソ連との友好は国家政策の基盤の一つであるため、特に対ソ連である」イスラエルの。」
彼女は再びソ連製兵器の購入と訓練のためのイスラエル将校グループの受け入れの問題を提起した。彼女は、陸軍武官のラトナー大佐がアントノフ将軍とこの件について話し合ったことを思い出した。
会話の録音の中で、ヴィシンスキー氏は次のように答えたと述べた。これは「多くの困難を引き起こす可能性のある厄介で複雑な質問」だ。
より詳細なイスラエル録音では次のように聞こえます。
「ある時、私たちは駐在武官を通じてアントノフ陸軍大将に、ある種の武器の供給と将校の職業的資質を向上させる機会を求めました。」とゴルダ・メイアは回想した。武器供給問題に関する資料は一度にバクーリン氏に転送された。この問題に注目していただきたいと思います。
「軍事物資については、ヨーロッパ中を旅行するのに多くの時間を費やしてきたので、私は単に出来事を知りません。」とソビエト大臣は答えた。どうやら我が国の防衛機関がこれを行っていたようです。調べてみます。しかし、これがかなりの困難と危険をはらんだ問題であることは明らかでしょう。
大臣はご機嫌でこう冗談を言いました。
「私たちがあなたにピストルを一丁渡すとすぐに、彼らはあなたに原爆を売ったと言うでしょう。」さらに、この協定の「特別な側面」に関するコメントが始まるだろう。ソ連とイスラエルの間の同盟創設が計画されている、というのは、これらの国は社会主義者でユダヤ人であるカール・マルクスによって団結されているからである。破壊を目的とした侵略同盟…軍事問題に戻り、詳細を調べてみます…
5月11日、イスラエルはソ連の努力のおかげで国連への加盟を認められた。ポーランド代表は、国際社会の新しいメンバーを歓迎し、次のように意味深に述べた。「イスラエルの運命に対する感傷的な関心の時代は終わった。共通の利益に基づく協力期間が始まりました。平和と進歩の道を歩むユダヤ人は、ポーランド、ソ連、そしてヨーロッパの人民民主主義に頼ることができます。イスラエルは間違いなく、これらの国々が建国危機の時期に真の友人であったことを思い出すだろう...」
イスラエルは第一次戦争に勝利した。
「どこからともなく、ある『イスラエルの秘密兵器』への無数の言及の問題に関して」、テルアビブのアメリカ大使館参事官チャールズ・ノックス・ジュニアは国務省に次のように書簡を送った。この武器は 3 つの要素、すなわち 1) 決意、2) 勇気、3) 必要性から構成されているという私の深い確信。主に民間人で構成されたイスラエル軍が、より優れた武装と数で勝るアラブ軍に対する勝利は、技術や論理の観点からは必ずしも説明できない勝利を表している。」
しかし、最初の勝利は決して平和の始まりを意味しませんでした。
1948年7月、CIA長官ヒレンコイター提督はトルーマン大統領に宛てた書簡で「アラブ人がゲリラの活動に無制限の支援を提供し始めることは予想される。アラブゲリラの襲撃、政治的不承認、経済制裁により、イスラエルは中東の他の地域から完全に孤立している。
このような状況下では、その安全に対する脅威が絶え間なく存在し、その経済は停滞することになるため、その将来は域外の一部の国の善意に大きく依存することになるだろう。」
1949年1月13日、国連によって任命された国連調停官ラルフ・バンシュの援助により、エジプト・イスラエル和平交渉がロードス島で始まった。
交渉手続きそのものは、アラブ諸国がユダヤ国家の出現を受け入れないことを示していた。エジプトとイスラエルの代表者が同じ部屋に集まったが、エジプト人はパートナーに気づかず、国連職員にだけ厳しく話しかけた。
ロードス島ではトランスヨルダンとの交渉が進行中だった。イスラエルは国境の村でレバノンと交渉したが、シリアとの交渉は4月4日に両国間の中立地帯で始まった。
2月24日、イスラエルはエジプトと休戦協定に署名した。 1か月後の3月23日、レバノンと。
公式交渉開始の2か月前の1月24日、レバノンとシリアへのソ連特使ダニール・ソロドは、宗教的にはキリスト教徒である元レバノン政府大臣ジョゼフ・セーラムを迎えた。彼はソ連外交官に内密にこう語った。
「パレスチナにユダヤ人国家が存在する方が、レバノンにとってはるかに有益である。なぜなら、そのような国家は周囲のイスラム教国家に対して自動的にキリスト教徒レバノンの自然な同盟国となり、ユダヤ人に報復すれば必然的にレバノンキリスト教徒を抑圧し始めるからである」 。
レバノンとイスラエルの関係の現状について、セイラム外相は、兄でレバノン参謀長のタウフィク・セイラム大佐がすでにパレスチナ国境でユダヤ軍司令部と二度会談し、イスラエルが合意する条件を受け取ったと内密に報告した。レバノンと永久停戦を結ぶ。」
イスラエルは4月3日にトランスヨルダンと、6月30日にはシリアと停戦交渉を開始した。
協定では境界線を定め、この線は「政治的境界線または領土境界線」とみなされないと規定した。しかし、米国、英国、フランスは休戦協定、特に休戦線に相当する境界内の調印国の領土保全の保証人の役割を引き受けた。
イスラエルとトランスヨルダンの間で和平交渉が進行中だった。 1950年の秋、アラブの外交官たちは、アブドラ国王がエルサレムでユダヤ人とヨルダン人の間に醸成しようとしていた友好的な雰囲気が彼らに与えた憂鬱な印象について不満を述べた。国王が殺害され、アラブ連盟理事会がイスラエルとの交渉を禁止したことで、アラブ外交官の気分は良くなった。
国連安全保障理事会は、休戦協定の締結により、紛争に関与しているすべての国に対する武器禁輸が解除されると指摘した。
イスラエルは禁輸措置の維持を望んでおり、武器購入がアラブ諸国を新たな戦争に駆り立てることを恐れていた。西側諸国は彼を支持しなかった。ソ連は忠実に投票を棄権した。
イスラエル人の抗議は無駄だった。 1950年5月25日、イギリス、フランス、アメリカはアラブ諸国とイスラエルからの武器供給の申請を検討する用意があると初めて発表した。この発言は非常に重要な意味を持ちました。アラブ諸国は以前にも武器を購入したことがある。現在、西側諸国はイスラエルに武器を売ることに同意した。
イスラエルのシャレット外相は国会で演説し、アラブ諸国によるイスラエル攻撃の結果、パレスチナ分割に関する国連の決定は無効になったと述べた。シャレットが言いたかったのは、アラブ諸国が国際社会によって設定された国境を承認しないのであれば、ユダヤ国家には承認するつもりはないということだ。
ロシア政府はイスラエル大臣のこの発言に冷静に反応した。スターリンは戦争の勝者には領土を獲得する権利があると信じており、1945年には自らソ連の国境を拡大した。
1949年6月29日、ヴィシンスキーは新しいイスラエル特使モルデチャイ・ナミルを迎え、彼に信任状のコピーを渡した。
ヴィシンスキー氏は新特使に対し、「あなたは自分の業績を不当に謙虚に評価している。あなたの立場は非常に強力であり、心配する必要はない」と語った。
ナミールは、ソ連代表をイスラエル国への友好訪問に正式に招待するよう政府から指示を受けていると述べた。
「これを内政干渉と受け取らないでください」とナミールは冗談めかして付け加えた。「しかし、我が国の国民と政府は、イスラエルの学童なら誰もがその名前を知っているアンドレイ・アンドレーエヴィチ・グロムイコ氏をゲストとして迎えることを特に喜んでいるでしょう。」
もちろん、ナミールは、ヴィシンスキーとグロムイコが互いに我慢できず、対立していることを知りませんでした。
モロトフは大臣在任中、公然とグロムイコをひいきしており、ヴィシンスキーも同様に急速に成長しつつある若いライバルを公然と嫌っていた。モロトフが解任され、ヴィシンスキーが大臣に任命されると、グロムイコにとって困難な時期が訪れた。
もちろん、スターリンはアンドレイ・アンドレーヴィチのことを知っており、指導者の許可がなければ彼に対して何もできなかった。しかし大臣はグロムイコ氏を攻撃し、何とか捕まえようとし、政治局員らにグロムイコ氏の政治的成熟の欠如について不平を言った。グロムイコに対する温かい言葉はヴィシンスキーを怒らせるだけだった。
そしてイスラエルでは、彼らはアンドレイ・アンドレーエヴィッチに本当に感謝の気持ちを抱きました。ソ連との友好関係連盟は、テルアビブの通りの一つにアンドレイ・グロムイコにちなんだ名前を付けることさえ提案した。
大臣はイスラエル大使からの正式な招待を断ることができなかった。 2週間後の7月14日、ヴィシンスキーはグロムイコのイスラエルへの招待に関するメモをスターリンに送った。
同大臣は、「イスラエル政府は、新たな融資を得て、対アングロサクソン人の圧力を弱めるために、このような訪問を利用して米国および英国との更なる交渉における立場を強化するつもりである」として、招待を拒否することを提案した。国境問題、アラブ難民、エルサレム…。
さらに、ソ連代表のイスラエル訪問は海外にさまざまな噂を呼び、米国と英国は間違いなくそれを利用してアラブ諸国における影響力を強化し、アラブ諸国との関係を悪化させようとするだろう。」
指導者はヴィシンスキーを支持した。グロムイコはその誕生に大きく貢献したこの国を訪問する機会を失った。
新しいイスラエル特使モルデチャイ・ナミル（ネミロフスキー）は、897年にヘルソン地方に生まれ、オデッサ大学経済学部を卒業し、ヴァイオリンを演奏した。 24年に彼はパレスチナへ出発した。彼の母親と妹はヘルソンに残りました。
外交官たちはいつものように国家安全省にナミールについて質問した。ヴィシンスキーのために作成された証明書には次のように記載されていました。
「入手可能なデータによると、ナミールがソ連に向けて出発したとき、マパム党指導部は彼に、ソ連のユダヤ民族主義者との接触を確立するよう指示し、彼らを通じてソ連国内のユダヤ人の中に同国への移住願望を呼び起こした。イスラエルの。
MGB によれば、これまでのところ、ソ連滞在中のナミールの反ソ連民族主義的行動に関する情報はない。」
MAPAM は、Mifleget Poalei Eretz Yisrael (イスラエル労働者党) の略称です。
7月8日、ナミールはソ連最高会議幹部会議長ニコライ・ミハイロヴィチ・シュヴェルニクに信任状を提出した。グロムイコ外務副大臣も同席した。ナミール氏はシャレット外相に「会話の雰囲気は非常に良かった」と電報を送った。シュヴェルニク氏は特使に多くの質問をし、グロムイコ氏はイスラエルの成果を非常に称賛的に語った。
ソビエト外交は世界の舞台でイスラエルを明確に支援し続けた。
8月31日、イワン・バクーリン中近東局長は、第4回国連総会でのパレスチナ難民支援問題に関するソ連代表団の演説に向けた論文を作成した。論文にはイスラエルを非難する言葉は一言もありませんでした。
外務省の文書には、「パレスチナ難民の問題は、パレスチナ問題の平和的解決を妨害し、パレスチナでの軍事行動の条件を作り出した英国と米国の一部の独占主義サークルの政策の結果として生じた」と述べられている。ユダヤ人とアラブ人に深刻な苦しみをもたらしたパレスチナ…
ソ連代表団は、難民問題の根本的な解決策は、一方でアラブ諸国と他方でイスラエル国家との間の和平を締結し、総会の決定を迅速に履行することであると信じている。 1947年11月29日、パレスチナのアラブ地域の領土における独立したアラブ国家の創設について…」
アラブ指導者らはパレスチナのアラブ人にイスラエル領土から立ち去るよう説得し、ユダヤ人を速やかに滅ぼすことを約束し、そうすれば誰もが解放された土地に戻れるだろうと約束した。 1950年に遡ると、ハイファのアラブ民族委員会の指導者たちは、ハイファのアラブ人全員を排除したのは自分たちだと誇らしげに語った。
モスクワ外務省は、アラブ諸国が難民帰還問題を提起しているにもかかわらず、彼らを助けるために何もしなかった理由をよく知っていた。
1949年4月14日、レバノンのソ連使節団は、その監督官であるゾーリン外務次官に次のように報告した。パレスチナはアラブ人の一部だが、彼らはユダヤ国家の領土内に第5列のようなものを持ちたいと考えているため、将来的に戦闘が再開された場合に、アラブ人の攻勢に本格的な支援を提供できるだろう。 」
1949年9月3日、外務省中東諸国局は膨大な報告書「パレスチナ問題」を作成した。
特に第一次アラブ・イスラエル戦争の犯人の名を挙げたのは間違いない。そしてそれはイスラエルではありませんでした。
「パレスチナにおけるアラブの侵略はイギリスによって引き起こされたことが知られており、イギリスはアラブ人の卑劣な民族主義的願望を利用し、ユダヤ人に対する戦争を推進した。...
イギリスとアメリカの帝国主義者のあらゆる努力にもかかわらず、彼らはイスラエル国家の出現と強化を阻止できず、それが現実となった...」
外交政策における親イスラエル路線は、国内の反ユダヤ主義の増大を伴った。
中央委員会機構の職員たちは、友愛共産党の代表者たちと会談しながら、「そしてジダーノフ同志は中央委員会機構からすべてのユダヤ人を一掃したのだ！」と公然と自慢した。
スターリンの反ユダヤ主義は生物学的、より正確には動物学的なものでした。まだかなりの地位にあるユダヤ人が多数いた。彼らは科学、医学、芸術に多大な貢献をしました。まず第一に、彼らは競争相手として戦った。
スターリンによって党ノーメンクラトゥーラのトップに育てられた無学で邪悪なパンクたちは、自分と異なるすべての人に対して憎しみを感じていました。したがって、「根無し草の国際人」のグループと「害虫医師」のグループの両方にロシア人が含まれていた。キャンペーンの反ユダヤ主義的な性質を隠すためだけでなく、彼らを静かに排除するためでもある。
ナチスのもとでは、これは「白人ユダヤ人」との戦い、つまり血ではなく精神によってユダヤ人に対する戦いと呼ばれていた。 「コスモポリタン」との戦いの中で、プロの内部告発者の結束の固い集団が現れたが、彼らは通常、同僚を潰すことで出世しようとする才能のない人々だった。
ロシアの傑出した哲学者ニコライ・アレクサンドロヴィチ・ベルジャエフは、「ユダヤ人への憎しみは、しばしばスケープゴートを探す行為である。人は不幸を感じ、自分の個人的な不幸を歴史的な不幸と結びつけると、すべての不幸を責められる犯人を探します。これは人間の本性を尊重するものではありませんが、犯人が発見され、憎まれ、復讐されると、人は平安と満足感を感じます。」
粛清は国中で行われた。ユダヤ人は科学、医学、高等教育機関、国家機構、軍隊から追放された。
1949年10月5日、イスラエル特使ナミールはシャレット外務大臣に電報を打った。
「シナゴーグは満員で、多くの若者を含む数千人が通りに立っていた。しかし、昨年とは異なり、誰も私たちに連絡しようとはしませんでした。私たちが行き帰りする間、何千もの目だけが私たちに注がれていました。多くは歓迎されていますが、むしろ慎重です...
今年に入り、ユダヤ人に対する敵意が激化した。草の根レベルの政府当局者は、ユダヤ人をスパイ容疑のある不誠実分子として特徴付けている。公募は企業や機関で行われています。
- あなたの州に行って、イスラエルに行ってください...
多くの人は、ナチスによる絶滅の生存者の避難場所となっているモスクワからの強制送還が間もなく始まるのではないかと懸念している...」
10日後、シャレットはモスクワにいるナミラに電報を打った。
「我々は、国際的なユダヤ人報道機関、特に米国において、また非ユダヤ人報道機関においても、ソビエト系ユダヤ人問題に関するキャンペーンを開始し、すべての信頼できる情報を報道機関に漏洩させなければならない...」
実際、イスラエル人は何をすればよいのか分かりませんでした。ソ連国内の反ユダヤ主義運動について沈黙を守ることは恥ずべきことである。発言するということは、第一にソ連の支持を失うこと、第二にソ連のユダヤ人の状況を悪化させることを意味する。絶望的な状況でした。
モスクワで働くイスラエル外交官らは、ソ連当局の反ユダヤ主義について声を上げることは危険であり、無意味であると信じていた。
イスラエル宣教顧問アリー・レバヴィ氏はシャレット氏に次のように意見を述べた。
「今まで以上に、ソビエトのユダヤ人と私たちの生きたつながりは、ソビエトによって、彼らのイデオロギー政策の基盤に対する打撃として、彼らが築いた孤立の壁の非常に危険な亀裂として認識されるでしょう...これは、ソビエトのユダヤ人を指します。スパイ活動の危険と「第5列」の出現...
街頭演説はソ連系ユダヤ人の状況を絶対に改善しないが、イスラエルとソ連の関係を悪化させる可能性がある。」
アリエ・レヴァヴィはビルナ生まれなのでロシア語を話しました。彼はドイツのハイデルベルク大学で学んでいましたが、ナチスのためにパレスチナへ向かいました。第二次世界大戦中、彼はイギリス軍で戦った。 1948年に彼は領事としてモスクワに来た。
しかしイスラエル外交官らは自国政府に対して沈黙を求めただけだった。彼らは大衆や報道機関に影響を与えることができませんでした。イスラエルはすぐに民主国家として誕生しました。民間の新聞やラジオ局の自由は、狭い範囲の問題に関してのみ軍事検閲によって制限されていた。国の国内政策や外交政策、政府首脳を含む政治家の人格など、その他すべてが議論され、批判され、嘲笑される可能性があります。
イスラエルの政治家やジャーナリストは、ソ連で何が起こっているかを知りながら黙っていなかった。
これらの演説を読んだソ連の外交官やソ連指導者たちは激怒した。彼らは単にメディアの自由が可能であることを理解することを拒否したのです。
1949年12月7日、ソ連のエルショフ駐イスラエル特使は、アナトリー・イオシフォビッチ・ラヴレンチェフ外務次官に「イスラエルの報道機関における反ソ連のプロパガンダ」という証明書を送った。
「この証明書は、イスラエルの報道機関における反ソ宣伝の主な方法と方向性を示しており、今年5月から11月までの期間の広範な資料を収集しており、イスラエルの反動報道機関が組織的な反ソ宣伝を行っていることを示している。
外交的にも報道を通じても、我が国側からまだ適切な反応が得られていないという事実により、イスラエルの報道機関における反ソ宣伝は加速度的に激化しており、通常の外交関係の存在において観察される限界を超えている。 」
イスラエルに対する不満は他の理由からも生じた。
1949年12月5日、シャレット外相はきっぱりとこう述べた。「イスラエルの外交政策は非同盟政策である。イスラエルは冷戦関係者のいずれとも同盟を結ぶつもりはない...」
実際、イスラエルは社会主義諸国ではなく、西側諸国と同じ陣営に属することがますます増えてきました。モスクワでは、このことがイライラを引き起こしました。私たちがあなたを創造したのに、あなたは私たちをサポートしません!
国連は、各国の外交官に対し、国民に気づかれずに、密室で長時間にわたる協議や対話を通じて合意に達し、妥協に達するユニークな機会を提供しています。しかし当時、彼らは妥協を期待していませんでした。ソ連の外交官たちは国連を衝突、対立、虐待の場に変えた。同意する必要はなく、虐待する必要があったのだ。
12月13日、イスラエル国連代表部のギデオン・ラファエル参事官は、ソ連国連常任代表代理に任命されたセミョン・ツァラプキンとの会談についてモーシェ・シャレット外相に報告した。
ツァラプキンはイスラエルに対して次のように深刻な主張をした。「総会でのあなたの演説は、あなたが明らかに米国の側に傾いていることを証明している。あなたはいかなる問題についてもアメリカに明確に反対したわけではなく、ソ連にとって極めて重要な多くの問題について、ソ連の立場に反対票を投じました。」
セミョン・ツァラプキンは、英国と米国による新たな世界大戦の準備を非難する決議案の採決を回想した。同氏は、ソ連の観点からは、この提案が会期の議題の中で最も重要であると強調した。イスラエル代表団はアングロサクソン決議案に反対票を投じただけでなく、参加した...
イスラエルに対する態度は急速に悪化した。
1950年3月22日、外務副大臣V.ゾーリンはCPSU中央委員会書記M.A.にメモを送りました。ススロフ:
「情報委員会の資料に基づいて編集され、3月21日に送付されたシオニズムに関する証明書に加えて、私は中近東省が編集したこの問題に関する証明書2部を送ります。ソ連外務省。ソ連と諸国の人民民主主義に対する彼らの態度を特徴づけるシオニズム指導者らの演説を収録。
この証明書には、最近の主にイスラエル国の代表者による、ソ連および人民民主主義諸国に対する敵対的な活動の事実も含まれています...」
1946年の春、スターリンは若く成長中の党員ススロフをモスクワに転勤させた。彼は中央委員会の組織局に加えられ、外交政策部門の責任者として承認された。部門の名前はその実際の任務に対応していませんでした。ミハイル・アンドレーヴィチの責任は外国共産党の行動を監督することであり、資金は彼を通じて共産党に送金された。
ススロフはまた、ユダヤ人反ファシスト委員会の活動を監督する任務も与えられたが、それは明らかに彼を満足させなかった。ミハイル・アンドレーヴィッチは、戦争中にナチズムと戦うために設立された委員会はもはや必要とされないだけでなく、スターリンを苛立たせたと感じた。ススロフ氏は直ちに委員会の閉鎖を提案した。しかし、この提案はその時点では受け入れられませんでした。ミハイル・アンドレービッチは物事を急いだ。
ススロフは、反ユダヤ主義に関与した戦後のイデオロギー運動からキャリアを築きました。スースロフは、ユダヤ人によるさまざまな機関の「汚染」についてメモを書き、スターリンとジダーノフに、多くの文化的および科学的機関で「外国や外国人に対する称賛と卑屈さが根付き、警戒心とソ連の愛国心の感覚が失われている」と報告した。 」
1947年5月、モロトフ、ヴィシンスキー、グロムイコが指導者の指示でユダヤ国家の創設に賛成する議論を選択していたとき、ススロフはイデオロギーを担当していた政治局員ジダーノフに「全連合外国文化関係協会（VOKS）のユダヤ人による「目詰まり」。同時に、彼はVOKSの活動における「重大な政治的間違い」を明らかにした。
アジトプロップのススロフと彼の部下は、1950年6月21日付けの政治局の秘密決議草案を作成した。「自動車省職員との作業で発見された重大な誤りに関連して、職員の選定と訓練における不備を排除するための措置について」トラクター業界。」
ソ連のすべての部門は、責任のある従業員の国籍を義務的に示すとともに、人事業務に関する報告書を毎年中央委員会に提出するよう指示された。政治から遠い人々でさえ、中央委員会がユダヤ人の数だけに興味があり、目立った地位にあるユダヤ人労働者を排除することを証言する優れた報告書であることがすぐに明らかになった。
中央委員会機構は指導部向けに特別な表を作成し始め、それは労働組合と共和党部門の指導部幹部のユダヤ人の数がいかに急速に減少しているかを示した。
52年目までに、地域委員会の第一書記、地域委員会、あるいは共和国中央委員会の書記など、ユダヤ人は一人も残らなかった。間もなく、党機構全体からユダヤ人が完全に排除された（詳細については、G.V. コスティルチェンコの著書『スターリンの秘密政治』を参照）。
ススロフの指導下にあるアジトプロップ機構はメディアからユダヤ人を一掃し始め、編集局を次々と系統的にチェックした。ユダヤ人をひいきにしていると非難された編集長も失職した。次に、創造的労働組合、文化機関、教育機関、科学機関の粛清が計画された。
中央委員会科学部門の責任者であるユーリ・アンドレーエヴィチ・ジダーノフ（政治局員の息子）は、主要な科学機関の人員の「詰まり」に関するメモをススロフに提出した。
「科学アカデミーの多くの研究所では、国籍に基づいて偏った人材選考が行われています...
理論物理学者と物理化学者の間で独占グループが形成されました - L.D.マサチューセッツ州ランダウレオントビッチ、A.N.フルムキン、Ya.I.フレンケル、V.L.ギンズブルグ、E.M.ジョージア州リブシッツグリンバーグ、I.M.フランク、A.S.ニューサウスウェールズ州コンパニーツ」
ジダノフ・ジュニアのリストには、将来のノーベル賞受賞者となる優れた科学者が含まれていた。彼らなしでは、ソ連の科学は疲弊してしまいました。役人たちは気にしなかった。中央委員会は直ちにユダヤ人（学者、通信会員、医師、科学者候補者）の表を作成し、その数を減らすべきだと決定した。
原子力プロジェクトの責任者であるイーゴリ・ヴァシリエヴィチ・クルチャトフ教授が介入した。彼はベリアに、これらの人々なしでは核爆弾を作ることはできないと明確に説明しました。ラヴレンティ・パブロヴィチはスターリンに頼ったので、物理学者たちは放っておかれました。ただし物理学者に限る。
イスラエル使節団はソ連における反ユダヤ主義運動について、あるいはむしろ表面上にあることについて政府に情報を提供した。
1950年3月8日、シャレット外相はモスクワのナミール特使に次のような手紙を書いた。
「この災害に対して私たちは無力です。
さらに、ちょうどこの頃、私たちは、同様に完全な絶滅を宣告され、抑圧的な政権の支配下で無力に震えていた別のユダヤ人コミュニティにとって大きな救いを与えられました。つまり、当然のことながら、ユダヤ人にユダヤ人の活動を許可するというイラク当局の決定のことです。イスラエルに向けて出発する。
この予期せぬ事態は、私たちのたゆまぬ努力のおかげで達成されました。
無知な狂信と残忍な圧政の国であるイラクで、私たちは影響力の場を作り、生きたコミュニケーションを維持し、行動し、影響力を与えることができました。ソ連では、私たちは出来事を観察し記録することしかできませんが、それも非常に不完全な方法でしかできません...」
そしてイスラエルのソ連使節団はモスクワに次のように報告した。
「英米圏の道具と化したイスラエルの外交政策は、ソ連の支援を得てわずか1年半前に達成した独立をイスラエル国家の喪失へと導いている。...
ソ連と人民民主主義に対する現在のイスラエル政府の政策は、不誠実で、回避的で、非友好的な政策です...」
1950年3月25日、外務省の若手職員オレグ・プルドコフによる記事が『文学官報』に掲載され、記事中で「中傷者」と呼ばれたイスラエルのシャレット首相を直接非難した。
シャレットはエルショフ特使を自分の家に招き、その記事に対する憤りを表明した。エルショフは大臣の話をさえぎり、「リテラトゥルナヤ・ガゼータはソ連政府の機関ではないので、この記事についての議論に入るつもりはないと述べた。」もちろん、エルショフは、まさにこの理由で『Literaturnaya Gazeta』がそのような出版物に選ばれたことを理解していました...
テルアビブのソ連外交官はますます反イスラエルの立場をとった。 51年4月30日、エルショフ駐イスラエル特使はモスクワに電報を打った。
「私は、今年の独立記念日にシュヴェルニク同志に代わって挨拶電報を送るのは不適切であると考えている。 3年前に独立を獲得したイスラエル国家は、アメリカとイギリスの帝国主義陣営に加わったことでその大部分を失ってしまった...
ソ連に対する態度は敵対的となった。反ソ連のプロパガンダは組織的に行われており、その規模はますます拡大している。」
世界の他の地域のソ連外交官は依然としてユダヤ国家に対して非常に友好的であった。
1950年6月9日、ソ連の国連代表ヤコフ・アレクサンドロヴィチ・マリクは、同じく駐米大使となったイスラエル人の同僚アバ・エバンを迎えた。イスラエル代表団顧問のギデオン・ラファエル氏も出席した。
「会話は1時間以上続きました」とアバ・エバンさんは書いている。「しかし、これほど長い時間が経っても、マリク氏に別れの時が来たと説得するのは簡単ではなかった。ソ連の代表者は国連機関を厳しくボイコットしているため、さまざまな国際委員会や委員会での進行中の仕事の重荷から解放され、ゲストと長く徹底的な会話をする機会がある。
さらに、自己隔離状態にあったソビエト代表部では、実生活からいくらか孤立しているという感覚があり、そのため外部からのあらゆる情報を渇望している。あらゆる情報源からあらゆる印象や評価を吸収したいというこの願望は、特に私たちに関して顕著である。なぜなら、ソ連の代表によれば、私たちは米国に非常に広範なつながりを持っており、あからさまな問題の根源に到達できるようだからである。そして秘密政治。
事実、ソ連は国連と真っ向から対立していた。 1950年、ソ連の代表者はノルウェー人のトリグヴェ・リーの書記長ポストへの再選を阻止した。
ヴィシンスキー外相はニューヨークに到着し、休みなく演説した。彼は講演力が高く、それは誰もが認めた。西側外交官の中にそのようなズラトウストは存在しなかった。しかし、ノルウェー人は依然として事務総長に選出された。ソ連の代表者は彼を無視した。
ヤコフ・マリクは、当時国連ビルでトリグヴェ・リーに会ったとき、大声でこう尋ねた、と年下の同僚ヴィクトル・イスラエルヤンに喜んで語った。
— なぜ警備員が国連施設への許可のない人物の立ち入りを許可するのでしょうか?
1950年10月、イスラエル特使ナミールは祖国に呼び戻され、ヒスタドルート（労働組合）の事務総長に任命された。彼は別れを告げるためにグロムイコに来た。アンドレイ・アンドレーヴィッチはとても親切でした。
「あなたは家に帰るので気分は良いですが、私たちはあなたが去ってしまうので悲しいです。」
チェコスロバキア大使館でのレセプションで、ナミルはグロムイコと夫に多大な影響を与えた妻リディア・ドミトリエフナと話をした。 「後者は、ほとんどが私の退職に対する惜しみない賛辞と遺憾の意でした」とナミールさんは省に電報を打った。 「特別なロシアの温かさで発声されたこれらの素朴で心のこもった言葉を、外交マナーの影もなく、感情もなく受け取ることは不可能でした。」
10月4日、イスラエル外務省はイスラエル教育文化大臣シュヌール・ザルマン・シャザール（ルバショフ）を駐ソ特使に任命することを正式に要請した。彼が大臣に就任して最初に署名した文書は、イスラエルにおける普遍的で無料の教育に関する法令であった。
ソ連の外交官は国家安全省に連絡した。そこから、国家安全保障省第一副大臣セルゲイ・イワノビッチ・オゴルツォフ中将（ミンスクでのソロモン・ミホエルス殺害を主導した）の署名入りの返答が届いた。
MGBの証明書には、シャザールがソ連に対して「非友好的な態度」を示し、またソ連国民である彼の弟が最近「反ソ連国家主義活動の罪で」10年の刑を宣告されたと記載されていた。
彼らはスターリンに報告した。指導者はイスラエル側に対し、特使の立候補に関して「困難に直面した」と回答するよう命じた。シャザールはモスクワには来なかった。 63歳で彼はイスラエルの大統領に就任した。
シュムエル・エリヤシフは特使としてモスクワに来た。 1945 年からはヒスタドルート執行委員会のメンバーを務めました。イスラエル建国後はイスラエル外務省東欧局長となり、1950年には特使としてチェコスロバキアとハンガリーに派遣された。
1951年8月31日、エリアシフは外務副大臣アレクサンドル・エフレモヴィチ・ボゴモロフを訪問した。ボゴモロフは高等軍事教育学校を卒業し、赤軍司令官のための化学上級コースで教鞭を執り、全連合研究所の弁証法的唯物論部門の責任者を務めていた。 L.M.にちなんで名付けられた皮革産業カガノビッチ。
ボゴモロフは研究所から中央委員会の組織に引き入れられ、1939年に書記長として外務人民委員会に異動した。戦時中、ボゴモロフは英国に避難してきた移民政府のロンドン大使を務め、戦後は駐フランス大使を務めた。 1950年に副大臣に任命された。彼は話すよりも聞くことを好みました。
イスラエル外交官はアレクサンダー・ボゴモロフに対し、エジプトがスエズ運河を通ってイスラエル向けの貨物を運ぶ船舶の許可を拒否していることに関する安全保障理事会へのイスラエルの訴えを支持するよう要請した。 「ソ連の国連代表団がイスラエルに反対票を投じるというケースはなかった」とエリアシフは回想した。今回もソ連政府の立場は変わらないと我々は予想している。」
1951年、ソ連大使館とモスクワとの書簡の中で、アメリカ帝国主義に対抗するアラブ諸国を支援するという提案が初めて登場した。それでもシリアは最も反米的な国家として特別な同情を呼んだ。
10月4日、シュムエル・エリアシフはイスラエル外務省に電報を送った。
「ユダヤ人の新年の前夜と2つの休日に、私たちはシナゴーグを訪れました。いつものように、何千人もの参拝者が集まり、その多くは若者です。
私たちの周囲には緊張した雰囲気があり、近づくことへの恐怖があり、個々が意見を交換しようとしています。彼らのうちの 2 人は、ユダヤ人の状況に関する重要な情報を記したメモを私たちに提供してくれました。シナゴーグ内のスパイが私たちの一挙手一投足を監視していました。」
しかし、ヤコフ・マリクは国連代表であった間、イスラエルの同僚との個人的な関係を進んで維持し、アンドレイ・ヴィシンスキーはイスラエルの外交官と親切に話すことを自分に許した。
1952年1月6日、パリのソ連大使館でヴィシンスキー外相はイスラエル人の同僚モシェ・シャレットを出迎えた。
シャレットはロシアで生まれました。彼は13歳の時にパレスチナに連れてこられた。彼はイスタンブールで学び、第一次世界大戦中はトルコ軍に中尉として従軍しました。彼はパレスチナにおけるユダヤ人のポグロムに反対するユダヤ人警察の組織者であった。
シャレットはアラビア語を流暢に話し、アラブ文化を理解し、アラブ人を理解していました。東方外交の複雑さに対する彼の理解は、ヴィシンスキーとの会談に役立った。同時に、大臣は珍しい衒学者であり、すべてを覚えており、交渉中は最後まであらゆる立場を守りました。
両大臣は長時間会談し、シャレットは詳細な報告書をまとめた。
イスラエル人は、彼にとって最も重要であり、ソ連の外交官にとっては最も不快な問題から始めた。
「ヴィシンスキー氏の許可を得て、私たちの会話の中ですでに提起された問題を明確にしたいと思います。皆さんの忍耐を乱用しないことを願っています。」疑問は単純だ。ソ連のユダヤ人がイスラエルに来ることができる時代が来るのだろうか？
アンドレイ・ヤヌアリエヴィッチはすぐに答えたかったが、シャレットがまだ書き終えていないのを見て、紙と鉛筆を取り、書き留め始めた。
「ソ連はイスラエルへのユダヤ人の帰還者がいない唯一の国だ」とシャレット氏は続けた。 「これは私たちにとって非常に憂鬱で心配なことです。」私たちは現状を受け入れることができません。ユダヤ人の運命は他のすべての民族の運命とは異なります。すべての民族は自分たちの土地に住んでいます。ユダヤ人は土地から追放され、世界中に散らばりました。彼らにとって民族解放は祖国への帰還から始まらなければならない。なぜソ連がユダヤ人の歴史の道に障害を置く必要があるのか、私たちは理解できません。
ヴィシンスキーは首を振り、シャレットを厳しい目で見て、人々の歴史の道筋については異なる視点があるかもしれないと言いました。
「現代のユダヤ人の歴史がどちらの方向に進んでいるのか、私たちは疑いの余地がありません」とシャレット氏は反対した。 「私たちは地球の表面に散らばった塵だったが、なんとか団結することができた。ソ連は私たちが国家になるのを助けてくれました。この支援は私たちの歴史のタブレットから決して消えることはありません。しかし、独立の達成によって私たちの形成が完了したわけではありません。しかし、ソビエト系ユダヤ人だけがこのプロセスに参加していない。最近、モスクワ駐在の我が国の特使はヴィシンスキー氏と近親者の送還問題、つまり家族が我が国に住んでいるソ連国民に対するイスラエル渡航ビザの発給問題について話し合う機会があった。少なくともこの部分においては、イスラエルからのソビエト系ユダヤ人の孤立が克服されるという解決策が見つかることを期待できるだろうか。
ヴィシンスキーは時々メモを見ながら答え始めた。彼の声にはかろうじて抑えられた苛立ちがあった。それからそれは爆発しました。
「ソ連は最も困難な時期にイスラエルの側に立った」とアンドレイ・ヤヌアリエヴィッチは回想した。 「誤解であってほしいが、将来イスラエルには困難な時期が待っているという印象がある。そのような場合、彼はソ連の支援をしっかりと頼りにすることができる。イスラエル自体はソ連に対してどのように振る舞うのでしょうか？どのような場合に彼はソ連を助けますか?結局のところ、国家間の関係では、報復なしに助けを求めることは習慣的ではありません。このセッションで私は座ってあなたを見ています、そして私には何が見えますか？あなたは援助をしないばかりか、ソ連に対して非友好的な立場さえとります。あなたにとって米国と衝突するのは簡単ではないことは承知しています。あなたは経済的にアメリカ人に依存しており、私はあなたの状況が難しいことを理解しています。しかし、少なくとも投票を棄権することはできなかったのでしょうか？あなたがアメリカの立場を支持したことは、私と私の同志を深く動揺させました。コスタリカやホンジュラスの投票方法は気にしませんが、イスラエルはどうでしょうか？我々は、イスラエルがソ連の敵を一貫して支援する方向に動いたと確信している。
シャレットはヴィシンスキーの話を遮った。
「米国の立場に反して、私たちがどのようにしてベラルーシの安全保障理事会立候補に投票したかはよくご存じでしょう。
この発言は新たな憤りを引き起こした。
ヴィシンスキー氏は、「ベラルーシに投票することで、イスラエルはソ連ではなく主に自国に対する義務を果たした」と述べた。 「それはアメリカ人によって違反された基本原則を遵守することの問題でした。イスラエルはどうして米国のような大国の友好関係に頼ることができるのでしょうか？アメリカ人はイスラエルが利用できる限りだけ援助するだろう。米国は常に自国の利己的な利益だけを考えて行動する。彼らの計算は変わり、この強盗たちは躊躇なくイスラエルを絞め殺すだろう。そんな状況でもイスラエル人はソ連に助けを求めに来るのか！イスラエルにはそのような援助を受ける権利はない！これが公式の会話であれば、あなたはソ連の政策の本質を理解していないので、私には説明する義務はない、という発言にとどめて、ここで終わらせていただろう。しかし、これは単なる公式の会話ではなく、私が常に個人的な同情と尊敬の気持ちを抱いてきたシャレットとの会話です。私はあなたに状況を説明する準備ができています。
確かに、あなたの特使は家族の再会の問題について私と話し合った。しかし、ここ1年、私は半年ほど病気（心臓病）を患い、ビジネスができなくなりました。そして今でも私たちは自分自身の世話をしなければなりません。しかし、パリから戻ったら、これらの問題に取り組むつもりです。イスラエルに子供を持つ高齢者について話している場合でも、イスラエルに両親を持つ若者について話している場合でも、人々を不必要に苦しめる理由はありません。しかしこの場合、移民という観点から、問題は別の形で提起される。
会話を録音したイスラエルの外交官は、ヴィシンスキーがこの単語をウクライナ訛りの摩擦音「r」で発音していたと指摘した。
「移民について話すことは何もない」とヴィシンスキーは言い切った。 ――ソ連の政治体制はこれを許さない。さらに、この点に関しては問題は存在しません。ソ連のユダヤ人を他の国のユダヤ人と混同してはならない。私自身にもユダヤ人の友人がたくさんいますが、イスラエルや他の国への移住を考えている人は一人もいません。そしてこれは驚くべきことではありません。ソ連のユダヤ人は完全な平等を享受している。彼らは生活のあらゆる分野で重要な位置を占めています。ソ連で最も有名で愛されている人物の一人であるラザール・カガノヴィチについて言及するだけで十分です。
アンドレイ・ヤヌアリエヴィッチがスピーチを終えると、シャレットはすぐにこう言った。
「私はあなたの個人的な信頼に非常に感謝しており、私自身も誠心誠意お話しさせていただきます。」
話した後、ヴィシンスキーはリラックスして良い気分に戻りました。そこで彼はシャレットの話を遮ってこう言った。
- いかなる追加の状況も、あなたに対する私の個人的な態度を変えることはできません。数分前に少し機嫌が悪くなり、本当に後悔しています。気にしないで。
「あなたが私に説明したかったことはよくわかりました。私としては少しコメントすることをお許しください」とシャレットは穏やかに話した。 — もちろん、ベラルーシに投票することは、私たちが遵守する原則に関連した私たちの義務でした。しかし、それが米国との関係に大きなダメージを与えているという事実は変わりません。そして、私たちの経済がアメリカの援助に完全に依存していることを考えると、皆さんがこの援助の必要性を理解してくれたと聞いてうれしく思いましたが、もちろん、そのような決断は私たちにとって簡単ではありませんでした。私たちの国家建設がどれほど米国の援助に依存しているかをあなたが理解しているかどうかはわかりません。地元の資源だけを使って、すでに到着している数十万人の帰還者とこれから到着する数十万人の帰還者を収容できる経済を構築することはできません。外国援助の唯一の供給源はアメリカです。アメリカのユダヤ人だけでなく、アメリカ政府も同様です。
「あなたのアプローチは理解しています」とヴィシンスキー氏は言った。「しかし、正直に言うと、私はそれを共有できません。」しかし、これは私の個人的な意見であり、国家の代表としてではなく、同じ大学の元学生二人として話すことができます。私は個人的に、あなたが選んだ道は独立ではなく、経済的、政治的奴隷化につながると信じています。
「『奴隷化』されることを恐れてアメリカの援助を拒否したら、すぐに私たちは存在しなくなるだろう」とシャレットさんは反論した。そして、これは経済援助だけの問題ではありません。たくさんの武器が必要だ。私たちは四方八方から敵に囲まれています。しかし、我々は外国からの援助を必要としているにもかかわらず、ソ連に対するいかなる攻撃的な計画にも援助をしないと決意している。ソ連の報道機関が、我が国に米軍基地が建設されているとされ、我が国がいかにして暗い目標を達成するために米国の手中にある道具であるかについてのフィクションを絶えず出版していることを我々は知っているが、これらの出版物には何の根拠もない。
「私たちはあなたについてそんなことを言ったことは一度もありません」とヴィシンスキー氏は指摘した。
「それにもかかわらず、ソビエトのマスコミは常にそのような情報を発表しています。
ヴィシンスキーは沈黙したままだった。
「われわれは国際的地位のバランスを維持することに関心があるが、ソ連はわれわれを助けてくれない」とシャレット氏は反対側から語った。 — アメリカのユダヤ人とのつながりは絶えず拡大していますが、ソ連のユダヤ人とのつながりはありません。その結果、この点ではアメリカ側が有利であることが判明した。
ヴィシンスキーはこれらの言葉に激しく反応した。
アメリカが自国の利益のためだけにこうした関係を促進していることをどうしてイスラエルは理解できないのだろうか？イスラエルに来るアメリカ系ユダヤ人はワシントンの計画を実行するための道具だ！
— 私が言ったのは、イスラエルに帰還するアメリカ系ユダヤ人という意味ではありません。彼らは非常に少数です。私たちはイスラエルを訪問したアメリカ系ユダヤ人のことを話しています。そして私たちは彼らを訪問することができます。
「それは別問題だ」ヴィシンスキーは器用に体をくねらせて立ち去った。 - これは観光です。実際、ソ連の観光業は資金不足に悩まされており、国家は戦後復興に忙しく、観光業の発展に自由に使える資金はない。しかし、時間が経てば状況も変わってきます。
シャレットは会話が行き詰まってしまったことに気づいた。彼は一歩も進めなかった。
— すべての「i」に点を付けて、この問題に関する私たちの立場を明確にするために、私たちはいつかスターリンと会いたいと思っています。
「スターリン同志はこの問題をよく理解している」とヴィシンスキー氏は述べ、指導者が何かを知らないのではないかという思い込みを否定した。
それにもかかわらず、シャレットはユダヤ人移民についてもう一度別れを告げようとした。
――多くのソビエト系ユダヤ人が自分たちをソビエト体制の血肉と考えており、ソビエト連邦を離れることさえ考えていないことは私たちには明らかです。しかし、おそらく、そのような機会が与えられれば、イスラエルへの本国送還を選択する人も多いだろう。
ヴィシンスキーは再びこう繰り返した。
- 誰もそのような願望を表明しません。
「それは、方法がないからです」とシャレットは思い出させた。
「誰もビザを申請していない」とヴィシンスキー氏は冷静に語った。「そして、出国を希望する人を私たちは知りません。」ユダヤ人はソビエト社会の一部であるため、ソビエト連邦を離れたいという願望はまったく生じません。来て見れば、自分の目でわかるでしょう。
ヴィシンスキー氏は言葉のためにこう言った。しかし、シャレットは彼の言葉をそのまま受け入れました。
――一般的に言って、ソ連に来る許可をお願いしたいのですが。
ヴィシンスキーは自分が余計なことを言ったことに気づき当惑したが、すぐに訂正してこう言った。
- いつも会えて嬉しいです。
これは正式な招待とはみなされません。しかし大臣たちは極めて友好的に別れた。
モスクワのイスラエル使節団も会話の録音を受け取った。
2月1日、イスラエルの駐ソ連特使エリアシフはシェルトクに対し率直に自分の意見を述べた。
「ヴィシンスキーとの会話の内容を注意深く読みました...
私には、あなたが一人でこの会合に出席したのは間違いだったようです。ヴィシンスキーは一人で来たが、それは彼らの習慣ではまったくなかった。つまり、彼はあなたと自由に会話する準備ができていました、そしておそらく、会話への参加が彼にとって不明瞭な見知らぬ人の出現自体が彼をさらにイライラさせ、同時に公衆の聴衆を提供しましたスピーチ。
あなたが目を向けずに向かい合って座っているときに、ヴィシンスキーが癇癪を起こすとは想像しにくいです...」
エリヤシフ氏は、国連総会でのイスラエル代表団の行動に当惑したと書いた。同氏は「非同盟路線からの重大な逸脱が生じている」と信じていた。
モスクワの特使は大臣に次のように主張した。
「もし我々が本国送還の分野でソ連から何かを受け取ることを真剣に期待しているのであれば、またソ連系ユダヤ人の問題が我々にとって本当にそれほど重要であるならば、我々はこの問題の解決が依存している当事者の利益を考慮に入れなければならない。
私たちはここで現実全体に反する解決策を求めていることを忘れてはなりません。それは、国境を密閉するという厳格な慣行全体に根本的に矛盾します。私たちの側として、彼らの目を彼らに敵対する陣営の不可欠な部分として見るならば、私たちは彼らが彼ら自身の考えに反することを期待する少しの理由もありません...
結局、この会議でも、ロシア人はアラブ人と媚び続けていたにもかかわらず、私たちに対して行動を起こさなかったし、私たちの問題についてはアラブ諸国に賛成票を投じなかった...
私は明白な結論に達した。ソビエトのユダヤ人は我が国の政治に関係するあらゆることに限りなく敏感であり、彼らはイスラエルが祖国の敵と同じ陣営に陥ることを本当に非常に恐れている。これらの人々は、他国のユダヤ人が祖国に対して献身的であるのと同じように、祖国に対して献身的です。
彼らはただイスラエルがソ連の目に敵として映らないことを祈り、我々のあらゆる行動、あらゆる投票を恐れており、新聞で我々の一部に関する記事や注目を目にするたびに二重三重に苦しみます。不親切な行為…
もちろん、ここで人は次のように答えることができます。離散ユダヤ人にはイスラエルの政策に責任はなく、イスラエルはその必要と利益に従って政策を決定します。しかし、そのような質問の定式化は、他の場所に適用した場合でも、独断主義の匂いがあり、私がいる国に適用した場合、それは単に人生から切り離されています。ここでは、他の場所とはまったく異なる感情的および理性的なカテゴリーが機能しています...」
1952年2月23日、ソ連のグロムイコ外務第一次官は指導者に次のようなメモを送った。
「同志スターリン I.V.
1951年12月8日、イスラエルの駐ソ連特使エリアシフは政府を代表してソ連外務省に対し、次のような声明を発表した。その中で…イスラエル政府は、ユダヤ人のソ連出国を許可するかどうかという問題をソ連政府に提起した。イスラエルのために…
イスラエル政府が様々な形でソ連からイスラエルへのユダヤ人の出国問題を繰り返し提起していることを考慮し、ソ連外務省は駐イスラエルソ連特使エルショフ同志に対し、その内容について回答するよう指示することが適切であると考える。この問題はイスラエルのシャレット外務大臣に提出します。
この回答において、エルショフ同志は、1951年12月8日のイスラエル政府の声明に含まれるこの質問の定式化が本質的にソ連の内政干渉であることを示し、またソ連における既存の一般的な手続きについても説明しなければならない。すべてのソビエト国民にとって、ソ連を離脱するために現行法が制定されました。
エルショフ同志は、シャレットが次にイスラエル外務省を訪問する際に、別の問題に関連してこの答えを与えるべきである...」
ヴィシンスキーは約束を守った。シャレットとの会話の後、彼は実際にアシスタントのボリス・ポドセロブに、家族の再会に何が起こっているのかを把握するよう指示した。
4月6日、領事局と中近東諸国省の責任者は、モロトフ副首相向けに作成された「永住権を目的としたソ連国民のイスラエルへの出国について」という証明書草案をヴィシンスキー大臣に提出した。
「ソ連ユダヤ人が永住権を求めてイスラエルへ出国することを妨げないよう指示に従い、私は次のように報告する。
1. 警察総局によると、1952 年にソ連国民は永住権を求めてイスラエルへ出国する許可を求める 6 件の申請書を警察に提出した。これらの声明についてはまだ決定が下されていません。事件は、ボリシェヴィキ全同盟共産党中央委員会傘下の旅行委員会に移送されるよう、中央警察署によって準備される。
過去数年間については、次のデータが利用可能です。
1948 - 6 件の申請が提出され、2 件の許可が与えられました。
1949年 - 20件の申請が提出され、4件の許可が与えられた。
1950年 - 25件の申請が提出されたが、許可は発行されなかった。
1951年 - 14件の申請が提出され、4件の許可が与えられた。
2. 今年、永住権を求めてイスラエルへの出国許可を求める申請書を提出した国民の事例を精通したところ、これらの要求は満たされる可能性があることが判明した。
永住権を求めてイスラエルへソ連を出国する申請を提出したソ連国民6人は全員52歳から77歳のユダヤ人で、イスラエルにいて両親を受け入れる用意がある子供たちのところへ行く許可を求めている。彼らの扶養家族として。
ソ連外務省は、ソ連国家保安省（イグナティエフ同志）、ソ連警察総局（レオンチェフ同志）、およびボリシェヴィキ全同盟共産党中央委員会傘下の旅行委員会が組織されていると信じている。 （サフチェンコ同志には）言及された人物が永住権を得るためにイスラエルに旅行することを許可するよう指示が与えられるべきである。
3. 1951年に提出されたユダヤ人のイスラエル出国申請について、否定的な決定が下されたことに関して、私は、ボリシェヴィキ全共産主義党中央委員会傘下の出国委員会に対し、これらの件を再度検討するよう指示することが賢明であると考える。そして特別な障害がなければイスラエルへの出国を許可する…」
ヴィシンスキーがシャレットに語ったとき、ソビエトのユダヤ人は誰もイスラエルに行くことを望んでいなかったと語ったとき、真実からそう遠くなかった。単純に考えた人はほとんどいませんでした。そのような要求は仕事だけでなく自由の喪失を伴うことを誰もが理解していました。
1952 年 3 月 1 日、両国間で貿易協定が締結されました。イスラエルはソ連にバナナ 50 トンとオレンジ 3 万箱を供給することになりました。 5月19日には、イスラエルが5万箱のオレンジを販売し、石油製品を受け取るという別の合意が続いた。
5月12日、エルショフ駐イスラエル特使は過去1年間の政治報告書をモスクワに送った。最後のセクションでは次のように述べられています。
「1951年は、イスラエルにとって、経済においても内政・外交政策においても独立を失った年でした。
アメリカの融資と投資の受け入れに基づいたイスラエル政府の経済政策は、この国を惨事に導いており、支配層はアメリカのイスラエル占領にそこから抜け出す道があると考えている...
イスラエル政府のソ連に対する態度はさらに敵対的になった…
上記に基づいて、イスラエルに対する我々の態度においては、以下の要素を考慮することが望ましいでしょう。
1) 国連およびその機関が検討している問題におけるイスラエルに対するすべての政治的支援の停止。
2) 人民民主主義国家からイスラエルへのユダヤ人の移民を阻止する、なぜならこの移民はイスラエルの潜在的な能力を強化するからである...」
1952年5月3日、イスラエル政府は外務省をエルサレムに移転することを決定した。実際、この動きはその後に起こりました。
6月27日、ヴィシンスキーはソ連使節団に次のような電報を打った。
「エルサレムへの首都移転というイスラエル政府の措置に対する米国、英国、フランス、その他のイスラエル諸国の代表者の反応を注意深く監視し、これについて速やかに我々に知らせる必要がある。
この問題に関する私たちの考えられる立場についてあなたの意見をお聞かせください。」
7月10日、アレクサンダー・ニキティチ・アブラモフ臨時代理大使はモスクワに電報を打った。
「ユダヤ人によって野蛮にイスラエルから追放された80万人以上のアラブ難民が今も悲惨な生活を引きずっているということを常に心に留めておくべきだ。
エルサレム市をイスラエルの首都と認識することは、アラブ諸国や一部のイスラム教徒やカトリック諸国の私たちに対する態度を悪化させるでしょう...
私たちの使命はエルサレムに移されるべきではありません...
イスラエル外務省のエルサレムへの移転に続き、米国、英国、フランスなどの外交使節団が続くのであれば、我々の移転をエルサレムへの圧力手段の一つとして利用し、我々の大使館移転問題は別途議論されるべきである。イスラエル政府は…」
戦後、アレクサンドル・ニキティチ・アブラモフはフィンランド特使、スウェーデン大使を務め、1952年に顧問としてイスラエルに派遣された。
 
アメリカ大使は帰国しないよう求められる
夏に隣国エジプトで地域全体に広範囲に影響を与える出来事が起きた。若い将校たちが王政に反乱を起こした。
52年1月、士官クラブの指導者選挙がカイロで行われた。彼らは国家機構の汚職撲滅を求める役員を選出した。ファルーク王は選挙に不満を抱いていた。彼はクラブのレジを押収し、完全に閉鎖するよう命じた。これに警官たちは激怒し、反乱を起こした。
彼らはすぐに米国、英国、フランスの大使館に連絡した。その後、彼らはスエズ運河地帯に駐留するイギリス軍の介入を恐れていると主張した。彼らはイギリスに対し、国王に忠実なエジプト戦車部隊がカイロに向かうのを阻止するよう要請した。イギリス人は干渉しなかった。
52年7月26日、エジプトのファルーク王は王位を放棄し、国外に追放されました。
イスラエルは王の打倒を前向きに評価し、新しい指導者たちと仲良くして平和を確立できることを期待した。
8月10日、デービッド・ベングリオン首相は国会で演説し、エジプト新政府を称賛し、ユダヤ国家がエジプトと議論する理由はないと述べた。「イスラエルとエジプトの協力は、エジプトが政治的・社会的困難を克服するのに役立つだろう。彼はそれで戦うのです。」
文字通り一週間後の8月18日、ベングリオンはエジプト革命の指導者の一人であるモハマド・ナギブ少将に好意的に語り、次のように述べた。両国間の領土紛争だ。」
これは、公然であろうが秘密であろうが、対話への明らかな誘いでした。
ナギブ将軍がエジプト首相に就任した。ガマル・アブドゥアル・ナセル氏が副首相兼内務大臣に就任した。 54年11月、彼はナギブに代わって政府首席および大統領代行に就任した。 56年に彼は大統領および軍の最高司令官として承認された。首相の職は廃止された。ナセルは自分の手にすべての力を集中させ、誰とも共有したくなかった。 64歳になると、彼は自信を深め、再び政府首脳のポストを創設した。
8月26日、ヤコフ・マリクはソ連の国連使節団で、イスラエル使節団の同僚であるギデオン・ラファエルを迎えた。
「アラブ人は外務省のエルサレム移転についてひどく大騒ぎした」とマリクは軽蔑的に指摘した。 - しかし、誰がそれらに注意を払うのでしょうか？なぜあなたのアメリカ人の友人たちがあなたの内政に干渉し、あなたの外務省のエルサレムへの移転に反対するのかは明らかではありません。 - マリクはイスラエル人にこう言いました: - 私たちの観点からすると、イスラエル政府だけがこれをどこに置くかを決定する権利を持っています。その省が位置するでしょう。国連も他国の政府もこれに干渉する権利はありません。
ラファエルはこう尋ねました。
- それでは、あなたは次の会合でエルサレム問題を議論することに固執しないと考えていいのですか？
「その通りです」とマリクは答えた。 「私たちはパレスチナ問題やエルサレム問題について議論することに興味はありません...
ソビエト代表は、エジプト新政府に対するイスラエルの態度に関心を持っていた。
――国会の演壇からナギブ氏に宛てた首相の演説の要点は何ですか？ - マリクに尋ねた。 - この軍事独裁者と合意に達することを真剣に望んでいますか?
ラファエル氏は「首相の呼びかけが成功する可能性があるかどうかには答えられない」と外交的に答えた。 — 私たちはまだエジプト人の反応を待っています。私たちは、平和に暮らすために備えるべき政権を選択する権利があるとは信じていません...
この後、イスラエル代表はスエズ問題に移った。 9月1日の安全保障理事会決議にもかかわらず、エジプトは依然としてイスラエル向けの貨物を積んだ船舶の通行を許可していない。マリクはラファエルを遮った。
- えっ、本当に何も進んでいないのですか？イスラエルに商品を配送するための隙間は見つかりませんでしたか?
ラファエル氏は、エジプトはイスラエル船の運河通過を禁止する指示を解除していないと説明した。
マリク氏は、ソ連はいかなる海上封鎖にも反対しており、スエズ運河地域におけるそのような海上封鎖には同意しないと述べた。
ギデオン・ラファエル氏は安全保障理事会での昨年の議論を思い出し、マリク氏の副大統領セミヨン・ツァラプキン氏の名前に言及した。ヤコフ・マリクは皮肉な発言でイスラエル人の話を遮った。
- 哀れなツァラプキン、パレスチナ問題なしでどうやって生きていけるの？彼はその中で水を得た魚のように感じました。
2日後、ツァラプキンが別の職に転勤し、国連には戻らないというメッセージが届いた。
1952年10月19日、イスラエルのソ連臨時代理大使アレクサンダー・アブラモフはモスクワに次のような書簡を送った。
「最近、イスラエル政府はソ連に対する態度を急激に変えた。このことは、ベングリオン首相やシャレット外相によるあからさまに敵対的な演説、ソ連に対するマスコミの霊感に満ちた演説、わが党の指導者であるソ連政府に対する中傷的な本やフィクションに満ちた記事などに表現されている。
イスラエル外務省が正式に要請しているように、特使の到着をしばらく遅らせ、さらに使節団を大使館に変えたほうが良いのではないだろうか...」
1952 年 11 月 9 日、イスラエルのハイム・ワイツマン大統領が死去しました。彼は生まれ故郷であるロシアに対して心からの愛情を持っていた。彼の父親、エフゾル・ハイモヴィチは、ピンスクの材木下り事務所で働いていました。ハイム・ワイツマンの姉妹と兄弟のほとんどはパレスチナに行きました。しかし、ソ連に残った親族の運命は悲劇的だった。
彼の弟、サムイル・エフゾロヴィチ・ワイツマンは、20代にユダヤ人労働者土地組織協会の中央委員会の副委員長を務めていたが、1939年にイギリスのスパイとして射殺された。
1949年、治安当局は妹マリア・ワイツマンの夫ワシリー・ミハイロヴィチ・サヴィツキーを逮捕した。サヴィツキーは、石炭産業省の全組合事務所「ソユーズシャフトゥースシェニエ」でエンジニアとして働いていました。
彼の家族は概して不幸に悩まされていた。チャイム・ワイツマンの息子は英国空軍に勤務し、戦争中に亡くなった。ワイツマンは自分の死を真剣に受け止めた…
ハイム・ワイツマンが亡くなった後の1953年2月10日、彼の妹でゴストラフの医師がモスクワで逮捕された。
マリア・ワイツマンは第一次世界大戦前にスイスの大学を卒業し、ロシアに戻り、戦争中ずっと南西部戦線の疫学分遣隊で医師として過ごした。 1926年、彼女は親戚に会うために数か月間パレスチナに行き（特に母親が彼女に来るように頼んだ）、帰国後は普通の医師として働き続けた。退職後も働いた。
機密解除された国家安全保障文書には、ワイツマン氏の妹が数年間にわたって追跡されていたことが示されている。アパートには盗聴器が設置されており、工作員が取り囲んでいたと国家安全省は1月7日にマレンコフ氏に報告した。文書からわかることは、故イスラエル大統領の妹が政治からひどく遠い存在だったということだ。しかし、マレンコフは彼女の逮捕を許可した。
オゴルツォフ国家安全保障次官が承認した逮捕状には、彼女の主な罪名が挙げられており、「ワイツマンはイスラエルに移住して祖国を裏切る計画を立てている」とされている。実際、彼女は戦前から親戚を訪ねるなどパレスチナに滞在するあらゆる機会があったが、祖国に戻った。彼女のロシアへの愛が大きな代償を払う瞬間が来た。
尋問中、マリア・ワイツマンは自分の犯罪を自白した。彼女は外国のラジオを聞いており、ユダヤ人国家に同情していた。彼女は、スターリンの死を望んでいたソ連系ユダヤ人の敵対的な活動について証言するよう求められた。ワイツマン氏の妹は、彼らがイスラエルの指示に従って行動していたと証言しなければならなかった。
アラブ諸国の首都だけがソ連の政策変更に満足していた。
1952年の秋、モスクワのアラブ外交官たちは、イスラエルに関するソ連マスコミの「冷静な立場」について満足そうに語った。
11月20日、公然と反ユダヤ主義的性格を強めていたプラハで、元チェコスロバキア共産党中央委員会書記長ルドルフ・スランスキーの裁判が始まった。戦時中、スランスキーはパルチザン運動のチェコスロバキア本部を率い、44年にはスロバキアで蜂起を起こした者の一人となった。
被告１４人のうち１１人がユダヤ人だった。被告人の一人、元チェコスロバキア外務次官アーサー・ロンドンは、取り調べ中に捜査官が、新しい人物の名前が出たときは必ずユダヤ人かどうかを明らかにするよう要求したことを回想した。議定書を書き直す際、調査員は「ユダヤ人」という言葉を「シオニスト」に置き換えた。
— 私たちは民主共和国の国家安全保障機関の一員として働いています。 「ユダヤ人」という言葉（「ユダヤ人」という言葉はチェコ語でそのように発音されます）は不快です。詩人は「シオニスト」と書いた。
アーサー・ロンドンは文盲の捜査官に対し、「シオニスト」は政治用語であり民族用語ではないと説明した。捜査官はこれは真実ではないと答えた：
「それが彼らが私に書くように言ったことです。」ソ連では「ユダヤ人」という言葉も禁止されている。 「シオニスト」って書いてあるけど…
裁判ではシオニズムが主な罪状の一つとなった。公判で主席検事はこう語った。
―シオニズムは、世界帝国主義の最も反動的で好戦的で厭世的なサークルの忠実な奉仕者となった。シオニズムへの関与は人道に対する最も重大な犯罪の一つとみなされるべきである。
課題は、イスラエルが米国の盲目的な道具として、その手先であるユダヤ人があらゆる場所に浸透しているため、新たな恐るべき危険をもたらしていることを同国に納得させることであった。
イスラエルではプラハのプロセスに恐怖と憤りを持って反応した。シオニズムとは、ユダヤ人をパレスチナに戻すという思想です。これは、ユダヤ人国家に住みたいというユダヤ人の願望が「人道に対する最も重大な犯罪」であることを意味するのでしょうか？
12月23日、イスラエル外務省は在外公館に対し、「基本的な礼儀作法を逸脱することなく、チェコスロバキア代表との会話を控えるべきだ」と指示した。
被告11人に死刑、3人に終身刑が言い渡された。 1952年12月3日に判決が執行された。処刑された人々の死体は焼かれた。顧問であるソ連国家保安省の職員らは、遺灰をジャガイモの袋に集め、プラハを離れ、道路に直接撒いた。
この国の大統領クレメント・ゴットワルトは公に次のように述べた。
「反国家陰謀センターの捜査と裁判中に、裏切りとスパイ活動が共産党に浸透する新たな経路が発見された。これがシオニズムだ。
これ以降、シオニズムという言葉は、ユダヤ人がパレスチナへ出国したいという願望を意味するものでは決してなかった。シオニズムはまったく異なるもの、つまりナチスが「世界のユダヤ人」と呼んだものを意味していました。社会主義チェコスロバキアの指導者の言葉は、どんなユダヤ人でもシオニストと呼ばれる可能性があり、したがって裏切り者やスパイと呼ばれる可能性があることを意味していた。
前日、スターリンが中央委員会幹部会の会議で実質的に同じことを同じ条件で発言していたため、これらの言葉は特に不気味に聞こえた。これが彼の政策であり、その実施はすべての社会主義諸国に委ねられた。
大祖国戦争中であっても、ユーゴスラビアの指導者ヨシップ・ブロズ・チトーの戦友の一人であるミロヴァン・ジラスは、特別な信頼の証としてスターリンのダーチャに連れて行かれ、そこで政治局が夕食をとった。
ジラスはスターリンのダーチャで多くのことに混乱していた。そして、誰もが大量の飲酒を強制されたという事実、そしてソビエト指導部からの教育の完全な欠如。ジラスは回想録の中で、スターリンのダーチャで彼とモロトフが同時にトイレに行ったことを、嫌悪感を伴わずに書いた。そしてすでに歩きながら、モロトフはズボンのボタンを外し始め、自分の行動について次のようにコメントした。
- これは、積み込み前の荷降ろしと呼ばれるものです。
ジラスは村の出身で、パルチザン運動に参加しており、一言で言えば、宮殿の寄木細工の床で育ったわけではありませんが、そのような道徳の単純さは彼を非常に当惑させました。
夕食中、スターリンは立ち上がって、あたかも戦いか殴り合いの準備をしているかのようにズボンを引き上げ、ほとんど恍惚のあまりこう叫んだ。
「戦争はすぐに終わります、15～20年後には復興します、そしてまた！」
スターリンのプロパガンダは成功した。
「我々の精神の強さは、大祖国戦争におけるソ連国民の勝利と、国家指導者がコスモポリタニズムと戦うために成功裏に進めた路線の結果として現れた愛国イデオロギーの影響下で生み出された」とワシリー・イワノビッチ中将は回想する。マカロフ、当時彼は軍事学校の士官候補生であり、参謀部の一つの長の地位にまで昇進しました。 「私たちはかなり好戦的でした。」私たちの心の奥底にある願望が、「小さくて勝利をもたらす戦争が必要だ」という公式によって表現されたのは当然のことです。
機密解除されたソ連の諜報資料は、諜報機関が戦争が近づいているという考えに基づいて活動していたことを示している。
外務省情報委員会委員長ヴァレリアン・ゾーリンは、1952年2月8日にスターリンに次のように報告した。
「対ソ戦争の準備を加速し、これに関連して西ヨーロッパ諸国の経済を軍事拠点に移管し、侵略的ブロックの軍隊を創設することを強制する目的で。 、米国は北大西洋同盟の統治機関の抜本的な再編を達成した。
この組織再編により、戦争準備計画の実際的な実施に従事する常設機関の創設が確実になった...」
このようなメッセージは意図的な偽情報と呼ばれる可能性があります。しかしそれは諜報員の個人的な主導で実行されたわけではない。これが指導者が状況を評価した方法であり、情報委員会のアナリストは彼の考えを「事実」で確認した。
6月5日、ゾーリンは情報委員会から同様のメッセージをスターリンに送った。
「地中海における反ソ連の橋頭堡を強化するため、米国指導部は現在、中東軍と協力して、イタリアや他の地中海諸国が参加するユーゴスラビア、ギリシャ、トルコからなる軍事政治ブロックを創設しようとしている」そしてオーストリアも参加する可能性があります... »
1952 年 6 月、新しい大使ジョージ F. ケナンがモスクワに到着しました。トルーマンは自分が完璧な選択をしたと信じていた――ケナンはロシア語を話し、すでにソ連に行っていたのだ。
ケナンはスターリンとの会談を期待していた。しかし、彼はすぐに、自分が敵対国の代表として扱われていると確信するようになった。
彼はモスクワを灰色で鈍く感じた。彼は国家治安当局者がどこにでも付きまとってくるという事実をさらに好まなかった。 9月中旬、彼はNATO理事会が開催されていたロンドンに飛んだ。西ベルリン空港で、ジャーナリストの一人がモスクワでの暮らしぶりを尋ねた。
「私は戦時中、ナチスドイツに抑留されました」とケナンは率直に答えた。 ――モスクワでは、ドイツ人が抑留者を扱ったのとほぼ同じように私たちを扱ってくれます。唯一の違いは、モスクワでは家を出て警備の下で通りを歩けることだ。
彼の言葉は無視されませんでした。プラウダには鋭い叱責が現れた。 10月2日、アメリカの代理大使が外務省に呼び出され、大使がペルソナ・ノン・グラータであると宣言されたと通告された。家族を迎えに戻ることさえ許されなかった。
アメリカ大使館には外交官がほとんど残っていない。ソ連大使のパニュシキンもモスクワに戻った。彼らは完全な国交断絶を期待していた。
モスクワは米国に対して重大な告発を行う準備をしていた。ソ連の内政干渉だけでなく、スターリンやその他の国の指導者に対するテロ行為の準備も行った。
元スターリンの治安責任者ニコライ・シドロヴィチ・ヴラーシク中将は解任され逮捕され、アメリカのスパイと呼ばれる人々と関係があったとして告発された。
スターリンが国家安全省の報告書を読んだのは、人々が実際に何を考えているかを知りたかったからだ。彼は、人々が戦争の終わりに大きな希望を抱いていること、つまり満足のいく生活、自由化、平和を切望していることを知っていました。農民たちは集団農場が解体されることを望んでいた。これらの噂は国中に広がりました。
期待は満たされず、失望感が生まれました。国家治安機関は国内の状況に不満を抱いている人物を特定した。これらは西側を訪れ、少なくとも西側の生活を垣間見た人々、つまり赤軍の元兵士や将校、元捕虜、ドイツ人によって強制労働に連れて行かれた人々であることが判明した。
46年末に飢餓が始まりました。 1946 年 9 月 16 日、干ばつと不作のため、配給カードで販売される商品の価格が値上げされました。これは怒りを引き起こした。多くの人はこの国が新たな戦争の準備をしていると考えていた。 9月27日、「パンの支出の節約について」という新たな法令が発令され、フードカードを受け取る国民のカテゴリーが減らされた。カードを剥奪された人々にとって、これはすでに大きな打撃でした。
食料価格は2～2.5倍に値上がりした。しかし、彼らはそれについて話しませんでした。しかし、彼らは一部の非必需品の価格引き下げについて書き、話し合った。これは大きな印象を与えました。そして何十年も経った後、人々は価格が下がった時期があったことを懐かしく思い出しました（詳細については、コレクション「スターリンの冷戦の10年」を参照してください）。
冷戦の雰囲気は、当局に対する不満と批判の波を食い止めるのに役立った。人々が新たな戦争を待たなければならないと言われるとすぐに、雰囲気は変わりました。平和を維持するために、人々は新たな犠牲を払う準備ができていました。暴露して無力化する必要がある「内部の敵」も必要だったことは明らかです。
 
テルアビブでの爆発
1952年12月4日、中央委員会幹部会でゴグリゼ国家安全保障次官は「MGBの状況と医療専門家における妨害行為について」詳細な報告を行った。
国家安全保障大臣のイグナティエフは、偶然ルビャンカにいたところ、肉挽き機のような状態に陥ったために耐えられず、心臓発作で倒れた。同氏の後任には、豊富な安全保障経験を持つベリア人で元ジョージア内務人民委員のセルゲイ・アルセンティエヴィチ・ゴグリゼ大佐が就任した。 11月、ゴグリゼ氏は第一副大臣に任命され、国家安全保障機構全体を指揮した。
スターリンは会談で、国家安全保障における「問題」についていらだちを込めて語り、「怠惰と腐敗がMGBに深刻な影響を及ぼし」、治安当局者らは「警戒を弱めている」と語った。
国家安全省を再編することを決定した。かつてNKVDの主要な国家安全保障部門が設立されたのと同じように、すべての作戦部隊は単一の主要な情報部門に集められた。
スターリンは、かつて発明したのと同じ手法を本能的に繰り返した。本部では、第 1 総局が外国諜報活動を担当し、第 2 総局が対諜報活動を担当しました。その組織内に「シオニズムと戦う」部門が設立された。
53年1月13日、プラウダ紙はタス通信の報告書「妨害行為を行った医師グループの逮捕」と社説「医師教授を装った卑劣なスパイと殺人者」を掲載した。
ソ連国民は、国家治安機関が「破壊的治療を通じてソ連の活動的な人物の命を縮めることを目的とした医師のテロリストグループを発見した」ことを知った。
メッセージには逮捕された医師の名前が記載されており、6人がユダヤ人、3人がロシア人だった。
タス通信の報告書は、「テロリストグループのメンバーのほとんどは、アメリカ諜報機関が創設した国際ユダヤ人ブルジョア国家主義組織『ジョイント』に関係していた」と述べた。
ヴォブシMSを逮捕同容疑者は捜査に対し、医師シメリオヴィチとユダヤ人ブルジョア民族主義者ミホエルズを通じて統合組織から米国から「ソ連の指導的要員の絶滅に関する」指令を受けたと供述した。
テロリストグループの他のメンバー（ヴィノグラドフV.N.、コーガンMB.、エゴロフP.I.）は、英国諜報機関の長年のエージェントであることが判明した。」
イスラエル特使シュムエル・エリアシフは「医師たちの事件」についてテルアビブに報告した。
翌日、イスラエル外務省の事務局長は在外イスラエル使節団に次のように指示した。「ソ連の声明にはイスラエルが言及されていないことに注意してください。今のところ、イスラエルの代表者はこの問題に関して公式声明を発表すべきではない…イスラエルはソビエト・ロシアと公然と紛争を起こすことに興味がないことを心に留めておいてください…」
しかし、黙っていることは不可能でした。
1月19日、モーシェ・シャレット外務大臣は国会で次のように演説した。「政治勢力がユダヤ人の名を辱めようとするとき、イスラエル国は黙っていられない。イスラエル政府は常にソビエト連邦との友好関係を国際的地位の基盤の一つと考えており、ユダヤ人全体にとってその重要性を高く評価してきた。政府は、ソ連で正式に開始された反ユダヤ主義の中傷キャンペーンを深い遺憾と懸念をもって観察している...」
1月20日、ベングリオンは政府関係者に次のような書簡を送った。
「私はボリシェヴィキ政権を絶対に受け入れません。これは社会主義国家ではなく、奴隷のための檻です。これは、殺人、嘘と人間精神の抑圧、労働者と農民の自由の否定に基づいた制度です...しかし、この制度との戦いはイデオロギー的扇動によってのみ実行できます。ロシアに社会主義が存在し、ソ連が全人類の解放者であると信じている人々は犯罪者ではなく、ただ騙されているだけです...
ロシアがユダヤ人に対して敵対行為を行い、おそらく中世の流血中傷よりもさらに汚くて危険な流血中傷を提起する場合、状況は異なります。
私たちはロシアにおけるユダヤ人の状況を悪化させるようなことをしてはなりません。この巨人に対して私たちが無力であることも理解しています。それでも、私たちは沈黙することはできませんし、すべきではありません...
もしロシアが世界世論にまったく無関心であれば、ソ連は国連に加盟しなかっただろう。実際、ソ連はアジア、アフリカ、アメリカ、さらには西ヨーロッパの世論を味方につけるために全力を尽くしている…。
国民生活の中には、一見何の利益ももたらさないように見えても、道徳的義務に従わなければならない瞬間があります。今、私たちは黙っていられません。私たちは流血の名誉毀損に抗議し、（現実的には答えがないことを事前に理解した上で）「国民を解放せよ」という本国送還の自由を要求しなければならない。
スターリンは反ユダヤ主義者ではない。それにしても、彼はセミ人のことをどう思っているのでしょうか？ただ、特定の政治的目標を達成するために、彼はユダヤ人と今日のユダヤ人国家に対する冤罪を築く必要があっただけなのです...」
ベングリオンは真実に非常に近かった。
1月22日、エリアシフ特使は外務省に次のように報告した。
「事件はまだ終わっていないので、今私たちができることは、その重要性について推測し、出版物の第一波に基づいて結論を導き出すことだけです...
プラハ裁判とは異なり、ここではすべての告発はイスラエル国家に対してではなく、「シオニズム」に対して行われています...
実際には権力構造における派閥間の闘争が根底にある可能性がある。長年にわたり、内部セキュリティサービスはベリアの手に委ねられていました。ごく最近まで、彼の名前はマレンコフの名前と同じ文脈でアナリストによって常に言及されていました。
しかし、私たちが知っているように、ここ数か月でマレンコフは急激に台頭しました。最近のすべての出来事の背後にいるのは彼であり、まだ頭を上げることができるライバルを最終的に排除したいと考えている可能性は十分にあります。
このキャンペーン全体にはもう 1 つの目標があります。それは、警察の住民統制を強化し、住民を脅迫し、当局に害を及ぼす可能性のある行動が不可能な体制を確立することです...
おそらく国家は、生活のあらゆる分野で「しっかりとした手」を必要とする多くの弱点を発見しました...
なぜ当局は医師を標的に選んだのでしょうか?明確な答えを与えるのは難しいです。これはずっと前に始まった知識人に対するキャンペーンの続きだと言う人もいます...
イスラエル国家が公然と非難されるまで、我々は国家（そして政府、国会、使節団）としていかなる反応も控えるべきである。おそらくここで何か別のことが起こり、私たちが精力的に対応することになるでしょう。その結果、関係が断絶されたり、ミッションの人員が相互に最小限に削減されたりする可能性もある。
しかし、我々はそのような事態の展開を推進すべきではなく、イスラエル国家の利益への直接的な損害につながる行動を控えるべきである。」
1月24日、外務省の中近東諸国担当局長らは、「ソ連における妨害行為を行った医師グループの逮捕に対する」西側マスコミの反応についてヴィシンスキーに報告した。西側の新聞は、雑誌『ニュー・タイム』に掲載された「アメリカ諜報機関のシオニスト」などの記事を引用し、ロシア政府が間もなくイスラエルとの関係を断絶すると予測した。
ヴィシンスキー氏はイスラエル指導者の反応についても知らされていた。イスラエルの国連代表アバ・エバン氏は、国連に対し「チェコスロバキアでのプロセスの問題と、反ユダヤ主義とキャンペーンの結果の問題」を提起したと述べた。いくつかの国ではイスラエルに対して戦った。」
1月22日、イスラエルの新聞ダヴァルの付録の表紙に、5年前の写真が掲載された。1948年10月、モスクワのシナゴーグの前でゴルダ・メイアに挨拶するソ連の人々。
モスクワのイスラエル外交官たちはただ怖気づいた。この写真を公開するのにこれほど悪い時期は考えられなかった。 1月28日、エリアシフはイスラエル外務省に次のように電報を打った。
「この出版物は、ソ連における「禁じられたつながり」の使命を非難し、暴動を組織するための口実を提供することになる。イスラエルでのスピーチや記事、米国でのエバンのスピーチの全体のトーンは、私を不安と懸念で満たします。彼らは、露骨な挑戦と、ソ連との関係の終結を加速させたいという願望の印象を残しています...」
実際、この出版物はもはや何も変えることができません。ソ連の政策は完全に変わり、イスラエルのあらゆる努力は失敗する運命にあった。
しかしモスクワは初めてアラブ諸国との新たな関係に関心を示した。
1月29日、ソ連の駐エジプト特使セミョン・パブロヴィチ・コジレフは、同国の新指導者ナギブ将軍を儀礼訪問した。
コジレフはクラスノホルムスク織物工場の労働者としてキャリアをスタートし、モスクワの法科大学院を卒業した後、人民委員評議会の機構で働き始めた。 39年にモロトフが外務人民委員の大規模な粛清を行ったとき、コジレフは外交官になった。 4年後、彼はすでに人民委員会の理事兼書記長になっていた。戦後、セミョン・パブロヴィチは省の第一ヨーロッパ部門を率い、50年代に特使としてエジプトへ去った。彼は最終的には外務副大臣になるだろう。
会話の後、コジレフはかなり懐疑的な言葉で書かれた電報をモスクワに送った。しかし同省は、ソ連特使が重視しなかった一節に注意を喚起した。
コジレフ氏はナギブ氏に、地域諸国を一つの軍事ブロックに統合しようとする米国と英国の試みについて語ったが、これはモスクワには全く合わなかった。突然、エジプトの首相はこう言いました。この状況であなたならどうしますか？ロシアはエジプトに戦車、飛行機、その他の武器を売る準備はできていますか?」
コジレフ氏は、周知のとおり、航空機や戦車は通常の貿易品目ではないと答え、エジプトは現在どこでそのような商品を購入しているのかと尋ねた。つまり、彼は会話を続けることに消極的だった。
そして彼は逃した。 2月10日、彼はヴィシンスキーから次の指示を受けた。「ナギブが武器売却問題に戻ったら、ソ連政府は武器売却に興味はないが、エジプト政府が武器売却に興味があるならこの問題を検討する可能性があるとナギブに伝えてください。」それ。"
コジレフは自分が間違いを犯したことを悔い改め、改善することを約束しなければならなかった。
しかし、エジプトに近づくこの試みは失敗に終わりました。 1953年6月18日のエジプトの共和国宣言後に大統領に就任したナギブ将軍は、武器購入の問題は提起しなかったと述べた...
2月2日、イスラエルのシャレット外相はイーバン駐米イスラエル大使に電報を送った。
「モスクワの敵対的な行動についての私の考え。
これは政治方針の本筋ではなく、おそらく戦争への準備も含めて政権を強化する一般的な傾向の産物である。この傾向は、血なまぐさい行為、内部監視の強化、「スケープゴート」の捜索、そして信頼できないものすべての大量破壊の準備として現れています...」
大臣は真実から遠く離れていませんでした。しかし、わずか 1 週間以内にどのような劇的な出来事が目の前で起こるか、彼には予測できませんでした。
2月9日、ソ連のエルショフ駐イスラエル特使はモスクワに緊急の暗号化電報を送った。
「2月9日午後10時35分、ミッション地域で激しい爆弾爆発が発生した。 １階、２階、３階の一部のガラス、窓枠、ドアがすべて割れた。特使の妻、補給部長の妻、運転手のグリシンは重傷を負い、救急車で病院に運ばれた。ミッション棟が破損…
検査の結果、破壊工作員らが任務領域を囲むメッシュフェンスの通路をハサミで切り、任務領域に侵入したことが判明した。
イスラエルにおけるソ連の任務に対するこのテロと妨害行為は、イスラエル政府が最近行った反ソ連キャンペーンの結果である。
明日シャレットを訪問し、彼に対して最も厳しく断固たる抗議をする許可をお願いします。私は、この事件に関連して、このイスラエル政府との国交を断絶することが賢明であると考えます。
すぐに電報で返事を送ってください。」
大使館に勤務していたVOKS代表のミハイル・パブロビッチ・ポポフ氏は、テロリストらが任務地域と隣家の庭を隔てる金属メッシュに穴を開け、大理石の庭のベンチの下に爆弾を仕掛けたことを回想した。爆発当時通りかかった管理人の妻は両足を砕かれ、医師らは彼女の皮膚から大理石のベンチの小さな破片を多数除去しなければならなかった。彼女が一番苦しみました。
庭に出たミッションの運転手は大理石で唇を切り、歯を１本失った。
特使の妻は２階の窓際にいたが、ガラスの破片で顔を切られた。
イスラエル当局は同日、次のように始まる声明を発表した。
「イスラエル政府は、テルアビブのソ連使節団に対して今夜行われた犯罪的暗殺未遂に衝撃を受け、憤慨している…」
ベングリオン首相は国会で声明を発表した。とりわけ、彼は次のように述べた。「この卑劣な犯罪を犯したフーリガンたちは、外国国家を憎む者というよりもイスラエル国家の敵である。ある種のユダヤ人の愛国心が彼らの汚い行為の原動力であり、彼らの意図がイスラエルの名誉のために戦うことだったとしたら、この愚かな犯罪でイスラエルの名誉を冒涜したのは彼らだったと言わせてください...」
国会議長が声明を発表した。同国の大統領アイザック・ベン・ズヴィはソ連使節団に書簡を送った。 2月10日、外務省は深い遺憾の意を表明し、ソ連使節団に謝罪した。
しかし、これでは何も変わりませんでした。爆発はユダヤ人国家に対する不満を表明する良い機会となった。 2 月 11 日、この問題は最上部で解決されました。外務省職員はメモの本文を作成することしかできなかった。
2月12日午前1時、アンドレイ・ヤヌアレヴィチ・ヴィシンスキーはモスクワでイスラエル特使エリアシフを迎えた。外務大臣は、イスラエルのソ連使節団に対するテロ攻撃に関連したソ連政府からのメモを読み、彼に手渡した。レセプションは7分間続いた。要するに不可能だったのだ。
そのメモにはこう書かれていた。
「2 月 9 日、イスラエルのソ連使節団の領土で、攻撃者らは明らかに警察の黙認のもと、爆弾テロを実行し、その結果、特使 K.V. の妻が重傷を負った。ミッション職員A.P.の妻、エルショバシソエワ氏とミッション従業員のI.G.グリシン。爆発によりソ連使節団の建物が損傷した...
ソビエト連邦に対する憎悪と敵意の組織的扇動、およびソビエト連邦に対する敵対的な行動の扇動にイスラエル政府の代表者が参加したという周知の議論の余地のない事実を考慮すると、声明とソビエト連邦使節団の領土に対する2月9日のテロ攻撃に関するイスラエル政府の謝罪は、ソビエト連邦に対して犯された犯罪の痕跡を隠蔽し、隠蔽されたこの犯罪の責任を回避するという目的を追求した偽りのゲームである。イスラエル政府と…
ソビエト政府はソビエト連邦特使とイスラエルにおけるソビエト使節団の構成を召還し、イスラエル政府との関係を終了する。
同時に、ソビエト政府は、イスラエル使節団がこれ以上モスクワに留まるのは不可能であると宣言し、使節団職員が直ちにソ連を離れることを要求した。」
マレンコフ氏の許可を得て、タス通信のイスラエル特派員とソベクスポートフィルムの代表者が召還された。イスラエルに残されたのは、ソ連科学アカデミーのロシア・パレスチナ協会代表とモスクワ総主教庁から派遣された使節団のメンバー6名だけだった。このような決定には理由がありました - これは偵察に最適な屋根です。
将来のKGB将軍イワン・イワノビッチ・ザイツェフがロシア・パレスチナ協会の職員を装ってイスラエルで働いていたとしましょう。彼は 51 年にイスラエルに来て、M.V. にちなんで名付けられた陸軍士官学校の諜報部を卒業しました。フルンゼ氏は中央オフィスで 2 年間働いていました。ザイツェフは1957年までイスラエルで働いていた。
ブルガリアはイスラエルにおけるソ連の利益の保護を引き受け、オランダはソ連におけるイスラエルの利益の保護を引き受けた。
他の社会主義諸国も、イスラエルとの国交断絶を望んでいることをロシア政府に規律正しく通告した。モスクワは、これは不適切であると考えていると応じた。
イスラエルは国交断絶にショックを受けた。スターリンはユーゴスラビアとの関係を維持し、両国間に本当の舌戦があり、ソビエトの新聞が「チトーの血まみれの犬」について書いた時期でもあった。なぜイスラエルは特別に扱われたのでしょうか?
スターリンは自分がイスラエルを建国したと信じており、ユダヤ国家を真剣に考えていなかった。イスラエルの相続人たちはイスラエルを同じように扱うでしょう。
なぜスターリンはイスラエルに幻滅したのでしょうか?
ある意味、彼は成功し、望んでいたものを手に入れたのです。パレスチナからの逃亡は中東におけるイングランドの立場を損なった。米国は英国に代わってこの地域の統治者となったわけではない。イスラエルの出現後、権力の空白が生じ、ソ連に新たな機会が開かれました。イスラエルだけでなくアラブ諸国も、世界大国の新たな連携においてはモスクワの立場を考慮する必要があると考えていた。
しかしスターリンは国家の威信を高める外交ゲームには全く興味がなかったのです！彼は、共和党スペインに派遣された国際旅団がソ連の軍事顧問や多数のNKVD代表らとともに実際にイスラエルを統治したスペインの経験をイスラエルで再現したいと考えた。彼らは敵対行為の経過を決定し、政府に政治的決定を課し、誰が生き、誰が死ぬかを決定した。もし共和党が30年代後半に勝利していたら、スペインはソビエト共和国になっていただろう。
スターリンは、異なる言語を話す異なる国の人々が同じ国際旅団に団結してモスクワの声に耳を傾けると信じて、東ヨーロッパ諸国のユダヤ人がイスラエルに解放されることを許可し、彼らに武器を提供した。しかし、さまざまな国からパレスチナに到達したユダヤ人は、1936年にスペインに戦いに来たロシア人、ドイツ人、フランス人とは異なる感情を抱いていた。
インターブリゲイドのメンバーはスペインの地へのゲストでした。パレスチナのユダヤ人たちは、自分たちが故郷に戻ってきたと信じていた。ここが自分たちの国であり、血の一滴まで守るのだ。この意識は、最初はお互いにどの言語を話せばよいのか知らなかったさまざまな国の人々をすぐに結び付けました。
さらに、イスラエル人は独立戦争で数倍も上回るアラブ軍を破り勝利しました。ユダヤ人国家は人的資源、投資、武器を切実に必要としていたが、直接的な軍事援助は必要なかった。
スペインとイスラエルの違いは、ユダヤ国家が当初から民主主義の原則に基づいて建設されたという点でもあった。イスラエルの政治家たちは、各国のユダヤ人に民主主義への準備ができているかどうか、戦争中に非常事態を導入する価値があるかどうかという問題については議論しなかった。民主主義財団は、紛争国において最も信頼できる支援であることが判明した。誰もがあらゆる意見を公言し、表現することができます。
イスラエル宣言から数か月後、最初の議会選挙が行われました。左翼の信念を持つ人々、共産主義者、ベングリオンの政策を好まないソ連の熱烈な崇拝者は、彼を簒奪者と呼ぶことはできなかった。彼の党は過半数を獲得し、少数派が彼らに投票した。首相や閣僚を批判することはできるが、選挙で義務付けられた政策を実行する権利を否定することはできない。軍事、防衛産業、諜報を除いて、すべてが国会でオープンに議論された。
一言で言えば、スターリンの予想とは全く異なる国家がパレスチナに形成されたのである。完全に独立しています。イスラエル人はソ連製兵器の購入を望んでいましたが、自国の領土に1個師団や2個師団を上陸させることは要求しませんでした。イスラエル経済、特に農業には多くの社会主義的特徴がありましたが、彼らは真の社会主義を構築するつもりはありませんでした。スターリンの期待は正当化されませんでした。
そこで指導者は、これまで慎重に避けてきたことを実行した――イスラエルとすべてのユダヤ人を団結させた。以前は逆に、彼はソ連のユダヤ人たちに、ユダヤ人国家は彼らとは何の関係もないと説得した。今、彼は世界中のユダヤ人がソ連の敵であることを明らかにした。
学者のアンドレイ・ドミトリエヴィチ・サハロフ氏は、かつて原子力プロジェクトの指導者たちの食堂で昼食をとったときのことを思い出した。近くに座っていたのは学者のイーゴリ・ワシリエヴィチ・クルチャトフ氏と、核兵器の製造に携わった閣僚評議会の第一主要総局に勤務していた国家安全保障将軍のニコライ・イワノビッチ・パブロフ氏だった。その瞬間、テルアビブのソ連大使館に爆弾が投げ込まれたことがラジオで流れた。 「そして、私はパブロフのハンサムな顔がある種の勝利で突然輝いたのを見た」とサハロフは書いた。
「ユダヤ人ってそういう人なんだよ！ - 彼は叫んだ。 「あちこちで彼らは私たちに害を及ぼします。」しかし今、私たちはそれらを見せていきます。」
しかし、将軍の計算は完全には正当化されませんでした。それは、彼の制御を超えた状況のためでした。
1953年の初めから、スターリンは体調が悪くなった。彼が最後にクレムリンを訪れたのは、インド大使を迎えた2月17日だった。私はダーチャで彼に送られた書類を読みませんでした。すべての時事問題は、中央委員会幹部会のメンバー、中央委員会書記、閣僚評議会の副議長であるゲオルギー・マクシミリアノヴィチ・マレンコフによって処理された。
2月21日朝、ヤコフ・マリク外務次官はマレンコフに対し、イスラエル使節団が前日の夕方12時半にフィンランド国境を越えたと報告した。ソ連の外交官が大使館の財産を売却し、あらゆる種類の手続きを行うのに2週間かかった。
ソ連の外交官を乗せたトルコの汽船カデシュ号は15分後にハイファを出航した。特使の妻は救急車で港に運ばれた。
国交断絶は悲劇的な出来事の前触れであるかのように思われた。イスラエルでは、スターリンがユダヤ人に対してこれから何をするだろうかと彼らは疑問に思った。
しかし、イスラエルを離れたソ連の外交官たちがモスクワに到着したとき、スターリンはすでに亡くなっていた。
 
パート 3。
ブーメラン
 
1953年3月6日、イスラエル外務省東ヨーロッパ局は東ヨーロッパの使節団に次のように指示した。
「1.スターリンの死を悼む際には、西側諸国の使節団と同様に、国旗を半旗まで降ろすべきである。
2. お悔やみの訪問をしたり、お悔やみの本に署名したりしてはなりません...」
しかし、外交儀礼は厳格に遵守された。 3月9日、在オランダイスラエル使節団は外務省に次のような書簡を送った。
「イスラエル使節団は外務省に敬意を表し、ソ連におけるイスラエル国の利益を代表するというオランダ政府の合意に基づき、光栄にもオランダ政府に対し、外務省にその旨を伝えるよう要請する。ソ連政府、ソ連元首スターリン将軍の死去に際し、政府とイスラエル国民にお悔やみとお見舞いの意を表します...」
1953年4月4日、ソビエトの新聞が、逮捕された「解体医師」の完全な更生と、彼らが「法的根拠もなく、旧国家保安省によって不当に逮捕された」と報じたとき、状況は一変した。
同じ日、ニューヨークを訪れていたイスラエルのモーシェ・シャレット外相は記者団に対し、「イスラエルはソ連との国交回復を歓迎するだろう」と述べた。
外務省の代表者は次のように公式声明を発表した。
「イスラエル政府は、反ユダヤキャンペーンの終了までに不正義の根絶が完了することを望んでおり、ソ連とイスラエルの正常な関係の回復を歓迎する。」
 
エジプト大使をめぐるスキャンダル
イスラエル外交官らはポーランド外交官に、両国関係修復の仲介役を依頼した。
アラブ諸国の代表者らは、ソ連がイスラエルと国交を回復すれば、「アラブ諸国の国民全体が深刻に混乱するだろう」と述べた。アラブ人の意見はソ連指導部にとってはほとんど関心がなかった。しかし、ユダヤ国家との関係回復には特別な関心もなかった。
交渉はゆっくりと進んだ。会談はブルガリアでイスラエル外交官とソ連大使ミハイル・フェドロヴィチ・ボドロフの間で行われ、ボドロフ大使は最終的にテルアビブでの任命を受けることになる。
6月24日、新しく任命されたモロトフ外務大臣は、イスラエルとの国交再開に関する閣僚理事会決議案の承認を求めてマレンコフ政府首脳に提出した。決定が下されました。
8月8日、最高評議会の会合でマレンコフ氏はイスラエルとの国交回復の理由を次のように説明した。これは、イスラエルがソ連に対する攻撃的な目標を追求するいかなる同盟や協定にも参加しないという政府の約束を考慮したものだった。私たちは国交回復が両国間の協力の発展に貢献すると信じています。」
マレンコフの言葉はイスラエルでは「温かい」ものとみなされていたが、実際には明らかに冷たかった。マレンコフ氏はアラブ諸国との関係について「友好協力」について語った。イスラエルとの関係では「友好的」という言葉はなかった。
何年にもわたる激しい反ユダヤ主義、そしてその後の反イスラエルのプロパガンダは無駄ではなかった。スターリンが人々の心に植え付けたかったものはすべて、彼が植え付けた。
作家コルニー・イワノビッチ・チュコフスキーは当時、ソ連文学の古典レオニード・レオノフの妻タチアナ・ミハイロフナと対談した。彼女は、「妨害者医師」に関する報道の後、医師に頼ることができなくなったと不満を漏らした。特にクレムリンの薬局に対しては、すべての薬に毒が入っていたらどうなるでしょうか?!」
チュコフスキーは唖然として日記にこう書いた、「文学界にも医者が毒殺者だと信じている人たちがいたことが判明した！！！」
医師たちの迅速な釈放と彼らが無罪であるとの報道は、ベリアの個人的な取り組みによるものであった。ラヴレンチイ・パヴロヴィチ自身が逮捕されたとき、治安当局は「医師事件」終結の決定を取り消すよう要求し、スターリンの死後釈放された者全員を再逮捕するよう主張した。
国の新しい指導部は治安当局者の意見に耳を傾けなかった。医師たちは自由にされましたが、これらの話題を公に議論することは禁止されました。ベリヤ逮捕後の中央委員会総会で、党と国家の指導者らは、医師の釈放に関する報道を新聞に掲載するよう命じたことでベリヤを非難した。まあ、私は彼を静かに釈放したでしょうが、なぜ注目を集めて党と当局の権威を損なうのでしょうか？
「医師に関するよく知られた質問を考えてみましょう」と中央委員会書記のニコライ・ニコラエヴィチ・シャタリンは総会で率直に述べた。 - 彼らは不当に逮捕されました。結局のところ、彼らは自分たちが誤って逮捕されたことを事前に知っていました。それを修正する必要がありましたが、それが我が国に不利益を及ぼさないような方法で。いいえ、この裏切り者の冒険家は内務省からの特別コミュニケの発行を達成しました、この問題は私たちの報道機関であらゆる方法で議論されました、など...間違いは利益に多大な損害をもたらす方法によって修正されました私たちの州の。海外の反応も私たちに好意的なものではありませんでした...」
ソ連の役人は道徳について奇妙な考えを持っていた。無実の人々を投獄し、医師の犯罪容疑を全世界に宣伝することは、この国の恥ではありません。しかし、彼らが無実であることを公に認めることは、犯罪を犯し、国家の威信を傷つけることを意味します...
スターリンの死後、イスラエル初代大統領の妹マリア・ワイツマンはルビャンカで尋問され続けた。また、料金も変わりませんでした。反ユダヤ問題の継続が予想されず、証言の必要性がなくなったことが明らかになったときになって初めて、ルビャンカさんは自分をどうするか考えたのだろうか。医師である年配の女性が何の罪もないと認めてただ手放すことは、国家安全保障の指導者たちにとっては考えられないことだった。
7月28日、新内務大臣セルゲイ・ニキフォロヴィチ・クルグロフ大将は彼女の事件の起訴を承認した。
「ワイツマン M.E.反ソ連の扇動を行い、パレスチナに住むユダヤ人の生活環境と文化を賞賛し、党とソ連政府の政策を中傷し、さらにはソ連人民の指導者に対する捏造を表明した。私はアメリカとイギリスからの反ソ連の中傷的なラジオ放送を体系的に聞いていました。私はイスラエルに行くという考えを抱いていましたが、その方向で実際的なことは何もしませんでした。」
最後のフレーズは、この国で起こった変化を反映していた。もちろん、外国のラジオを聞いてユダヤ国家の創設を喜んだマリア・ワイツマンには責任がある。しかし状況の変化により、処罰は重くならないだろう。
内務大臣と軍検察次長は次のように決定した。
「マリア・エフゾロヴナ・ワイツマンに対する告発に関する調査は、ソ連内務省の特別会議に送られ検討されるべきであり、その中で刑事処罰の措置、すなわち国家最高会議幹部会の布告に基づいて強制労働収容所での5年間の処罰を決定することが提案されるべきである。 1953年3月27日のソ連最高会議「恩赦について」。
8月12日、特別会議はマリア・ワイツマンに「反ソ連扇動を行った罪で」5年の刑を宣告し、ただちに恩赦令に基づいて「マリア・エフゾロヴナ・ワイツマンを刑罰と拘留から釈放する」ことを決定した。
一方、ベリアとその仲間たちの事件の捜査が進行していた。捜査当局はラヴレンティ・パブロヴィチ氏に答えを求めた。彼は何の目的でモスクワのユダヤ劇場を修復し、イディッシュ語で新聞の発行を再開することを提案したのか。それはまだ非難すべきものであり、疑わしいもののように見えました。
ベリアの同僚と他の高位の治安職員の裁判は終了した。印刷物には詳細はありません。その結果、恥ずべき過去の清算は達成されず、道徳的浄化は行われませんでした。多くのソ連国民は、この問題は不潔なものであり、ユダヤ人医師たちが何らかの汚いトリックを犯したのではないかと信じ続けていた。そして多くの人々が「世界のユダヤ人」の悪意を信じていましたが、それは我が国では「世界シオニズム」と呼ばれていました。イスラエルは、疑わしく、危険で、敵対的な国家として認識されていました。
さらに、あらゆる情報源から遮断された一般国民だけでなく、国家指導者もこれを信じていました。彼らは自分たちのプロパガンダに騙されました。ソ連の諜報員や外交官は上官が聞きたいことだけを報告した。したがって、イスラエルとの正常な関係は実際には回復されませんでした。
53年11月27日、シュムエル・エリヤシフは再び特使としてモスクワに到着した。
1か月後の12月21日、彼は儀典訪問でグロムイコを訪れ、グロムイコは再び外務省に戻った。
事実は、52年の夏に、ヴィシンスキーはアンドレイ・アンドレーヴィッチを英国大使として派遣したということです。それは降格と追放だった。もしヴィシンスキー氏がもっと長く大臣を務めていたら、グロムイコ氏を外交官の仕事から完全に外していただろう。
アンドレイ・アンドレーエヴィッチがロンドンに到着したとき、国家安全保障省の対外情報局の常駐者は、彼のルートを通じて新しい大使が支持されていないことを知り、彼のためにモスクワにカートを送った。グロムイコはスターリンに宛てた説明文を書かなければならなかった。これらすべてが彼の外交キャリアに終止符を打つ可能性がある。
リーダーの死はすべてを変えた。 3月7日、ヴィシンスキー氏は「政府の再編に関連して」大臣のポストを解任された。彼らはアンドレイ・ヤヌアレヴィッチを怒らせたくなかった。彼は国連の常任代表として承認され、その高い地位を強調するために第一副大臣に任命されました。
外務省は再びモロトフ氏が長官となった。
ヴャチェスラフ・ミハイロヴィチはすぐにロンドンにいたお気に入りのグロムイコを思い出した。 1953 年 4 月に、彼は前職の第一副大臣に就任しました。
「エラシフ氏はイスラエルへのユダヤ人移民の問題に触れた」とグロムイコ氏はイスラエル特使との会話に関する報告書の中で書いた。イスラエルにとって。
私は最初からこの質問を却下し、なぜ特使がソ連国民に関する問題を議論に持ち出したのかは私には完全には明らかではないと述べた。さらに私は、大義に利益をもたらすためにこの問題を議論する理由はないと述べた。」
グロムイコはその後30年間、この問題について議論することを拒否した...
ソ連の外交官がイスラエルに戻ったとき、アレクサンドル・ニキティチ・アブラモフが特使として承認された。 1953 年 12 月 2 日、彼はモーシェ・シャレット外務大臣に迎えられました。彼はロシア語を話し、ベングリオン首相がついに辞任したと打ち明けた。シャレット自身は、自分が政府を率いることになるとはまだ知りませんでした。
アブラモフ氏はシャレット氏に、信任状授与式を早朝か夕方遅くに予定するよう依頼した。大使館はテルアビブに残り、証明書の提出は政府のあるエルサレムで行われ、片道70キロ移動する必要があった。そして、温帯諸国向けに設計されたソ連の儀式服を着て、極暑の中140キロメートルを移動することは不可能である。車にはまだエアコンが設置されていません。
モスクワとテルアビブの大使館はその任務を果たし始めたが、外交はむしろ相対的なものであった。イスラエル外務省の経済局長はソ連特使との会話の中で、両国間の貿易関係を発展させたいと述べ、ソ連が必要とする工業製品は何かと尋ねた。
特使は、具体的な回答の代わりに、「CPSU中央委員会の9月総会の決定と、これらの決定に関連するCPSU中央委員会とソ連閣僚理事会の決議を読むよう助言した。」アブラモフは満足してこのことをモスクワに報告した...
ヤコフ・プロコフィエヴィチ・メジャニクは外国情報機関の駐在員としてテルアビブに行った。彼は大使館一等書記官の下で働いていました。時間が経つにつれ、メジャニクはKGBの第一総局の将軍および副局長となり、中近東におけるすべての諜報活動を担当した。
53年12月30日、イスラエル特使エリアシフはモスクワ滞在の第一印象をイスラエルに報告した。彼は手紙を次のような言葉で締めくくった。
「新聞にはユダヤ人を不快にさせる内容はもう見られないでしょう。また、イスラエルからのメッセージやイスラエルに関する声明は、以前のような形式では見つかりません。将来については保証できませんが、これまでにこのようなことが起こったことは一度もなかったという事実には留意します...」
一方、ソ連外交にも微妙な変化が生じていた。モスクワは発展途上国に慎重な関心を示し始め、それを受けて発展途上国も関係発展の用意があるとのシグナルを発した。アラブ世界とソ連の接近の可能性を信じていなかったイスラエルの政治家たちは失望した。
1954年2月1日、駐エジプト特使に任命されたダニイル・セミョノヴィチ・ソロドは、同僚のアジズ・アル・マスリ駐ソエジプト特使がソ連の武器をエジプトに売却する問題を提起したとモスクワに報告した。さらに、アルマスリはエジプト副首相ガマル・アブドゥアル・ナセル中佐の意見に言及した。
経験豊富なモルトは指示がなかったので、武器についての非常にデリケートな会話を避けました。
モスクワ駐在のエジプト特使アジズ・アル・マスリとの間で当惑があった。
54年9月28日、CPSU中央委員会文化科学局は党指導部に次のように報告した。
「1954 年の雑誌『Questions of History』の第 7 号に、A.M. の記事が掲載されました。ネクリッチ「第二次世界大戦前の植民地問題に関する英独の矛盾」。この記事の中で著者は、東側諸国における当時のナチス・ドイツの破壊活動について語り、ドイツの有給工作員の中にエジプト軍参謀長アジズ＝アリ・ミスリ・パシャ将軍がいたと述べている。
ご存知のとおり、アジズ・アリ・ミスリ・パシャは、A・アル・マスリという名で、現在、駐ソ連エジプト大使の職に就いている。」
ソビエト指導者たちは、有給のナチス工作員の大使としてモスクワにいるという事実そのものを当惑しなかった。エジプト人に外交官を召還するよう求める - そのような質問さえ起こりませんでした。彼らは別のことを恐れていました。エジプト人が怒るかもしれないのです。
この記事の著者である有名な歴史家アレクサンダー・ネクリッヒ氏である雑誌「Questions of History」の従業員たちは、自分たちを説明し、正当化する必要がありました（「国内の歴史」、2003年、第5号を参照）。しかし、CPSU中央委員会の文化科学部門の指導者たちは自由主義を示し、誰も罰せず、提案に限定することを提案した。
「我々は、ジャーナル『Voprosy istorii』の編集長であるパンククラトヴァ同志に対し、A.M. の記事を出版する際に編集者が示した不注意を指摘するのが適切であると考える。ネクリッチに、現代史に関する記事の出版準備に対する厳格な管理を確立することを彼女に義務付けた。」
中央委員会部門の自由主義は簡単に説明された。雑誌の編集長である学者のアンナ・ミハイロフナ・パンクラトワは、中央委員会職員にとって厳しすぎた。彼女は大きな影響力を持ち、CPSU の中央委員会のメンバーであり、ソ連最高会議幹部会のメンバーに選出されたばかりでした。
1年後の1955年9月15日、ナセルはソ連大使に、ラシド・アリ・ガイラニがサウジアラビアからエジプトに移住したことを報告した。この人物は、1941年にナチス・ドイツの援助を受けてイラクで軍事クーデターを起こし、その後も同じ人物だった。失敗者はベルリンに逃げた。
ドイツの敗北後、ラシド・アリ・ガイラニはサウジアラビアに避難し、そこでユダヤ人国家と戦うために兵力を集めた。現在、ナチスの犯罪者は同じ考えを持つエジプト人の中に定住している。ソ連側の反応はなかった。エジプトとの関係は、ナチスの犯罪者の捜索よりも重要でした...
エジプトだけでなくシリアもソ連の兵器に関心を示した。 1954年3月31日、シリア国防大臣マールフ・アド・ダワリビはソ連特使セルゲイ・セルゲイビッチ・ネムチナを迎え、ソ連兵器の売却やチェコスロバキアでの兵器の受領についても話し始めた。
セルゲイ・ネムチナ氏も回答を避けた。彼は53年にシリアに赴任し、それまでロンドン、パリ、バンコクで働いていた。
 
ドミトリー・シェピロフとガマル・アブドゥアル・ナセル
ニキータ・セルゲイヴィチ・フルシチョフは、「ナセル大佐が政権を握った当初は、彼の政府がどのような外交・内政政策を堅持するのか判断できず、明らかにあそこで戦争の一つが起こったのではないかと思いがちだった」と回想している。誰もが慣れ親しんだ革命。
結果として、特別なことは何も期待していませんでした。そうです、エジプトの新しい指導者がどのような方向に向かうのか、見守る以外に選択肢はありませんでした。」
実際、モスクワは消極的ではなかった。
1954年3月29日、安全保障理事会のソビエト代表は、スエズ海峡の航行の自由に関する1951年9月1日の決議の履行をエジプトに求める決議案に拒否権を発動した。
エジプト人は喜んでいた。以前、モスクワは自国の船舶の海峡通過を許可するというイスラエルの要求を支持していた。しばらくして、エジプトのファウジ外務大臣はソビエト大使のソロドを招待し、「エジプトは法律上、イスラエルと戦争状態にあるとみなしている」ため、エジプトはイスラエルの船舶がスエズ運河を通過することを許可しないと説明した。
モスクワはエジプトにおけるソ連の代表団のレベルを高めることを決定し、その使節団は大使館に変わった。この3か月後、イスラエルのソ連使節団も本格的な大使館となった。
54年6月15日、ガマル・アブドゥアル・ナセル自身がソ連兵器の売却についてモルトソ連大使と会談した。大使は、これがエジプト政府からの正式な要請であるかどうかを明らかにするよう求めた。ナセルはすぐに革命評議会のメンバーの一人と相談し、肯定的に答えた。
7月8日、モルトはナセルを訪問し、彼の要請はソ連政府の注意を引いたと答え、「ソ連政府はこの問題に関するエジプト政府からの具体的な提案を検討する用意がある」と述べた。
ナセル氏は、モスクワとカイロのどちらで交渉するのが良いかと尋ねた。モルト氏は、エジプト政府が望めばどこでも交渉を続けることができると答えた。
ソ連の政策の主なものは、中東におけるアメリカとイギリスの影響力に対する闘争であった。そしてエジプトの新政府は全般的に反西側政策を推進した。 1954 年 10 月 19 日、イギリスとエジプトはイギリス軍の撤退に関する協定に署名しました。
確かに、ナセルは当初、アメリカ人と政治的な駆け引きをしようとした。カーミット・ルーズベルトとマイルズ・コープランドという二人のCIA高官がエジプトに関与していた。彼らはナセルに米国との接近に関心を持たせようとした。エジプト諜報機関はアメリカ人から装備品を受け取り、そしておそらくイスラエル情勢に関する諜報情報も受け取った。
しかし米国はナセルに武器を与えることを望まなかった。彼らは彼にこの国の経済を担当するよう提案した。エジプトの新指導者には別の考えがあった。
1955年3月3日、ナセルはカイロの軍事大学開校の機会に次のように語った。「1948年に勝ったのはイスラエルではなく、ユダヤ人の立場を強化したい国連安全保障理事会とイスラエルの同盟国が勝ったのだ世界のこの地域では、イスラエルを強化し、アラブ国家を破壊します...イスラエルが1948年にエジプト軍を破ったと信じて、この寓話に基づいて私たちを脅すなら、私は彼に言います、私たちは同じではありません！アブドゥアル・ハキム・アメル指揮下のエジプト軍は、過去のエジプト軍とは異なります。 1948 年の我が国の敗北を決定づけた要因はもはや回復不能に消滅しており、二度と繰り返されることはありません。私たちは侵略には侵略で応えて祖国を守ります。」
実際、ナセルは自軍の弱さを認識しており、同胞にはあえて言えなかったことをソ連の外交官に語った。 1955年5月21日、ナセルはソビエト大使のソロドを迎え、「アメリカ人はイスラエルがエジプトに対して移動することを許すことができる。そうすれば24時間以内にエジプト軍は存在しなくなるだろう」と語った。
ナセルは再びソ連製兵器の購入について話し始めた。大使は、ソ連政府は長い間交渉の用意ができていたが、エジプト人自身が足を引っ張っていると答えた。そしてそれは真実だ。ナセルは共産主義国家との接近を躊躇し、決断できなかった。彼には強力な政治的推進力が必要でした。ソビエト連邦とアラブ東の間の接近の始まりを示した人物は、ドミトリー・トロフィモヴィチ・シェピロフでした。
シェピロフはアシガバートで生まれ、父親は鉄道車両基地でターナーとして働いていました。幼い頃から歌うことが好きで、その後、美しいバリトンの声を開発しました。彼の父親は信者であり、ドミトリーは教会の聖歌隊で歌いました。家族がタシケントに引っ越したとき、彼は市公教育局の学校演劇グループで演奏した。
シェピロフさんは朝、タバコのケーシングを作るタバコ工房でパートタイムで働き、日中は学校で勉強し、夕方には音楽劇が上演される劇場へ走った。シェピロフは十数のオペラを歌うことができ、約100のロマンスを覚えており、人生の終わりまで喜んで歌いました。
22年目にドミトリー・シェピロフはモスクワに留学し、4年後にモスクワ大学社会科学部を卒業した。刑事手続きに関するコースは、アンドレイ・ヤヌアリエヴィッチ・ヴィシンスキーによって教えられました。彼はまた、ドミトリー・トロフィモヴィッチが学んだセミナーを主導しました。
彼はシベリアで検察官として働き、モスクワに戻り、労農監察局人民委員会管理技術研究所の上級研究員として採用された。
有名な革命家で外交官の妻、ムザ・ヴァシリエフナ・ラスコーリニコワさんは、「私が一時的にラブクリンの管理技術常設展示会で秘書として実際に働いていたとき、ドミトリー・シェピロフは29歳の夏にそこでインターンをしていた」と回想する。 「彼はとても真面目で勤勉な人で、本当に働く人でした。背が高く、笑わない顔に黒い目をした彼は、私が彼らを紹介するとすぐにマリアナを魅了しました...」
シェピロフはラスコーリニコワの友人マリアナと結婚し、高官一家に加わった。彼の義母、アンナ・ニコラエヴナ・ウンクソワは中央委員会の女性部門で働き、その後モスクワ地域のヴォスクレセンスキー地区党委員会の書記に選出された。彼の義父、ハラルド・イワノビッチ・クルミンは教育を受けたボリシェヴィキで、新聞「エコノミック・ライフ」の編集者であり、そこから国の主要紙である「プラウダ」に移籍した。スヴェルドロフスクとチェリャビンスクで働いた後、大ソビエト百科事典の副編集長およびジャーナル「問題の経済学」の編集長に就任した。クルミンは義理の息子に経済問題に興味を持った。
ドミトリー・トロフィモヴィッチは農業大学赤教授職に入学しました。 33歳のとき、シェピロフは西シベリア準州のチュリムスキー地区にある国営畜産農場の政治部長として派遣された。 2 年後、彼は首都に戻され、すぐに党中央委員会の組織に組み込まれました。妻の妹とその夫（二人とも国家計画委員会で働いていた）が逮捕され、その後妻の両親も逮捕されたが、彼は大規模な弾圧の時代を幸いにも生き延びた。
彼は戦争中ずっと軍隊で過ごした。ヴォロネジ戦線で、彼は前線の軍事評議会のメンバー、ニキータ・セルゲイヴィチ・フルシチョフに出会った。シェピロフは将軍として前線から復帰した。スターリンは彼に気づき、彼を近づけ、プラウダ紙の編集長および中央委員会幹部会傘下のイデオロギー問題に関する常任委員会の委員長に任命した。
指導者の死後、フルシチョフはシェピロフを信じられないほど気に入った。 「背が高く、誇り高い頭を持つハンサムな男で、自分の魅力を完全に確信している」これが、有名な劇作家レオニード・ゲンリホヴィッチ・ゾーリンが彼を見た方法です。 「私は、その堂々としたスタイル、自信に満ちた表情、そして快楽主義者で女性愛好家としての態度全体を覚えています。オークの同僚の中で、シェピロフはそのサラブレッドとして際立っていて、印象を残した…私は彼が男性としての資質で古い指導者たちに感銘を与えたと思うが、それに加えて、彼らはいわば外見とマナーを備えた人物を必要としていた。」
シェピロフ以前は、アラブ政権は国家主義者、反動主義者、さらにはファシストとさえ考えられていたが、それは真実から遠く離れたものではなかった。王の打倒の結果としてエジプトの権力は軍部に奪われ、軍部は君主制の下に存在していた議会さえも解散させた。
ドミトリー・トロフィモヴィッチは、西側諸国と対立するエジプトの指導者たちに理想的な同盟者を見出したのは最初だった。これはイデオロギーの指針における決定的な変化だった。アラブの新政権は共産主義者を、共産主義者同士を、そして自国民を容赦なく破壊したが、今ではモスクワはこれを慎重に見て見ぬふりをしている。
1955 年の夏、エジプト人は王の打倒と革命の 3 周年を祝いました。初めてソ連の代表がカイロに招待された。シェピロフはプラウダ紙の編集長としてではなく、ソ連最高会議の外務委員長として到着した。
7月22日、エジプトの指導者ガマル・アブドゥアル・ナセル氏は集会で演説した。シェピロフ氏は演壇の前に座り、大統領の演説は彼のために通訳された。カイロのソ連大使館で研修生通訳として働いていたヴァレンティン・アレクサンドロフさんは、彼はとても注意深く耳を傾けてくれたと回想する。シェピロフは国の独立を求めるナセルの演説を大変気に入り、何度も拍手を送った。
演説後、シェピロフ氏はナセル氏との会談を設定するよう要求した。大使にはそのような接触はなかった。カイロのソ連大使館は、ファルーク国王を追い出した若い将校たちをどのように扱ったらよいのか、まだ分かっていなかった。ダニール・ソロド大使は、ナセル氏とその将校らを危険な民族主義者であり反動主義者であるとみなした。
諜報機関はシェピロフとナセルの会談を手配することを約束した。 KGB第一主要部の副部長であるフョードル・コンスタンティノヴィチ・モルティンは、最近党機関から異動してきたばかりで、当時カイロにいた。彼は部下にシェピロフを助けるよう命じた。カイロ駅は実際に稼働し始めたばかりです。
「カイロには作戦将校が一人だけ残っていた。彼らは最近派遣されたばかりで何の権限もなかった」とヴァディム・アレクセーヴィチ・キリピチェンコ中将は回想する。 — 研修医を含む研修スタッフ全員を緊急に選出する必要がありました。この時までに、諜報学校、軍事外交アカデミー、およびさまざまな民間大学の卒業生がPSUに来ていました。集中的な捜索の結果、カイロ行きのステーションは6人で構成されました。」
彼らによれば、ナセルはシェピロフに「兄よ、私はこの会談を長い間待っていた！」という言葉を伝えたという。
シェピロフとナセルの会談は、西側諸国に対するアラブ諸国への依存というソ連の中東政策の基礎を築いた。シェピロフは自身の外交に触発されてモスクワに戻った。
学者のアンドレイ・ドミトリエヴィチ・サハロフは、核科学者たちが中央委員会幹部会の会議にどのように招待されたかを回想した。しかし、彼らは長い間会議室に入ることができず、前の質問を終えることができませんでした。最後に彼らに次のように説明された。「エジプト旅行から戻ったばかりのシェピロフからのメッセージでこの議論は終了する。この質問は非常に重要です。中東における我が国の政策原則の決定的な変更が議論されている。これからはアラブ民族主義者を支援していきます。その目的は、アラブとヨーロッパおよびアメリカとの既存の関係を破壊し、「石油危機」を引き起こすことであり、これらすべてがヨーロッパを我々に依存させることになる。」
歴代のソ連指導者たちに寄せられた反米スローガンや愛の言葉に感謝して、モスクワはアラブ世界に武器を供給し、資金を貸し、多数の顧問や専門家を派遣し始めた。
ソ連とエジプトの秘密交渉がプラハで始まった。それは、ソ連のライセンスの下で製造されたチェコスロバキアの兵器をエジプトに販売することであった。
陰謀が最も重要でした。アブド・アル・ハキム・アメル陸軍大臣室長ハーフェズ・イスマイル率いるエジプト代表団は極秘にユーゴスラビアへ飛んだ。そこで彼女は2日間滞在し、その後プラハに送られた。代表団はチェコスロバキアのエジプト使節団との関係を維持しないよう命じられていたため、ナセル氏は代表団と連絡を取ることができなかった。
交渉はチェコスロバキア貿易省の建物で約3週間続いた。チェコスロバキア代表団にはソ連代表も含まれていた。
「当初、彼らは私たちの真の目標に対する不安を隠さなかった」とエジプト代表団長ハーフェズ・イスマイルは振り返る。 「彼らは、軍事物資に関する交渉が単なる駆け引きであることを恐れていました。しかし、彼らが私たちの意図の誠実さを確信したため、交渉はスムーズに進みました。私たちの間に誤解はありませんでした。私たちの主な要求の 1 つは、ソ連の艦船に戦闘機やその他の兵器を即時納入することでした。ソ連は途中まで完全に我々に応じてくれた。」
エジプトが武器を必要としたのはイスラエルと戦うためだけではない。スーダン政府がエジプトとの戦線から離れ始めたとき、1955年8月、ナセルはモスクワに対し、エジプト軍をスーダンに移送するために輸送機と爆撃機を緊急に売却するよう要請した。
ナセルはモルトソ連大使に、「エジプト政府はアラブ諸国が常にエジプトに従うと確信している…」と語った。
ナセルはアラブ人だけでなくイスラム世界全体の指導者になるつもりだった。
「私は信仰を持った私たちの兄弟たちのことを思います。彼らはどこの国にいても、私たちと一緒にメッカに向かい、うやうやしく同じ祈りをささやきます。
他国の何百万人ものイスラム教徒は言うまでもなく、インドネシア、中国、マレーシア、タイ、ビルマ、パキスタン、ロシアの何千万人ものイスラム教徒に心の中で語りかけるとき、これら何百万人もの人々が単一の信仰によって団結していると心の中で想像するとき、私はこう思います。彼らの間の協力には大きな可能性が秘められており、それが彼らとその同胞に無限の力を保証することを十分に認識しています。
今はその役に戻りたいと思っていて、それを演じられる俳優を探してさまよっています。それを演奏できるのは私たちであり、私たちだけです。」
プラハでの交渉で、ソ連の代表者は武器の一部の代金を即時かつ自由に兌換可能な通貨である英ポンドで支払うよう要求した。彼らは残りを分割払いで、ただし良い金利で売却することに同意した。
ナセルには支払うつもりはまったくなかった。彼はシェピロフが「すべての支払いはエジプト製品のソ連への供給を通じて行われる」と約束したことをソ連指導者らに思い出させた。ナセルは武器の代金として綿花と米を受け取るよう求めた。フルシチョフと中央委員会幹部会の他のメンバーも同意した。
9月4日、ソロド大使はエジプト人に対し、モスクワが戦車を売却する用意があると伝えた。武器の配達はできるだけ早く開始されます。エジプト人は綿、米、皮革原料、レーヨン糸などの日用品で支払うことができる。
1955 年 9 月 12 日、プラハで秘密武器供給協定が署名されました。ポーランドもこの協定の履行に関与した。彼女はエジプト艦隊の近代化と再装備に参加することを約束した。
同じ日、イスラエル大使ジョセフ・アビダルはモスクワの外務省を訪れ、中近東諸国担当局長グリゴリー・チトヴィッチ・ザイツェフに面会した。
大使はヴォリン県で生まれ、19歳でパレスチナへ向かい、ハガナ軍に加わった。陸軍では准将まで昇進した。イスラエル国防軍の最後の役職は北部軍管区司令官である。
ジョセフ・アヴィダールは、ソ連が本当にアラブ諸国、主にエジプトとシリアに武器を供給することを申し出たかどうかを尋ねた。 「イスラエルはこのことに無関心ではない」と大使は強調した。 「アラブ諸国の指導者たちは、アラブ諸国はイスラエルと戦争状態にあり、我々を脅し続け、イスラエルを破壊すると約束していると主張し続けている。」
ソ連の外交官には、すでに起こったことについて話す権限がまだなかった。
「ソ連がエジプトとシリアに武器を販売しているという外国紙の報道は、外国紙の空虚な作り話だ」とザイツェフは口をきいた。確かに、彼はすぐに次のように付け加えた。「しかし、兵器の売買は、いかなる攻撃的な目標も追求しない限り、特定の国家の内政問題であり、通常の商取引である。つまり、各国家は自国の安全を確保するために兵器を購入することができる。安全。"
グリゴリー・ザイツェフは1953年から短期間の休暇を挟みながら外務省の中東局長を務め、1958年に大使として3年間イラクに派遣され、そこで軍事クーデターが起きた。
ソ連の兵器はエジプトに送られたが、エジプト指導者の欲望は飛躍的に増大した。
1955 年 9 月 15 日、ナセルは大使にこう訴えた。なぜソ連は彼に IS-3 重戦車、駆逐艦 2 隻、潜水艦 2 隻を売却したくなかったのか。
そして3日後の9月18日、エジプトのA・サイード外務大臣代理はソロッド・ソビエト大使に「原子実験室を組織するための器具、資材、設備のリスト」を手渡し、エジプトに渡すよう求めた。リーズナブルな価格で。通常兵器ではナセルには不十分だった。彼は自分の原子爆弾を持ちたかったのです。
9月27日、ナセル氏はチェコスロバキアからの武器購入を公に発表した。これが一番のニュースでした。
レバノンなど他のアラブ諸国の政治家は、中東に重火器が供給されるのはこれが初めてであると警戒感を持って指摘した。レバノン人は、イスラエルが軍用の武器を購入することで対抗し、最終的には新たな戦争につながるのではないかと懸念した。
タス通信の報告書は10月1日に発表された。私たちはチェコスロバキアの兵器について話しており、ソ連はそれとは何の関係もないことを強調した。
10月18日、ソロド大使はナセルを訪問し、数日以内に軍需品を積んだソ連の輸送船クラスノダールがアレクサンドリアの港に到着すると報告した。ロシア政府は、船の到着と荷降ろしを完全に秘密にするよう求めた。
10月24日、在ソ連イスラエル臨時代理大使はウラジーミル・セメノヴィチ・セミノフ外務副大臣にエジプトへの武器売却に関する覚書を提出した。セミョーノフはそのメモをモロトフ大臣に伝えると約束したが、すぐにメモに不正確な点があることに気づいた。 「ソ連がエジプトや他の中東諸国に武器を供給していないことはよく知られている」と次官は自信を持って述べた。チェコスロバキアによるエジプトへの武器供給の問題に関するソ連の立場については、我々は、これが示された二つの主権国家の仕業であると信じている。エジプトは、適切と思われる場所であればどこでも軍隊のために武器を購入できる。」
イスラエルに供給するために考え出された、チェコスロバキアを通じてソ連の兵器を販売する計画は、今や敵の利益のために機能した。
11月16日、中央委員会幹部会は、エジプトの追加武器供給要請の概要を記したカイロ駐在のソ連大使からの電報について議論した。中央委員会総局部長 V.N.マリンはフルシチョフの主要な主張について簡単に言及した。しかし、彼らがやったことは良いことだった。私たちは独自の政策を実行しました。報われます。その線は正しいです。さて、潜水艦を手放さないでください。コツがわかったら、それについて話し合います。飛行機をください。無料では価値がありませんが、優先融資を行う価値があります。」
ソ連指導部はエジプトに予定されていた80人の戦闘員ではなく100人の戦闘員を与えることに同意した。
人民民主主義経済関係総局は軍事顧問と英語通訳をポーランド経由でエジプトに派遣し、エジプト人が技術を習得するのを助け、軍事を教えた。エジプト人のパイロットはグディニアとグダニスクで訓練を受けた。
11月9日、イギリスのアンソニー・イーデン首相はロンドンの晩餐会で講演し、ソ連のエジプトへの供給が中東に存在する既に不安定なバランスを破壊しつつあると述べた。
「これが単なる通商協定だと考えるのはばかげている」とエデン氏は語った。エジプトに戦車や航空機を売却する目的は、ソ連のアラブ世界への浸透である。ソ連によるこの行動方針は、冷戦を終わらせたいというソ連政府の宣言された願望と調和するものではない。ロシア政府は、この地域への大量の武器供給がどのような結果をもたらすかを理解する必要がある。」
1955年12月、フルシチョフは最高評議会の会議で演説し、イスラエルに対して初めて公の場で次のように主張した。彼らに対する非友好的な政策は非難に値する。このような政策がイスラエル国家の国益に合致しないこと、そして周知の帝国主義勢力がそのような政策を実施する者の背後に立っていることは明らかである。彼らはイスラエルをアラブ民族に対する武器として利用しようとしている...」
フルシチョフの言葉は、中東紛争に関するソ連の政策の根本的な修正を示唆した。モスクワは実際の状況が異なることを知っていたが。
アブラモフ駐イスラエル大使はモロトフに次のように書いた。
「サウジアラビアのファイサル首相は、多くのアラブ人の意見を表明し、「イスラエルとアラブ諸国間の和平交渉のためベングリオンとの会談に同意するアラブ指導者はまだ誕生していない」と述べた。したがって、イスラエルに対するアラブの立場は現在和解できない。
イスラエルの立場はより柔軟です...」
しかし、ソビエトの外交官がこれほど公然と話したのは、暗号化された電報か秘密通信の場合だけだった。
イスラエルに対する態度は再び敵意を帯びた。このことは、墜落した旅客機の話ではっきりと証明されました。 1955年8月4日、作家ユーリ・カルロヴィチ・オレシャは日記に次のように書いた。
「人道に対する恐るべき犯罪が犯されました。ブルガリア人は誤って自国の領土に衝突したイスラエルの旅客機を撃墜しました。 ５８人が死亡した。飛行機はおそらく砲弾か弾丸が戦車に当たったために爆発した。
58人の罪のない犠牲者。平時に飛行機が外国領土上空を飛行するからといって、本当に射撃する必要があるのでしょうか？野蛮！人間の皮膚から手袋を作るドイツ人、罪のない人々の追放、そしてこの種のスパイマニア...
ルシタニアと同じくらい怖いです。さらに、ちなみに、これは戦争中に起こり、苦しみ方を知っているドイツ人によって行われたものであり、トルコのように残酷なブルガリア人によって行われたものです。」
1915 年 5 月 7 日、イギリスの客船ルシタニア号がリバプールからニューヨークに向かって航行中、ドイツの潜水艦によって沈没されました。船には1,200人以上の乗客と700人以上の船員が乗っていた。半数以上が死亡した。旅客船の沈没により、ドイツに対する憎悪が増大した。
40年後、イスラエル航空の旅客機がイスラエルからトルコを経由してイギリスに向かう途中に撃墜された。彼はコースを逸脱し、イスラエルとの関係でソ連の戦線に従って誘導されていたブルガリア空軍によって撃墜された。
 
スエズ運河をめぐる戦争
1956年1月23日、ナセルはソ連臨時代理大使に対し、シリアもチェコスロバキアを通じてソ連の兵器を購入したいと考えており、すでに代表をプラハに派遣していると伝えた。
シリアはT-34戦車60両、100mm砲18基、100mmまたは855mm対空兵器32基、戦闘機18機、装甲車両150台、レーダー施設3基、トラック数百台と弾薬の取得を望んでいる。シリア人もまた、お金ではなく物品で支払うつもりだった。
エジプト人とシリア人はソ連を敵対行為に直接引きずり込むことに熱心だった。
1956年の初め、新しいソ連大使がカイロに到着した。エフゲニー・ドミトリエヴィチ・キセリョフは、戦後外務省のバルカン諸国担当部長を務め、その後駐ハンガリー大使を務めた。
56年3月21日、ナセルはキセリョフを迎えてこう言った。
「シリア、サウジアラビア、エジプトは、西側諸国がイスラエルに対し、国家崩壊の場合に米国、英国、フランスなどのユダヤ人から航空機のパイロットを募集することをすでに許可していることを念頭に置き、ソ連に要請する。緊急事態が発生した場合には、軍事装備の使用を支援してくれるイスラム教徒に頼って、ソビエト連邦の中央アジア諸国でも同様のことを行う予定だ...
ソ連政府に対する三国の要請は極めて重要かつ深刻である。」
この要求はモスクワで拒否された。それは特に、フルシチョフが当時西側諸国との関係を改善しようとしていたからである。
1956年4月18日から27日までのほぼ10日間、ニキータ・セルゲイヴィッチ・フルシチョフと政府首席ニコライ・アレクサンドロヴィッチ・ブルガーニンはイギリスに滞在した。
ある外交官は「ロシア人は全く新しい視点から現れた」と回想した。 「彼らと話しやすくなりました。」彼らは常に礼儀正しくしようと努めましたが、しっかりと議論し、非常に率直かつ率直に話しました。彼らは自信に満ちていて、率直であるように見えました。」
交渉中、イギリスは、中東は主にイギリスの、より広義にはヨーロッパの利益の範囲であると主張した。そしてエジプトへのソビエト兵器の供給は、この地域の軍備競争を激化させている。
フルシチョフとブルガーニンはエジプトへの武器供給を停止するとは約束しなかったが、いずれにせよ、西側諸国との関係改善の名目で武器供給を削減することを決定した。
カイロは気分を害した。ナセルの返事はすぐに来た。 5月16日、エジプトは中華人民共和国を承認した。ナセルは、フルシチョフを軽蔑する偉大な革命家毛沢東が無条件で武器を売ってくれることを望んでいた。しかし、政府トップの周恩来氏は遺憾の意を表し、「中国にはエジプトに武装する能力はない」と答えた。
1956年6月2日、プラウダ紙は、最高評議会幹部会がモロトフ閣僚評議会第一副議長の外務大臣としての任務を解任する要請を認めたと報じた。ドミトリー・トロフィモヴィチ・シェピロフが大臣に就任した。
モロトフ氏の退任は避けられなかった。彼とフルシチョフはすべてにおいて決定的に意見が異なった。アンドレイ・グロムイコは、今度は必ず大臣になることを望んでいた。しかし、フルシチョフはお気に入りのドミトリー・トロフィモビッチ・シェピロフをスモレンスカヤ広場に送った。グロムイコにとって、これは打撃だった。彼の息子、アナトリー・アンドレーエヴィチ・グロムイコは、その日、驚くほど控えめな人だった父親が自分の感情を吐露し、熊手を持ってヴヌーコヴォのダーチャの庭を掃除しに行ったと語った。
シェピロフは気さくな人で、前任者のモロトフとは異なり、大臣は可能な限り世界中を旅し、外国の外交官と会うべきだと信じていた。彼はすぐに中東諸国、エジプト、シリア、レバノンへの大旅行に出かけました。
イスラエルもシェピロフを招待したが、モスクワは大臣の訪問計画はすでに合意されており、訪問後シェピロフは直ちにモスクワに戻らなければならないと応じた。
ドミトリー・シェピロフはフルシチョフの全面的な支援を感じており、完全に独立して行動した。彼は聡明な男で、すべてをすぐに理解しましたが、あまり深く掘り下げるつもりはないようでした。彼は中東におけるソ連の新たな政策を定義した。アラブ諸国はソ連の同盟国であり、あらゆる可能な方法で援助する必要がある。
シェピロフがガマル・アブドゥアル・ナセルと会うためにカイロに飛んだとき、大臣は補佐官の誰が同行するべきかと尋ねられた。ドミトリー・トロフィモヴィッチは、「なぜ人々を仕事から奪うのか？」と驚いた。大使館には通訳がいますので、ブリーフケースは私一人で運ぶことができます。」
6月16日、シェピロフは多大な援助を提供することを約束してエジプトに到着した。 6月18日、彼は陸軍大臣兼国軍最高司令官であるアブドゥアル・ハキム・アメル少将と執務室で会談した。アメルはこの国で二番目の人物とみなされていたため、会話は非常に率直だった。
ナセルはフルシチョフに次のように説明した。
-フルシチョフ同志、アメルと私は一人の人間です。あなたが私に言えることはアメルに言ってください、そしてアメルに言えることは私に言ってください。私たちは親しい友人です。
シェピロフはアメル将軍に、イスラエル軍が依然としてエジプト軍より強いと述べた西側新聞の記事について尋ねた。
――イスラエル軍がエジプト軍に対して本当に利点があるとしたら、具体的には何でしょうか？
「アメルは答えた」と大臣の言葉を記録した、「現在、イスラエル軍は数、装備、訓練、一般的な戦闘能力など、ほぼすべての分野でエジプト軍に対する優位性を失っている…イスラエル軍今ではエジプトとの戦争に勝つことはできないが、挑発的な行動に訴えることはできる。」
アメルは、来年に向けて T-54 戦車一団と MiG-19 戦闘機 2 個飛行隊を要求した。
"同志会話の記録によれば、シェピロフ氏はアメール将軍に対し、T-54戦車とMiG-19戦闘機は現在試験中の我が国の新兵器であり、試験が完了するまで威信を理由に販売を控えると説明した。 。
それと同時に、同志シェピロフ氏は、試用期間はおそらくそれほど長くはないだろうと述べた...」
エジプトの指導者たちはあからさまなお世辞を惜しまず、自分たちをソ連指導者の学生であるかのように見せかけた。言葉は安かった。
6月19日、シェピロフはフルシチョフに電報を打った。
「ナセル氏は毎回の会合で、協力を含め、国の工業化と農業の振興の問題を実際にどのように解決できるかについて、私に詳細なアドバイスを求めてくる。約6時間続いた最後の会話で、私は彼に必要な説明をしようとした...」
ドミトリー・シェピロフは非常に知的な人物でしたが、エジプト大統領が本当に彼のアドバイスを必要としていると信じていました。しかし、この旅行はあまり成功しませんでした。シェピロフはエジプトと友好条約を結ぶことを提案した。エジプト人は急いですべての卵を1つのかごに入れませんでした。ナセルは西側に通じるドアを勢いよく閉めたくなかった。彼はアメリカ人からも何かを受け取ることを期待していた。
シェピロフは出発の際、ナセルをモスクワに招待した。
キセリョフ大使はナセル氏を自宅に訪問し、会話の録音をモスクワに送った。
「ナセルさんは、普段は空や海で船酔いに悩まされ、飛行機に乗る前から気を失いそうになるにもかかわらず、時間を短縮できる飛行機の方が好きだと語った。
そのとき私は、もしソビエト政府が望めば喜んで彼の後を追って飛行機を派遣するだろうと言いました。ナセルは感謝しているが、子爵の飛行機に乗ってベオグラードに向かうつもりだと答えた。彼は、この船で初めて船酔いに悩まされなかったと述べた。ナセルは、このイギリスの飛行機の快適さ、速度、騒音と振動の少なさを賞賛しました...
ナセルさんは、軍の親しい同志数人の最近の死に対する苦悩について私に語った。ユーゴスラビアへの出発の日、イスラエルの諜報機関（ナセルはこれらの殺人者の名前を知っている！）はガザにいた連隊の同志に本に隠された爆弾を送り、それはパッケージを開けた瞬間に爆発した。
今日7月21日、彼の友人であり、ナセルによれば非常に誠実で謙虚な愛国者であるアンマン駐在武官セリフ・ムスタファ大佐も同じ「小包」で亡くなった。
ナセルは興奮と苦々しい気持ちを抱きながら、自分の友人たちと、イスラエル諜報機関の卑劣で卑劣な手法による彼らの死について詳しく語った。」
ナセル氏が言及したのは、ガザ地区のエジプト情報機関を率いるムスタファ・ハフェズ大佐とヨルダン駐在武官のサラー・ムスタファ中佐だった。彼らは、イスラエル諜報機関モサドが到着するまで、パレスチナ人テロリストのイスラエル領土への強制送還を監督していた...
モスクワに戻ったシェピロフはフルシチョフに、ナセルがフランスとイギリスの会社が管理するスエズ運河を国有化するつもりであると報告した。そしてそれは起こりました。
ナセル氏の決断は、世界銀行とアメリカ政府がアスワン・ダム建設のためのエジプトへの融資を拒否したことがきっかけとなった。ナセル氏は、ダムがあればエジプトの広大な地域が肥沃な畑に変わり、エジプト人に仕事と食料がもたらされるだろうと常々語っていた。
米国国務長官となったジョン・フォスター・ダレスはエジプトへの融資を拒否した。
イラン、パキスタン、トルコはアメリカ人に圧力をかけています。あなた方は自分たちの政策に反対するナセルに資金を提供したいのに、私たちはあなた方を支持しているにもかかわらず、私たちを拒否します...それにもかかわらず、歴史家は融資の拒否を間違いだと言うでしょう。ダレスはナセルを西側の敵にした。
1956年7月19日、ダレス首相はエジプトはアスワン・ダムの建設資金を受け取らないだろうと述べた。 1週間後の7月26日、ナセルはスエズ運河の国有化に関する法令に署名した。
暑い夜、カイロの埃っぽいアル・タヒル広場で、ナセル氏は群衆に向けて法令の文面を読み上げた。「ゼネラル・スエズ運河会社はここに国有化される。上記会社のすべての資金、権利および義務は国の財産となります。現在その管理に責任を負っているすべての組織と委員会は解散されます...」
運河を国有化するというナセルの決定は主にイギリスに影響を与えたが、フランスもスエズ運河会社の株式の一部を所有していた。
英国のアンソニー・イーデン首相は、ダウニング街の公邸での昼食会中にカイロから緊急メッセージを受け取った。昼食は中断され、閣僚は直ちに集合した。首相は「エジプト人は我々の喉元を掴んでいる」と厳しい表情で言った。
翌朝、イギリス軍参謀総長は運河の支配権を取り戻すための作戦計画を作成するよう指示された。
1936年、イギリスはエジプトと、スエズ運河地域に軍事基地と軍事派遣団を置くことを認める協定を締結した。ナセル政権はイギリス軍がエジプト領から撤退するよう要求した。
フランスのクリスチャン・ピノー外相は共同軍事行動計画について話し合うためロンドンに到着した。
フランスにはナセルとの決着点があった。エジプトは国の独立を求めるアルジェリア反政府勢力に武器を供給した。パリでは、戦争によりナセル氏は辞任を余儀なくされ、アルジェリアの暴動は１週間以内に終わるだろうと信じられていた。
フランス国防省はパリのイスラエル大使館に対し、「陸、海、空のエジプト軍の戦力と展開に関する最新情報」を提供するよう求めた。
ナセルは最終的にスエズ運河の運命をめぐる交渉を打ち切った。その後、スエズ運河会社は操業を停止しました。エジプトは困難な状況に陥った。モスクワのエジプト大使は外務省に支援を求めて駆けつけた。パイロットが緊急に必要だったのだ。そしてソ連も助けてくれた。
8月2日、イギリス、フランス、アメリカの政府は、888年10月29日に署名された条約の締約国およびその使用に関心のある他の国々による会議をロンドンで招集することを決定した。スエズ運河。
8 月 3 日、モスクワのイギリス大使は、運河の国有化に関連してイギリス、フランス、アメリカの声明を記したメモをシェピロフに手渡した。
ソ連は、「運河の運営の継続を確保するために、国際的に効果的な措置を実行するためにどのような最も適切な措置を講じることができるかを検討する」ロンドンでの会議に招待された。
8月10日、シェピロフはカイロのソ連大使に次のような電報を打った。
「ナセルを訪ねて、次のことを伝えてください。私はロンドン会議でソ連代表団を率いることになる。
私自身を代表して、ナセル氏自身はロンドン会議に行かないよう強く忠告する。
第一に、会議中とその直後にエジプトで困難な状況が生じる可能性があり、ナセル氏のカイロ不在は問題の経過全体に非常にマイナスの影響を与える可能性がある。
第二に、帝国主義勢力は現在、あらゆる手段を使ってナセルを排除しようとしている。もし彼がロンドンに行けば、帝国主義の工作員がナセルに対して直接テロ行為を実行しようとする可能性を私は排除しない...」
この後、大使には次のような新たな指示が与えられた。
「ナセルを訪ね、入手した信頼できる情報によれば、今後24時間以内にイギリス軍とフランス軍がスエズ運河を占領するだろうと伝えてください。」
キセリョフ大使は直ちにナセルのもとへ向かった。同氏は、エジプトは運河を占拠しようとする試みを撃退する用意があると述べた。陸軍と海軍は警戒している。
エジプトはロンドンでの会議をボイコットすることを決定した。スエズ紛争ではソ連外交がエジプトの代表として行動した。ナセルの承認がなければ、シェピロフは一歩も踏み出さなかった。モスクワはナセル氏の決定を承認し、会議への参加を拒否する予定だったが、ナセル氏は8月4日にその旨を知らされた。
しかし翌日、彼らはそれに気づき、中央委員会幹部会は撤退を決定した。大使はナセル氏にただちに説明するよう命じられた。われわれは「会議の植民地主義的性質を暴露する」ためだけにロンドンに行くつもりだった。実際、厳しい精神で作成された代表団の指令の最初の草案は、中央委員会幹部会の会議で修正するよう命じられた。
たとえば、外務省は次のように提案しました。
「会議の開会に際し、代表団はソ連政府がこのような構成ではスエズ運河に関する問題の本質についていかなる決定も下す能力がないと考えていると宣言すべきである。」
フルシチョフは口調を和らげるよう命令した。
会議は8月16日から23日まで1週間続いた。シェピロフ氏は3回講演し、終了後に記者会見を行った。シェピロフは後にロンドンで「帝国主義者の顔を殴る」という暗号の指示を受けたことを回想している。しかし、会議の結果はエジプトにとって非常に好ましいものでした。なぜスキャンダルを起こすのか？
シェピロフ氏は、ジョン・フォスター・ダレス米国国務長官がロンドンのソ連大使館に自分に会いに来た時のことを思い出した。不屈の姿勢で有名なこのアメリカ人は次のように述べた。「私があなたのもとに来たのは、ロンドン到着時のあなたの非常に簡潔な声明の中に、あなたと私がスエズ問題を解決するための合理的なアプローチに向けた共通点を見つける努力ができるという希望を与えてくれる一言を見つけたからです。」もちろん、高い尊敬に値するヴィシンスキー氏にとって、これは非常に困難だっただろう。ヴィシンスキー氏の素晴らしいスピーチを聞きながら最後まで泳ぎきれる人間を想像するのは難しい...」
シェピロフは西側の政策を「公然と強盗と強盗」と呼ぶよう命じられた。彼は指示を無視した。
モスクワに戻った彼はフルシチョフに報告した。彼は私に来るように言いました。シェピロフが執務室に現れたとき、彼はこう尋ねた。
- 聞いて、なぜあなたはニコライ・アレクサンドロヴィッチと私がコードで与えた指示に従わなかったのですか?
-その必要はありませんでした。私たちは戦いに勝ったのに、なぜ彼らとの関係を損なうのでしょうか？
- ああ、そういうことですね！ -フルシチョフは憤慨した。 ――外交政策を自ら主導していきたいということですね。
8月27日、中央委員会幹部会でシェピロフ氏はロンドン会議について報告した。
フルシチョフは次のように述べた。
— カンファレンスは順調に進みました。同志シェピロフはその任務にうまく対処した。私たちが参加を決めたのも正解です。指令の履行からの逸脱を除けば、これは自由であり、間違っており、危険です。
幹部会の他のメンバーもシェピロフの不幸な間違いについて語った。彼はコメントを考慮に入れると約束した。
幹部会の決議には、「CPSU中央委員会はロンドン会議におけるソ連代表団の行動方針と実際の活動を承認する」と記載されている。しかし、フルシチョフはシェピロフの独立性に当時示した以上に不満を抱き、すぐにシェピロフを外務省から追放した。
1956年5月、独立記念日のレセプションのためにソ連の閣僚がイスラエル大使館を訪れた。ユダヤ人国家に対するモスクワの態度はいくらか改善されたように見えた。しかし、シナイ紛争はすべてを完全に台無しにしました。イスラエルは完全に準敵対国の範疇に入った。
8月26日、駐イスラエル・アブラモフ大使はモスクワに対し、外交団長が休暇に入ったため、9月4日にゼエフ・ベン・ズヴィ大統領の伝統的なレセプションで祝辞を述べなければならないと報告した。ソ連大使は次に上級であった。
アブラモフ氏は昨年、すでに同じ状況で休暇に出ていたため、今回は数日間ベイルートに送ってほしいとモスクワに伝えた。
この問題は中央委員会幹部会で検討され、大使の提案が承認された。
ゼーブ・ベン・ズヴィはポルタヴァで生まれました。 1906年に彼はポアレイ・シオン党に参加したが、警察に追跡された。彼の家を捜索したところ、ユダヤ人の自衛隊のために集められていた武器が発見された。ベン・ズヴィはパレスチナに逃亡し、イギリス陸軍のユダヤ人軍団の一員としてロンメル将軍のドイツ遠征軍と戦いました。彼は 1952 年にイスラエル大統領に選出され、2 回再選されました。
ソ連の外交官や諜報員は、アラブ諸国がイスラエルとの交渉をきっぱりと拒否していることを知っていた。彼らは中東の平和を必要としませんでした。それどころか、エジプト指導部はこのような緊迫した状況を維持する必要があったため、他のアラブ諸国はカイロに集中する必要があった。ナセルはシェピロフに直接こう語った。
— アラブ・イスラエル紛争は現在、アラブ諸国を団結させる主な手段となっている。
同じ理由で、アラブの政治家たちはパレスチナ難民を助けるために何もしなかった。彼らはプロパガンダ目的でパレスチナ人を足止めさせた。
1955年12月4日、モルト駐エジプト大使はモスクワに次のように報告した。
「パレスチナ難民の完全本国送還の要求は、イスラエル政府の政策に何らかの影響力を及ぼすことのできる強力なアラブ系少数派をイスラエルに生み出すことを目的としている。
しかし、エジプト政府は現在、パレスチナ問題の解決には関心がなく、パレスチナ問題によって引き起こされた中東における既存の緊張がアラブ諸国の緊張の一因となっているという事実から、イスラエルとの交渉に消極的であることに留意すべきである。各国は概してエジプトの政策を支持している。」
1957年1月1日、ガマル・アブドゥアル・ナセルは新大使エフゲニー・キセリョフと会談し、シェピロフに「アラブの団結の維持と強化にとってパレスチナ問題の重要性について」と語った様子を雄弁に回想した。これが団結を支える釘だ。」
1958 年 2 月 15 日、シリア外務大臣サラ・ビタルは同様に率直にソ連大使セルゲイ・ネムチンにこう語った。
「シリアは、1947年のパレスチナ分割に関する国連決定に基づいてパレスチナ問題を解決することに興味はない。そうすれば、アラブ諸国がイスラエルを承認し、パレスチナ分割の事実そのものを認識しなければならなくなる可能性があるからだ」 、アラブ人はこれを不公平な行為とみなし、同意できないだろう。シリアは過去も現在も、パレスチナ分割に関する上記の国連決議を認めていない。」
ある時点からソビエト外交は独立性を失い始め、エジプトとシリアの望むことだけを行うようになった。これらのアラブ諸国は全く報復せず、政策においてソ連の利益を考慮しなかった。
ソ連外交のシンクタンクである外務省情報委員会は、アラブ・イスラエル紛争を解決するためのいかなる取り組みも提起せず、この問題を国連総会で回避するよう勧告した。そして、この推奨事項は実行されました...
なぜイスラエルはシナイ戦争に参加したのでしょうか?
彼はエジプトとシリアへのソ連兵器の大量供給に恐怖を感じていた。このような大量の武器は戦力のバランスを変化させ、アラブの政治家の間に1948年の敗戦への復讐という願望を生み出した。
米軍も同じ意見だった。
米国統合参謀本部議長のアーサー・ラドフォード提督は大統領と国防長官に次のように報告した。
「1957年4月まで、イスラエルとアラブ諸国の軍事力はほぼ同じレベルになるだろう。 1957 年の春以降、アラブ人の軍事的優位性が現れ始め、現在の傾向が続けば、その優位性は徐々に高まるだろう。」
イスラエル人は米国に武器を売るよう求めた。ジョン・フォスター・ダレス国務長官の助言を受けて、アイゼンハワー大統領はこれを拒否した。
このような状況において、イスラエル軍は、ソ連軍の装備を習得する前にエジプト軍を攻撃する必要があると考えた。
1955年10月、アメリカ軍事情報局次長エドウィン・レイトン提督は統合参謀本部議長に次のように報告した。 1 年以内にほとんどの設備や機器を正常に使用できるようになりますが、状況に対処する時間がほとんど残されていないと彼らは考えています。」
56 年の夏、MP はポポフ氏は在イスラエルソ連大使館で２期目を務め、モスクワに戻った。私は外務省の中近東諸国局長G.T.に来ました。ザイツェフ。元副大臣であるA.ラヴレンチェフ駐イラン大使も執務室にいた。彼らはポポフに、もしエジプトとイスラエルの間で戦争が起こったら、それはどうやって終わるのか、と尋ね始めた。
ポポフはイスラエル軍が勝つだろうと答えた。イスラエルの兵士は十分な教育を受けており、現代のテクノロジーを習得していますが、エジプトの兵士は文盲でテクノロジーに慣れていません。そして、イスラエルを破壊し、すべてのユダヤ人を海に投げ込むというアラブの政治家たちの約束には、最後まで戦う以外に選択肢は残されていない。
同部門の責任者はポポフ氏の言葉に憤慨し、イスラエルでの長年の勤務で「ユダヤ人になりすぎて、何も理解できず、何も得意ではなかった」と語った。そして、ラヴレンチェフ大使に向かって、彼はこう訴えた。
- どのような種類の第一秘書が私たちのために働いていることが判明しました！
ザイツェフはポポフに、ソ連の援助のおかげでエジプト軍はかつてないほど強力になったと教訓的に説明した。
「戦争が起きた場合、あなたのイスラエルには濡れ場は残らないでしょう。」
ミハイル・ポポフは中近東省に連れて行かれることを望んでいた。彼らはそれを受け入れませんでした...
10月30日、参謀本部情報総局のトップであるセルゲイ・マトヴェーヴィチ・シュテメンコ中将は、ジューコフ国防大臣に次のようなメモを送った。
"私は報告する：
中央情報局の無線傍受データによると、今年10月29日の夜。イスラエル軍はアル・クンティラ市の地域からエジプト国境を侵犯し、その領土に90キロメートル進入し、ネクレ市（スエズ東110キロメートル）の地域に陣取った。
テルアビブから傍受されたメッセージによると、イスラエル軍は10月30日朝、スエズ運河の東30キロにある入植地を攻撃した。
カイロの朝刊は56年10月30日、イスラエルの対エジプト戦争開始を報じた。
伝えられるところによると、イギリスはエジプトからイスラエル軍を追放するエジプトを支援する用意があり、イスラエルまたは中東の別の侵略者に対して24時間以内に攻撃する準備ができている...
主要情報総局は状況を解明するための措置を講じた。」
シナイの戦いでは航空が決定的な役割を果たした。敵対行為の初日からすでに、イスラエルのパイロットはエジプト人の2倍の戦闘任務を飛行した。シナイでは、エジプト人は有刺鉄線と地雷原で塹壕を覆い、徹底した防御システムを持っていました。しかし、エジプト軍の戦車は防空網を持たずに放置され、エジプト軍兵士は士気を欠いていた。
10月31日の夜、エジプト軍には敵と戦うチャンスがなかったので、ナセルはスエズ運河地帯への撤退を命令した。
11月1日、キセリョフ大使は国内の状況を報告し、エジプト人はモスクワからの軍事援助を期待していると書いた。
「エジプトを助けるためにソ連から4万人のイスラム教徒志願兵が空路で派遣されており、ソ連軍機がキプロスにある英国基地を爆撃しているという噂が市内で広まっている。これは私たちの即時介入への期待を反映しています。」
ナセルの腹心で彼の事務所の責任者であるアリ・サブリは、ソ連大使にソ連の軍艦をエジプト海岸に派遣するよう要請した。
11月3日、シェピロフはカイロの大使に次のように電報を打った。
「この点に関して、我が国の軍関係者らは、我が国のそのような措置は、実際に前向きな結果をもたらさない限り、エジプトの立場を複雑にするだけであり、エジプト付近に集中するイギリスとフランスの艦隊をさらに強化する可能性があると述べている。エジプト領土に対する攻撃の激化につながった。
彼らはソ連海軍の脅威に言及して、これらすべての攻撃的な行動を隠蔽し、正当化するだろう。」
イスラエル軍はイギリス軍とフランス軍と協力してエジプトを攻撃した。
11月6日、シュテメンコはジューコフに次のように告げた。
"私は報告する：
1956年11月5日7時30分、英仏軍司令部はエジプト領土への空挺攻撃を開始した。上陸軍はポートサイド地域の数カ所に順次降下した。 14時30分までに、イギリスとフランスの空挺部隊を含む最大1個のパラシュート旅団が配備された。着陸は航空の強力な援護の下で行われました...」
 
ソ連と米国対イスラエル
シナイ半島での戦争はモスクワに深刻な不安を引き起こした。ナセルに武器を供給したソ連の指導者たちは彼の運命を恐れた。ナセル氏の解任は、エジプトへの投資がすべて無駄になることを意味する。
「私たちは非常に警戒していました」とフルシチョフは回想した。 「彼らはエジプトが敗北し、これにより中東における反動の立場が強化されることを恐れていた…」
フルシチョフはモロトフにこう電話した。
— ヴャチェスラフ・ミハイロヴィチ、私は今こそアイゼンハワー大統領にメッセージを送り、エジプトを攻撃した侵略軍に対する共同行動を提案すべきだと思います。
- アイゼンハワーはイギリス、フランス、イスラエルに対して私たちに同意すると思いますか? - モロトフは疑問を表明した。
- もちろん、うまくいきません。しかしその後、我々は米国政府とアイゼンハワー大統領の仮面を剥ぎ取ることになるだろう。彼らはマスコミに登場し、フランス、イギリス、イスラエルによるエジプト攻撃を非難した。そして戦争が始まっています。私たちの提案により、アメリカ大統領は困難な立場に置かれることになる。
「はい、その通りです」モロトフも同意した。 - 話し合いましょう。これは便利なアクションになります。
フルシチョフのアイデアは実を結んだ。ソ連指導者らを驚かせたことに、米国は英国、フランス、イスラエルに対し敵対行為を停止するよう断固として要求した。そしてアメリカの圧力も影響した。
クレムリンは、これが第二次世界大戦の参加者で尊敬されるアメリカ大統領の決定であると信じていた。実はドワイト・アイゼンハワーは病気だった。シナイ戦争の前年、1955 年 9 月 24 日の夜、アイゼンハワーは心臓発作、または医学用語では冠状血管の急性血栓症、つまり血栓が心臓の動脈を詰まらせた病気に見舞われました。
彼はフィッツシモンズ陸軍病院に入院した。最初の 2 週間は、彼が職務に戻れるかどうか誰も分かりませんでした。多くの人が彼を政治家として葬ろうと急いだ。そのとき、行政府の長が権限を行使できない場合に副大統領に権限を移譲することを規定する法律が可決された。数か月間、彼は非常に衰弱していたので、副大統領リチャード・ニクソンが大統領を代行した。
アイゼンハワーは、半年後の 1956 年 6 月 8 日の夜、腸閉塞を発症し、かろうじて脱出しました。ウォルター・リード病院院長レナード・ヒートン少将率いる評議会は、大統領をただちに手術台に置くことを決定した。
アイゼンハワーは2時間に及ぶ腹部の大手術を受けた。ホワイトハウスは数時間ごとに彼の健康状態に関する速報を発行した。手術後、彼の見た目は非常に悪く、激しい痛みに苦しんでいました。ニクソン副大統領は、アイゼンハワー氏が突然、職務の負担に身体的に耐えられなくなり、辞任の時期が来たと不平を言い始めたことを回想した。
しかし、彼は回復した。私はホワイトハウスを早期に離れるという考えをあきらめた。そして二期目への出馬も決めた。アイゼンハワーは体力を付けるために長期間休息し、その後は選挙活動に専念した。大統領選挙は 1956 年 11 月 6 日に予定されていました。
アイゼンハワーが病気で選挙の準備をしている間、国の外交政策はダレス兄弟によって決定された。ジョン・フォスター・ダレスは国務長官として大統領の全幅の信頼を享受した。
ジョン・フォスター・ダレスの考え方にはピューリタンの教育を受けてきた痕跡があった。彼の顔の暗い表情と国務長官の孤立は、彼の見解と性格に対応していた。彼は弁護士になる前は宣教師でした。ダレスは、政治の成功は強力な宗教的および倫理的原則に基づいてのみ実現できると信じていました。彼は共産主義を西側のキリスト教文化に対する脅威とみなした。自由主義イスラエルは彼の疑念と疑惑を引き起こした。 CIA長官に就任した弟のアレンも同じ意見だった。
1950年10月、ロスコー・ヒレンコイター提督は太平洋艦隊に新たな任務を与えられ、ビートルの愛称で親しまれたウォルター・ベデル・スミス将軍が短期間CIA長官に就任した。
スミスは後のドワイト・アイゼンハワー大統領や後のジョージ・マーシャル国務長官に仕え、1946年には大使としてモスクワに赴いた。トルーマンはスターリンを米国訪問に招待するよう指示した。スターリンは、医師たちはそのような旅行を許可しないだろうと答えた。
スミスは外交官から軍に戻り、ニューヨークに本部を置いた第1軍を指揮した。
新しい任務の前夜、彼は胃潰瘍を患い病院のベッドに横たわっていました。手術中に彼の胃の3分の2が切除されました。彼は25キロ体重を減らしましたが、自信を感じました。まず第一に、彼は自分自身が信頼できる副官であることを見つけることにしました。
2年前、トルーマンはアレン・ダレス率いるニューヨークの弁護士グループにCIAの活動を分析するよう依頼した。弁護士らは大統領に対し、政治情報機関の最も弱い点の一つを指摘した。指導的地位のほとんどが軍人によって占められており、一定期間一時的にＣＩＡに配属され、その後は陸軍や海軍に戻されたという。 。ダレス氏らによると、諜報活動には臨時職員ではなく専門家が必要だったという。そしてスカウトは肩ストラップを着用する必要はまったくありません。
スミス将軍は、サリバン・アンド・クロムウェル法律事務所にダレスに電話した。
「あなたは報告書を書いたのですから、今度はその勧告の実施に協力しに来てください。」
ウォルター・ベデル・スミスは中央情報局に留まらなかったが、退役軍人らは彼を中央情報局史上最高の長官と呼んでいる。潰瘍は彼の人格を汚していましたが、彼はダイナミックで、意欲的で、魅力を放っていました。
53 年 1 月、スミスは CIA を辞めなければなりませんでした。彼は去りたくなかった。しかし、アイゼンハワー大統領はジョン・フォスター・ダレス国務長官を任命し、彼の弟は自ら情報を管理したいという願望を表明した。大統領はダレス兄弟に会いに行った。彼は彼をとても大切に思っていた。アレン・ダレスは他のCIA長官よりも楽だった。夕方、兄の家で電話を 1 回、会話を 1 回しただけで、すべての問題が解決されました。
アレン・ダレスが CIA 長官に任命されたとき、彼は高官の儀典リストで 34 番目でした。彼は公的な給与水準で第 5 カテゴリーに属し、つまり政府のメンバーより 4 レベル下でした。彼の地位は国務副長官に相当した。レセプションの席で、彼はテーブルの端のどこかにいたことに気づき、情報部長は痛手を負った。
シナイ作戦中、CIAはイスラエル、フランス、イギリスの軍事準備を注意深く監視した。アメリカの武官はテルアビブから、イスラエルが軍隊を動員し、近い将来にエジプトを攻撃するつもりであるとの緊急メッセージを送った。
戦争勃発後、ジョン・フォスター・ダレス国務長官は「我々は何も知らされていなかった」と述べた。議会と報道機関は、アメリカの諜報機関がその責任を怠ったと判断した。
CIA職員は気分を害した。私的な会話では、国務長官は明らかに米国政府が英国、フランス、イスラエルから計画について事前に知らされていなかったという意味であると丁寧に語られた。 CIAの工作員やアナリストも、同局の名誉のために立ち上がって弟の正しさを主張するはずだったアレン・ダレス氏に腹を立てた。
ダレス兄弟は引き続きアラブ産油国との良好な関係を中東政策の基礎とし、イスラエルを邪魔者とみなしていた。
シナイ戦争はダレス族に中東におけるイギリスの影響力を制限する機会を与えた。したがって、アメリカ政府はフルシチョフに加わり、イギリス、フランス、イスラエルの軍事作戦を非難した。
その結果、米国は初めてソ連と協力して、NATO加盟国であるイギリスとフランスに対して行動した。
イギリスとフランスの政治家たちは我を忘れた。彼らは米国が西側諸国を破壊していると信じていた。彼らはその理由がジョン・フォスター・ダレスの病気にあると信じていた。大統領とは異なり、彼は末期の病気だった。彼は癌と診断されました。欧州の政治家らは、この病気が彼の意思決定能力に影響を与えたと述べた。
シェピロフ外相は国連安全保障理事会議長に対し、エジプトへの侵略を止めるよう訴えた。
同時に、ソ連政府首脳ニコライ・ブルガーニンからの書簡が配布された。
「私たちは侵略者を武力で鎮圧し、中東に平和を取り戻す決意をしています…この戦争を止めなければ、第三次世界大戦にエスカレートする危険が伴うかもしれません。」
英国首相アンソニー・イーデンへのメッセージには、同様に恐ろしい公式が含まれていました。
「もし英国がより強力な国家から攻撃された場合、英国はどのような立場に陥るでしょうか?しかし、これらの国は、例えばミサイル兵器を使用することができます。」
ブルガーニン氏はイスラエルのベングリオン首相に宛てたメッセージで次のように述べた。
「他人の意志を実行し、外部からの指示に従って行動することで、イスラエル政府は犯罪的かつ無責任に世界の運命、国民の運命をもてあそんでいる。それは東の人々の間にイスラエル国家に対するこれほどの憎しみを植え付けており、それはイスラエルの将来に影響を与えずにはいられず、国家としてのイスラエルの存在そのものに疑問を投げかけることになるだろう。」
11月10日、タス通信は次のような声明を発表した。
「エジプト国民、そして国家の独立と自由のために戦っている東の他の民族に対するソビエト国民の熱烈な同情を明確に表現しているのは、ソビエト国民の数多くの声明である。パイロット、戦車兵、砲兵、さらには士官――大祖国戦争の参加者であり、エジプト国民とともに侵略者をエジプトの地から追放するために志願兵としてエジプトに行くことを許可するよう要請された。
ソ連指導部は、イギリス、フランス、イスラエルが国連の決定に反してエジプト領土から全軍隊を撤退させず、さまざまな口実の下でこれらの決定の実施を遅らせ兵力を蓄積させれば、新たな脅威が生じると述べた。エジプトに対する軍事行動の場合、ソビエト連邦の関連機関は「ソビエト国民、つまりエジプト国民の独立闘争に参加することを望んでいた志願者の出国を妨げない」。
ソ連政府の鋭い声明の後、ワシントンのイスラエル大使は国務省に呼び出され、イスラエルが戦闘をやめなければソ連が実際に介入する可能性があると平文で説明された。さらに、米国はユダヤ国家への支援をやめ、国連は制裁を課すだろうが、イスラエルは依然として撤退しなければならないだろう。
これらは不吉なほのめかしと無謀な虚勢であり、フルシチョフ外交の特徴であった。中東の新たな同盟国のためなら、ニキータ・セルゲイビッチは何でもする用意ができていたようだ。脅しは効きました。西側は撤退した。
「フランスのギー・モレ首相は、当時、閣僚会議を離れて家で夜を明かさなかったと言われています」とフルシチョフは喜んだ。私たちのメッセージを受け取ったとき、彼は文字通りパンツも履かず、寝ている下着姿で電話に駆け寄り、エデンに電話をかけました...パンツを履いて電話に出ても、パンツを履かずに電話に出ても、問題の本質は変わりません。重要なことは、我々の警告を受けてから22時間後に攻撃が中断されたことだ。」
そしてエジプトでは、ソ連軍は確かにエジプト軍と並んで戦う準備ができていると判断した。
11月6日、ソ連大使はナセル氏の側近アリ・サブリ氏との新たな会話についてモスクワに報告した。
「サブリ氏は、ボランティアとともに飛行場の滑走路を迅速に修復して航空機を受け入れる可能性についての論文を集中的に作成した。彼らが到着することを知って、私たちはあらゆる準備をします。
彼はまた、潜水艦をここ、エジプトの海岸に派遣することについても話しており、その出現により、イギリスとフランスは即座にエジプト海域から撤退するだろうと彼は確信している。この状況は、これらのボートがエジプトによって購入され、エジプトのチームによってエジプトに護送されたという形で提示されることもできます...」
モスクワ指導者たちは、ナセルがソ連の声明を真剣に受け止め、志願兵の派遣を要求し始めたことを見て驚いた。フルシチョフと彼の仲間たちは、自分たちが不快な状況に陥っていることに気づきました。そしてエジプト人は、「いつになったら約束を果たせるのか？」と詰め寄った。
外務大臣は自らを正当化しなければならなかった。
12月4日、シェピロフはカイロの大使に電報を送り、ナセルに対し、モスクワでは「彼らは主にエジプトに道徳的、政治的支援を提供したいという願望から進められた…エジプト自体の観点からこの措置を実施するのは不適切である」と説明した。 」
シェピロフ氏はさらに、エジプト軍に対する航空援護の約束を果たすことは不可能であると続けた。「ナセルは軍人として、航空援護にはエジプト付近に適切な基地が必要であることを確かに理解しているが、周知のとおり、ソ連には航空援護がない。 」
12月9日、モスクワで公式説明が発表された。
「タス通信は、イギリス、フランス、イスラエルの軍隊がエジプトから完全に撤退すれば、ソ連の志願兵がエジプトに向かうという問題は自然になくなると宣言する権限を与えられている。」
カイロは、モスクワがエジプト軍を助けるために軍隊を派遣しなかったことに腹を立てた。そして一般に、壊滅的な英仏軍の爆撃とイスラエル軍の攻撃の時代には、ソ連の支援は不十分だと考えられていた。
しかし、モスクワはエジプト指導者の気分を改善する方法を見つけた。 12月31日、シェピロフは大使に対し、ナセルまたはアリ・サブリを訪問し、ロシアが戦争で被った損失を補償するためにエジプトへの軍事装備品の供給を再開することが可能であると考えていることを伝えるよう緊急指示を出した。
フルシチョフは、シナイ戦争が中東におけるソ連の役割を変えたと回想した。
「かつてその地域はイングランドに属していました。エジプトのファルーク王がイギリスと戦うための武器を提供するようスターリンに要請したとき、スターリンが拒否し、そこにはイギリスの勢力圏があり、我々がそこに首を突っ込む必要はないという意見を表明したのは当然のことでした。
私たちは侵略者に対して公の場で声を上げ、自らも彼らを脅迫し、無関心で中立でいることはできないと宣言しました。今、私たちは中東で考慮されています。
ソ連は1956年の勝利後もしばらくナセルを警戒し続けたが、同時にナセルを支援し、十分な武器を提供した。彼らはエジプト海軍の兵器、魚雷艇、さらには飛行機まで販売していました。小火器、大砲、戦車、航空機、軍艦など、すべての武器はナセルが必要とする量だけ販売された。」
1957年1月11日、中央委員会幹部会はエジプトへの軍事装備と財産の供給問題について議論した。
フルシチョフは次のように質問した。
――エジプトへの支援にも関与するのでしょうか？この件は熱いですね。
ミコヤンとシェピロフは物資供給を支持した。
ブルガーニン閣僚評議会議長はその規模に困惑した。
――8億ルーブルというのは大金です。少なくとも段階に分けて考えてみてはいかがでしょうか？
1月31日、我々はエジプト指導部の要請に応えるという最終決定に達した。
シナイでの軍事作戦に参加するという決定は、おそらくイスラエル政府の最大の間違いであった。イスラエル国防軍はエジプト軍にさらなる敗北をもたらした。しかし、これは中東の緊張を緩和するものではなく、ソ連との関係を完全に破壊した。
1957年1月26日、アブラモフ駐イスラエル大使はゾーリン外務副大臣に次のようなメモを書きました。
「1956年11月6日、イスラエルのエジプト侵略に関連して、私は直ちにモスクワに向けて出発するよう指示を受けました。その同じ日に私はイスラエルを去りました。
12月14日、敵対行為が停止し、イスラエルがエジプト領土から軍隊を撤退し始めたとき、当局は私のイスラエルへの帰国を決定しました。出発は12月26日の予定でしたが…
12月末、イスラエルがエジプト領土からの軍隊の撤退を意図的に遅らせていることが明らかになり、私の出発を2週間、1月8日から10日まで延期することが決定されました。それ以降、出発日は未定となっております...
私の近い将来のイスラエル出国は、現在の状況ではアラブ諸国においてイスラエル併合の間接承認とみなされる可能性があるため、あまりお勧めできません。同時に、出発を長期間延期する可能性も低い。
上記を考慮すると、イスラエル政府に通知することで、私を駐イスラエル大使としての職務から解任することが適切であろう。状況が変わるまで、新しい駐イスラエル大使を任命すべきではない。」
57年1月28日、イスラエルのソ連臨時代理大使N.I.クリモフは外務省中東局長ザイツェフに次のようなメモを送った。
「イスラエルは、都合がよければいつでも近隣アラブ諸国を攻撃できることを証明した。また、イスラエルには細菌学的攻撃手段を準備し実行するための重要な科学者と適切な設備が存在することも心に留めておくべきである。
過去 4 か月間で、ポーランドからの移民である最大 8,000 人のユダヤ人がイスラエルに到着しました。その中には、ポーランド内務省の元職員、軍事諜報機関、国家安全保障、核物理学者や有名な細菌学者などの優れた科学者も含まれます。
近い将来、有名な科学者や著名な医師を含む多数のユダヤ人がハンガリーから到着すると予想されている。イスラエルは、近隣諸国だけでなく、ソ連や社会主義諸国に対しても破壊活動を行うため、大幅な援軍を受けている。」
このようなメッセージは、ソ連からのユダヤ人の移民に対するさらなる議論となった。
 
グロムイコに代わってシェピロフが就任
モスクワでは外務省に大きな変化が起きた。シェピロフ大臣がグロムイコを好まないことは知られていた。オープンで陽気なドミトリー・トロフィモビッチは、退屈な副官が好きではありませんでした。彼の事務局は、アンドレイ・アンドレーヴィッチが解任されようとしていると予想していた。
彼らによれば、グロムイコ氏はすでに科学アカデミーでの居場所を探し始めているという。ロンドンで大使を務めている間、彼は『アメリカ資本の輸出』という本を執筆しました。経済的および政治的拡大の手段としての米国の資本輸出の歴史から。」彼はG. アンドレーエフというペンネームで本を出版しました。 1956年、モスクワ大学学術評議会は彼に経済学博士号を授与した。そのため、科学的な仕事に移行するためのポジションが準備されました。しかし、それはうまくいきました。
フルシチョフとシェピロフの間で冷却が始まった。さらに、シェピロフは、ニキータ・セルゲイヴィチの性格がどれほど急速に変化したかを明らかに理解しておらず、フルシチョフと議論を続けました。
1957 年 2 月 14 日、シェピロフは外務大臣を辞めました。翌日、彼の代わりにアンドレイ・アンドレーヴィッチ・グロムイコが就任した。
彼らは、フルシチョフがグロムイコを大臣にすることを思いとどまったと言い、彼らは彼について重要ではないことを話しました：自発性の欠如、鈍感。しかし、ニキータ・セルゲイビッチは外交政策に自ら取り組むつもりであり、反対意見をはねのけて次のように述べた。「政策を決めるのは中央委員会だ。たとえ集団農場会長をこのポストに任命したとしても、彼は同じ路線を追求し始めるだろう。」
5月9日、アブラモフ駐イスラエル大使はグロムイコ新外務大臣に詳細なメモを送った。彼女は完全に反イスラエルでした。しかし、大使館の提案の中には、根本的に重要な提案が 2 つありました。
「...近い将来、アラブ・イスラエル紛争に関する記事をソビエトの新聞に掲載し、その中で我々の立場、特にイスラエルの生存権の問題に対する我々の態度を説明すること...
アラブ諸国のソ連大使館は、利用可能なルートを通じて、イスラエルに対するフェダイーンの行動を阻止しようと努めるとともに、アラブ諸国とイスラエルの平和的共存に向けた方針を現在追求する必要性を広めている。」
ソ連の外交は時折、ユダヤ国家の生存権について思い出させた。しかし、イスラエルに対するテロ行為を阻止することについてアラブ諸国と話し合う人は誰もいなかった。民間人の殺害は「パレスチナ人民の権利を求める正義の闘い」とみなされていた。さらに、パレスチナ過激派は間もなくソ連の軍事援助を受け始めるだろう。そして、我が国自体が同じテロリストに直面するまでには、長い時間がかかるだろう。
5月23日、アブラモフは再びグロムイコに国内の状況を報告し、次のように述べた。
「私たちの意見では、私たちの報道機関とラジオは、中東および世界政治におけるイスラエルとイスラエル・アラブ紛争の役割をいくらか誇張しており、イスラエルに不釣り合いな注意を払っています。
過去5ヶ月間、プラウダ紙とイズベスチヤ紙だけでも、彼に関する12以上の記事と58通のTASS通信が掲載されており、トルコとイタリアを合わせたよりも多い、と言えば十分だろう。
イスラエルとその政策に関する私たちの情報は、アラブの報道機関からの未確認の資料に基づいていることがよくあります。例えば、私たちの新聞がイスラエルの193のアラブ人の村の破壊を報じたとき、実際にはイスラエルにそのような数のアラブ人の村は存在しなかったし、決して存在しなかったというケースがありました。テルアビブでの反戦デモで銃撃があり、100人以上が死傷したとされる。実はこれもそうではなかったのですが…
シナイ半島やガザ地域におけるイスラエル軍の行動、1948年から1949年のイスラエルとアラブ諸国間の戦争に関する誤った事実などに関する未確認の情報も報道された。
これらの事実の一部は、明らかに誤報を目的として公表されましたが、必ずしももっともらしいものではなかったため、目的を達成することはできませんでした。例えば、アンマンへのイスラエル武器供給に関するイスラエル・ヨルダン合意に関する5月17日のプラウダ紙の報道は説得力に欠けた。それはイスラエルのマスコミから有害な嘲笑を引き起こしただけだった。」
言い換えれば、ソ連の外交官たちは、イスラエルについて語るソ連のプロパガンダが常に嘘をついていることをよく知っていたのである。しかし、ジャーナリストは常に党中央委員会の指示に従っていたため、誰も記者を訂正し始めませんでした。数十年にわたり、ソ連のメディアは意図的にユダヤ国家を最も忌まわしい色で描いた。さらに、同じく敵国であるアメリカや西ドイツについて書くときは、ある種の礼儀を守らなければならなかった。イスラエルとの儀式に立って、好きなことを書くことはできません。
しかし、イスラエル人との会話の中で、ソ連の外交官はソ連のジャーナリストが嘘を書いていることを決して認めなかった。アブラモフ大使はイスラエルのゴルダ・メイア外相から招待を受けた。彼女は、なぜ両国間の関係が回復しないのかについて話したかったのです。なぜソ連はイスラエルとの貿易をやめ、イギリスやフランスもエジプトとの戦争に参加したにもかかわらず貿易を続けたのでしょうか?
彼女はまた、ソ連の新聞がイスラエルについてどのように書いているかについても話し始めた。
「二日前、ソ連の新聞イズベスチヤは、シリアとイスラエルの国境で新たな国境事件を報じた」とゴルダ・メイア氏は憤慨して語った。 ―メモには、イスラエル軍が発砲し、その結果シリア兵士１人が負傷したと書かれている。これはイスラエルの侵略とみなされた。実際には、これはシリアの侵略であり、その際にシリア人は国境の村のイスラエル人女性を殺害した。イズベスチヤはこの殺人事件についてさえ言及しなかった。このような偏見はソ連の報道機関に頻繁に現れる。これは特に電信情報に当てはまりますが、イスラエルにはタス通信の特派員がおり、イスラエルで起こっている出来事についてモスクワに正確に知らせることができるはずです。
もちろん、ソ連大使はソ連ジャーナリストの偏見に対する非難を即座に拒否し、そのことを誇らしげにモスクワに伝えた。
――ソ連の報道機関に対する主張については、私は同意できないと言いました。外国の新聞社から借用した一部のメモには、時として軽微な誤りがある可能性があることは認めますが、その責任は外国の新聞社にあります。しかし、私たちの報道が伝える一般的な方向性とすべての重要な事実は常に正しいです。シリアの報道機関からの資料に基づいてイズベスチヤで発表された事実も正確に掲載されています。
グロムイコは、かつて自分が国連の演壇からユダヤ国家を擁護して演説したことをもはや覚えていない。 1957年10月に総会のセッションに到着したグロムイコは、別のことについて話した。彼の言葉には、他国との関係においては、たとえモスクワで「帝国主義」と呼ばれていた国であっても、考えられないような脅威が含まれていた。
— イスラエルは、自国の更なる発展がどのように構想されているか、そして国家としての存在そのものについてはほとんど考えていない…イスラエルは自らが立っている枝を切り落としているようだ。
エジプトのパートナーとの会話では、まったく異なるスピーチが聞かれました。
11月2日、フルシチョフとマリノフスキー国防大臣はエジプト陸軍大臣アブドゥエル・ハキム・アメル将軍を迎えた。まず、彼らは西側帝国主義者を一斉に非難した。それからアメールは次のようなリクエストを続けました。
― 経済的機会がエジプトの軍備増強を許さない。武器と弾薬に関しては、エジプトはソ連とチェコスロバキアからそれらを受け取った。しかし、エジプト政府は防空の問題を非常に懸念している。
フルシチョフはこう尋ねた。
――英仏イスラエルによる侵略の際、エジプト人は敵機を撃墜することに成功したのか？
「戦争の初めに、我々は対空砲でフランスの『ミスター』8機を撃墜した」とアメールは誇らしげに答えた。 — 2度の空戦で、エジプト航空は一機も失うことはなかった。おそらくソ連の専門家をエジプトに派遣して防空体制を確立すべきではないだろうか？
フルシチョフはエジプトへの支援を継続し、エジプトと協力し貿易を行うことを約束した。
― ソ連は自由通貨を持っていないが、エジプト製品と引き換えに自国の製品をエジプトに売る用意がある。ソ連は40年間ドルなしで暮らしてきましたが、ご覧のとおり、ドルなしで経済、文化、軍事協力の分野で大きな成功を収めてきました。
フルシチョフは、エジプトが提起した問題について中央委員会幹部会と政府に報告し、次回の会議ですべてを具体的に話し合うことを約束した。同氏は、ソ連とエジプトの間に互恵関係が発展すれば、「帝国主義者は何もできないだろう」と述べた。
「米国も技術装備を提供しないように我々を妨害しているが、ご覧のとおり、これは彼らに前向きな結果をもたらさなかった。彼らは地球の衛星を最初に打ち上げたいと考えており、すでにその衛星に「ヴァンガード」と名付けていましたが、この「ヴァンガード」は今でもアメリカの研究所のどこかにあり、私たちの衛星は長い間飛行しています。
「もしアメリカ人ではなくあなたたちが最初に月に到達できたら、私たちはとてもうれしいです」とアメルはお世辞を言った。
フルシチョフは「今では彼らが先にそこに着くわけではない」と自信満々に語った。
宇宙について話すと、ニキータ・セルゲイビッチは自己満足な気分に陥りました。彼はエジプト人客にこう尋ねた。
—将軍はモスクワの気候にどのように対処していますか？
「素晴らしいですね」とアメルは元気よく答えた。 「パレード中は天気が良くて、すべてがはっきりと見えることを願っています。」
「それは私たちには関係ありません」とフルシチョフは肩をすくめた。
そして最後に、残りの時間沈黙していたマリノフスキー国防大臣が会話に割って入った。
「パレードの日は、天も優しい。」
11月7日、アメル外務次官はウラジーミル・セミョノフ外務次官に対し、対話を継続し、エジプトの要求を具体的に述べたいと述べた。 11月19日に彼はエジプトに戻らなければなりません。
11月13日、エジプト大臣は再びフルシチョフに迎えられた。彼と一緒に政府長官ブルガーニン、副官アナスタス・イワノビッチ・ミコヤンとミハイル・ゲオルギエヴィチ・ペルヴヒン（彼は対外経済関係国家委員会委員長でもあった）、そしてもちろんマリノフスキー元帥も同行した。
フルシチョフは、ソ連はソ連の機械や設備の供給費としてエジプトに6億ルーブルの融資を提供する用意があると述べた。
アメルは彼に感謝し始めたが、自分の立場を理解して、6億ルーブルがエジプトポンドに換算するといくらになるかを計算するのは難しいことを認めた。
モスクワのエジプト大使は、これは約5,500万エジプトポンドであると説明した。ミコヤン氏は大使の指摘が正しかったと認め、ブルガーニン氏は国立銀行の元理事長として重みを持って次のように述べた。
- これは 1 億 5,000 万アメリカドルです。
アメール将軍はすぐに融資の返済方法と返済時期について話し始めた。
— 融資期間をもっと長くしてほしいと考えています。
フルシチョフは食欲を抑えようとした。
- あなたがもっと、おそらく 5 回でも融資を受けたいと思っていることは理解していますが、そうすればもっと満足していただけるでしょう。しかし、私たちは常に私たちとあなたにとってのバランス感覚を示さなければなりません。
ミコヤン氏は、言及された金額には軍事援助が含まれていないという事実にエジプト人ゲストの注意を引いた。エジプトは別途武器を受け取ることになる。
アメルは「これ以上の支援を求めるのは恥ずかしい」と美しく語った。「しかし、ソ連が途中で迎えてくれることを期待している」。私たちの困難は非常に大きいです。軍事問題に関しては、私は軍人として、世界中のすべての銃がエジプトにあることを望んでいますが、我が国の経済状況では今必要なものすべてを揃えることが不可能であることは理解しています。
アメル氏は優先ニーズを次のように列挙しました。
「我が国の防空は最も脆弱です。また、航空機を飛行場に、軍艦を港に受け入れることができなければなりません。 1956年に貴国の多数のボランティアがエジプトに援助を提供したいと表明したとき、我々にはそれを利用する準備ができていなかったということを忘れていません。武器を最低価格で供給するために融資をお願いしますが、これはほとんど象徴的なものです。
フルシチョフは「気を悪くしないでください。たとえ無料で武器を与えられたとしても、貪欲になってはいけないと言ったら」と答えた。なぜなら、武器に加えて、兵士を用意し、服を着せ、靴を履かせ、食事を与え、兵舎に置く必要があるからです。
ニキータ・セルゲイビッチは、寓意的にエジプト人に食欲を和らげるよう説得しようとした。
— ロシアでは長年にわたり、人々はシベリアの征服者エルマクについての歌を歌い続けています。エルマクはシベリアを征服し、ロシア皇帝の支配下に置いた。このため、王はエルマックに褒美として良質の郵便物を与えた。エルマックはその贈り物に満足したが、彼の分隊が敵に攻撃されたとき、鎖帷子でイルティシュ川に突入し、溺死した。王からの贈り物はエルマックにとって重石となり、彼をどん底に引きずり込んだ…
アメル首相は微笑み、フルシチョフの貴重なコメントに感謝し、その言葉に従うことを約束し、エジプトへの援助拡大問題を直ちに再考するよう求めた。
「今はここでやめましょう」フルシチョフは彼を止めた。 「これが最後の会議ではなく、単なる始まりに過ぎないことを考慮してください。」
ニキータ・セルゲイビッチは、言葉を切り詰めることなく、非常に率直に話しましたが、彼のスピーチの色はおそらく翻訳中に消えてしまいました。
「君たちは若いし、たくさんの力を持っているし、それを一気に掴み取りたいと思っているんだよ。」今、重要なことは経済を成長させることです。もちろん、これは簡単な問題ではありません。まだ建設は始まっていませんが、すでに大きな食欲を持っています。食欲はもちろん食べることで生じますが、とりあえずは必要なものから始めましょう。医学には良いルールがあります。人が長期間栄養失調に陥っている場合、彼にたくさんの食べ物を与えるべきではありません - これは有害です。私がおとぎ話をしていると言うかもしれませんが、お金が必要です、もっとお金が必要です...
ニキータ・セルゲイビッチは、いつものように真剣な交渉の後、思い出に引き込まれました：
――ミコヤンが語った南北戦争のエピソードを思い出した。私はクタイシ近郊にあった第11軍の部隊の一つにいました。ある日、私は政治部に行かなければなりませんでした。ホテルにはトコジラミがたくさんいたので、駅で一晩過ごすことにしました。夜、アルメニア兵の中隊が庭になだれ込んできた。私は扇動者として彼らと話をしました。彼らは耳を傾けましたが、トルコ情勢の評価を信じませんでした。会話が終わると、ある人は会話に感謝したが、「トルコ人は虐殺されなければならない」と述べた。私は再び彼らに、トルコには農民、労働者、地主、資本家がいて、全員を同じように扱うことはできないと言い始めました。兵士たちはすべてに同意したが、「トルコ人は依然として虐殺される必要がある」。つまり、アメール将軍はすべてにおいて私たちに同意していますが、それでもさらに多くの資金を提供する必要があると述べています...
会話は2時間続いた。そこでフルシチョフはエジプト代表団を昼食に招待した。
 
ナセルと共産主義者の間
ソ連の外交官は、たとえアラブ諸国が合理的な提案をしたとしても、いかなる状況においても西側諸国に接近しないよう警戒していた。
1957年12月17日、フルシチョフはシリアのハリド・アル・アゼム副首相を迎えた。
ニキータ・セルゲイビッチは、シリア人にはソ連しか友人がいないと巧みに説明し、敵の陰謀でゲストを脅迫した。フルシチョフは、トルコ人がシリアに対する侵略をどのように計画しているかをモスクワが監視していると語った。
「私たちが彼らの正確な計画を知ったら、アメリカ人は驚くでしょう。」私たちはシリア攻撃の準備に関するトルコ参謀本部の決定をすべて知っています。危険は大きかった…米国がシリアに対する軍事行動を放棄したとき、レバノン、サウジアラビア、ヨルダン、イラクが現シリア政府を排除することに合意したことは私たちが知っている。彼らはシリアとの戦いに多額の資金を割り当てた。あなたたちの国の指導者に対するテロ行為が計画されていました...
アルアゼムはすぐに首相になり、シリア共産主義者から積極的に支持された。
特に難しい試合はナセル戦で行われた。
1956年に遡ると、外国文学出版社は「革命の哲学」と題されたナセルの薄いパンフレットを出版した。これは英語からの翻訳でした。
このパンフレットは、党およびイデオロギー関係者の狭いサークルを対象としており、中央委員会によって承認された特別なリストに従って発送されました。
ナセルはまだほとんど知られていなかったため、出版社は彼を紹介する必要があると考えました。
「パンフレットの著者はエジプト首相であり、革命指導評議会の議長である。彼は、1953 年 7 月 23 日にエジプトでクーデターを実行し、共和制を宣言した地下愛国組織「Officers of Freedom」の創設者の 1 人でした。
共通の敵であるイスラエルに対する闘争に基づいて、ナセルは彼の指導の下ですべてのアラブ諸国を団結させようとした。彼は自分がナイル川からユーフラテス川まで広がる巨大なアラブ国家の頂点にいると考えた。何らかの理由で、他のアラブ諸国はナセルの支配下に入るのを急いでいなかったが、これは彼を不愉快に驚かせた。
ナセルは本の中で、エジプト人を団結させることができないとしばしば不平を言った。
「私が一番望むことは何かと問われたら、私はすぐにこう答えるだろう。「少なくとも一人のエジプト人が他のエジプト人について公平に語るのを聞くこと。それは、エジプト人が他の人について公平に語るのを聞くことだ。」他人が表明した考えに対する熱心な批判にすべての時間を費やさないエジプト人を少なくとも一人見ること。同胞エジプト人に対する許し、寛容、そして愛に喜んで心を開くエジプト人が少なくとも一人はいると信じたい。」
モスクワではナセルがいなくなることを恐れ、彼がいつでも西側に行くかもしれないと恐れていた。
1957年12月、中央委員会に「エジプトにおける我が国の影響力を強化し、アラブ諸国、特にアラブ諸国における反動的勢力の立場を強化することに基づいてナセル大統領がアメリカに接近しようとする試みを阻止することを目的とした措置について」という文書が送付された。シリア"：
そのメモにはこう書かれていた。
「ナセル氏は、世界の二つの陣営間の矛盾を利用し、ソ連や他の社会主義諸国から経済的・軍事的援助を受け、同時に米国側のナセル氏に対する態度の変化を模索する路線を続けようとしている」および他の西側諸国は、西側との交渉において共産主義に対する敵意と、アラブ東における共産主義者との戦いにおいて西側に奉仕する用意があることを強調した。
ナセルの国内政策は最近、エジプトでの「民主社会主義」と「協同組合社会」の構築をスローガンとした投機の増大と、同時に共産主義者や左翼分子に対する迫害の激化、警察の検閲や反社会的勢力に対する措置の強化を特徴としている。エジプト国民の間でソ連の影響力が増大。
最近、ナセル自身がアメリカ人との接触を模索し始めており、以前のようにカイロのソ連大使館と緊密な関係を維持していない...」
ソ連の指導者たちはエジプトでの共産主義者の逮捕にどう反応してよいのかわからなかった。正式には抗議し、釈放を求めるべきだった。本質的に、モスクワにとってナセル氏は弱体なエジプト共産党よりもはるかに重要だった。必要な場合には、ソ連の指導者たちは独断的になってはいけないことを知っており、国際共産主義運動における同志の破壊に目をつぶった。
1941年10月、10年前に当局によって禁止されていたイラン共産党の代わりに、イラン人民党トゥーデが結成された。それは地下で運営され、CPSU中央委員会の全面的な支援を受けていました。しかし、ソビエト指導者がイラン政府との関係を確立したため、50年代半ばにトゥーデは事実上資金提供をやめた。
1956年、イランのシャー、モハマド・レザー・パフラヴィーはシャヒーン・スレーヤとともにモスクワにやって来た。
シャーは回想録の中で次のように書いているように、非常に鋭く語った。 1907年に彼らはイランに入国した。第一次世界大戦中、彼らは再び我が国を乗っ取ろうとしました。 1946年、最も裕福な州であるアゼルバイジャンをイランから引き離すために傀儡政府が設立された。」
フルシチョフとシェピロフは、自分たちが国の指導者に就任する前に行われたことについては責任がないと答えた。フルシチョフは古いものと一線を画したかった。そしてイラン共産主義者は支持を失った…
1958年2月、シリアとエジプトが統合してアラブ連合共和国を設立した。これは遠大な目標を持って行われました。ナセル氏は、すべてのアラブ諸国が新国家に参加できると宣言した。
ソ連は両国の統一に満足していなかった。シリアではハリド・バグダシュ率いる共産党が勢力を伸ばしていたため、シリア政治に影響を与える機会が開かれていた。
「統一の進展は見られなかった」とフルシチョフは回想した。「シリアは合法的な共産党を擁するブルジョア民主主義国家であり、フランス式の議会制度が確立されていた。そこでは進歩派にとっての条件はエジプトよりも良かった。エジプトには民主主義は存在しませんでした。ナセル率いる大佐が統治した...
報道では、ソ連の指導者たちはナセルを疎外したくないため、ナセルの政策には反対しなかったが、支持もしなかった。しかし、彼らはバグダシュを支持し、バグダシュはシリア共産党が力のある限り、エジプトとの統一に反対して戦った…我々の立場はナセルを怒らせ、我々に有利ではなかった。」
ユーゴスラビアの首長ヨシップ・ブロズ・チトーはエジプト大統領の忠実な支持者であった。モスクワに到着すると、彼はエジプトの状況について話し始め、ナセルを高く評価した。フルシチョフは当惑を次のように表明した。
「彼のスピーチは理解できません。彼が何を望んでいるのかを理解するのは困難です。彼は進歩的なシステムの構築を主張しています。しかし、どうやって？彼はブルジョワジーには触れず、銀行にも触れない。これがどのような政策であり、この国にどのような目標が設定されているのかを評価することはまだ困難です。
「ナセル氏はまだ非常に若く、政治的には経験が浅い」とティト氏は寛大に自身の行動を説明した。 「それに、彼は軍人です。」彼は善意を持っているが、まだ確固たる足場を築いていない。どこかで抑制し、どこかでサポートする必要があります。彼と交渉できます...
「ナセルと私はかなり複雑な関係にあった」とフルシチョフは回想した。私たちはエジプトの独立と植民地主義者からの解放のために戦う国民としてエジプトを支援しました。私たちは彼らに武器を売り、あらゆる方法で彼らの前進を支援しました。しかし、私たちは政治的およびイデオロギー的な路線の問題に関して大きな意見の相違もありました...
ナセルによって特定された共産主義者は全員刑務所に入れられていた。共産党は地下組織だった。私たちの共産主義イデオロギーの観点から、彼は反共産主義の反動的政策を追求しました。私たちの意見では、エジプト国民が必要としている人物をナセルの中に見たとは言えませんが、当時、エジプト国民以上に進歩的な人物はいなかったと私たちは信じていました...」
統一共産党は1958年1月にエジプトで創設されたばかりだが、違法な立場にあった。ナセルは共産主義者が支配政権を支持することを条件にその存在に目をつぶった。しかし、数か月後にはすべて終わりました。
エジプトとシリアの統一はシリア共産主義者の抵抗を引き起こした。ナセルは共産主義者に対処するよう命じた。党指導部は投獄され、国外に逃亡できたのはわずか数人だけだった。ある歴史家が述べているように、当時のエジプトにおける組織的な共産主義活動は刑務所と強制収容所でのみ行われていた。
フルシチョフはナセルに対し、どんなに望んでも、多くの共産主義者が刑務所で苦しんでいる間はエジプトに来ることはできないとほのめかした。ナセルは彼らの釈放を命じた。
大統領の友人で腹心のモハメド・ハサネイン・ヘイカルは、エジプトの共産主義は国民運動から孤立していたため失敗したとの記事を発表した。
ガマル・アブドゥアル・ナセルは、1958 年 4 月に初めてソ連にやって来ました。フルシチョフは、よく聞いていたこの男に会いたかったので、通訳だけを連れてエジプト大統領をノヴォ・オガレボに連れて行った。私たちは一対一で話しました。
「ナセルは私に良い印象を与えた。冷静で知的で、勝利の笑顔を持った若者だった」とニキータ・セルゲイビッチは後に語った。 「純粋に個人的な感想を言えば、彼が好きでした。」
フルシチョフによれば、ナセル氏は会話中自信満々に振る舞い、時には攻撃性さえ見せたという。彼は、モスクワにとって、シリア共産主義者の指導者バグダシュの意見がエジプト大統領の意見よりも重要であることに腹を立てた。
- バグダッシュを支持する理由は何ですか?バグダッシュに私たちを導いてもらいたいですか？私たちはこれを容認しません、それはまったく不可能です...
同氏は、ソ連の指導者たちはアラブ問題を理解しておらず、統一を自分たちの目ではなく、狭い政治的立場から進めているバグダシュの目で見て、間違った道を歩んでいると述べた。
ナセル氏は、エジプトとシリアの統一は始まりに過ぎないと明言した。他のアラブ諸国も加わり、一つにならなければなりません。
フルシチョフは自分の立場を堅持してこう言った。
- あなたは後で統一を後悔するでしょう、アラブ連合共和国は崩壊するでしょう。
交渉は一日中続いた。彼らは屋外のビーチで食事をしました。一日中夏の良い天気でした。この出会いが良好な個人的な関係の基礎を築きました。
4月30日、エジプト代表団はフルシチョフ、政府第一副官のミコヤン、ソ連最高会議幹部会議長のヴォロシーロフ元帥、第三世界諸国との関係を担当する中央委員会書記のヌリディン・アクラモビッチ・ムヒディノフ、そしてグロムイコ大臣。
ナセル氏は、代表団のメンバーは主要な問題をすぐに明らかにしたいと述べた。フルシチョフとの最初の会談から、彼らは矛盾した意見を持っていました。エジプト人にとっては、フルシチョフが彼らの一貫性のなさを非難しているように見えた。ナセル氏は説明を求めた。
「あなたの言葉を、アメリカ側からの何らかの援助を交渉するためだけに我々がソ連に協力しているのだと理解した人もいました。また、ソ連とアラブ連合共和国との間の真の友好関係を発展させたいという願望に基づいて、我々は私利私欲を追求することなくソ連に協力しているとあなたは言いたかったのではないかと主張する人もいます。この問題について異なる意見が生じることを避けるために、もう一度この問題に立ち返り、あなたの見解を明確にしたいと思います。
フルシチョフは華々しくこう答えた。
- もしあなたがイスラム教徒でないなら、友情に関する私たちの言葉を誤解した者は、グルジアの習慣に従って罰せられるべきでしょう。アルメニアとジョージアでは、テーブルの順序を乱す者は罰せられ、彼のために大きな角のワインが注がれ、彼はこのワインを飲まなければならないという習慣があります... ソビエト連邦はアラブ人との無私の友情に同意します。彼はこれらの国から何も得ることに興味がありません。ソ連には必要なものがすべて揃っている。おそらくコーヒーと柑橘類だけが必要ですが、それらがなくても大丈夫です。コーヒーは紅茶に、柑橘類はリンゴに置き換えることができます。
「コーヒーさえありません」とナセルさんは念のため言った。
「しかし、イエメンにはおいしいコーヒーがあります」と、驚くべき記憶力を持っていたフルシチョフは即座に答えた。
彼はイエメンがエジプトの支配下にあることをほのめかした。
「オレンジはありますが、量は少ないです」とナセルさんは言いました。
ナセル氏の警戒は交渉中に感じられた。彼は、自分がモスクワの同盟国であると宣言することは、西側諸国とのビジネス上の接触の可能性を断つことになると認識していたので、自分自身がモスクワの同盟国であると宣言する気にはなれなかった。そしてソ連の外交官たちが最も恐れていたのは、ナセル氏が米国との関係正常化を計画していることだった。
ナセル氏はジェット爆撃機と中距離ミサイルを要求した。フルシチョフはこれを拒否し、ソ連領内ではエジプトや他のアラブ諸国の利益にもっと確実に応えるだろうと述べた。
5月1日、ナセル氏はソ連指導者らとともに霊廟の演壇に立った。赤の広場を歩くデモ参加者たちは、新しい顔を好奇の目で見ていた。
エジプトでは共産主義者の迫害による問題が頻繁に起きた。
59年7月31日、アラブ連合共和国のムハンマド・アワド・アル・クニ大使がセミョノフ外務次官を訪ねた。
大使は、レバノンの著名な共産主義者がダマスカスで逮捕されたと報じた7月30日のプラウダ紙の記事に不満を抱いていた。
大使は、もし逮捕の報告が真実であれば、レバノンの共産主義者がどのようにしてダマスカスに行き着いたのか、なぜそのような報告がソ連のマスコミに掲載されたのかは不明であると述べた。
アル・クニは、特にこの出来事はソ連のマスコミの注目に値するほど重要ではないため、これはUARとソ連の間の友好関係を強化するのに役立たないとの意見を表明した。
セミョーノフは大使を最高レベルの外交扇動術で扱った。
レバノンの共産主義者ヘル氏の逮捕に関する『プラウダ』紙の記事に関して、同氏は大使に対し、ソ連国民はそのような出来事に関心を持っており、新聞編集者は当然読者の要望に応えるものであると答えた。同氏は、ソ連だけでなく他国でも台頭した主に共産主義者で構成されたギリシャ統一民主左翼党書記のグレゾスを擁護するキャンペーンをアル・クニが間違いなく知っていたと指摘した。
セミョーノフ氏は、このような場合には慣習的であるが、自分が個人的な意見を述べていることを指摘し、次のように述べた。
――ソ連国民はこの分野における権利を放棄することはできない。私たちは、東部、特に革命前のエジプトでの国民運動とその戦闘員を擁護するために声を上げました。それでは、自分の信念を放棄し、人々の自由のために戦闘員を擁護する声を上げないのは正しいことでしょうか?明らかに違います...
アル・クニ氏は、アラブ連合共和国は、対ソ連ブロックの一部であるギリシャと比較することはできないと語った。アラブ人の態度やソ連に対する感情はよく知られているのに、なぜそうなるのか世論の不満と怒りを引き起こすような行動をとったのに、なぜ両国関係が改善し始めているこの段階で、関係を複雑化させかねない問題を提起するのでしょうか?
セミョーノフは次のように答えた。
「州間関係と国民のイデオロギーや感情は別のものであることをもう一度強調したいと思います。大使はそれをすべてごちゃ混ぜにし、自分が提起した問題に一方的かつやや形式的にアプローチします。率直に言っておきますが、結局のところ、UAR はソ連や社会主義陣営の国々を鋭く批判する記事や書籍を出版しています...
アル・クニ氏は、公式に話しているのではなく、友人として話していると改めて指摘した。
- ソ連とアラブ連合共和国の間の溝が深まれば、それはソ連にとってもアラブ首長国連邦にとっても利益にはなりません...
セミョーノフ氏は、何が関係に利益をもたらさないのか、逮捕や逮捕に関する出版物は何なのかと尋ねた。
アル・クニはこの質問に少し当惑しました...
ちなみに、ソ連の介入はレバノン共産党中央委員会書記ファラジャラ・ヘラを救うことはできなかった。エジプト人は彼を拷問し、レバノン共産党党首がモスクワでそのことについて語るように、彼は拷問の末に死亡した。
フルシチョフのエジプトとシリアの統一に関する予言は正しかったことが判明した。
ナセルは統一国家を独力で統治したかった。 61歳の夏、彼はシリアの軍事統治者アブドゥアル・ハミド・サラージ大佐をダマスカスからカイロに移送し、彼をアラブ連合共和国の第5代副大統領に任命した。しかしナセルはシリアに対する権力を強化するどころか、シリア人にとって権威を持っていた人物がダマスカスから姿を消したため、その権力を弱体化させた。
エジプト人はシリアを支配し始めました。 UARの副大統領であり最高司令官アメル元帥は、UARのシリア地域の執行評議会を率いていた。
9月28日、シリア将校らはクーデターを実行し、シリアはアラブ連合共和国から離脱することで終わった。反政府勢力のシリア将校らはアメル元帥を自宅軟禁し、その後帰国させた。
シリアのクーデターとシリア人がエジプトとの団結を拒否したことは、ナセルの政治と威信に深刻な打撃を与えた。しかし、この統一が人為的なものであり、アラブ世界全体を指導したいというナセルの情熱的な願望にのみ対応するものであると疑う人はほとんどいなかった。
しかし、ナセルが生きている間、エジプトはアラブ連合共和国と呼ばれていました。ナセルがこの名前を保持したのは、自分の考えが失敗したことを自分自身にも他人にも認めることができなかったからです。
10月9日、フルシチョフはモスクワのムハンマド・ガレブUAR大使を迎え、彼は彼に同情した。ガレブ氏は本職が耳鼻咽喉科医で、最初は第二書記官としてモスクワに来た。 61年に大使に任命された。フルシチョフはガレブに同情的にこう言った。
「ナセル大統領は対シリア戦争開始を拒否するという賢明な行動をとった…このような問題は軍事力では解決できない…私は大統領の立場を理解している。言うまでもなく、シリアでの出来事はUARと大統領個人に損害を与えました...実際、大統領は私たちの考え方を知っており、私はエジプトとシリアの統一問題について彼に意見を述べました。私はナセルに、「あなたは興奮している、急いでいる」と言いました。ナセルは私に、急いでいるのは自分ではなく、独立を恐れているシリア人だと答えた。彼はその時もまだ私に腹を立てていました…私がこのことを秘密裏にお話しているのは、外務省ではなく大統領だけが知っているので、誰も笑えないようにするためです。
アラブの共産主義者、特にシリアの共産主義者は勝利を収めた。
10月31日、モスクワでCPSUの第22回大会が開幕した。レバノン共産党中央委員会書記のニコラ・チャウイ氏は議会の代表者らに語った。彼はナセルとその政権について言葉を詰まらせることなくこう語った。
「圧政と独裁政権を排除するというシリア国民の勝利は、レバノン国民にとって非常に重要な出来事である。レバノン国民は、ナセル独裁政権による祖国の一体性を脅かす併合と解体の危険と闘った。シリアとレバノンの共産党の闘いは大規模な戦闘に統合され、その最中に私たちの親愛なる同志である我が党書記ファラジャラ・ヘルが、シリアの独裁政権によって物理的に破壊された他の多くの同志戦闘員とともに、拷問により英雄的に死亡した...
シリア共産党中央委員会書記長のハリド・バグダシュ氏は勝者のような気分だった。ナセルとの戦いは成功した。バグダッシュ氏はモスクワでも議会の代表者らと話をした。
同氏はアラブ・イスラエル紛争やパレスチナ人民の窮状については言及しなかった。主要なシリア共産主義者はこれに興味を示さなかった。彼はエジプトとシリアを統一しようとして失敗した試みについてのみ語った。ソ連の同志たちの要請により、彼はナセルの名前には言及しなかったが、彼の演説はすべてエジプト大統領に向けられたものだった。
—シリアとエジプトの統一の崩壊は、国民と軍の団結と国の全会一致のおかげで数時間以内に崩壊したが、これはアラブ統一への道であるという我々の結論の正しさを裏付けるものである。併合、拡大、支配を経ることはなく、アラブ諸国の奴隷化を経ることもありません...
バグダシュ氏は、エジプトとナセルがシリアを「国内植民地」にしようとしており、恣意と専制政治が行われ、貧困と無知を植え付けていると非難した。
「エジプトとシリアの統一の崩壊は、アラブの統一の崩壊ではなく、反民主主義政策の破産だ！」とバグダシュは宣言した。
参加者のほとんどはエジプトとシリアの間で何が起こったのかほとんど理解していなかったが、満場一致で拍手を送った。中東におけるソ連の主要な友人であるナセル大統領がクレムリンの演壇で磔刑に処せられていることを認識していた参加者はほとんどいなかった。
ハーレド・バグダシュはタフで不寛容な男だった。 30年代、彼はモスクワのコミンテルン執行委員会の機構で働き、ソ連当局者との付き合い方をよく知っていた。
エジプトとシリアの短命な同盟が崩壊する数年前、ソ連のボドロフ駐イスラエル大使は、イスラエル共産党指導者サミュエル・ミクニスとの会談についてモスクワに書簡を送り、ミクニスはユダヤ人に対するアラブ人の態度に不満を抱いていた。と共産主義アラブ人について語った。
「例えば、」大使はモスクワに報告した。「シリア共産党指導者ハリド・バグダシュは、モスクワでの十月革命40周年記念式典の会合でミクニスが演説中に、反抗的に立ち上がって会場を出て行った」 。この例はウィーンのアラブ女性代表団によって繰り返され、すべての国際会議でも繰り返されます。
この点に関して、イスラエル議会では共産主義者は、共産党中央委員会の二人の書記、バグダッシュとミクニスが互いに同意できないという意味で常に嘲笑されているが、残りのアラブ人については何が言えるだろうか。人口とユダヤ人に対する彼らの態度は？
サミュエル・ミクニスはヴォリン県に生まれ、21歳からパレスチナに住み、建設業者として働き、エンジニアになるためにフランスに留学しました。彼は共産主義者を地下組織に導いたため、1941 年に英国当局によって逮捕されました。イスラエル建国後、彼は党書記長および国会議員となった。
シリア共産党党首のハリド・バグダシュ氏は、以前はアルメニア人が多すぎた党の「アラブ化」の結果として台頭したシリア共産主義者の第二世代に属していた。トルコのポグロムから逃れた彼らは、シリアとレバノン、主にベイルートに避難所を見つけた。そしてシリア共産党はパレスチナのユダヤ人共産主義者の援助を受けて創設された。 「排外主義とシオニズム」の告発を利用した彼らの党からの追放は、バグダッシュとその仲間たちに指導的地位への道を開いた（G.コーザッハの著書「中東をめぐる赤旗?」を参照）。
「アラブ化」政策により、アルメニア人はほぼ完全に追放された。これはコミンテルンの祝福を受けて行われ、シリア左翼の妥協のないナショナリズムの形成に貢献した。シリア共産主義者たちは、パレスチナとレバノンの両方が自国の不可欠な部分であるという事実から前進した。彼らは単にパレスチナを南シリアと呼び、これらの地域は再びシリア国家の一部となるべきだと信じていた。
 
ベングリオンはモスクワに行きたいと頼む
イスラエルはあらゆる機会を利用してソ連との関係を改善しようとした。
58年目の初めにクレムリンで行われた新年レセプションで、フルシチョフとブルガーニンはイスラエル外交官と会談した。これがイスラエル人とソ連指導者との間の最初の会話となった。短く友好的な会話はイスラエル人を安心させた。
1958年、新しいソ連大使がイスラエルに到着した。ミハイル・フェドロヴィチ・ボドロフは1946年から外務省に勤務し、2年間チェコスロバキア大使館の顧問を務め、6年間駐ブルガリア大使を務めた。
1958年6月17日、ボドロフ大使は外務大臣代理でもあったベングリオン首相に迎えられた。
「ベン・グリオン」大使はモスクワに報告し、「次の実際的な質問についてソ連政府からの回答を得たいと述べた。
1. ソビエト連邦はイスラエルに武器を販売できますか?ミグ戦闘機 32 機、イリューシン爆撃機 32 機、スターリン型重戦車 20 両、潜水艦 2 隻。
2. ソ連は、アラブ・イスラエル関係の解決を交渉するために、適切と思われる場所でいつでも、ナセルとベングリオンの間で会談を行うイニシアチブを取ることができるだろうか？」
なぜベングリオンはモスクワにそのような提案をしたのでしょうか？モスクワがついにアラブ諸国の側に立って、調停者の役割を果たすつもりがないことを見たことがなかったのか？念のためフルシチョフを試してみたかったのか？それとも、単にソ連指導者たちに「イスラエルは交渉を望んでいる」とナセルに伝えてほしかっただけだろうか？
いずれにせよ、ソビエト指導者たちはベングリオンの提案を即座に拒否した。
7月29日、ワシリー・ワシリエヴィチ・クズネツォフ外務第一次官はベングリオンの要請について中央委員会に報告し、次のように提案した。
「ソ連外務省は、ベングリオンの質問には答えないままにしておくことが賢明であると考えている。イスラエル政府が再度要請すれば、イスラエル政府が現在推進している政策は中東の平和強化には貢献しておらず、イスラエルの追加武器取得は同地域の状況をさらに悪化させるだけであると応じるだろう。」
中央委員会はクズネツォフ氏の意見に同意した。
7月31日、ボドロフ大使は外務省から対応する指示を受けた。
イスラエル指導者はソ連指導者と交渉したいと考えている。しかし、彼らは成功しませんでした。
1959年11月25日、グロムイコ外相は中央委員会に次のように報告した。テルアビブのソ連大使に対し、ソ連を訪問し、ソ連政府指導者らと会談したいと述べた。ベングリオンによると、モスクワでの会話でイスラエルの目標と目的を明確にし、より良い理解を達成したいと考えている...」
ユダヤ国家が存在してから10年以上の間、イスラエルの首相も外務大臣もモスクワを訪問することができず、テルアビブにソ連の指導者も一人も来なかった。ソ連指導者たちは原則としてイスラエル指導者と交渉することを望まなかったが、帝国主義者、復興主義者、戦争屋の汚名を着せられた西側諸国の大統領や首相と会談した。
ソ連の指導者たちにとって、イスラエルは存在しなくなったかのように見えた。モスクワは彼の利益を考慮するつもりはなかった。ユダヤ国家の唯一の良かった点は、ユダヤ国家を嫌っていたアラブ諸国が武器と融資を求めてモスクワにやって来たことだ…
そこでグロムイコ氏は次のように提案した。
「そのような訪問はアラブやアフリカ諸国で誤解される可能性があり、彼らとの関係の誠実さに疑問を投げかけることになるだろう。
ソ連外務省は、レセプションの一つでベングリオンと会談する際、ソ連訪問に関する彼の訴えに否定的な返答をするよう在イスラエル大使評議会に指示することが適切であると考えている...」
大臣の提案は受け入れられた。
1960年6月18日、駐モスクワUAR大使アル・クニはヤコフ・マリク外務副大臣を訪問した。エジプト大使は「イスラエル工作員によってアルゼンチンから連れ去られたドイツ人戦犯アイヒマンの問題」を提起した。
帝国安全保障総局の第 4 総局 (ゲシュタポ) の職員であるアドルフ アイヒマン中佐は、ナチス ドイツで「ユダヤ人問題の最終解決」を担当しました。この男は巨大な機構を立ち上げ、その助けを借りて数年間で600万人のユダヤ人を滅ぼすことに成功した。イスラエル人は15年間にわたって彼を捜索し、アルゼンチンでブエノスアイレス郊外にリカルド・クレメントという名前で住んでいたところを発見した。ラテンアメリカ諸国はナチスの犯罪者を引き渡しませんでした。
1960年5月、モサドの機動部隊がアイヒマンを捕らえ、イスラエルに連行し、そこで拘置所に入れられた。
エジプト人は憤慨してこう言いました。
「私たちが話しているのは、ある国の工作員による別の国の領土内での人誘拐についてであり、実際、これは攻撃的な行為であり、主権の重大な侵害を意味する。
もちろん、アイヒマンは処罰されるべき戦争犯罪人である。しかし、イスラエルがとった方法は間違っており、どの国の承認も得るべきではない。
アルゼンチンがこの問題を安全保障理事会で提起するつもりである以上、イスラエルの行動が非難され、この問題に関して採択された決議が明確で一切の妥協を含まないことが重要である...この点で、ソ連が次のことを行うことが重要である。ユニオンはこれらの行為を非難する立場をとっている。これはアラブ諸国の世論に有益な影響を与えるだろう。」
ドイツから逃亡したナチス戦犯の誘拐はアラブ諸国の利益にどのような影響を与えるのでしょうか?アラブ諸国がアイヒマンが被告席に入れられたという事実に憤慨するのは、イスラエルへの憎しみ以外の何ものでもない...
マリク副大臣は「イスラエルの行動にはアメリカンスクールの感覚がある」と応じ、ナチス犯罪者をひいきにしてきた米国の長年の歴史について語り始めた。
1959年6月、エジプト当局は、アメリカの会社がチャーターし、ハイファから貨物を積んで航行していたデンマーク船インゲ・トフト号をポートサイドで拿捕した。
エジプト人は、イスラエルと戦争状態にあり、1888年のコンスタンティノープル条約第10条に従って、エジプト人にはこれを行う権利があると主張した。自己防衛。
カイロ当局は、ユダヤ人国家に貨物を運ぶ船の出入りのために運河を常に閉鎖しようとした。
エジプトがスエズ運河を通ってユダヤ国家向けの貨物を運ぶ船を許可していないというイスラエルの最初の苦情の後、国連安全保障理事会はイスラエルを支持した。
1951年9月1日付の決議はエジプトに対し、「国際商業輸送とスエズ運河を通るあらゆる目的の物品の移動に対する制限を撤廃し、そのような輸送に対するあらゆる妨害を停止する」よう求めた。
ソ連代表は投票を棄権した。
イスラエルの2番目の苦情は54年に安全保障理事会で議論された。ニュージーランドの代表は、エジプトに対し9月1日の前回決議の履行を求める決議案を提出した。モスクワの立場は変わり、ソ連代表はそれに拒否権を発動した。
5年後、エジプト当局はイスラエルの港から出航する船を再び拿捕した。イスラエルは国連安全保障理事会に苦情を申し立てた。
ソ連外務省の条約局と中東局はセミョノフ次官宛ての証明書を作成し、そこからエジプトが国際法に違反していることが判明した。
証明書には、「法的な観点から、スエズ運河を通過する第三国の船舶は、イスラエル起源の貨物が船上で発見されたという事実のみを理由に、UAR によって拘留（および場合によっては没収）される」と記載されている。船舶はソ連を含む多くの国に損害を与える可能性があり、根拠がないと思われる。
このような行動は、法の規則だけでなく、UAR の安全保障上の利益によって動機付けられることはできません...
UARの行為は、軍事禁制品に該当するイスラエル船舶およびイスラエル行きの貨物の拿捕に関連する限りにおいてのみ合法であるとみなされる可能性がある。
残りの部分については、1888 年の第 1 回コンスタンティノープル条約の第 1 条の規定が適用され、平時でも戦時でも、運河は常に商船および軍用船舶の通行が可能であり続けなければならないと規定されている。チャンネルの封鎖は容認できないと考えられます。戦争時には、交戦国の軍艦であっても運河の自由な通行が認められるべきである。」
ソ連はどのような立場を取るべきでしょうか？
外交官たちは、上司に非常に両面的な政策を追求するよう提案した。
「UARが私たちに支援を求めてきたら、急いで対応せず、これを利用して私たちの影響力を強化し、将来的にUARを支援するよう努めてください。」
外交用語から翻訳すると、これは次のことを意味する。ナセルが何らかの対価を支払うなら、ソ連はナセルの違法行為を支援しなければならない。
結局、エジプト人はデンマーク船インゲ・トフト号の解放を余儀なくされた。ポートサイドからハイファに戻り、1960年2月10日、エジプト当局の恣意的行為に対する抗議集会が開催された。そしてゴルダ・メイア外相は「イスラエルはスエズ運河を開通させるために戦うだろう」と述べた。
運河を妨げられずに通過できるかという問題は、ユダヤ国家にとって極めて重要であったが、数年後には新たな戦争の事実上の口実となった。アラブ諸国はイスラエル人が航行の自由をめぐって争うとは信じていなかった。
外務省中東局長キセリョフ（最近駐カイロ大使）はマリク副大臣に次のように伝えた。「アラブ諸国はイスラエルの港を訪れる船舶をブラックリストに登録しており、これによりスエズ運河を通過するこれらの船舶は禁止されることになる」そしてアラブ諸国の港を訪れて…」
1962年9月、軍将校がイエメンのイマームを打倒した。ナセル大統領はイエメンに軍隊を派遣して国家を掌握した。エジプト軍を輸送するために、ナセルはモスクワにAn-12軍用輸送機のバッチを要請した。エジプト人には重機を操縦できるパイロットがいなかったため、飛行機はソ連のパイロットと一緒に到着した。ナセル氏はイエメン人を爆撃するための爆撃機も必要とした。
10月11日、中央委員会幹部会の会議で、イエメンで使用するためにエジプトにTu-16爆撃機を売却するというアメル元帥の要請が検討された。フルシチョフはエジプト人の要求を拒否し、幹部会のメンバーに「それは不可能だ」と語った。
そこでフルシチョフはついに考えを変えた。ナセルはTu-16爆撃機を受け取りました。エジプトにはそのような機械を操縦できるパイロットはおらず、ソ連のパイロットを派遣した――もちろん宣伝もなしに。
しかし、イエメン人はソ連の兵器で武装した優れたエジプト軍に抵抗することに成功した。エジプト軍が散り散りになったイエメン軍を撃破できなかったことは、アラブ世界でのエジプトの威信の低下につながった。
「ナセルは社会主義について独特の考えを持っていた」とフルシチョフは回想した。 「私たちは、おそらくナセル氏が特別な道、アラブ社会主義の道を推進し始めて国民を誤解させているのではないかと信じていました。こうした意見の相違により、幸いなことに、私たちの関係は短期的には冷え込むことがありました。
さて、エジプトの勝利についてですが、もし意見の相違が起こる前に、ナセルが私たちの介入によってそれを説明したとしたら、私たちが悪化させた後、アッラーが助けてくれたのでエジプトが勝ったと言い始めました。私たちの友好関係が回復したとき、私は時々彼に「誰が助けてくれたの？」とほのめかしました。私たちかアッラーか？彼は微笑みました..."
争いは終わり、エジプトの武器要求はすぐに満たされた。
63年6月、エジプトへのソビエト兵器の供給に関する新たな協定が締結された。ナセル軍はすでにモスクワから派遣された顧問らの援助を受けて再編されていた。現在、2つの機甲師団には高速で大きなパワーリザーブを備えたT-54戦車が、航空にはMiG-21迎撃戦闘機と空対地ミサイルを装備したTu-16中型爆撃機が配備された。
1年後、ニキータ・セルゲイビッチは約束を果たし、ナセルに行きました。 64歳の5月、フルシチョフはエジプトで2週間以上を過ごした。
彼には、グロムイコ外務大臣、国防第一副大臣およびワルシャワ条約機構加盟国軍最高司令官アンドレイ・アントノビッチ・グレチコ元帥、アゼルバイジャン閣僚評議会議長エンヴェル・ナズモビッチ・アリハノフという大勢の従者が同行した。エネルギー・電化国家生産委員会のペトル・ステパノヴィッチ・ネポロジニー委員長、対外経済関係国家委員会のセミョン・アンドレーエヴィッチ・スカチコフ委員長。
もちろん、彼の常連の記者グループにはニキータ・セルゲイビッチ、プラウダ紙編集長のパーベル・アレクセービッチ・サチュコフ、そしてイズベスチヤ編集長のアレクセイ・イワノビッチ・アジュベイも同行した。第一秘書。
フルシチョフはアスワンダムの第一段階の開通式である祝賀会に招待された。盛大な祝賀会でした。この祝日を機に、ナセルはフルシチョフにエジプト最高勲章「ナイルの首飾り」を授与した。
ニキータ・セルゲイビッチは威厳を持って答えたかった。彼はモスクワに連絡し、5月13日、最高評議会幹部会はエジプトのナセル大統領とアブド・アル・ハキム・アメル第一副大統領にソ連英雄の称号を授与する法令を公布した。
これを祝うために、フルシチョフはエジプトの対ソ連債務を半分にするよう命令した。言い換えれば、ナセルに25億ドルを免除した。
ナセルは親愛なるゲストのために、アル・フリリヤ・ヨットでの地中海ツアーを手配しました。彼はフルシチョフ、アルジェリアのアハメド・ベン・ベラ大統領、イラクのアブド・アル・サラーム・アレフ大統領を招待した。ヨット上でナショナリズムと共産主義をめぐる論争が勃発した。
5月26日にモスクワに戻ったフルシチョフは、中央委員会の議長席で、旅行の感想を熱心に次のように語った。 、イスラム教とアラブのナショナリズム。アラブ統一に反対するというバグダッシュのスローガンは柔軟なものにされなければならない。そのようなスローガンでは、アラブ人に近づく道は見つからないだろう。この規定は再検討する必要がある。私たちにはアラブ統一に反対する理由はない。ナセル氏はアラブ世界の指導者であり続けることを望んでいる。」
数か月後にフルシチョフが解任されれば、彼は共産党に関するナセルの見解を受け入れ、エジプト共産主義者の立場を擁護せず、ソ連英雄という高い称号を自分に与えて恥をかかせたことを思い出されるだろう。エジプトの反共産主義者二人…
64年10月、フルシチョフは引退生活に送られた。彼の投稿はシェアされました。レオニード・イリイチ・ブレジネフが中央委員会第一書記に就任し、アレクセイ・ニコラエヴィチ・コスイギンが政府首席に就任した。エジプトとの協力は、政府高官の交代によってまったく損なわれることはなかった。それは長い間、第三世界諸国に対するフルシチョフの個人的な利益によって決定されたものではなく、ソ連の外交政策の一部となっていた。
1965年2月23日、カイロ駐在のウラジミール・ヤコブレヴィチ・エロフェエフ大使（カイロへ出発する前は同省の中東部門の責任者を務めていた）は、エジプト副大統領のアブド・アル・ハキム・アメル元帥を訪問し、「内密に」こう告げた。 :
「モスクワで入手可能なデータによると、昨年 9 月にドイツ政府はドイツ連邦軍の既存戦車部隊 (1,150 両) から 300 両のアメリカ製 M-48 戦車をイスラエルに売却することを決定しました。今年の1月初めに40台納入の情報がありました。
西ドイツがイスラエルに軍用無線機や暗号化機器、さらには砲兵用の電子機器や一部の通信機器を供給する協定がある。西ドイツの専門家がイスラエルのミサイル発射台建設を支援している…」
1965年6月2日、閣僚評議会副議長兼ソ連国家建設委員会委員長のイグナティ・トロフィモヴィチ・ノヴィコフがナセルを訪問した。ノビコフはドネプロペトロフスクにいたブレジネフの戦友であり、レオニード・イリイチがCPSU中央委員会の第一書記に選出された後、政府の重要人物となった。会話の終わりに、エジプト大統領はソ連の著名なゲストに内密にこう語った。「アラブとイスラエルの戦争は避けられない。それはタイミングの問題です。現時点では、アラブ人は攻撃だけでなく防御の準備さえできていません。同時に、私はシリア人たちに、彼らがイスラエルからの大規模な攻撃の標的になれば、UARは直ちに反撃すると説明した。」
エジプト人は国内に15日分の食料しか残っていないと不満を漏らした。私たちの国にも穀物が不足していましたが、ソ連の指導者たちは西側から購入したばかりの穀物を積んだ船をエジプトに向けました。
1965年8月27日、ナセルはアンワル・サダトを含む大勢の従者とともにモスクワに到着した。大統領はエジプトとの接近の仕掛け人であるフルシチョフのことをすでに忘れており、レオニード・イリイチを喜ばせることに急いでいた。新一等書記官の名誉に対する情熱を察知したナセル氏は、ガラディナー中に次のように繰り返した。
「私たちの友人、レオニード・ブレジネフの健康のために、立ってグラスの水を切ってください...」
ナセルとその将軍たちは、エジプト軍が敗北を喫しているのは、エジプトに対して陰謀を企てている帝国主義勢力による隠れた陰謀の結果に過ぎないと確信していた。エジプト人は、イスラエルが自らの努力と創意工夫によって軍事的優位を獲得したと信じることを拒否した。ナセルは、最も近代的で最も高価な武器を供給すれば、ユダヤ国家との新たな戦争に勝つことができると確信していた。
しばらくの間、ナセルは西と東の間を行き来しようとした。ソ連の兵器を受け取ったときでさえ、彼は自分がソ連の衛星ではないと西側諸国に納得させた。彼はソ連から武器を、米国から穀物を、超大国とその同盟国の両方から経済援助を受けて、冷戦の恩恵をなんとか受けた。
フルシチョフの辞任後、ナセルはついに西側諸国と対立した。今、彼は自分がほぼ完全に社会主義陣営に依存していることに気づきました。大規模な武器購入がエジプト経済を弱体化させた。
1965年4月、エジプトの共産主義者は党の自主解散を発表した。彼らには他に何も残されていなかった。釈放された人々はナセルの秘密機関によって厳重に監視されていたため、反政府勢力のいかなる政治活動も不可能になっていた。
共産主義者らは自らの間違いを認め、与党のアラブ社会主義同盟に加わるよう求められた。共産主義者のごく一部は誠実さを示し、野党に留まった。全員が逮捕された。
フルシチョフはもうそこにはいなかった。ブレジネフと他のソ連共産党指導者らは共産主義者をめぐってナセル氏と争うことはなく、共産主義者から手を洗った。ソ連の指導者たちは、少数のアラブ共産主義者はほとんど役に立たないと現実的に考えた。私たちは与党と友達でなければなりません。
間もなく、ソ連との緊密な関係に依存する人々がシリアで権力を掌握した。
レバノンのフアド・シェハブ大統領（彼はすでに任期を終えていた）は、1964年9月8日、ソ連大使ドミトリー・セミョーノビッチ・ニキフォロフとの会話の中で、シリア人を「短気」だけでなく「中東のプロイセン人」とも呼んだ。 」
シェハブは軍人であり、自分が何を言っているのかを知っていました。彼はフランス軍に勤務し、独立後はレバノン軍の最初の司令官となった。
1949年に軍事クーデターが相次いで以来、シリアはアラブ諸国の中で初めて軍事政権下に置かれた。
シリアに委任統治を行っているフランスは、国家的および宗教的少数派の代表者を軍隊に徴兵することを奨励した。人口の大部分であるスンニ派アラブ人は、自分の息子たちが軍隊に入って植民地主義者に奉仕することを望まなかった。
将校団の重要な部分はアラウィー派とドゥルーズ派でした。彼らは徐々に高い地位を獲得し、仲間の信者を士官学校に受け入れました。
63年3月、アラウィー派とドルーズ派の将校がバース党の活動家らと協力してクーデターを実行した。彼らはムハンマド・アミン・ハーフェズ中将を権力の座に就かせ、彼が名声者になることを期待した。
しかし将軍は若者を圧倒し、すべての権力を手に集中させた。彼はシリアの国家元首、軍事知事、国家軍事評議会議長、そして首相になった。
65年9月、彼はアラウィー派のサラー・ジェディド少将を参謀長のポストから解任した。将軍は辞任を受け入れなかった。彼は若く野心的なアラウィ派将校らとともに、1966年2月にハーフェズを打倒した。過激思想を持ち、地方出身でナセルに敵対的な若者たちが権力を握った。
少数派のアラウィー派の若者はバース党の社会改革を承認する傾向があった。ジェディッド将軍はエジプトとの同盟に反対し、シリア軍が再びスンニ派エジプト人の支配下に置かれることを恐れていた。
1966 年 2 月 23 日、バース党の左翼がシリアで政権を掌握しました。ナセルはすぐにソ連の外交官に対し、クーデターは敵である右翼勢力の仕業であると語った。プラウダの中東特派員エフゲニー・マクシモビッチ・プリマコフがダマスカスに緊急派遣された。空港は閉鎖され、彼は苦労してダマスカスにたどり着いたが、そこでは彼の旧知の一人が諜報機関のトップになったばかりだった。プリマコフ氏はまず政府首脳のユセフ・ズエイン氏と空軍司令官のハーフェズ・アル・アサド氏と会談した。プリマコフ氏はモスクワに対し、ダマスカスに新たに住む人々を恐れる必要はないと語った。
エフゲニー・マクシモヴィッチの判断は間違っていなかった。 8年間の亡命を経て、共産党指導者ハーレド・バグダシュが祖国に戻った。一人のシリア共産主義者が政府に入り大臣になった。これはモスクワにとって喜ばしい出来事であったが、他のアラブ諸国では共産主義者のほとんどが投獄されていた。
66年4月、ユーセフ・ズエイン首相率いるシリア代表団がモスクワに到着した。シリアはエジプトと同じくらい重要なパートナーになりつつあった。
 
六日間戦争はどのように準備されたか
一方、中東では新たな戦争に向けて着実に動きがありました。アラブ諸国は、パレスチナ・アラブ人の正当な権利を武力で回復する時が来たとの発言を強めている。ソ連のマスコミは彼らの言葉を繰り返したが、外交官たちはパレスチナ人に対するナセルの本当の態度をよく知っていた。
1959年に遡ると、カイロのソ連大使館は外務省にパレスチナ問題に関する次のような証明書を送った。
「報道やUAR指導者らの演説の中で、パレスチナ独立国家創設の必要性の問題が提起されることはますます少なくなっている。UAR政府がこの解決策の存在を現実に信じていないからである。さらに、ガザ地域を手放したくなく、この場合、パレスチナ国家に譲渡されるべきです...
ガザ地区のパレスチナ難民の間では、難民の生活条件の改善にほとんど関心を示さないUAR政府に対する不満が高まっている。ガザ地区の多くのパレスチナ難民は、同地区のエジプト政権を自分たちの窮状を軽減するために何も役立たない占領軍だと見始めている...
難民自身の間では、ガザ地域からのパレスチナ難民を自らの利益のためにますます利用するUAR政府の政策に対する不満が高まっている。
そのため、1958年7月にレバノンで起きた出来事の際、パレスチナ難民の武装グループがシャモンと戦うためにレバノンに派遣された。現在、ガザ地域に住む難民の中からこのような武装グループがシリア・イラク国境に派遣され、イラクに対する武力挑発を行っている。
パレスチナ問題に関するUARの政策の帝国主義的性質を考慮すると、我々はUARを無条件に支持すべきではない...
ソ連はまた、国連機関を通じてパレスチナ難民に援助を提供する際に、重大な物的費用を負担すべきではない。なぜなら、現行の秩序の下では、難民はソ連の援助を評価する機会を奪われ、この援助のほとんどが評価されない可能性があるからである。意図された目的のために使用されるが、ガザ地域の国連機関とエジプト政府のビジネスマンを富ませるために使用される...」
もちろん、そのような評価は秘密文書にのみ現れました。
現在、パレスチナの組織はソ連に支援を求め始めた。
1962年3月1日、パレスチナアラブ最高評議会議長で元エルサレム大ムフティ、アミン・アル・フセイニからグロムイコ外相に宛てた覚書が、レバノンのソ連大使館に届けられた。
「アラブ・パレスチナ人民の代表であるパレスチナ・アラブ高等評議会は、帝国主義者たちが自らのために中東に築き、そこにイスラエルという名前を与えた基地に関するソ連の立場を高く評価している...
国際通信社は最近、イスラエル代表団が柑橘類の輸出とソ連市場での販売の問題についてソ連の責任ある代表と交渉すると報じた。もしこの報道が真実で、ソ連が占領したパレスチナのシオニストから柑橘類を買うつもりであれば、この行為はイスラエルへの経済支援、さらには占領したパレスチナの帝国主義基地への支援を意味することになり、パレスチナに多大な損害を与えることになるだろう。パレスチナ・アラブ人の利益とその権利。
シオニストがソ連で販売しようと提案している柑橘類は、実際には抑圧されているアラブ人の所有物だ…
これに関連して、パレスチナアラブ最高評議会はソ連に対し、パレスチナの柑橘類の購入を拒否し、パレスチナへの輸入を阻止するよう要請する。」
ハジ・アミン・アル・フセイニはソ連に来たかったが、エジプトのガマル・アブドゥアル・ナセル大統領は彼を認めず、この理由だけで招待を拒否された。しかし彼らは、裁判を逃れたナチス戦犯を尊重し、モスクワで彼をあらゆる栄誉をもって迎え入れることも十分に可能だった。
ソビエト外交官との接触は、「パレスチナ移民政府」の長官にオファーされたサウジアラビア国連常任代表アハメド・シュケイリによって確立された。
1962年4月20日、彼は駐レバノンのソ連大使ワシーリー・イワノビッチ・コルネフと会い、次のように語った。この問題を解決する基礎は、パレスチナ難民の故郷への帰還であるべきである。そのような決定は本質的にイスラエルの清算を意味するだろう...」
コルネフ氏は1951年に在トルコ大使館の顧問として入社し、同省の中東担当次長やダマスカス総領事などを歴任した。
モスクワで数か月間、彼らはパレスチナ人が亡命政府のようなものを創設しているというメッセージについて熟考し、アハメド・シュケイリの人柄に興味を持つようになった。
1962年8月5日、コルネフは再びシュケイリを迎え、ソ連側の費用で9月に妻とともにモスクワに来るというグロムイコの招待状を伝えた。
シュケイリ氏は、パレスチナ解放運動を創設するためのプロジェクトを立案したと語った。ジョーダンだけが反対している。
「シュケイリ」大使はモスクワに報告し、「ヨルダンがパレスチナの一部だけでなく、解放されたパレスチナ全体をヨルダンに併合することにも賛成していると述べた。
主な任務は、パレスチナが独立しているかヨルダンに併合されているかに関係なく、パレスチナを解放し、イスラエルを排除することです...」
1964年3月24日、ベイルートのソ連大使館は外務省に「現段階でのパレスチナ問題解決におけるレバノンの立場」という証明書を送った。
「レバノンはパレスチナ難民の問題を解決することに最も関心を持っており、その多くはレバノン領土に住んでいます...
レバノン国民のキリスト教徒部分は、国内のキリスト教徒とイスラム教徒のコミュニティーの間に確立されたバランスを乱す危険性、大部分がイスラム教徒であるパレスチナ人の政治活動への参加の可能性を非常に懸念している。キリスト教徒の利益を害する。一部のイスラム指導者は難民に政治的権利を要求しました...
レバノン当局は政府機関での難民の雇用を禁止しており、彼らの生活条件を改善するための措置を講じていない。
ほとんどの難民は荒廃した小屋に住んでおり、そのほとんどが不衛生な環境です...
キリスト教徒は特にレバノンにおける難民の存在に不満を抱いている。イスラム教徒は難民を自分たちの味方だと考えています...
国民のキリスト教徒部分、特にカタイブ党に近い層はイスラム教徒とは異なり、レバノンに対する一部のアラブ諸国の影響力に対抗する手段としてイスラエルの保存に同意する傾向があり、その影響力は今後計り知れないほど増大する可能性がある。イスラエルの清算という出来事がレバノンの独立に脅威をもたらす...
レバノンの起業家の中には、イスラエルとの取引を嫌がらず、第三国を経由して取引することさえあり、これらの取引から多大な利益を得ている人もいる。この貿易は特にアフリカ諸国を通じて行われているため、レバノンの輸入業者はイスラエルのアフリカ進出に対して特に不満を表明していない。
イスラエルから購入される製品（主に金属製品）には「米国製」と表示されているが、米国製品よりもはるかに安価であり、レバノン商人に多大な利益をもたらしている。数年前、レバノンでは「Made in Israel」ブランドの商品も登場した。
イスラエルの経済ボイコットの問題では、政府界隈でも統一感が見られない。たとえば、この点に関する既存の解決策は時代遅れで、レバノン経済に悪影響を与えると考える人もいる。これらの決定の改訂の発案者は、元公共事業大臣でカタイブ党党首のピエール・ジェマイエル氏でした。
特徴的なのは、イスラエルの存続期間中、レバノンとイスラエルの国境で一度も国境事件が発生しなかったことである。」
一方、パレスチナ解放機構が設立され、アハメド・シュカイリが執行委員長に就任した。 PLOはイスラエルの破壊を要求する国家憲章を採択した。
1964年10月24日、PLO長官は駐レバノンのソ連大使ドミトリー・ニキフォロフを訪問した。シュカイリ氏は大使に対し、当初はガザでパレスチナ軍を創設する意向を伝えた。
「レバノンを除くすべてのアラブ諸国で、パレスチナ人が軍事訓練を受けるための軍事キャンプを創設することが決定された」と大使はモスクワに報告した。レバノンは、国内の特殊な宗教事情を理由に、パレスチナ軍が自国領土内に軍事キャンプを設置することに反対している。」
シュカイリさんは直ちに資金、武器、そしてパレスチナ人のソ連軍学校への入学に関する援助を求めた。モスクワは積極的な回答を急ぐことはなく、新しい組織を詳しく調べたいと考えていた。
1965年8月9日、パレスチナ解放機構のシュカイリ議長は再びレバノンのソ連大使ニキフォロフを訪問した。
ドミトリー・セミョーノビッチは、シュケイリは現在ソ連に受け入れられないと述べた。 PLOの初代長官は、パレスチナ人を特に軍事学校で学び、軽・中型兵器の供給や販売を受け入れること、またラジオ局を寄贈してガザに設置することを求めた。同氏は、モスクワにPLO代表事務所を設置することについて問題を提起した。大使はモスクワに知らせると約束した。
1966年、ソ連政府首脳アレクセイ・コスイギンがエジプトを訪れ、シュケイリを受け入れた。 1966年11月2日、アルジェリアを訪れていたヤコフ・マリク外務次官はシュケイリと会談した。
駐ソイスラエル大使のカトリエル・カッツが、別の次官ウラジミール・セミョーノフとの会談でシュケイリの好戦的な発言を引用したとき、彼は冷静にこう答えた。
「大使は、シュケイリが誰の代表者でもなく、ソ連に行ったことがないことを知っている。
しかし、1966年2月にシュケイリはモスクワに到着した。しかし、モスクワは確かにパレスチナ解放機構を警戒していた。彼女がテロに関与していたからではありません。モスクワは、パレスチナ人が中国と友好関係を築こうとしているのではないかと懸念した。
1965年、ワルシャワ出身のカトリエル・カッツが駐モスクワ大使に任命された。若い頃、彼はパレスチナに行きました。 42年目から彼はハガンに勤務した。 1956年、彼はイスラエル大使として生まれ故郷ワルシャワにやって来た。
1966年11月9日、ウラジーミル・セミョーノフ外務次官はカッツ大使を自宅に招き、ソ連政府からの別のメッセージを読み上げた。今度は心を落ち着かせる内容だった。
セミョーノフ氏は、アラブ諸国はイスラエルに対して軍事行動を取るつもりはないのだから、イスラエル政府は慎重さと慎重さを示すべきだと大使に鼓舞した。
そしてわずか数日後の11月12日、イスラエルのパトロール隊がヨルダン国境近くで地雷によって爆破された。 3人が死亡、6人が負傷した。翌日、イスラエル軍はヨルダン領土への報復攻撃を開始した。
グロムイコ氏は中央委員会に次のようなメモを送った。
「中国とつながりのあるパレスチナ解放機構のアハメド・シュカイリ長官は、最近アラブ諸国での活動を著しく強化し、公然とイスラエルとの戦争を呼びかけている。
チョケイリ氏は今年11月にアルジェで行われた記者会見で、「言葉、演説、会議、苦情が武力闘争に取って代わられた」と述べ、パレスチナ解放機構は中国から武器を供給され軍事訓練を受けていると述べた。パレスチナ問題を軍事的手段で解決するための要員。
イスラエルにおけるパレスチナ組織アル・ファッタの破壊活動が地域に大きな混乱をもたらす可能性があることを念頭に、ダマスカスの大使はすでにシリアのズエイン首相に対応する表明を行っている。しかし、シュカイリ氏率いるパレスチナ組織にはさまざまな理由から、シリア、イラク、ヨルダンの有力者らに支持者がおり、さらに深刻な事件につながる可能性がある。
これらすべての背後には、中東における「第二のベトナム」を開こうと努め、パレスチナのパルチザン幹部を訓練している中東における中国人の活動の増大があることを心に留めておくべきである。」
1966年11月15日、ヨルダン外務大臣アクラム・ズイターはピョートル・コンスタンティノヴィッチ・スリュサレンコ駐ヨルダンソ連大使に演説した。同氏は特に、ヨルダンとイスラエルの休戦ラインに沿った国連軍の展開に反対する安全保障理事会でのヨルダンの支持を求めた。
ソ連大使は、ヨルダンが国境の安全を確保できる国連軍の派遣になぜ反対するのかと尋ねた。
「ヨルダンとイスラエルの境界線における国連軍の駐留は、パレスチナ人から残された唯一の手段、つまり武力闘争を通じてパレスチナ問題を解決する機会を奪うことになる」と大使は述べた。
大臣はこれを内密に私に話したと留保した。ガザ地域に国連軍を派遣した経験は、完全に理解できる理由でUAR政府が時間内に救助に来られないことを示していると彼は指摘した。」
ピョートル・スリュサレンコは「モロトフ徴兵」に属しており、1939年に外務人民委員会に連行された。アンマンに任命される前は、カイロのソ連大使館で公使兼参事官（つまり副司令官）を務めていた。
一方、イスラエルとシリアの間の別の国境では状況が激化した。シリアの新指導部は攻撃的な政策を追求する決意を固めた。さらに、イスラエル政府がハト派とみなされた人物によって率いられていた時代でもあった。
1963年、レヴィ・エシュコルはイスラエルの首相兼国防大臣に就任した。彼はキエフ県で生まれ、姓はシュコルニクでした。 19歳でパレスチナに来て、農業集落で働いた。第一次世界大戦中はユダヤ人軍団に所属し、第一次アラブ・イスラエル戦争中は国防副大臣となった。
64年、レヴィ・エシュコルの弟でソ連国民のシュコルニクはイスラエルへの旅行を許可された。首相の弟は帰国を望まず、ソ連政府に首相と家族のイスラエルへの永住を許可するよう要望書を送った。
穏健で理性的な政治家であるレヴィ・エシュコルは、ソ連との関係を改善できることを期待していた。しかし、モスクワはこれに関心を示さなかった。
駐イスラエル大使はドミトリー・ステパノヴィチ・チュヴァキンでした。テルアビブに赴任する前、彼はカナダ大使を5年間務め、スカンジナビア諸国や東南アジア諸国の部門で働き、64年に大使としてザンジバルに派遣されましたが、同年にイスラエルに転勤になりました。
チュヴァキン氏は、タカ派と考えられているイスラエルの右翼政治家ですらソ連との関係改善を歓迎するだろうということに気づいた。
1965年6月10日、チュヴァキンはテルアビブにある右翼ヘルト党党首メナヘム・ベギンのアパートを訪れ、モスクワに次のように報告した。雰囲気。"
彼らは英語を話したが、ブレスト・リトフスク生まれのビギンはロシア語を理解し、パレスチナでの人生の最初の数年間は定期的に『プラウダ』を読んでいたと言われているが、これは当時のソ連の立場に大きく依存していた。
ビギン氏は、ソ連政府がなぜユダヤ人がユダヤ語を勉強することや、家族との再会を望む人々がイスラエルに行くことを許可しないのか理解できないと語った。将来イスラエル首相となるメナヘム・ベギンは大使にウォッカを勧めたが、彼はウイスキーのほうを好んだ。
ソ連大使がイスラエルで働くのは困難だった。彼の言った言葉はすべてアラブ人によって研究され、間違って解釈されました。ユダヤ人会議の晩餐会で講演したドミトリー・チュヴァキンは、無邪気な言葉を発した。
「ソ連政府は、この地域の国家間の多くの物議を醸す問題を平和的な交渉を通じて解決したいと考えている。」
しかしアラブ諸国はイスラエルと和平を結ぶつもりはなく、ユダヤ国家との交渉を拒否した。アラブのマスコミには「駐イスラエルソ連大使の奇妙な発言」「ソ連大使の挑発的発言」という見出しで憤慨した記事が掲載された。
興味深いのは、外務省が、紛争の平和的解決というソ連の方針に従っているだけだった大使を助けに来ず、急いで彼を叱責したことである。アラブ諸国を刺激すべきではない。
中東省の責任者、アレクセイ・ドミトリエヴィチ・シチボリン（元駐エジプト特使）は、同省幹部に次のようなメモを書いた。
「最近、さまざまなイスラエルの組織で頻繁に発言しているチュヴァキン同志は、中東情勢の詳細、アラブ・イスラエル紛争の特殊性、そして紛争の性質を必ずしも考慮に入れていないという印象を受ける。ソ連とアラブ諸国の関係。
我々は、中東情勢とこの地域における我が国の政策に関する演説において、特別な注意と一層の柔軟性を発揮する必要があることにチュヴァキン同志の注意を引き付けるとともに、聴衆をより厳選するよう助言することが賢明であると信ずる。彼が話す相手は。」
1966年3月21日、チュヴァキン駐イスラエル大使は、今後2年間にソ連がイスラエルに対して行う可能性のある措置についてのメモをグロムイコに提出した。
帝国主義大国の戦略計画の中でイスラエルが占める位置について儀式的な言葉を述べた後、大使は「ベングリオンの「厳しい」路線からの国の支配層の拒否と、より柔軟な外交政策路線への置き換えであると述べた。エシュコル政権の。」
大使館は、少なくとも文化交流を拡大し、公的機関間の連絡を確立するために、「近年変化した状況を考慮して、イスラエルとの関係に戦術的な調整を行う」ことを提案した。
さらに、「大使館の意見では、アラブ諸国の指導者は、現状ではアラブ・イスラエル紛争を武力で解決しようとしているということを、各国との関係を考慮して、受け入れられる形で説明すべきだ」と述べた。アラブ世界の民族解放運動と戦うために帝国主義軍によって大量の武器が使用されることは避けられない…」
しかし、これはまさにソ連指導部が意図していなかったことであった。モスクワはアラブ諸国に干渉したくなかった。ソ連大使館がイスラエルから何を報告したかに関係なく、彼らはエジプトとシリアの意見に導かれた。
1966年5月25日、セミョーノフ外務次官はイスラエル大使のカッツを迎え、次のような声明を読み上げた。「ソ連政府は、アラブ諸国との国境におけるイスラエル軍の現在の集中に関する情報を入手している。この集中は、イスラエルでシリアに対して行われている敵対的な作戦と同時に実行されるという事実により、危険な性格を帯びている...」
5月28日、同じテーマについて非常に厳しい言葉でまとめられたタス通信の声明が発表された。
エシュコル首相はその時パリにいて、そこからアフリカへ向かう予定だった。政府に勤務するソ連の東洋学者たちは、政府首脳の不在下ではイスラエルが戦争を始めることはできないことを理解せずにはいられなかった。したがって、最初は純粋にプロパガンダキャンペーンであり、シリア人の要請に応じて実行されたものであると理解されなければなりません。
レヴィ・エシュコルは、イスラエル国防軍の人員削減が撤回され、イスラエル部隊がシリアとの国境に集中しているという報道を否定した。
5月31日、イスラエル外務省次長はソ連政府の声明に対する回答をソ連大使に提出した。シリア国境での武力事件は「シリア領土から侵入したギャングによる殺人やテロ攻撃」が原因だと述べた。さらに、ユダヤ国家を破壊するための戦争を求めるシリア大統領の5月の2つの声明が引用された。
そしてイスラエルに対するテロ攻撃は続いた。
10月11日、チュヴァキン大使はモスクワに緊急の暗号化電報を送った。
「ここ数日、イスラエルとシリアおよびヨルダンの国境で起きた事件により、国内の状況は極限まで過熱している。
10月7日から8日の夜、エルサレム郊外アッパーロマで3回の爆発が発生し、住宅2棟が被害を受け、4人が軽傷を負った。
イスラエル側によると、調査の結果、爆発物を仕掛けた破壊工作員の足跡がヨルダン国境につながっていることが判明した。
特に深刻な事件は、11月8日の夜遅く、ここに集まるシリアとヨルダンの国境から1200～1300メートル離れたシャール・ハゴラン集落近くのヨルダン渓谷で発生した。報道によると、イスラエル国境警備隊の注意を引くために農業用建物で爆発が行われたという。
爆発現場に到着した電動パトロール隊が地雷で爆破され、国境警察官4名が死亡した。3名の破壊工作員の痕跡がシリア国境に続いていることが確認されていることが注目される。一般的な評価によると、この妨害行為は慎重に準備されており、その規模と実行方法において、近年イスラエルとシリアの国境で指摘されたこの種の妨害行為を大幅に上回っている。 (1966 年には合計 16 件の地雷敷設がこの国境で登録されました...)
ラジオ・ダマスカスはアラブのテロ組織アル・アシファ（アル・ファッタ襲撃集団を運営）のコミュニケを放送し、エルサレムでの妨害行為はこの組織によって行われたと述べた。また、「パレスチナ軍」によるイスラエルに対する破壊行為を称賛するシリアの新聞、特にアル・タウラの声明にも言及している。
アル・ファッタ - これは、若いヤセル・アラファトが率いる軍事組織の名前が当時どのように転写されたかです。
ソ連大使は、テロ攻撃がパレスチナ武装勢力によって実行されたことを否定する力を見つけることができなかった。つまり外務省、ひいては中央委員会はパレスチナ人がテロリストになったことをよく知っていたのである。しかしソ連指導者らはパレスチナのテロリズムに何の問題も見なかった。
在イスラエルソ連大使館は次のように申し出た。
「1.それが可能であることが判明した場合、シリア指導部の注意を引くべきである...シリア政府は最新の事件から公式に関与を解除し、おそらくそれらを非難することさえすべきである...
2. 受け入れられる形で、ラジオや報道でイスラエルに対する妨害行為を賞賛することを許可しないようシリア指導部に勧告する。
3. 今回の事件についてソ連のマスコミに報道し、シリア・イスラエル国境の緊張はアメリカ諜報機関とその手下の挑発的行動によって引き起こされており、ベトナム戦争から注意をそらすことと、シリア攻撃の口実を作る…」
しかし、大使館は別の指示を受けました。ソ連指導者たちはシリアを報復攻撃から守りたかった。
同じ10月11日、チュヴァキン大使はイスラエル外相を訪問し、シリア方向への武力行使に対して同国の指導部に警告するよう指示された。シリア政府はイスラエル軍の報復攻撃を恐れてロシア政府にこの件について問い合わせた。
午後4時、チュヴァキン大使はレヴィ・エシュコル首相の出迎えを受けた。アバ・エバン外相はニューヨークにいた。
エシュコル首相は直ちに、ダマスカスのラジオで10月11日朝に行われたシリアのズイン首相の演説を引用し、その中で彼は「パレスチナ革命家」の恐怖を認めた、「我々はこの地域全体に火を放つ」シリア政府首脳はイスラエルのために「そして墓に変える」と約束した。
レヴィ・エシュコル氏は、安全を求める国民の怒りを抑えるのは難しいと語った。そして彼はソ連政府に対し、「国境の緊張を解消するためにシリア政府に可能な影響力を行使するよう」要請した。
グロムイコ氏は、中央委員会が「イスラエルのエシュコル首相からのこの訴えに対して、モスクワのイスラエル大使に対する口頭声明の形で返答する」ことを提案した。この声明は、シリア・イスラエル国境の現状に対する責任を放棄しようとするイスラエル政府の試みを拒否するべきだった...」
シリアとイスラエルの国境情勢は国連安全保障理事会で議論された。ソ連代表は、テロリストを支援したとしてシリアを非難する決議案に拒否権を発動した。
ソ連の支援により、シリア指導者らは自分たちが正しかったと確信するようになった。
1967年1月4日、ヨルダンのフセイン国王はスリュサレンコ大使に現状に対する見解を表明し、シリアについて次のように不満を述べた。
「シリア指導者たちはもはやヨルダンに対する破壊的なプロパガンダに満足していない。彼らは定期的に特定の任務を負う人々をヨルダンに送り込み、武器を送り、我が国の領土内でヨルダン人を殺害するなどの活動を始めました。
国王は、我が国当局はそのような人々を複数グループ拘束し、ソ連製の兵器を含む武器を拘留し、シリアの破壊工作員を逮捕したと述べた。」
しかし、フセイン国王はモスクワでも人気がなかったため、ヨルダンとの紛争についてシリア人を叱責する人は誰もいなかった。
1967年、火災を引き起こしたのはエジプト人ではなくシリア人だった。マッチに火をつけたのだ。 4月以来、中東での出来事は取り返しのつかないものになった。それはすべて、シリア人自身にとって悲劇的に終わりました...
 
ソ連の諜報機関はナセルに何を語ったのでしょうか?
4月7日、非武装地帯で働いていたイスラエル人のトラクター運転手がシリア領内から発砲された。イスラエル人は砲撃で応じた。シリアの大砲が出動し、本格的な戦闘が始まった。
イスラエル軍はこの機会を利用して、ティベリア湖（キネレット湖）一帯のイスラエル農民を絶えず砲撃していたシリア軍の砲兵陣地を地上と空から破壊した。大規模な空戦でシリア軍はソ連製戦闘機6機を失った。
なぜ今回イスラエル人はこれほど大規模に反応したのでしょうか？これまでシリア人はパレスチナ過激派にイスラエル人を殺害する機会を与え、自らは戦闘には関与しなかった。ソ連の全面的な支援を感じたシリア指導者らは、より好戦的に行動し始めた。彼らは復讐を切望しており、イスラエル人は打撃に応じて応戦することに慣れていた。
ソ連軍の将軍らは、イスラエル軍が１日に数機のソ連製航空機を撃墜したことに憤慨していた。ウラジーミル・セミョーノフ外務副大臣はカッツ大使を二度呼び出し、イスラエルの行動を「ソ連国境近くの地域での危険な火遊び」と特徴付けた外務省メモを渡した。
ソ連大使のチュヴァキン・レヴィ・エシュコルは、「あなたの公式声明にもかかわらず、シリア国境全体にイスラエル軍が集中していることは承知している」と語った。
エシュコルはすぐにチュヴァキンに、一緒に北へ行き、そこで何が起こっているかを見てみようと誘った。大使は拒否した。
その数日前、3月31日、国防大臣R.Ya.元帥が病院で亡くなった。マリノフスキー。彼は6か月間病気でした。 1966 年 11 月 7 日、彼は足にひどい痛みを負いながらも人生最後のパレードに参加しました。翌日、彼は病気になり、二度と起き上がれませんでした。彼は病院に送られたが、そこから出てくることはなかった。
彼の死はソ連指導部にとって驚きではなかった。彼らは、元帥には最近ほとんど関心がなかったと言いました。彼がより平和に人生を送るために必要なのは、改革や異動を減らすことだけです...
4月12日、ブレジネフのよく知っていたアンドレイ・アントノヴィチ・グレチコ元帥が大臣に任命された。グレチコの周りには、積極的な作戦のための新しい軍事装備のファンである若くて野心的な軍人たちが集まっていました。
おそらくマリノフスキーは用心深く穏やかな性格だったが、そうでなければ、この決定的な日々にモスクワに来たエジプト人たちと話していただろう。新しい大臣は、本質的に自己主張が強く、守備よりも攻撃のファンでした。彼はエジプト人に自信を持ってこう語った。「あなたの軍隊は、この戦域でどんな問題もうまく解決できるだろう。」
国防省はイスラエル軍の戦闘能力を高く評価しておらず、エジプトがイスラエルを破らなければ少なくとも自国の強さとソ連兵器の強さを示すだろうと信じていた。そしてこれは中東におけるソ連の威信と影響力を強めることになる。
イスラエル国防軍の慣習と伝統はソ連軍にとって奇妙で不条理に映った。目の粗いウールで作られた単一の制服 - 新兵から参謀長まで、全員が指揮官の姓名を呼び、士官の食堂の不在と規律の外的兆候...そして最初はイスラエル軍には、かつての赤軍と同様に、記章はなく、兵士は将校に敬礼せず、全員に同じ給料が支払われていた。
イスラエルの指揮官だけでなく、一般の兵士も戦闘において独立するように教えられ、テンプレートに従って行動するのではなく、即興で行動することが奨励されていることも驚きでした。しかし、これはアラブ軍が人的資源と装備において絶対的な優位性を持っていた状況において可能な唯一の戦略と戦術であった。
選択の余地がまったくなかったため、イスラエルの兵士と将校には英雄的な行動のみが指示された。敗戦は本人だけでなく家族にとっても死に等しいものでした。
イスラエルの将校は常に兵士よりも先を行っていたため、将校の損失は非常に大きかったが、これが軍の同胞愛というかけがえのない精神を生み出した。
5月12日、ウラジミール・セミョーノビッチ・セミノフ外務次官は、平壌からカイロに向かう途中でモスクワに立ち寄った当時のエジプト議会議長アンワル・サダトに対し、イスラエル軍がシリア国境に迫っていると語った。戦争は5日以内に始まる可能性がある。この警告はナセルを対象としたものでした。
翌日の5月13日にカイロに到着したサダト氏は、空港からナセル氏の邸宅へ直行した。アメル元帥もそこにいた。ナセルはすでに別のルートを通じてソ連の警告を受け取っていた。
5月13日、エジプトのソ連KGBの代表は、最大12個旅団を擁するイスラエル軍がシリア国境に集中しているとエジプト情報機関のトップに伝えた。同時に、ソビエト大使は同じ情報をエジプト外務省に伝えた。
この３度繰り返された情報はエジプト大統領に強い印象を与えたが、後にこの情報には根拠がないことが明らかになった。まだ発表されていないが、動員後のイスラエル軍は 12 旅団が事実上全軍となる。
KGBの第一主要総局（外国諜報部門）の責任者であるアレクサンドル・ミハイロヴィチ・サハロフスキー中将は後に、自分の部下たちは受け取った情報に疑問を抱いていたが、それでもそれをエジプト人と共有することが自分たちの義務だと考えていたと説明した。
歴史家たちは長年にわたり、ソ連の警告の意味を理解しようと努めてきた。モスクワの軍人および諜報員は、当時イスラエル軍の動員がまだ始まっておらず、軍隊が国境に近づいていないことを知らざるを得ませんでした。
敗戦後の7月9日、エジプト大統領は講演で次のように説明した。「敵はシリア侵略計画を持っており、それはイスラエルの政治家や司令官によって公然と述べられた。シリアの兄弟たちから得たデータと、私たち自身が持っていた信頼できる情報には、何の疑いも残りませんでした。ソ連の私たちの友人たちは、モスクワにいる私たちの国会代表団に、ある計画について話し合っていると知らせました。私たちは無関心でいられませんでした。」
ナセルの更なる行動により、戦争はほぼ避けられないものとなった。
大統領はシナイ半島とガザ地区からの国連軍の撤退を命じた。青いヘルメットをかぶった兵士たちが、シナイ戦争後に設けられたエジプト軍とイスラエル軍の境界線に立った。彼らの存在そのものが抑止力の役割を果たした。国連軍の撤退は、両軍が互いに対峙することを意味した。
ナセルは、これによりイスラエルは（シリア国境から）南から北へ軍隊を移動させられ、それによってシリアが安全になると確信していた。おそらくソ連指導部は、エジプトのこうした軍事活動がイスラエルの注意をシリアからそらすことを望んでいたのだろう。モスクワは、パレスチナ過激派を終わらせるためにイスラエルがシリアを攻撃することを心から恐れていた。しかしロシア政府は、国連軍を撤退させてティラン海峡を封鎖するというエジプトの決定を予想していなかった。
ソ連軍と政治指導者の不手際な政策が悲惨な役割を果たし、この地域を6日間の戦争に追い込んだと言える。
5月16日朝、エジプト陸軍参謀総長マフムード・ファウジ大佐は、国連中東緊急事態軍司令官リキ将軍に次のように演説した。
「私はアラブ連合共和国軍に対し、イスラエルがアラブ諸国に対して侵略を行う場合には、イスラエルに対して軍事作戦を行う準備を整えるよう指示した。我が国の軍隊はすでにシナイ半島の国境に集中しています。
国境沿いの国連軍の安全を確保するため、全軍の即時撤退を命令するようお願いします。この要件が満たされている場合は通知してください。」
リキー将軍はすべてをタント国連事務総長に報告した。一方、エジプト外務大臣は、国連軍に派遣されている国の大使を呼び出し、即時撤退を要求した。
5月18日、ウ・タントはカイロから次のような正式なメモを受け取った。
「アラブ連合政府は、アラブ連合共和国およびガザ地区における国連緊急部隊の駐留を終了することを決定したことを閣下にお知らせできることを光栄に思います。国連軍の撤退に必要な措置をできるだけ早く講じていただくようお願いいたします。」
一般的に言えば、ウ・タント氏はこの問題を安全保障理事会か国連総会での議論に提起すべきであり、このような重要な問題を独力で解決すべきではなかった。
5月16日、カイロのドミトリー・ペトロヴィチ・ポジダエフ大使は、武官V.I.ポジダエフとともに、フルソフはシャムス・バドラン陸軍大臣を訪ね、モスクワに次のように報告した。
「彼によると、エジプト人はシリア側から、イスラエルがシリアとの国境に12個旅団を集中させたことを知った…」
エジプト指導者らは、UARとシリア間の共同防衛協定に従い、多くの措置を講じた。エジプト陸軍参謀総長のファウジ将軍はダマスカスに赴き、国防大臣およびシリア軍参謀総長との継続的な連絡を維持している。 「我々は」と対話者は続けた、「もしシリア人が攻撃されれば、UARは直ちにシリアを守るだろうと伝えた...
UARの軍隊は警戒態勢に置かれており、1個以上の歩兵師団と3個の機甲旅団がシナイに派遣されている。現在、エジプト軍のこれらの編隊はスエズ運河を渡り、攻撃の開始位置を占めており、イスラエルがシリアを攻撃すれば直ちに開始されるだろう...
5月14日、バドランはソ連国防大臣に2通の書簡を送り、その中には数機のMIG-21とSu-7航空機をUARに供給するとともに、一定数の対空砲と機関銃を提供するよう求める内容が含まれていた。 、無線機器、その他の軍事機器...この戦闘では OAR に今装備が必要です..."
カイロへの任命前、ドミトリー・ポジダエフは駐モロッコ大使であり、外務省アフリカ第一局の責任者を務めていた。
5月17日、ニコライ・トロフィモビッチ・フェドレンコ国連常任代表は、最近駐モスクワ大使に就任したUAR国連代表モハメッド・アワド・アル・クニとの会話についてモスクワに報告した。
エジプトの外交官はフェドレンコ氏にこう語った。
「UAR軍のファウジ参謀長は、イスラエルがアラブ諸国を攻撃した場合に備えて、すべてのUAR軍にイスラエルに対する即時軍事行動を警戒させるよう命じた...
現在、UARの軍隊はシナイ半島の東国境地域に集中しています...
ラルフ・バンチェ国連副事務総長は、国連パレスチナ停戦監視機関のブル将軍の報告書を引用し、イスラエルはシリア国境付近に軍隊を集中させていないと主張しようとし、またイスラエルがアル・クニに対し次のように保証した。シリアに対して攻撃的な行動を取ることはないだろう...
アル・クニ氏は、カイロから得た情報により、イスラエル軍がシリア国境付近に集中しているという事実が確認されたと語った。アル・クニ氏はまた、彼の意見では、この状況では安全保障理事会を招集する根拠はないと述べた...」
モスクワ東洋研究所の卒業生であるニコライ・フェドレンコは、有名な中国学者でした。彼はスターリンと毛沢東の会話を翻訳し、外務省での彼のキャリアに大きく貢献しました。
モロトフは1955年にフェドレンコを副大統領に任命した。グロムイコ氏は1958年に彼を駐日大使として派遣し、1963年には国連常任代表に任命した。威厳のあるフェドレンコはパイプを欠かさず、東洋風の複雑な話し方をするのが好きでした。グロムイコは明らかにこれにイライラし、時間が経つにつれてフェドレンコは省を去らなければならなくなった。科学アカデミーの正会員であり、中国と日本の文化に関する作品の著者として、彼は当時人気のあった雑誌「外国文学」の編集長に任命されることになります...
ニコライ・フェドレンコはニューヨークのグロムイコから次のような指示を含む緊急電報を受け取った。
「1.あなたはUARおよびシリアの代表団と緊密な連絡を確立し、すべての行動を彼らと調整する必要があります。 UAR とシリアの代表が安全保障理事会における中東情勢の検討に反対し続けるなら、あなたは彼らを支持すべきです...
3. 中東からの国連軍撤退に関する UAR の立場と事務総長の決定を何らかの形で非難する試みがなされた場合、あなたは UAR の立場とウ・タントの決定を支持すべきである。 、UARは主権国家として、その領土から国連軍の即時撤退を要求する無条件の権利があると主張...
4...UARとシリアの代表者がソ連に拒否権を発動させたいという意向を表明した場合、アラブ諸国を非難する決定を阻止するためにそうすべきである...」
ソ連の外交は、いかにして独立性を失ったかにさえ気づいていなかった。それはエジプトとシリアの利益にかなうだけだった。外交官たちは、カイロとダマスカスで悲惨な措置を講じたとき、あえて疑いを表明することさえしなかった。したがって、ソビエト指導部は困難な時期にアラブの友人たちをまったく助けなかった。それどころか、それは軍事的惨事に向かう彼らを祝福した。
5月19日、タント国連事務総長は安全保障理事会に対し、「国連監視団からの報告により、休戦線の両側で軍部隊が集中しておらず、大規模な移動が行われていないことが確認された」と報告した。
イスラエルのソ連外交官や諜報員は、たとえ国連監視員がいなくても、イスラエル国防軍が警戒態勢に置かれておらず、出動が発表されていないことを確認することができた。しかし彼らにはエジプト人とシリア人をなだめるつもりはなかった。まったく逆です。
5月19日、モスクワでKGB議長が交代した。ウクライナに追放されたウラジミール・エフィモヴィチ・セミチャストヌイの代わりに、国家安全委員会の委員長はユーリ・ウラジミロヴィチ・アンドロポフが務めた。しかし、中東で何が起こっているかについての諜報機関の評価は変わっていない。
駐留軍と政治情報機関は全力を尽くして活動した。ソ連の外交官と諜報員は、イスラエルの状況、イスラエル軍部隊の位置とその動きに関する情報をエジプトに絶えず伝えていた。
5月22日、ドミトリー・ポジダエフ大使はナセルを訪問し、モスクワに次のように報告した。「ナセルは、中東の緊張に関する貴重な配慮と、UARバドラン陸軍大臣に以前に伝達された情報に対してソ連政府に感謝の意を表した。」大統領は、この情報を受け取る前は、イスラエル軍の数と配備に関する十分な情報がなかったため、困難に直面していたと述べた...」
この日、ナセル氏は、イスラエルの船舶だけでなく、イスラエルに戦略物資を運ぶ非イスラエルの船舶に対してもティラン海峡を閉鎖すると発表した。言い換えれば、エジプトは紅海に通じるイスラエルの最も重要な港エイラートを封鎖したのである。
ナセル氏はソ連大使に対し、「イスラエルはアカバ湾が閉鎖されれば戦争が始まると常に脅してきた。 UARは状況をさらに複雑にするつもりはない。しかし、イスラエルが軍事力に訴えた場合、UARはあらゆる手段でこれに対抗するだろう...」
歴史家にとって、ナセルが戦いを望んでいたかどうかはまだ不明である。しかし、彼は戦争を始めるためにあらゆることをしました。まるで意図的にイスラエルを挑発しているかのようだった。おそらく彼は、ユダヤ国家が世界社会からの非難を恐れて先制攻撃を敢えてしないだろうと確信していたのだろう。
彼にとって、イスラエルの指導者たちは優柔不断な人々であるように見えた。彼らは常に何かについて議論し、議員と相談し、国民や報道機関の意見に耳を傾けていた。いいえ、これらの人々は戦争を始める危険を冒すつもりはありません...そしてそのような勝利の状況では、以前は不可能に思えた多くのものを手に入れることができる、とナセルはおそらく考えました。
5月23日、エシュコル首相は国会で、イスラエル船舶のティラン海峡通過を阻止する試みはイスラエル政府による侵略行為とみなされるだろうと述べた。これらの言葉は国会議員だけでなく、エジプト指導部にも向けられた。外交関係がない場合、説明は公的宣言または仲介者を通じて行われなければなりませんでした。
レヴィ・エシュコルは、ベン・グリオンの最も献身的な助手であると言われていたが、実際には妥協の人だった。彼は可能な限り、決断を明日まで延期した。
60年代半ばまでに、イスラエルは経済的繁栄を達成しました。イスラエル人はこれまでこれほど豊かな生活を送ったことはなく、戦争について考えたくありませんでした。その後、エシュコル政権が対処できなかった経済的困難の時期が到来した。だから彼が一番望んでいたのは戦争だった。アラブの支配者たちには、イスラエルが弱体化し、格好の餌食になっているように見えた。
節度を求めたアラブの政治家はほとんどいなかった。チュニジアのハビブ・ブルギーバ大統領は、アラブ人のイスラエルに対する憎しみは間違っていると考え、次のように述べた。
— 私たちアラブ人にとって、感情は惰性を正当化します。私たちアラブ人は叫び、侮辱し、誓い、罵り、そうすることで義務を果たしていると考えています。その背景には劣等感があります。イスラエルを海に投げ込むことは誰にもできないと私は信じています。この話題について話すことを控えるだけでも、アラブ人とユダヤ人の共存を促進する可能性があります。
ブルギーバ大統領は、敵対関係を終わらせる方法を見つけるために何かをするという提案を持ってアラブ諸国を歴訪した。彼はナセルと一人で長い間話し合った。
それからブルギーバは会話の内容を概説した。彼はエジプト大統領にこう語った。
「私たちには戦う力も手段もありません。」妥協しなければなりません。同意しますか？
「はい」とナセルは確認した。
「これは素晴らしいことだ」とブルギーバさんは喜んだ。 「私たちは自分たちの意見を公に表明しなければなりません。」最も重要なことは、イスラエルが建国された国連決議を認識することです。あなたは彼女の意見に同意しますか？
「はい」とナセルは自信を持って繰り返した。そして彼はすぐに自分の言葉を撤回し、「アラブ大衆はイスラエルの承認に似たものを一切受け入れないだろう」と述べた。
他のケースでは、エジプト大統領が大衆に彼らが何を望んでいるのかを実際には尋ねなかった。
要するに、チュニジア大統領の努力は無駄だったのだ。ナセルも、それが依存していた他のアラブ政治家も、ユダヤ国家を認めて和平交渉をすることを望んでいなかった。
5月25日、カイロのソ連大使はグロムイコから緊急電報を受け取り、ナセルまたはマフムード・リヤド外務大臣を訪問して次のように言うよう指示された。
「ソ連は、帝国主義の陰謀に直面してアラブ連合共和国を中心に結集し、シリア防衛のための共通戦線を創設するというアラブ諸国の決定的な立場に満足している。...
ソ連政府は、ガザ地域とシナイ半島からの国連軍の撤退を求めるUAR政府の要求は正当であると考えている。このような要求はアラブ連合共和国の議論の余地のない権利です。私たちはこの措置が、相応のプラスの効果をもたらした強力な一歩であると考えています...」
グロムイコのメッセージは、ソ連の外交官たちが中東情勢をいかに理解していないかを示した。モスクワは本質的にナセルを戦争へと突き動かした。
グロムイコ氏はナセル氏に、中東情勢を評価する米国のリンドン・ジョンソン大統領からのメッセージについて伝えた。ナセルは大国間の共同行動の可能性を懸念していた。グロムイコ氏は、そんなことは問題外だと言ってエジプト大統領を安心させた。
アンドレイ・アンドレーエヴィッチはまた、イスラエルのアバ・エバン外相がテルアビブのソ連大使に語った「イスラエルはいかなる状況においてもエジプトとの軍事衝突を望んでいない」という言葉をナセルに伝えた。
ソビエト大使と話したエバンは、相互の「緊張緩和」、つまり、生じた問題を政治的手段によって解決することを提案した。彼は自分の言葉がエジプト人に伝わることを望んだ。
しかしグロムイコ氏は、ナセル氏が仲介者を通じてイスラエルと何らかの対話を確立し、それによって武力紛争を回避することを推奨しなかった。それどころか、同大臣はナセルに対し、ソ連大使は「エバンに対して確固たる回答」をした、つまり緊張緩和はないと述べたと語った。
これは戦争への新たな一歩でした。
5月24日、エジプトはアカバ湾の海域で採掘を開始し、艦隊と空軍を警戒していると発表した。
石油はリベリア国旗を掲げた船によってイスラエルに届けられた。リベリア大統領はナセルに対し、彼の船はもはやユダヤ人国家に石油を輸送しないと通告した。
5月25日、バドラン国防大臣率いるエジプト軍事代表団が果敢にモスクワへ飛んだ。エジプト人はモスクワで4日間過ごした。これらはグレチコ氏とグロムイコ氏だけでなく、政府首脳のコスイギン氏もエジプトの全面的な支援を強調するために受け取った。
バドラン氏は飛行機でモスクワにイスラエルへの先制攻撃への同意を求めた。エジプトの大臣はテーブルの上に軍事地図を並べて状況を説明した。
交渉に参加したソ連外交官ポゴス・アコポフによれば、アレクセイ・コスイギンは軍事的手段で問題を解決することは不可能だと答えたという。
エジプト大臣に演説して、コスイギン氏は次のように述べた。
「あなた方は偉大な政治的勝利を収めました。戦争がない限り、この勝利は強固なものとなるでしょう...あなた方のこれまでの行いはうまくいきました。しかし、我々は海峡航行の問題について法的解決を考えざるを得ません…あなたの政治的功績を考慮すれば、法的解決を得るのは容易でしょう。」
ソビエト指導者たちは、エジプトが望んでいたすべてを容易に達成したことに満足し、イスラエルが武器を取るとは信じていなかった。
しかし、政府の空港ビルでバドラン大臣を見送っていたグレチコ元帥は、「路上」で乾杯し、もしイスラエルがエジプトを攻撃し、米国がイスラエルを支援するのであれば、「我々はあなたの側で戦争に参戦する。 」ソ連国防大臣のこうした励ましの言葉は、エジプト人にとっては最高に心地よい音楽のように聞こえた。
5月26日、ナセル氏は全アラブ労働組合連合の指導者らと会談した。彼は自信を持ってこう言った。「もし戦争が勃発すれば、それは全面戦争になるだろう。その目的はイスラエルの破壊です。私たちは戦争の準備ができており、勝利を確信しています。」
ナセルは日に日に自信を深め、ますます攻撃的に話すようになった。おそらく国内２番手の立場を考慮したのだろう。アブドゥアル・ハキム・アメル元帥は軍事行動の熱烈な支持者でした。ナセルにはこれ以上平和的な地位を与える余裕はなく、さもなければアメルが権力を握ることになるだろう。しかし戦後、ナセルはアメルをスケープゴートに仕立て上げ、災難の責任を押し付けることになる…。
おそらくナセルは、自分が始めた紛争が戦争で終わるとは全く思っていなかったのだろう。彼はすべてが外交協議の枠組み内にとどまると確信していた。彼は戦わずして勝ったとさえ信じていた。しかし、公の場では彼はもっぱら好戦的に振る舞った。
5月29日、ナセル氏は議会で演説した。大統領が戦う準備をしており、勝つ決意をしていることは演説から明らかだった。「西側諸国は我々の尊厳を軽視し、我々の権利を認めることを拒否している。私たちは彼らに私たちを尊重するよう教えます。私たちはイスラエルと対峙しているのではなく、イスラエルの背後にいる者たち、イスラエルを創造した者たちと対峙しているのです。我が国と同盟国はパレスチナ解放の準備を完了しました。」
5月30日、ヨルダンのフセイン国王はカイロに飛び、ナセルと軍事同盟に関する協定に署名した。誰も国王のこの行動を予想していなかった。彼は自分の小さな王国を危険にさらしたくなかったので、敵対行為への参加を慎重に避けました。フセインが連合への参加を急ぐのであれば、イスラエルが決断したなら、エジプトとシリアは勝利に疑いの余地はない。
この後、イラク大統領アブドル・ラーマン・アレフ少将は、イラク軍もユダヤ国家との戦争に参加できるよう、ヨルダンに派兵するよう命令した。 6月4日、イラク歩兵師団と150台からなる戦車編隊の先遣隊がヨルダン領土に入った。
パレスチナ解放機構のアフメド・シュケイリ議長は、アラブ人がイスラエルを破れば、生き残ったユダヤ人は出身国に戻ることが許されるだろうと述べた。しかし彼はサディスティックな笑みを浮かべながらこう付け加えた。「しかし、私には誰も生き残れないように思えます。」
イスラエルのアバ・エバン外相は戦後、こう回想した。
「周囲を見回すと、世界が私たちを滅ぼそうとする者たちと、私たちに一歩も引こうとしない者たちに分かれていた。」
米国はどのような立場を取ったのでしょうか?
ジョン・F・ケネディがアメリカ大統領に就任したとき、アメリカは初めてイスラエルに武器を売り始めた。これはナセルのミサイル計画への対応だった。
シナイ戦争の後、ワシントンの雰囲気は変わった。イギリスはこの地域での地位を失った。アメリカの政治には支援が必要でした。ナセルは駄目だった。サウジアラビアは予想外に信頼できる同盟国として現れた。そしてイスラエルに対する態度は良い方向に変化した。
1962年12月、ゴルダ・メイア首相はフロリダ州パームビーチに到着し、ジョン・F・ケネディの出迎えを受けた。彼らは1時間以上話しました。会談の報告書は８ページに及んだ。
「米国はイスラエルと特別な関係を持っており、それは英国との関係にのみ匹敵するものである」とケネディはきっぱりと述べた。 「彼はゴルダ・メイアの手を取って、「心配しないでください」と言いました。イスラエルには何も起こらないだろう。」
ケネディはイスラエルに新型ホークミサイル5個を販売するよう命令した。同時に、エジプトへの援助（主に食糧）を増やした。ケネディはアラブ諸国の首脳にメッセージを送り、米国がアラブ・イスラエル紛争の終結にどのように貢献できるかを知らせるよう求めた。アラブ諸国はアメリカの平和維持活動を拒否した。ケネディは深く失望した。
民主党の大統領、特にケネディが選挙でユダヤ人の票を獲得するためにイスラエルを支援したことは一般に受け入れられている。
実際には、米国の中東政策は他の考慮事項によって形成されました。 1958年は転機となった年で、イラクで軍事クーデターが発生し、ヨルダンのフセイン国王は王位をほぼ失い、レバノンの政治情勢はアイゼンハワー大統領がベイルートに海兵隊を派遣するほどであった。イスラエルはこの地域全体で唯一の安定した民主政権であることが判明した。
米国は極めて利己的な行動をとった。イスラエルからあまり利益を得られないと思われたとき、彼らはイスラエルを助けませんでした。アラブの急進政権と対峙する前哨基地としての役割が評価されると、イスラエルはアメリカ製の兵器を受け取り始めた。しかし、6日間の戦争の前には、軍事援助が提供されることは困難でした。
ケネディの後任であるテキサス出身のリンドン・ジョンソンは、イスラエルでは石油問題が最も重要なもう一人の石油政治家として認識されていた。 6日間にわたる戦争の前夜にアメリカ人に助けを求めた訴えは、実際には返答されなかった。
5月27日、レヴィ・エシュコル首相はソ連大使に対し、短期間モスクワを訪問し、中東情勢について話し合いたいと語った。彼はソ連指導者たちに、イスラエルが生じた問題の平和的解決に関心があることを説明するつもりだった。エシュコルはモスクワに自分の誠意を説得でき、戦争は避けられると確信していた。
中東諸国の大使からの電報は順不同で解読され、外務省の言うところの大きな刻印によると、つまり政治局員に送られたものだった。
5月28日、モスクワはエジプト大統領とシリア指導部が反対しないという条件付きでレヴィ・エシュコル氏の受け入れを決定した。
ナセルは同日、反対していないと答えた。しかし、シリアのズイン首相とモスクワを訪問していたシリアのアルアタシ大統領は、いかなる状況であってもイスラエル人の受け入れを求めなかった。
6月1日、ドミトリー・ポジダエフ大使はナセルを訪問し、次のように語った。「イスラエル首相のモスクワ訪問を求める我々の要請に応えて、シリア指導部はアタシ大統領直々にモスクワでイスラエル首相を受け入れないよう説得力を持って要請した。アタシの意見では、彼の到着はアラブ世界にソ連の政策に対する不信感を引き起こすだろうからである。この点で、ソ連政府はイスラエル首相にモスクワ訪問を申し入れないことを決定した。」
ナセル氏は軍事展開のために3、4日の猶予を得たいと考えていたが、イスラエル首相がモスクワに到着するまでは戦争は始まらないだろう。しかし、電報が交換されている間にエジプト軍はなんとか反転したため、エジプトにとってレヴィ・エシュコルのモスクワ出現はもはや必要ではなかった。
戦争を回避するチャンスがまた一つ失われてしまいました。
しかし、最後の数日間、モスクワの人々は不安になりました：本当に戦争が始まったらどうなるのですか？彼らはイスラエルに圧力をかけようとした。
6月1日、グロムイコ氏は中央委員会に次のようなメモを送った。
「テルアビブからの最新の報道は、イスラエルがティラン海峡を通過する船舶の閉鎖を口実にUARに対して軍事行動を開始する可能性を確認している。
イスラエルでは現在、一般動員が完了しており、バドラン氏がA.N.との会話で語ったUARと比較して、この国の軍事作戦への即応性の程度における8日から10日のギャップは解消された。モスクワのコスイギン…」
グロムイコ氏は政治局に対し、モスクワのイスラエル大使に脅迫的な表明をする許可を求めた。
6月2日、グロムイコはカッツ・イスラエル大使を迎え、軍事行動がユダヤ国家を破壊する可能性があると脅した。一歩。"
ソ連政府はアルジェリアで入手可能なソ連戦闘機をエジプトに緊急移送することでアルジェリアと合意した。アルジェリアは補償を約束されたが、少し遅れた。
 
敗北と新たなブレイク
ソ連の抗議メモはもはやエジプトとシリアを救うことはできない。 6月5日、中東で新たな戦争が始まり、アラブ軍の完全敗北で終わった。
6月6日、ウラジーミル・セミョーノフ外務次官は日記に次のように書いた。
「昨日の朝、イスラエルとUARの間で戦争が勃発した。
土曜日に我々は軍と覚書を作成したが、その内容からイスラエルが動員され、軍事的、技術的にアラブ人よりもよく準備されていたことが明らかとなった。その考えは、アカバ湾の航行問題についてナセル氏にもっと柔軟で慎重な立場を取るよう説得するために私をカイロに送ることであった...
すべてが変わった。シリアのマクス外務大臣は、吠えるライオンから怯える犬に変わった。ナセルは、パレスチナ問題解決の旗印の下、ほぼすべてのアラブ人を団結させて達成したほぼすべてを失った…戦闘は続いているが、アラブ人の敗北、彼らの新たな歴史的屈辱は確実である。
私たちは外交的な動きや公的声明を通じて、国連を通じてアラブ人を救おうとしています。このところずっと、私は奉仕活動からほとんど離れず、さまざまな方向に向きを変えました。
朝の5時です。この戦い全体が私に何をもたらしたかを説明する必要はありません。結局のところ、丸 12 年間の継続的な活動がアラブ東の台頭と結びついているのです。そしてここでも、ほぼすべてのものが再び地上に戻ってきます。石は再び上に転がさなければなりませんが、転がり落ちる間にかなりの数フィートを押しつぶしました。」
クレムリンの地下室の一つには、ワシントンのホワイトハウスと直接通信する暗号化された通信回線、いわゆる「赤電話」があった。 6月5日、コスイギン氏はこの電話を使ってリンドン・ジョンソン大統領に連絡を取った。コスイギンは新KGB議長アンドロポフとグロムイコとともに地下室に現れた。全員が初めて地下室にいることに気づき、声を揃えて尋ねました。「電話はどこにありますか?」
それは実際にはただのテレタイプでした。彼はこの KGB の装備の責任者でした。テレタイプのオペレーターは、高官の存在をひどく心配していました。彼らを率いるKGB将軍も緊張していた。
今回は、シナイ戦争中に起こったこととは異なり、アメリカ人はイスラエルを非難するソ連に加わることを拒否した。米国はこれがイスラエルに対する防衛戦争であると信じていた。
6月7日午前6時にセミョーノフは日記に次のように書いた。
「外務省からたった今到着しました。今夜はキューバ危機を彷彿とさせる中東危機のクライマックスだった。私は午前3時まで政治局の会議に出席し、その後外務省に行きました。結び目がほどけ始めているようだ。
安全保障理事会は敵対行為の即時停止に向けた措置を講じることを決定した。
「SOS」信号はカイロから送られ、抵抗する意志はそこで失われていた。よく訓練され武装したイスラエル軍は、装備の操作ができず、銃声を聞くと逃げ出す教育の乏しいエジプトの農民に教訓を与えた。これらすべては悲劇的であり、滑稽なものでもありました...」
エジプトは非常に悲惨な窮地に陥っていたため、必要なあらゆる手段を講じてイスラエルの攻撃を止めるようモスクワに懇願した。絶望に陥ったナセル氏は、当時外務省の一部門を率いていた有名な外交官ワレンティン・ファリン氏が、同盟関係を樹立し、エジプトの港にソ連の軍事基地を建設することを提案したことを思い出した。
このため、安全保障理事会のソ連代表フェドレンコは停戦のみを主張し、イスラエルを非難し、征服地からの撤退を求めることは要求しなかった。
6月7日、レヴィ・エシュコルはソ連大使チュヴァキンに対し、公にせよ秘密にせよ、いつでもモスクワに来る、あるいはソ連政府の代表を迎える用意があると語った。
しかし、アラブ軍の敗北にエジプト人やシリア人と同様にショックを受けたソビエト指導者たちは、むしゃむしゃ食べた。彼らは単にイスラエルを傷つけるために、イスラエルのユダヤ人に自分たちが勝ち取った軍事的勝利を後悔させるために、他に何を思いつくべきかを知らなかったのです。
6月9日、ヨーロッパの社会主義諸国の政党と政府の指導者がモスクワに集まった。彼らは「アラブ諸国の人々が侵略者に決定的な拒否反応を示すよう支援する」と約束した。ルーマニアだけがイスラエルを非難する声明への署名を拒否した。ルーマニア共産党中央委員会書記長ニコラエ・チャウシェスクはイスラエルとの国交断絶を望まなかった。
一方、シリア戦線では戦闘が続いていた。エジプト軍を破ったイスラエル人は、交戦心を完全に失ったシリア人と戦いました。
6月10日、クズネツォフ第一外務次官はイスラエル大使のカトリエル・カッツを迎え、国交断絶に関する次のような声明を読み上げた。
「私たちは、イスラエル軍が敵対行為を停止するという安全保障理事会の決定を無視して、これらの行動を継続し、シリア領土を占領し、ダマスカスに向かって移動しているというメッセージを受け取ったところです。
ソビエト政府はイスラエル政府に対し、安全保障理事会の決定に対する目に余る違反として、その裏切りに対する全責任はイスラエル政府にあると警告した。
イスラエルが直ちに敵対行為を停止しない場合、ソ連は他の平和愛好国とともにイスラエルに対して制裁を課し、その後のあらゆる結果を招くことになるだろう。
ソ連政府は、イスラエルによるアラブ諸国に対する侵略の継続と安全保障理事会の決定への重大な違反を考慮して、ソ連政府はソ連とイスラエルの間の外交関係を断絶することを決定したと宣言する。」
ソ連は再びユダヤ国家との関係を断絶した...
モスクワはイスラエル軍がダマスカスに到達し、バース党政権が崩壊するのではないかと懸念した。ソ連の指導者たちはこれを許すことができなかった。彼らはエジプト人よりもシリア人をはるかに大切にしていました。早朝、シリアの国連使節団はソ連の友人たちに電話し、イスラエルの攻撃を止めるために何でもしてほしいと懇願した。
— イスラエルの戦車はダマスカスから60キロ離れています！
――首都を守るために軍隊が編成されたのでしょうか？ — 国連副事務総長（ソ連出身）レオニード・ニコラエヴィッチ・クタコフに尋ねた。
- 軍隊はいない。私たちは民兵を集めています。前線の他の部門の軍隊...
ロシア政府はジョンソン大統領に対し、「イスラエルによる軍事行動が数時間以内に止まらなければ、我々は独自の決断を迫られるだろう」と警告した。米国はソ連指導者らを極端に追い込むべきではないと判断した。ワシントンはイスラエル人に停止するよう執拗に勧めた。
6月10日夕方7時に戦闘は停止した。六日間戦争は終わった。
「ボリシャヤ・オルディンカの大使館に近づいたとき」、当時モスクワのイスラエル大使館一等書記官ヨセフ・ゴブリンは回想した。通路。彼らは反イスラエルのスローガンを掲げた横断幕を掲げ、「倒せ！」と叫んだ。
6月18日、イスラエル外交官は大使館のドアに鍵を掛けて帰国した。元大使のカトリエル・カッツは、ナチズム下のユダヤ人を襲った災害の犠牲者と英雄的行為を記念する記念研究所兼博物館であるヤド・ヴァシェムの理事長を務めた。
イスラエルの侵略に対する怒りはモスクワ市当局によって組織された。人々は仕事から解放され、ポスターを提供され、6月の暖かい日に集会に送られた。しかし、ボランティアもいました。
イスラエルの勝利は精神的に不安定な人々をヒステリー状態に陥らせた。シオンの長老の議定書を読んだ人々は、その約束が実現し始めている、つまりユダヤ人が世界の支配権を掌握していると判断しました。
「1967年の夏のエジプトとの戦争でのイスラエルの電撃戦にどれほど衝撃を受けたかは忘れられない」と文芸評論家のミハイル・ペトロヴィチ・ロバノフは回想した。 「それはその出来事に対する、ある種の理解不能で直感的、あるいは神秘的でさえある反応でした。
私はぞっとしました。エジプトに起こったのと同じことが私たちにも起こり得るのではないかと。イスラエルは同様に素早くモスクワを占領することができる。当時の我が国の軍事力を考えると、それは不合理に思えたかもしれません。しかし、その状態、そのインスピレーションは私の中に残っており、それを引き裂くことはできません、これが私の現実であり、私にとって他の日常の現実よりも疑いの余地のないものです...」
6日間の戦争の後、世界シオニズムとの戦い、つまりユダヤ人との戦いに生涯を捧げた人々の一団がソビエト社会に現れた。その中には、真の熱狂者もあれば、単にこれで生計を立てている人もおり、幸いなことに、新聞、雑誌、ラジオ、テレビなどの有効需要が増加していました。反米プロパガンダにおいても一定のルールは守られたが、首脳会談前夜には一般に消滅した。そして、反イスラエルと反シオニストのプロパガンダの激しさだけは決して静まりませんでした...
そしてソ連指導部は中東同盟国の完全な失敗と敗北にイライラしていた。
グロムイコ、グレチコ、そして参謀総長マトヴェイ・ワシリエヴィチ・ザハロフ元帥がブレジネフの執務室に集まった。
ブレジネフは彼に対して次のように憤りを表明した。
「エジプト軍には何人の顧問がいますが、それは一体何の意味があるのでしょうか？彼らは何もアドバイスしませんでした。そして私たちの学校もエジプト人には何も教えませんでした。あなたの生徒であるマトベイは、戦いに参加する代わりに、イスラエル軍機を見て退場しました。」
引退生活に追い込まれた彼の前任者ニキータ・セルゲイビッチ・フルシチョフは、エジプト人に対してさらに厳しく次のように語った。
「そのように自分自身を辱めることは、精神的には理解できないことです！ -フルシチョフは憤慨した。 「今、アラブ人はどこでも平和への愛を叫び、自分たちは犠牲者であると叫んでいます。ラジオと新聞以外の情報を利用する機会はありませんが、それらは出来事が実際にどのように発展したかを示しています。
エジプト軍代表団がモスクワに到着、「シュシュ、シャシャ、ショショ」。合意した。彼らは去っていきます。それから私たちの軍事代表団はエジプトに向けて出発します。「それはそれ、それはそれです。」彼も出発します。シリア政府と軍の代表団が到着する。彼らは話し、乾杯をします。彼らは去っていきます。どのような問題が議論されましたか?クリア。そして今、彼らはイスラエルを非難します、「こいつはここにいる、雌犬の息子、これこれ」。彼はどうやってそれをしたのでしょうか？
エジプトは国連に対し、エジプトとイスラエルを分断していた軍隊の撤退を要求した。誰がそれを要求したのでしょうか？ナセル。ウータンは彼の要求を受け入れた。なぜ中立軍は通常撤去されるのですか?彼らが戦争を始めるのを妨げないように。誰がこんなことを要求したのでしょうか？ナセル。それでは、誰が戦争を始めようとしたのでしょうか？ナセル。これにより、イスラエル船が航行していたアカバ海峡が閉鎖される。何のために？紛争のため。それで、彼にとってすべての準備が整っているように見えました。
それから彼らは、将校がそこの女性たちを訪問したため、軍隊が不意を突かれた理由を語り始めます。
すべての国ですべての将校が女性に行き、敗北がこれに起因することはありません。そう、軍隊は家からも女性からも切り離されており、何をしても女性たちは逃げ出すだろう。かつて戦争中、スターリンはこう言いました。「少女たちを動員しよう、将校向けの食堂を組織しよう、等々…」
なぜ壊れてしまったのでしょうか？なぜなら彼らは失敗したからであり、それ以外に議論の余地はないからです。そして今、彼らはその原因を、警察官の誰かが休暇に出たか、胃の調子を悪くしたという事実のせいにしている。
イスラエルの勝利の主な理由は、イスラエルがより高度な文化を持ち、軍の規律が優れており、将校が戦闘経験があり、よく訓練されていることにある。結局のところ、多くの国から非常に優れた専門家がそこに集まりました。例えば、私は軍人として彼らのダヤン将軍を高く評価しています。よくやった！私は冗談で、もし私が首相で彼がソ連にいたら、すぐに彼を国防大臣に任命するだろうと言いました...
エジプト人は彼らと競争するのが難しいと感じており、その代償を払ったのです、かわいそうな人たち。ざっくり言うと、ラクダを操ることができて、ライフルを持っていて、その後戦車に移送されて……という感じでした。
どうしてこんなことが起こるのか理解できません。どうすればこんなことが起こるでしょうか？ソ連はこの出来事に対して大きな責任を負っている。私たちの影響力を及ぼす能力を考えれば、ナセルを戦争から遠ざけることもできただろう...
これは我が軍の誤算だった。わが軍は状況判断を誤った；彼らはエジプトの勝利の可能性を無批判に判断しようとした…」
6月9日夜、ガマル・アブドゥアル・ナセル氏がテレビに出演した。敗戦の責任を取り辞任を表明した。
その後、彼は辞任を撤回して権力に復帰するよう自分自身に宛てた大衆の訴えを巧みに組織した。集会が始まり、カイロ住民はナセル氏に留まるよう求めた。そして彼は去らないことに「同意」した。彼はまた、与党アラブ社会主義同盟の首相および事務総長の職務も引き受けたが、同志や同僚に対する信頼がいかに低いかを示した。
ソ連の指導者たちは、アラブ同盟国の恥ずべき敗北に対してあえて苛立ちを表明しなかった。その代わりに、彼らは心理療法士として行動し、ナセルや他のエジプトやシリアの政治家を慰めた。
6月17日、ウクライナ共産党中央委員会政治局員で第一書記のピョートル・エフィモヴィチ・シェレスト氏がブレジネフ氏にキエフに電話をかけたと日記に記されている。同氏は、ソ連最高会議議長ニコライ・ヴィクトロヴィチ・ポドゴルヌイをカイロに緊急派遣する決定がなされたと述べ、「我々は状況を救う必要がある。ナセルへの信仰を支え、強めるためにあらゆる手段を講じてください。」
翌日の6月19日、政治局は中東情勢について議論した。
「誰もが一種の憂鬱な気分に陥っている」とピョートル・シェレストは日記に書いている。 「ナセルの好戦的で傲慢な発言の後、アラブ軍がこれほどあっさり敗北し、その結果ナセルの権威がこれほど低下するとは予想していなかった。結局のところ、彼らは彼を「アラブの進歩的な世界」の指導者として信頼していました。そしてこの「指導者」は深淵の縁に立っており、彼の政治的影響力は失われています。混乱、恐怖、不安。
軍は士気を失い、戦闘能力を失った。軍事装備のほとんどはイスラエルに鹵獲されました...私たちは政治、戦術、外交、武器を最初からやり直さなければならないのは明らかです。これらすべては私たちの国民と国にとって決して安いものではありません。」
6月20日、ポドゴルヌイ率いるソ連代表団がエジプトへ飛んだ。その後、彼は国内で3人目となり、ブレジネフと互角の立場に立った。
彼の目の前の課題は次のようなものでした。
「UAR の指導者とナセル大統領個人に道徳的および政治的支援を提供し、アラブ人民の試され信頼できる友人としてのソ連およびその他の社会主義諸国に対する同大統領の信頼を強め、また、ナセル大統領の影響を排除するための実際的な措置を議論すること。イスラエルの侵略だ。」
カイロでソ連情報将校ワディム・アレクセーヴィチ・キルピチェンコはこう回想した。新聞を読んでいるとき、彼は疲れて唇を動かし、イライラし、他のグラス、タバコ、マッチを探すことに気を取られ、それから警備員に水を持ってくるように要求し、どこにも行かず、すぐそばにいました。概して、彼は常に邪魔をするか、何かを見逃していました。ポドゴルニーは通常、何の質問もせず、何に対しても好奇心を示さなかった。」
エジプトに軍事援助を提供するために異例の措置がとられた。
「我が国の黒海艦隊はほぼ全面的に地中海に向かった」とウクライナのオーナー、ピョートル・シェレストは日記に書いている。 — ウクライナ共産党中央委員会政治局で、彼らはウクライナの防空状況についての質問に耳を傾けたと、防空軍司令官A.I.将軍が報告した。ポクリシュキン。控えめに言っても、これは悲しい写真です。
防空システムがこのような状況にあることは単純に犯罪です。人員は大幅に不足しており、設備は時代遅れであり、さらに不十分な防護設備、信頼性の低い通信と警告も存在します。共和国には、露出し、脆弱で、無防備な重要な物体が数多くあります。
そして同時に、装備と人員を削減し、カイロを「カバー」するために戦闘機とミサイル部門をUARに派遣しています。 「この憂慮すべき極めて重要な問題について、私はL.ブレジネフに意見を表明した。」
書記長はオリンピックの冷静な態度でシェレストの話を聞き、こう言った。「これらの問題に干渉しないでください。全体的な計画があり、私たちはそれに基づいて行動しています。」
シナイ半島から帰還したエジプト将校軍団は敗北し、分裂し、士気を失った。ナセルはすべての責任を自分の最も近い同盟者であるアメル元帥に押し付け、最近彼をもう一人の自分と呼んだ。しかし、政治家に友人はいない。エジプトでは、敗北の真犯人は軍の上級職に潜入していたCIA工作員であると言い始めた。そうでなければ、強力なエジプト軍がシオニストの前に撤退することは決してなかっただろう。
67年9月17日、ウラジーミル・セミョーノフは日記に次のように書いた。
「アメルは3日前に自殺した。公式報告書によると、彼はそのような試みを2回行ったという。1回目はアヘンを使用し、2回目はシアン化カリウムを使用した。
なぜこれが行われたのかを言うのはまだ難しいです。彼は軍事法廷で裁判にかけられ、空軍司令官を含む多くの上級将校がCIAエージェントであることが判明し、アメルの兄の妻も同様だったようだ。ナセル氏の新たな辞任に関する噂もあるが、エジプト通信社は否定している。ヴィノグラドフ大使は緊急にカイロに飛んだ。」
ソ連の来賓との交渉の際、ナセルはこう言った。「もしあなたが助けてくれなければ、私はもう戦うことができません。この国の状況は非常に厳しいです。それでは辞任させていただきます。そして親米派の政治家が私の代わりになるだろう。彼らなら問題を解決できるだろう…」
退団についてのナセルの言葉は巧妙なゲームだった。彼は自国民とソ連のパートナーの両方に圧力をかけた。
ナセルはソ連がエジプト支援に消極的であることに失望した。彼は補佐官のアブドアル・ラティフ・ボグダディに対し、「ロシア人はアメリカとの対決を恐れていた」と語り、アメリカ第6艦隊の艦船との衝突を恐れて援軍を派遣しなかったと語った。
ソ連がアラブ側の戦争に介入しなかったという事実は、アラブ国民をショックと苛立ちの状態に陥れた。アラブ人はイスラエルに負けたのはソ連の指導者たちだと非難した。アラブ世界におけるモスクワの権威は崩壊しつつあったが、中国はそれを利用することに失敗しなかった。彼らはソ連がアラブの大義を裏切ったと非難した。パレスチナ解放機構執行委員会のアハメド・シュカイリ委員長は毛沢東から助言を受けるために北京を訪れた。中国人はベトナム人と同じようにイスラエルに対するゲリラ戦争を呼びかけた。
ソ連の指導者たちはアラブ人の目から見て自分たちの立場を取り戻すためにあらゆる手を尽くした。そのためには、敗北にショックを受けて気力を失っていたナセルをその場に留め、戦いで失った武器に代わる新しい武器を与え、エジプト軍を立て直す必要があった。
6日間にわたる戦争の直後、ザハロフ参謀総長率いる大規模な代表団がカイロへ向かった。代表団にはカルパティア軍管区司令官ピョートル・ニコラエヴィチ・ラシチェンコ大将も含まれていた。彼は首席軍事顧問としてエジプトに残された。
ペトロ・ラシチェンコは、同僚のカルパチア地方第一副参謀長エフゲニー・イワノビッチ・マラシェンコ少将に支援を要請した。彼は首席軍事顧問官室の首席補佐官となり、多くの将校がエジプトに派遣された。エフゲニー・イワノビッチは著書「軍隊での奉仕を思い出す」の中でこれについて詳しく語った。
ラシチェンコ将軍は補佐官に対し、エジプト軍はイスラエル軍の攻撃で崩壊し、事実上存在していないと率直に語った。軍隊は新たに創設されなければならないだろう。
11月27日、ナセルはラシチェンコ大佐を迎え、軍事顧問の第1グループ（約300名）がすでに到着し、スエズ運河地帯での防衛システムの構築とエジプト軍の戦闘訓練に忙しかったと大統領に報告した。
顧問らはすぐに、エジプト軍将校たちが彼らの勧告を実行することにあまり積極的ではなく、概して働くよりも休むことを好む傾向にあることを発見した。しかし、エジプトの将校を叱責することは不可能です - 彼はいつもたくさんの言い訳を見つけるでしょう。また、腹を立てて顧問を叱責した人もいた。
「あなたたちには私たちに欠点を言う権利はない。これは私たちの国家の尊厳を傷つけるものだ。」これがイギリス人が私たちをどのように扱ったかです。
毎朝、エジプト軍参謀本部作戦総局に到着したエフゲニー・マラシェンコ将軍も同じ質問をした。「前線の状況はどうですか？」
エジプト軍将校らは、自分たちの部隊からの報告はまだ届いていないと怠惰に答え、テレビを見続け、そうすれば前線の状況とイスラエル軍の行動をすぐに知ることができると繰り返した。
1年後、エジプト空軍の航空機部隊は復旧した。大量の武器供給により、ナセルは精神的危機を克服することができた。 1968年7月24日、アラブ社会主義同盟の会議で演説した彼は、イスラエルに新たな戦争を約束した。
「私たちにとって、領土の解放は義務であり、原則の問題であり、最終的には生死に関わる問題です。多大な犠牲を払ってでも、私たちは領土をセンチメートルずつ解放していきます。正義の戦争は合法だ。私たちは今、軍事力の再建に全力を注がなければなりません。忍耐力と粘り強さ！私たちは敵を超えなければなりません。そして我々は勝ちます！
3,000人のソ連将校がエジプト人を訓練した。エジプト領土には合計3万人以上のソ連軍がいた。エジプト人は顧問の世話をしました。ある将軍は、エジプト軍に関する情報が自分を通じてイスラエルに送られているとして、召還を求められた。
- どうしてそう思うの？ -首席軍事顧問官室は驚いた。
「彼はユダヤ人です」とエジプト人は自信満々に言いました。
ソ連軍将校の名誉のために立ち上がってそのような会話を打ち切る代わりに、装置の責任者自身が将軍のプロフィールに興味を持つようになった。エジプト人は、誰がユダヤ人であるかを理解する技術において完璧を達成しました。人事担当者らは、将軍の母親がユダヤ人であることを立証した。エジプト人を喜ばせるために、将軍は帰国させられた。
エジプト人は彼らにボランティアのパイロットを送るよう求めた。モスクワはこれに同意しなかった。しかし、69年末、新たな戦争が始まろうとしていると思われたため、一部の部隊がエジプトに移送された。
消耗戦と呼ばれたスエズ運河上空での空戦でエジプトは甚大な損害を被った。イスラエルのパイロットは非常に低い高度（50～70メートル）でアラブ人を攻撃した。そして、エジプトが利用可能な防空システム（つまり、対空砲とS-75ドヴィナ対空ミサイルシステム）は、高空飛行の標的を撃破するように設計されていた（レッドスター、2002年8月17日を参照）。
エジプト人を救うために、特別対空ミサイル師団、偵察戦闘機飛行隊、戦闘航空連隊からなる防空グループ全体がモスクワから派遣された。さらに、海軍航空部隊も移管された。ソ連のパイロットと対空砲手はエジプトの空を守るよう命じられた。
1970 年 3 月、ソ連のミサイル兵が戦闘任務に就きました。 5か月の間にイスラエル軍機12機を撃墜した。しかし彼ら自身も宣戦布告なき戦争で損失を被った。新しいミサイルシステムは速射を可能にし、多額の費用がかかりましたが、イスラエル航空の能力は制限されました。
エジプトは復讐の準備を進める中で、特にシナイ半島におけるイスラエル軍に関する諜報情報を必要としていた。モスクワはイスラエル領土上空で偵察飛行を実施することを決定した。この目的のために、新しいMiG-25航空機を飛行させることになっていた別の航空分遣隊が設立されました。この飛行機は、瞬時に速度と高度を上昇させる能力によって区別されました。
パイロットたちは、空軍司令官パーベル・ステパノヴィッチ・クタホフ空軍元帥とともに、グレチコ大臣に面会するために呼び出された。アンドレイ・アントノビッチはこう命じた。
— テルアビブまで 40 キロメートル以内を飛行しないでください。飛行の完全な安全を確保します。私たちの飛行機が敵に撃墜され、パイロットが捕らえられたらどうなるか想像できますか?世間の反応はどうなるのか！
両国は戦争中ではなく、モスクワはエジプト側の敵対行為へのソ連軍の参加をあらゆる方法で否定したが、グレチコ元帥は公然とイスラエルを敵と呼んだ。実際、ソ連軍はユダヤ人国家を敵視していた。
パイロットたちは私服でエジプトに連れて行かれ、そこでは記章のないエジプトの軍服を着ていた。この航空機にはエジプト空軍の記章が付けられていました。
エジプト人と協力するのは簡単ではありませんでした。ソ連の二度の英雄、クタホフの後任として空軍司令官に就任した空軍元帥アレクサンドル・ニコラエヴィチ・エフィモフは、エジプト航空参謀長のホスニ・ムバラクとともにIl-14で飛行した時の様子を回想した。将来の国の大統領。エジプト軍の対空砲手が自機に向けて発砲し、翼に命中した。しかも対空砲手は我々の顧問が率いていた…。
最も困難だったのは、エジプト軍の心理を変えることでした。専門家らは敗北の理由を分析し、広い視野を持つよく訓練された参謀職員の不足と兵士の準備不足を指摘した。
エジプトの兵士たちは自由に使える近代兵器を使用することができませんでした。戦争中、彼らは戦車に座って航空支援を頼りにしていましたが、それは破壊されたために現れず、彼ら自身が前進するイスラエル軍の格好の餌食になりました。
ナセル軍は多数の対空砲と重対空機関銃を保有していた。しかし戦闘員は発砲すらしなかった。イスラエル空襲の際、彼らは逃走した。
士官たちは現代の戦闘に向けて心理的に準備されていなかった。彼らは上司に自分たちの成功について素晴らしい報告を送りましたが、彼ら自身は部下を運命に見捨てて逃亡しました。将校相互に対する深い不信感と軍の友情の欠如が明らかになった。その結果、戦場ではアラブ兵士は軍チームの一員ではなく、見捨てられた孤独者であると感じた。誰もがどうやって逃げるかだけを考え、部隊は戦闘能力を失った。
イスラエル人が捕虜となった将校たちを尋問し、小隊指揮官に部下の名前を尋ねると、彼らは誇らしげに、分隊指揮官の名前を知っていれば十分であり、一般兵士の名前を覚えるのは自分たちの尊厳に反すると考えたと答えた。イスラエル人はエジプトの指揮官間の亀裂を見て驚いた。まるで自分自身が戦場から逃げていないかのように、お互いが互いの義務を果たしていないと非難した...
アラブ軍の敗北を決定付けたもう一つの重要な要因は、嘘をつく習慣でした。シナイ半島では、自軍の成功に関する誤った報告を信じたエジプト軍部隊が捕虜となった。
戦争初日、エジプト航空はすでに存在しなくなっていたが、アメル最高司令官はヨルダン国王に対し、イスラエル軍機の4分の3が撃墜され、エジプト軍パイロットがイスラエル領土と地上を爆撃していることを誇らしげに報告した。部隊は攻撃を開始した。
アメル元帥が面と向かって嘘をついたことを憤慨して語ったフセイン国王自身も、イスラエルとの空戦やイスラエルの軍事目標への爆撃における自機の成功について、まったく素晴らしい話をすることに成功した。しかし国王は、ヨルダン航空の戦闘機28機すべてが飛行場で破壊されたことを知っていた。彼らには離陸する時間さえなかった...
1968年1月初め、政治局員で政府第一副長官のキリル・トロフィモビッチ・マズロフが率いる代表団がカイロを訪れた。
代表団の一員だったウラジミール・セミョーノフは、日記に感想を次のように記している。
「軍隊はスエズ運河に掘削し、地面に埋めました。私たちの顧問たちは軍の士気を回復しようと努めています。そこに現代的な組織の要素を導入します...
ナセルはこめかみが青くなり、ますます緊張していて、このトラブルが彼に多大な損害を与えたことは明らかでした。彼は私たちにしっかりと焦点を合わせており、西にある橋が焼けてしまったことを理解しています。彼の仲間たちは彼にもっと同調している。リアド外務大臣は最も混乱している人物として見受けられた。もちろん彼は外交官でも軍人でもありません。ただ問題なんですけど…」
3月末、グロムイコさんとグレチコさんはカイロに到着した。国防大臣は娘がエジプトに住んでおり、義理の息子がソビエト大使館で働いていたため、エジプトに来られることを喜んでいた。両大臣の訪問後、ロシア政府は毎年さらに戦闘機100機を派遣し、師団全体に武器を装備すると約束した。
アレクサンドリアとポートサイドに停泊する第5地中海作戦戦隊の軍艦。ソ連の船はエジプトとシリアの港の風景の共通の特徴となっている。
カイロのソ連大使セルゲイ・アレクサンドロヴィチ・ヴィノグラドフは、エジプトへのソ連軍の移転なしには不可能だと主張した。マラシェンコ将軍は大使に対し、これは冒険だと答えた。
――エジプト人とアラブ人は概して十分すぎるほどの兵力を持っている。彼らは力においてイスラエルより2倍優れていますが、戦うことを望んでいません。彼らは私たちが彼らのために戦ってシナイを解放することを望んでいます。
 
戦後外交
6日間にわたる戦争の後、ソ連の要請により、中東情勢を議論するために国連総会の緊急会合が召集された。アレクセイ・コスイギンはソ連代表団を率いてニューヨークへ飛んだ。
彼はジョンソン大統領との会談を手配する必要があった。コスイギンはワシントンに行きたくなかったし、ジョンソンもニューヨークに行きたくなかった。彼らは地図を使用して、ワシントンとニューヨークのちょうど中間に位置する町を特定しました。そこはグラスボロの街で、そこにはガラス工場しかなかった。会談は地元の大学の理事長の自宅で行われた。
中東に関する会話は無駄であることが判明した。
六日戦争前、アラブ諸国とイスラエルの双方と友好関係を維持しようとしていた米国は、戦争中、ユダヤ人国家を無条件で支援した。そして戦後、アメリカ人は、アラブ諸国との一般的な和解と平和の確立の過程でのみイスラエルが領土獲得を放棄できることに同意した。ソ連はアラブ諸国の立場に従い、まず第一に、戦争中に占領されたすべての領土からのイスラエルの撤退を要求した。
イスラエルとの同盟は米国にとって戦略的な選択となった。イスラエルのパイロットと水兵によるアメリカの偵察船リバティ号沈没の試みのような悲劇的な出来事でさえ、彼には影響を与えなかった。
この物語は六日間戦争の真っ只中に起こりました。
1967年6月8日、イスラエルの諜報機関はエジプトの海岸から接近する船を発見した。写真偵察データにより、それがアメリカの船であることが示されました。しかし、何らかの理由で米国大使館はそのような仮定を拒否しました。イスラエル人は、自分たちの船をアメリカの船として偽装しようとしているのはアラブ人だと推測していると言うことができた。
午後２時、イスラエル戦闘機２人が同船に機関銃を発砲し、ロケット弾を数発発射した。しかし、船は同じ方向に進み続けました。別の飛行機がナパーム弾を投下した。イスラエルの船舶３隻がミサイル攻撃を行った。イスラエルの水兵の一人は、「自由 - アメリカ海軍」と刻まれた救命具を釣り上げた。攻撃はすぐに止まりました。
イスラエル政府は何も隠そうとすることなく即座に反応した。 4時に、悲劇的なエラーが報告されました。外国船は戦闘地域にいたはずはないが、イスラエル政府は謝罪し、損害を賠償する意向を表明した。
米国政府は謝罪を受け入れ、これは意図的ではない誤りであり、イスラエル人が米国の船をエジプトの船と間違えた可能性があることに同意した。イスラエルはリバティ号の乗組員に賠償金を支払わなければならなかった。アメリカ人船員293名のうち34名が死亡した。
生存者は別のバージョンに従った。彼らは、第一に、船は公海内にあり、第二に、イスラエル人は自分たちの前に誰がいるのかを完全に知っていた、つまり彼らは朝の6時からリバティー号を監視していたと主張した。イスラエルの偵察機がリバティ号の上空を何度も飛行した。パイロットたちはどうしてアメリカの国旗を見なかったのでしょうか?
船が砲撃を受けたとき、船員たちは別のアメリカ国旗を掲げ、空から彼らを援護するはずだった近くのアメリカ空母に救助を求める合図を送った。しかし助けは来ず、イスラエル軍は何度も攻撃を続けた。リバティ島の船員たちが最もショックを受けたのは、自国政府が彼らを救うために何もしてくれなかったことだ。生存者たちは自分たちに何が起こったのかについて話すことを禁じられた。
イスラエルの領土は非常に小さいため、ベイルートのアメリカ大使館にある電子傍聴サービスがユダヤ国家内のすべての無線通信を監視しています。大使館はイスラエル軍パイロットがリバティ号を攻撃した際の会話も録音した。
なぜイスラエル人はアメリカ人に向けて発砲したのでしょうか？
彼らは、特に機密性の高い技術を備えたスパイ船の外観を好まなかったことを理解する必要があります。
中東での戦争が始まる数日前に、リバティ氏は電子情報を扱う国家安全保障局に再配置された。スペインでは、ヘブライ語を話す同庁の通訳２人が飛行機に搭乗した。つまり、「イスラエルを盗聴する」という作戦は事前に計画されていたのである。
リバティ技術により、イスラエル国防軍のすべての無線送信装置を認識できるようになりました。イスラエル兵がインターホンをつけて指揮官に何かを報告し、イスラエル軍戦車長が中隊長に報告すると会話が録音され、信号強度と送信装置の位置が特定された。これにより、アメリカ人はほぼすべてのイスラエル兵士と装甲車両の位置を示す正確な地図を作成することができました。
リバティ号の機器は、乗組員が把握し分析できる以上に多くの通信を傍受しました。したがって、船はすべてを記録し、収集した情報を分析センターに送信するだけでした。
そしてその近くのキプロスには英国無線諜報機関の巨大なセンターがあり、リバティ号からの情報の流れ全体を傍受していた。どうやらイスラエル人は、宿敵であるイギリスがアラブ人と情報を共有するのではないかと恐れていたようだ。イスラエル人はすでにCIAがヨルダンに機密情報を提供しているのではないかと疑っていた - アメリカ人はフセイン国王が王位を失うことを望んでいなかった。イギリスとアメリカがエジプト人を助けたいと思ったらどうなるでしょうか？そして彼らはイスラエル軍の動きについて知らせ始めるのでしょうか？
おそらくその恐怖は誇張されていたのでしょう。いかなる情報も敗北したエジプト軍を救うことはできなかったが、激戦の中でイスラエル人には冷静に分析する暇はなかった。イスラエルはリスクを負いたくなかったので、目の前にあるスパイ組織を排除するためにリバティ島を攻撃した。
リバティ島の士官たちは危険を感じ、なぜ非武装の船が戦闘地域に送られるのか疑問に思った。
6 月 5 日の夜、リバティ号のウィリアム・マクゴナグル艦長は第 6 艦隊司令官ウィリアム・マーティン提督に放射線写真を送り、護衛駆逐艦を送るよう要請し、「自衛のため、この艦には 12.6 隻の 12.6 隻が 4 隻しか搭載されていない」と説明した。 mm機関銃と小火器。」
翌日、艦隊司令官はこれを拒否し、リバティー号は公海を航行しており、紛争とは何の関係もなく、「どちら側からも攻撃されるはずはない」と説明した。
それにも関わらず、艦長は機関銃乗組員に継続的な戦闘義務を課した。
6月7日夜、船はイスラエルに向けて移動した。航空偵察により、リバティ号が進路を変更したことがテルアビブの沿岸司令センターに報告された。イスラエル軍機が船の周囲を旋回した。
船の通信センターでは、アメリカの水兵たちが電子対抗システムをオンにして歪んだ信号をイスラエル航空機に送信して船の画像を縮小したり、大きく拡大したりして楽しんでいた。
その瞬間、アメリカの武官はワシントンに緊急の電報を送り、「リバティー号がこれ以上イスラエルの海岸に近づいたら、イスラエル人が攻撃するだろう」と警告した。しかし、この点に関して発せられた命令は、誤って送信されたか、国防省の世界規模の通信システム内で失われてしまった。
武官が警鐘を鳴らしたのも無駄ではなかった。イスラエル軍機がリバティ号に向けて発砲した。彼らは船首機関銃を破壊し、いくつかのアンテナを打ち倒しました。 30分後、魚雷艇が現れた。彼らは魚雷を5本発射した。そのうちの1発が船体の中央に直撃し、爆発により24名が死亡した。
わずか 1 時間後、第 6 艦隊の司令官は無線で船にこう告げました。
「報告書を受け取りました。あなたを援護するために飛行機を派遣しています。水上艦が近づいています。引き続き状況を報告してください。」
さらに1時間後、アメリカ海軍武官はイスラエル軍参謀本部外務部に招待され、イスラエル国防軍の飛行機と魚雷艇が「誤ってアメリカ艦船を攻撃した」と知らされた。同武官はワシントンに対し、イスラエル側が「深く謝罪するとともに、このような紛争を回避するために、戦闘地域の沖合に位置する他の米艦船に関する即時情報を求める」と報告した。
米国政府はこの話を忘れることを選んだ、なぜなら諜報船はもちろんイスラエル軍の行動を監視していたからである。アメリカ人は常に、ロナルド・レーガン大統領が愛した原則、「信頼せよ、しかし検証せよ」と繰り返し繰り返してきた原則に導かれてきました。
米国とイスラエルの関係は現実的な基盤に基づいて発展してきた。アメリカ人はイスラエルを安定した信頼できる国家として評価した。さらに、この地域全体で唯一の民主主義国家であり、政策が予測可能です。しかし、両国の利益が異なる場合、アメリカ人はイスラエルの利益ではなく、自国の利益に導かれることになる。
そしてソ連は1967年にイスラエルと断交し、最終的にはアラブ諸国の側に立った。米国は的外れだったようだ。小さなイスラエルを支援することで、広大なアラブ世界と対峙することになったのだ。しかし、逆にソ連は正しい選択をし、第三世界のほぼ全体がソ連の側についた。
ソ連の指導者たちは、数十の国の指導者や指導者が彼らに永遠の友情と愛を誓ったとき、お世辞を言った。国家予算を犠牲にしてこのような善良な人々に融資や武器を与えるのは残念ではありませんでした。
もちろん、ソビエト当局者を導いた他のもっと日常的な動機もあった。何千人もの人々が長期出張でこれらの国に行きました。将校や専門家は祖国よりも良い環境でそこで暮らし、非常にまともなお金を稼いでいました。帰国後、私たちは車とアパートを購入しました。アラブ諸国で働くことは心理的に快適であることが判明した。先生やメンターの役を演じることができてよかったです。おそらく、重要だったのは、自分自身を主張し、優越感を感じ、アラブ世界で「啓蒙された西洋人」の役割を果たしたい、勉強することではなく、より後進的な人々を教えたいという欲求でした。
しかし、数年が経ち、中東には米国の同盟国はほとんどないが、彼らは依然として米国人に忠誠を誓っていることが判明した。ソ連のアラブ人の友人たちはそれほど信頼できないことが判明した。彼らは、武器を与え、融資を与え、軍事顧問を派遣する限り、ソ連指導者たちに微笑みかけた。
73年10月戦争の真っ最中、エジプトとシリアが両側からイスラエルを攻撃したとき、コスイギンはカイロに飛んだ。エジプトのアンワル・サダト大統領は次のように非難して彼を攻撃した。
「あなたは私たちにスエズ運河に橋を架けるための時代遅れの設備を提供してくれました！」私たちはこれを行うのに 5 時間かかりましたが、あなたは 30 分でそれを可能にする新しい技術を持っています。あなたが私たちに提供する武器は現代のものとは言えません。私たちがイスラエルに遅れを取っているのはあなたのせいです。そして、これを友好関係と呼ぶのでしょうか？
一方、イスラエル軍は反撃を開始し、スエズ運河を渡河した。その日、サダトには、普段は見えないコスイギンの顔にほくそ笑むような感覚があったように見えた。
「カイロは攻撃を受けているので、この反撃であなたは完全に疲れ果てるだろう。」
- 私が頼んだ戦車はどこにありますか？ - サダトは彼に質問で答えた。
「我々はシリアに全力を集中した」とソ連政府首脳は説明した、「シリアは1日で1200両の戦車を失った…」
ヴァレンティン・ファリンによれば、十月戦争中、「ソ連軍の指揮、もし政治指導者が決定したらどうなるだろう！」 — 空挺編隊の一部を警戒態勢に置く。」しかし、レオニード・イリイチ・ブレジネフは、アラブ人の友人の代わりに戦いたいという願望を微塵も感じなかった。
10月戦争後、ブレジネフとグロムイコは中東で次に何をすべきかを話し合った。この会話は、CPSU中央委員会国際部門副部長のアナトリー・チェルニャエフによって記録された。
ブレジネフはグロムイコにこう語った。
――イスラエルとの国交回復は必要だ。自らのイニシアチブで。
グロムイコ氏は慎重に次のように指摘した。
「アラブ人は怒るだろうし、騒音も出るだろう。」
ブレジネフは非常に鋭く反応した。
- 彼らは母親のところへ行きました！私たちは長年にわたって彼らに合理的な道を提供してきました。いいえ、彼らは戦いたかったのです。ベトナムでは利用できない最新の設備を彼らに与えてください。彼らは戦車と航空では二重の優位性を持ち、砲兵では三重の優位性を持ち、対空兵器と対戦車兵器では絶対的な優位性を持っていました。そして何？彼らは再びえぐられた。そしてまた彼らは逃げ出した。そしてまた彼らは私たちに救ってくれと叫びました。サダトさんは夜中に二度私に電話をかけてきました。彼は私に直ちに上陸部隊を派遣するよう要求した。いいえ！私たちは彼らのために戦うつもりはありません。人々は私たちを理解できないでしょう...
言葉を超えたものではありませんでした。ブレジネフはイスラエルとの関係を回復する勇気はなかった。そして、ユダヤ国家との関係がなければ、ソ連はアラブ諸国にとって米国ほど役立つはずがなかった。和平を実現しようとする人々は、双方との関係を維持し、仲介役を果たすことができる米国に援助を求めた。
最初にソ連を放棄したのはエジプトのアンワル・サダト大統領で、彼は戦争を終わらせてシナイ半島を平和的に取り戻したいと考えていた。
1972年7月17日、サダトはソ連の軍事顧問全員に1週間以内に帰国するよう要請したが、その時点でエジプトには2万人以上のソ連将校がいた。彼らは大隊をはじめとするすべての軍事部隊の顧問を務めました。
それから彼らは、サダトは国益に対する裏切り者であり、したがってイスラエルと和平を結んだと言いました。しかし、彼の後継者であるホスニ・ムバラクはソ連との友好関係に戻らず、アメリカとの友好関係も望んだ。
アラブの友人たちへの惜しまれなかった愛情はすべてシリアに移されたが、シリアはイスラエルを憎み、エジプトやヨルダンとは異なり、ユダヤ国家と交渉して和平を結ぶことを望んでいない。
1970年11月にダマスカスで軍パイロットのハーフェズ・アサド氏が権力を掌握し、前任者のサレハ・ジェディド氏（23年間の刑期を経て獄死）を排除したクーデターは、モスクワでは警戒して迎えられた。しかし、彼らはすぐにアサドと仲良くなった。シリア人が最初にしたことは武器を要求し、無制限に受け取った。ハーフェズ・アサドは、おそらく他のアラブ指導者よりも優れており、何も犠牲にすることなく、ソ連指導者から必要なものすべてを受け取る技術を習得した。
アサド大統領は率直に「10億ドル未満ではモスクワから武器を取り上げるつもりはない」と語った。
1982年にシリアとイスラエルの関係が悪化し、新たな戦争の脅威が生じた、と中央委員会国際部門副部長のK.N.ブルーテント。シリアはソ連から追加兵器を受け取った。ソ連のSAM-5ミサイルはレバノンのイスラエルに近いベッカー渓谷に移送された。イスラエルは彼らを破壊すると脅した。
参謀総長 N.V.マーシャルオガルコフ氏はブルーテントに対し、「アメリカ人とユダヤ人は自らを埋没させようとしている」が、この地域における「我々の拳」は「より強力」になるだろうと苛立って語った。
V.I.中将軍パイロットのマカロフは当時参謀本部に勤務していた。中東での空戦がシリア人パイロットの敗北に終わったことを回想した。
次の電報報告を読んだ後、参謀本部主要作戦総局の責任者である V.I. 将軍はこう言った。ヴァレンニコフは、空戦が失敗した理由を理解し、結論を導き出し、提案を提出するよう要求した。つまり、ソ連軍参謀本部は中東での戦闘を自らの戦争として認識し、実際にアラブ軍側として参戦したのである。
しかしシリア人だけではイスラエルに抵抗できず、対決を成功させるにはソ連の直接軍事参加が必要だった。
1982年6月、CPSU中央委員会書記に選出されたばかりのアンドロポフの執務室にいたカレン・ブルテンツは、ユーリ・ウラジーミロヴィチと国防大臣ウスティノフ元帥、そしてグロムイコとの間の緊迫した電話会話を目撃した。
ウスチノフ元帥は「軍事援護を伴うさらに2つのミサイル連隊をシリアに移動させる」ことを執拗に提案した。言い換えれば、軍はイスラエルに対して公然とシリア側につく準備ができていたのだ。アンドロポフ氏は慎重に「それについて考える必要がある」と語った。
幸いなことに、新たな戦争には至りませんでした。
暑くなってくると、シリア人はロシアに対し、自国の領土内に海軍と空軍の基地をソ連に提供する用意があると伝え、その見返りにソ連兵とともにソ連の対空ミサイルシステムを配備するよう求めた。シリア人は、イスラエル人がソ連軍が駐留する地域を爆撃しないことを理解した。緊張が和らぐとすぐに、シリア人は何らかの理由で基地に関する約束を忘れてしまった…
 
ブーメランが帰ってきた
ソビエト指導部とパレスチナ人や他のアラブのテロ組織との関係について、異なる見方をする時期が来た。
今日では、プーチン大統領やロシアの将軍や特別機関のトップの口から決して出ない「国際テロリズム」という表現が、アメリカ人ジャーナリストのクレア・スターリングによって造られたものであることを覚えている人はほとんどいない。彼女は1981年に『テロのネットワーク』という本を出版した。国際テロによって引き起こされた秘密の戦争。」それはさまざまなテロ組織間の協力に関するものでした。スターリング氏の本は、KGBがテロリストに提供した支援について記述したもので、モスクワで激怒を引き起こした。
そして彼女はまだすべてを知っていませんでした！今、私たちはこの歴史の１ページについてさらに多くのことを知っています。もちろん、ソ連は中東テロの投獄された父ではありませんでした。しかし、ソビエト諜報機関は（他の社会主義国の同僚と協力して）長年にわたり、「帝国主義者とそのシオニストの手先」と戦ったため、テロリストに武器と資金を提供し、自国の領土内で訓練され、保護されたのを支援した。
この支援は、公式に「分裂主義者」や「パレスチナの大義に対する裏切り者」とレッテルを貼られた人々にも及んだ。この判読不能の本当の動機が今になってようやく明らかになりました。
社会主義世界はテロ行為の理想的な拠点でした。ここでは、鉄のカーテンの向こう側で、彼らは警察の手の届かないところにあり、地元当局は完全に協力する用意があることを示した。ハンガリー、ブルガリア、チェコスロバキア、東ドイツ - パレスチナ人テロリストはどこでも最恵国待遇を享受していた。
社会主義諸国の秘密機関のトップは、パレスチナ人、主にアラファトの国民を訓練し、武器や爆発物を供給し、国際帝国主義とシオニズムを攻撃するために自国の領土を使用することを彼らに許可した。
しかし、モスクワとパレスチナ人との関係は決して曇りのないものではなかった。
ソ連とパレスチナの接触の詳細をある程度知っている上級パレスチナ人の中には、異なる見解がある。モスクワがPLOのために行ってくれたことすべてに無条件で感謝する人もいる。非常に懐疑的な人もいます。
「モスクワの指導者たちは常に我々の闘争を支持すると大声で宣言していた」とPLO指導部の一人は記者団に不満を述べた、「しかし、非公開の会合では彼らは全く違った態度をとり、我々に何かを与えるということになると非常に打算的だった。」
ニキータ・フルシチョフの時代以来、ソ連はエジプトに焦点を当てることに慣れていた。その後シリアへ。ロシア政府は中東情勢が依存する影響力のある国々と対処することを好んだ。パレスチナ解放機構の創設はモスクワでは疑惑の目で見られていた。
国家憲章で宣言されたイスラエルの破壊というその目標は、ソビエト指導部の一部の人々に近いものであったが、決して国家の利益とは一致しなかった。アラブとイスラエルの永続的な紛争により、モスクワは中東での地位を徹底的に確立し、そこに地中海戦隊の基地を確保し、国連で投票する際にアラブ諸国の支援を当てにすることができた。イスラエルが破壊されれば、中東におけるソ連の駐留は不必要になるだろう。
さらに、ヤセル・アラファト氏は真剣なパートナーとは思えなかった。彼は果てしなく操縦を続け、生き残るために戦った。彼はモスクワに何を与えることができるでしょうか？
中国はイスラエルを承認しなかったが、パレスチナ人と関係を築いた最初の社会主義国となった。毛沢東はまた、ある種の国際的な人脈やパートナー、できれば若い人たちを必要としていた。ヤセル・アラファト大統領は1964年に北京を訪問した。翌年、そこに PLO 事務所が開設されました。そして当初、パレスチナ人に武器を提供したのは中国だけであり、金銭については口ごもることなく、彼らが求めた以上のものを提供した。問題は、中国の港とレバノンのパレスチナ人基地の間の距離が遠すぎることであった。
アラファト大統領は1968年、エジプトのナセル大統領の随員として偽名で秘密裏に初めてモスクワを訪れた。個人的な知人と秘密交渉の後、アラファトに対するモスクワの態度は改善し始めた。特にソビエト指導者らは、アラファト大統領が完全に中国の影響下に陥ることを恐れていたからである。しかし、パレスチナ解放機構の事務局がモスクワに開設されたのは1976年のことだった。
モスクワからの主な援助は、エジプトのアンワル・サダト大統領がソ連との友情に幻滅し、クレムリンがアラブ東に新たな友人を探し始めた後にもたらされた。
82年目、「ガリラヤの平和」軍事作戦の結果、イスラエル軍がパレスチナ軍をレバノンから追い出したとき、戦車80台、カチューシャ65台という戦利品のリストがエルサレムで公開された。ミサイル発射装置、200擲弾発射装置、150の対戦車誘導ミサイル、70の重砲、28の小型火器、4500トンの弾薬...
これはソ連がパレスチナ解放機構に提供したもののほんの一部でした。 PLO は武器を購入するための多額の資金を持っていました。石油ブームはアラブ世界に余剰資金を生み出し、そこからパレスチナ人に何かを与えることができた。リビアさえも寄付したが、何らかの理由でムアンマル・カダフィ大佐は自分自身が受け取ったソ連の兵器の代金を支払う資金を見つけることができなかった。そしてパレスチナ人の中には裕福な人がたくさんいて、彼らは共通の闘争のためにお金を寄付しました。
レバノンでパレスチナ人が敗北した後、モスクワはアラファト大統領を支援し続けたが、彼の戦略的重要性は低下した。
さらに、シリアのハーフェズ・アサド大統領は、自分の弱さを察知してパレスチナ運動を鎮圧しようとしたアラファト大統領に反対の声を上げた。彼はPLOからいくつかのグループを分裂させた。モスクワはアラファトに対する義務と最も重要な同盟国であるシリアへの忠誠の間で引き裂かれていた。
モスクワとパレスチナ人の関係の本質は、1982年にイスラエル人の手に渡り、公表された文書によって明らかになっている。その中には、11月13日と79日のアンドレイ・グロムイコ外務大臣とヤセル・アラファトの会話の録音も含まれている。
グロムイコ氏はアラファト氏に向けてこう語った。
— 私たちはパレスチナ人とアラブ人の立場を支持します。私たちは、疑いなく、あなたが国連で行うあらゆる提案を支持します。私たちの社会主義者の友人たちの支援が保証されています。しかし、最後の質問は本当に単なる質問です。パレスチナ問題についてアメリカ人に話すと、彼らはこう尋ねます:PLOがイスラエルを承認しない場合、PLOと交渉してパレスチナ独立国家の創設に同意することは可能でしょうか?...ある戦術の可能性を検討していますか?敵対陣営からの承認と引き換えに譲歩??イスラエルの生存権を認めることを検討していますか？
アラファト大統領は、秘密交渉中であっても、記者会見と同じように同盟国に対して回避的に答えた。
— 私たちの立場は、ユダヤ人とアラブ人の共同国家の創設です。彼らは私たちに答えます、これはイスラエルの滅亡を意味します。 74 年、我々はイスラエルが去った土地のどこにでも国家を建設すると宣言しました。これは我々の権利です。
グロムイコは時間を無駄にしたくなかったので、冷たく会話を終えた。
- 立場が変わった場合は、この問題を避けることができませんので、お知らせください。これについて考えてみてください。
これが本物の文書であれば、お互いに対する最も熱烈な愛を公に示したパートナー間の非常に困難な関係を証明するものになります。
しかし、政治的な違いが軍事協力を妨げることはなかった。しかし、パレスチナ人が軍事作戦と呼ぶものは、通常、テロリズムと呼ばれます。
いくつかの推定によると、1973年以来、約3,000人のパレスチナ人がバクー、タシケント、シンフェロポリ、オデッサなどのソ連で軍事訓練を受けている。
シンフェロポリとアルシタの間には、国防省管轄の外国軍人訓練のための第165訓練センターがあった。 1980 年に、訓練センターはシンフェロポリ軍事合同学校に改名されました。発展途上国の戦闘機1万8千人が通過した。彼らはここで偵察と破壊活動を教えました - 武器庫の占拠、爆発装置の設置、飛行機の撃墜方法...
レバノンにある放棄されたパレスチナ事務所でイスラエル人は、1981年1月22日付のソ連訪問中のパレスチナ軍事任務に関する報告書の1つを発見した。
報告書は、勉強するために到着したパレスチナ人士官候補生の一部が、通貨を交換したり、酔ったり、ソ連の教官に従うことを拒否したり、プログラムで義務付けられている勉強をしたくなかったため、送り返さなければならなかったと指摘している。
キャンプを訪れたパレスチナ人たちは、今度は政治情報が多すぎる一方、実践的な訓練が少なすぎると不満を述べた。レバノンでの戦闘中、イスラエル軍将校らは、パレスチナ軍のごく一部だけが十分な技能を持って戦ったと指摘した。残りは組織化されておらず、現代兵器の使い方を知らず、大きな損失を被った。
このレポートには非常に興味深い情報が含まれています。
「私たちのグループはシンフェロポリに到着しました。グループには194人の戦闘員がいます。次の派閥が代表されます：ファタハ、パレスチナ解放軍、パレスチナ解放人民戦線、パレスチナ解放民主戦線 - 総司令部、パレスチナ解放戦線...」
モスクワの政治家らは常に、パレスチナ解放機構は純粋な政治に従事しており、テロはアラファト大統領が支配していない別の「分裂」グループの仕業だと主張してきた。しかしソ連の訓練センターでは、パレスチナ人は破壊活動やテロ活動を正確に教えられた。そして、これらの収容所の士官候補生のほとんどはヤセル・アラファト氏の部下だった。
興味深いのは、このグループの残忍な行為は公に非難されたにもかかわらず、モスクワがパレスチナ解放民主戦線最高司令部からのテロリストも受け入れたことである。
しかし、シリア軍参謀本部の指導の下で活動するパレスチナ解放軍は、パレスチナ運動の中で最も和解不可能で残忍な部隊の一つでもある。ジョルジュ・ハバシュとワディ・ハダッド率いるパレスチナ解放人民戦線も同様である。飛行機ハイジャックのほとんどを組織し、イスラエルのロッド空港での乗客射殺事件に始まる最も血なまぐさい行為に参加したのは彼らだった。
74年4月23日、KGB議長ユーリ・アンドロポフはCPSU中央委員会書記長レオニード・イリイチ・ブレジネフに次のように演説した（この文書は機密解除されている）。
「1968年以来、国家安全委員会はパレスチナ解放人民戦線（PFLP）政治局のメンバーであり、PFLPの対外活動部門責任者であるワディ・ハダッドとビジネス上の陰謀的な接触を維持してきた。
今年4月に行われたレバノン駐在KGBとの会談でのこと。例えば、ハダド氏は機密会話の中で、PFLPの有望な破壊活動とテロ活動計画について概説した...現在、PFLPは世界各地の大規模石油貯蔵施設への攻撃を含む、数多くの特別作戦を準備している。 （サウジアラビア、ペルシャ湾、香港など）、タンカーと超大型タンカーの破壊、イラン、ギリシャ、エチオピア、ケニアにおけるアメリカとイスラエルの代表者に対する行動、テルアビブのダイヤモンドセンターの建物への襲撃など。 。
ハダッドは、個々の破壊活動を実行するために必要な特定の種類の特別な技術機器を入手するために彼の組織を支援してほしいと私たちに依頼しました...
ハダドとの我々の関係の性質上、我々はPFLPの対外活動部門の活動をある程度コントロールし、ソ連にとって有益となるような影響力を及ぼし、また我々の利益にかなう積極的な措置を実行することを可能にしている。必要な秘密を保ちながら、彼の組織の助けを借りて。
上記を考慮して、次回の会合では、パレスチナ解放人民戦線に特別支援を提供するというワディ・ハダドの要請に対して概ね前向きな態度をとることが望ましいと考えます…同意を求めます。」
同意が得られました。言い換えれば、ソ連の指導者たちは国際テロを支援しただけでなく、原始的な犯罪の共犯者となったのである。
ハバシュとハダドは最も普通の犯罪者でした。彼らはレバノンでいくつかの大規模な強盗や窃盗を犯したが、そこでくつろぎ、貴重な美術品の膨大なコレクションを手に入れた。ワディ・ハダッドが亡くなったとき、ジョルジュ・ハバシュは自分の富をどうすればよいのか分かりませんでした。戦利品をオークションでどこかに売ることは問題外でした。個人収集家でさえ戦利品を引き取ることはないだろう。
そこでハバシュはモスクワに有利な取引を持ちかけた。専門家が数十億ドルと評価する宝石、古代コイン、置物をソ連に提供し、その見返りに1,800万ドル相当の武器と爆発物を受け取るというものだった。
この提案は84年11月27日の政治局会議で採択された。この文書には「特別なフォルダー」とマークされています。特別に重要です」も機密解除されました。文書には次のように書かれています。
「1. 1984年11月26日付の覚書に記載されたソ連国防省と国家安全委員会の提案に同意する。
2. ソ連の KGB に次のことを指示する。 a) パレスチナ解放民主戦線 (DFLP) の指導部に、収集品と引き換えに 1,500 万ルーブル相当の特別財産を DFLP に提供するというソ連側の基本合意について知らせる。古代世界の芸術記念碑。 b) DFOP から指定された量の範囲内で特別な機器の供給の申請を受け入れる。 c) ソ連文化省と協力して、コレクション取得の法的側面に関連する活動を実施する。
3. 国家経済協力委員会と国防省に対し、パレスチナ解放民主戦線からの総額 1,500 万ルーブル（民族解放運動への供給が許可されている物品の額）の特殊装備の申請を検討するよう指示する。ソ連の KGB と、ソ連の KGB と合意したその満足のための提案は、所定の方法で提出される。
4. ソ連文化省に次のことを指示する。 a) 特別なリストに従って、ソ連の KGB から古代世界の美術記念碑のコレクションを受け入れる。 b) ソ連の KGB と合意して、コレクションの特別保管場所 (「黄金の食料庫」)、その非公開の科学的開発と将来の展示の場所と条件を決定する。ソ連財務省と協力して、これに必要な配分に関して確立された手順に従って提案を行う。 c) KGB と合意して、コレクションの個々のアイテムやセクションを展示する問題を解決する。」
最も忌まわしいテロ作戦の一つであるイタリアの客船アキレ・ラウラ号の拿捕は、ソ連で訓練を受けた男によって実行された。それはアラファト大統領に近いアブ・アッバス氏だった。彼はPLOの一部であるパレスチナ解放戦線を率いていた。
本名はモハメド・ザイダン・アッバス。彼はシリアのパレスチナ難民キャンプで生まれた。彼の両親は、アラブ諸国がすぐにユダヤ人国家を破壊し、彼らが戻ってくることを期待して、イスラエル建国時にパレスチナを離れることを選択した。しかし、イスラエルは生き残り、アッバス家はユダヤ人の隣に住むことを望まなかった。
アブ・アッバスはダマスカス大学でアラビア文学を学び、マルクス主義に興味を持ち、最終的にPLOに参加しました。彼はパレスチナ解放人民戦線総司令部の指導者アハメド・ジブリルに注目された。
ジブリルの名前は、彼の部下がイスラエルの小さな町の住宅建物を占拠し、そこで民間人18人を殺害したことで広く知られるようになった。ジブリルは、「最高度の革命的暴力を用いた新たな闘争派」を創設していると述べた。
1973年、アブ・アッバス（彼は25歳）は軍事訓練を受けるためにソ連に行き、その後アラブ諸国のソ連の外国諜報員との接触を維持した。
その訓練は彼にとって有益だった。彼は飛行機をハイジャックし、イスラエルの港を爆破しようとした。 1978 年の夏、ファタハ過激派はギリシャの船をチャーターしました。パレスチナ人のスキューバダイバーが訓練を受けているラタキア港ではシリア人がソ連製のミサイル発射装置を船に積み込み、トリポリでは４トンのトリニトロトルエンを積み込んだ。
作戦の目的は、イスラエルのエイラート港にロケット弾を発射し、製油所に放火することだった。その後、乗組員はボートで船を離れるつもりでしたが、爆発物を積んだ船は自動誘導システムによって誘導され、桟橋に衝突する予定でした。船内に持ち込まれた爆発物は、エイラートをほぼ完全に破壊し、多くの民間人を殺害するのに十分だったであろう。
しかし、エイラートから40マイルの地点で、イスラエルの巡視船がパレスチナ人を乗せた船を拿捕した。テロリストたちは裁判にかけられ、さまざまな懲役刑を言い渡された。
捕らえられたパレスチナ人たちは外国人ジャーナリストに積極的に話しかけた。グループの副代表ハディール氏は、セヴァストポリ近郊の軍事コースで、破壊、地雷原の敷設、橋の爆破、核兵器、化学兵器、生物兵器の使用状況での戦闘作戦の実施などを学んだと述べた。
「旅行の前に」とハディルさんは語った。「私たちはシャティーラのキャンプでソ連の歴史と文化についての準備コースを受講しました。彼らは私たちに、ソ連の教官の命令に疑いなく従うこと、政治的な話題については議論しないことに慣れるべきだと言いました。」
ファタハ過激派は、死亡したヨルダン人とレバノン人の写真が貼り付けられたパスポートを持ってソ連に来た。
「ロシア人はあらゆる手段を使って外貨を手に入れようとしたため、全員が旅費として200ドルを受け取った」とカディール氏は続けた。私たちは密輸や暴利に関与しないよう警告されました。前のグループはこれで燃え尽きてしまった。」
1982年、アブ・アッバスは、全パレスチナ人を掌握しようとするジブリルやシリア人の友人たちと喧嘩し、アラファトにやって来た。
観光客を乗せたイタリア船を拿捕したアッバスの部下は、乗客の一人である69歳の身体障害者を、ユダヤ人というだけの理由で殺害した。米国のロナルド・レーガン大統領は激怒し、乗客を解放するために軍事力の行使を命じた。
その後、ヤセル・アラファト大統領は、PLOは船の拿捕とは何の関係もないと宣言し、アブ・アッバスに人質を解放するよう命じた。後にアラファト大統領が側近に「この作戦はパレスチナ兵士の前で全世界を震撼させたので必要だった」と説明したことが判明した。
アブ・アッバスはバグダッドに避難した。サダム・フセインはパレスチナ過激派に資金を提供した。サダム政権が崩壊したとき、アブ・アッバスはシリアへ逃亡しようとしたが、シリア人は彼を受け入れなかった。廃棄物を必要とする人は誰もいません。アラブ世界では、古い業績は無価値です。アメリカ第82空挺師団の特殊部隊がバグダッドで過激派組織パレスチナ解放戦線の事務総長とパレスチナ解放機構執行委員のアブ・アッバス氏を拘束した。
アラファト大統領の個人組織であるファタハは、忌まわしい行為には加わらないように努めている。 PLOに含まれる残りのグループは、民間人の殺害は「シオニスト組織」と戦う通常の手段であると考えている。
- すべてのイスラエル国民は敵の兵士とみなされ、彼らの死はイスラエルを弱体化させるため、破壊の対象となります。
ソ連の KGB や東ドイツ国家保安省、あるいは他の社会主義諸国の諜報機関がパレスチナ人のテロ活動を指揮したり、直接参加したと考えるのは間違いである。パレスチナグループにはすでに独自の君主、つまりシリアのアサド大統領、イラクのフセイン、リビアの指導者カダフィがいた。ヤセル・アラファトだけが、彼の組織であるファタハの独立を維持しようとした。
ソ連の外国諜報員と東欧の同僚たちは、シオニズムと帝国主義との共闘のためだけではなく、パレスチナ人との緊密な接触を維持しようとした。私たちはパレスチナ人のテロリストに目を光らせ、彼らが社会主義陣営の外で行動を実行することを確認しなければなりませんでした。
東ドイツ国家安全省のアーカイブに保管されている報告書より:
「ホーネッカー同志の指示を受けて、エーリッヒ・ミエルケ国家安全保障大臣は、パレスチナのアラブ人民の正義の闘いに対する支援と支持について、パレスチナ解放機構の主要代表アブ・イジャドと合意した。同志大臣はPLO代表に対し、艦載爆破薬と手榴弾は希望数量で提供されることを保証した。」
ミエルケ氏はまた、ウィーンでの米ソ首脳会談中にアメリカ大統領に対して何も行動がとられなかったことに対してヤセル・アラファト氏に感謝の意を伝えるよう求めた。エーリッヒ・ミエルケ氏はまた、PLOが東ドイツ領土内でテロ活動を行わないことに同意したという事実に対してアラファト氏に感謝した。
モスクワは、アフガニスタン侵攻後、イスラム世界の同情を失ったため、中東とイスラムのテロリズムについてすべてを知りたがっていた。
イスラム教徒たちはかつての友人に背を向けた。今や社会主義圏の国民がパレスチナ人の犠牲者にならないよう注意を払わなければならなかった。
力を合わせて育てたその獣は手に負えないものになった。 1985 年の秋、ソ連は別の幻想によってさらに貧しくなりました。
誘拐は長い間レバノンにおける標準的な闘争手段であったが、通常、犠牲者はアメリカ人であり、これは帝国主義との戦いと呼ばれた。
1985年9月30日、パレスチナ過激派がソ連大使館と貿易使節団の職員4人を誘拐した。ほぼ20年後、当時ベイルートに駐在していたソ連諜報部のユ・N大佐がこのことについて語った。ペルフィリエフ。
その頃までに、親イラン団体はレバノンでの影響力を増しており、レバノンにあるアメリカとフランスの平和維持軍の兵舎を爆破した。最も攻撃的なのはヒズボラ（アッラーの党）で、パーフィリエフは単にギャングと呼んでいる。このギャングはテヘランから率いられていた。
拉致されたうちの2人は諜報員だった。オレグ・スピリンは大使館武官を装って勤務し、ヴァレリー・ミリコフは通商使節団の技師としてリストに名を連ねていた。さらに、領事館職員のアルカディ・カトコフ氏と大使館医師ニコライ・スビルスキー氏が人質に取られた。捕獲中にカトコフは機関銃で負傷した。しかも、それは大使館のほぼ隣で起きた。
人質たちはホメイニ師の肖像画が壁に飾られた場所に連行された。彼らは自分たちが親イラン原理主義者の手に渡っていることに気づいた。人質はパンツまで裸にされ、膝に押し付けられた。
誘拐の主催者の一人の兄弟が内戦で誤って死亡したため、ソ連の諜報機関がすでに誘拐犯を発見し、我が国の諜報機関が復讐を果たしているという話があった。実際、大使館もモスクワも、誘拐犯が誰なのか、どうやって誘拐犯に辿り着くのかを知らなかった。
負傷したカトコフは壊疽を発症した。強盗たちは彼を人気のない場所、スタジアムに連れて行き、彼を撃ちました。
イラン、ヨルダン、リビアが支援を求められた。全員が手伝うと約束した。誰も何もしませんでした。
ヤセル・アラファトはすぐに、自分はソ連の友人であり、ソ連外交官を釈放させるためにすでに10万ドルを支払ったと宣言した。この誘拐はアラファト大統領の元ボディーガードによって組織されたことが判明した。
このことは、誘拐犯らがマスコミを通じて要求を表明したことで明らかになった。モスクワはシリアに対し、レバノンでの流血を止めるよう強制しなければならない、つまりこれ以上パレスチナ人を殺さないようにしなければならない。テロリストらは頭にピストルを突きつけられ拉致された４人全員の写真をジャーナリストらに手渡した。
大使館と外国情報局は、シリア人がパレスチナ人とイスラム過激派を殲滅しているトリポリ市周辺のレバノン北部での無分別で残忍な作戦を止めるよう、シリアに影響を与えるようモスクワに要請した。ハーフェズ・アル・アサド大統領はモスクワの要請に応じた。
ある時点で、彼らは人質を解放することを決定しました。しかし、アファラト氏はチュニジアから電話してこう命じた。
- 保証があるまで誰も釈放しないでください。
- だれの？
- 私の。
この会話はレバノンの防諜部隊によって傍受され、ソ連外交官に無線傍受のテキストを喜んで見せた。これがあなたの親友の態度だ。
その後、すべてが明らかになりました。
ソ連国民はパレスチナ人に捕らえられ、ヒズボラに引き渡された。アラファト大統領は都合の良い状況を利用することにした。まず、モスクワにシリアに対パレスチナ戦争の停止を強制させる。第二に、解放者としてモスクワの前に現れること。したがって、彼は人質の解放を急ぐべきではないと命令した。
ソ連国民を誘拐した盗賊たちはシャティラ・パレスチナ難民キャンプに住み着いた。パーフィリエフによれば、パレスチナ人は瓶の中の蜘蛛のようにベイルートに住んでいたという。彼らは絶え間なく互いに衝突した。
そして、KGBの最初の主要総局（外国諜報機関）から、ベイルート署に、人質の解放がパレスチナ人とアラファト個人を通じて確実に組織されるようにするという指示が届いた。アラファトとの接触で出世した情報将校らは、上層部に彼の有用性を証明した。
ペルフィリエフ大佐は、イランによってこのポストへの就任を承認されたヒズボラの精神的指導者セイエド・モハメッド・フセインおよびシェイク・ファドラッラーと会談した。パーフィリエフ氏は実際に首長を脅迫したと語った。「大国は人質の解放を際限なく待つことはできない。その結果は、レバノンに拠点を置くグループだけでなく、その背後に立つ人々にとっても予測できないものとなる可能性がある。ロケットの打ち上げには常に失敗があり得ますし、テヘランとコムはそれほど遠くありません。」
脅しは効きました。人質は解放された。
ソ連国民はテロ行為に対する免疫を失った。私は古い友人ではなく、かつての敵に助けを求めなければなりませんでした。ペレストロイカの始まりにより、これが可能になりました。そのため、90年代に、パレスチナのテロリストがイタリアのワールドカップに飛んでいたソ連のサッカーチームに対する行動を準備していることが知られると、KGBはイタリアの防諜機関SISMIに支援を求めた。援助が提供され、ソ連のサッカー選手たちは最悪の事態を避けた。
1972年9月5日、8人のパレスチナ人がミュンヘンのオリンピック選手村の周囲の柵を乗り越え、イスラエルチームが占拠する敷地内に侵入した。選手2名が即死し、残りは人質に取られた。
イスラエルはドイツ政府に人質解放のためあらゆる措置を講じるよう求めた。ドイツ人は極めて無謀な行動をとり、パレスチナ人テロリストはイスラエル選手11人を殺害することに成功した。
世界中がこの悲劇について話題になりました。彼らが沈黙したのはソ連だけだった。テロリストの行動を賞賛することは不便であり、パレスチナ人の友人を批判することは不可能であった。
スポーツテレビのコメンテーターであるニーナ・エレミナはこう回想する。「ミュンヘンオリンピックでは、テロリストによる恐ろしい人質事件については沈黙を保たなければなりませんでした。その後、盗賊がイスラエルチームを捕らえました。その後、各国がライブレポートを放送します。そして私たちは悲劇の現場に来て、自分たちも放送しているふりをして、カメラをオフにして「撮影」しました。怖かったです。クレイジー。一日の休憩があり、喪が宣言されました。特派員のコリャ・マリャビンと私は、事件が起きた村に密かに行きました。一刻も早く家に帰りたいと思っていたのですが…」
ソ連は何十年にもわたって、パレスチナ人テロリストには国家創設の名の下に殺人を行う権利があると主張し、彼らに精神的支援を提供してきた。こうした呼びかけが聞こえてきました。そして長年にわたり、チェチェンの武装勢力は民間人を殺害しており、彼らが民族解放の戦争を行っていることを証明している。パレスチナ人に許されていることがなぜ彼らにできないのでしょうか？
チェチェンの戦闘員は、長年にわたりソ連の最良の友人と考えられていたアラブ諸国から援助と支援を受けた。
イスラム世界では、仲間の信者が気分を害されることを好みません。チェチェン戦争は、イスラム教徒の独立願望を抑圧するモスクワによる試みとして多くの人が認識していた。そして、イスラム世界の過激派にとって、チェチェンでの出来事は、まず第一に、自分たちの法律に従って生きたいイスラム教徒の蜂起である。
チェチェン戦争は、ロシア国内のイスラム教徒の若者たちに、自分たちがイスラム世界に属していることを認識させ、イスラム教を信仰するすべての人たちとの団結を感じさせた。彼らは今日の言葉で言えば、新しいイスラム教徒です。さらに、新しい世代は過激なイスラム教を選択しているようです。
私たちは世界規模のイスラム連帯の存在について安全に話すことができます。結局のところ、イスラム教には国境はなく、イスラム教には限界がありません。イスラム教が信仰されている国はすべて、イスラム教徒の祖国です。だからこそイスラム主義者たちは、チェチェンを含む世界中の信者仲間を助けに行くことが可能であり、必要であると考えているのだ。
ロンドンのモスクで説教をしていたアブー・ハムザ・アル・マスリは、さまざまな国でのテロ行為を組織し、資金提供した容疑で、2004年5月に逮捕された（参照：ネザヴィシマヤ・ガゼータ、2004年9月1日）。
彼はかつてイギリス人女性と結婚し、イギリスに滞在することができました。彼は治療のためにイギリスに来た負傷したムジャヒディーンを助けた。そして彼自身もアフガニスタンに行き、地雷の爆発で片目と手を失いました。彼は過激なイスラム主義者としてだけでなく、世界的なカリフ制の創設の支持者としてもロンドンに戻った。
同氏は「パレスチナ人の若者たちの活動に資金を提供している」と述べた。さらに、アブー・ハムザは仲間の信者たちにチェチェン分離主義者を支援するよう呼び掛け、過激派を訓練するための「イスラムキャンプ」を開設した。
204年8月31日にモスクワのリシュスカヤ地下鉄駅で起きた爆発から数時間後、イスラムブリ団組織が責任をとった。彼女はオンラインに次のような通知を投稿しました。
「この英雄的な行動はチェチェンのイスラム教徒を支援するために行われた。今後も我々は、不誠実で卑劣なロシア、そして神なきロシアの首長になって以来イスラム教徒を殺害し続けている卑劣なプーチン大統領との戦いを続けていく。私たちの目標はロシアであり、それに対して血なまぐさい暴力的な戦争を開始します。ロシア人自身もイスラム教徒に与えたのと同じ恐怖と苦しみを経験することになるだろう。」
ハーレド・アル・イスラムブーリは、アンワル・サダト大統領を暗殺したエジプト陸軍中尉と同じである。彼の弟、モハメッド・ショーキ・アル・イスラムブリはオサマ・ビン・ラディンの仲間になった。おそらく、これらは詐欺師です。しかし、イスラム過激派がロシアを敵と呼んでいることが特徴的だ。彼らと仲良くしようという努力はすべて無駄になった。
パレスチナ自治政府領内での対テロ作戦中、イスラエル側はパレスチナのテロ組織ハマスとチェチェン武装勢力との関係に関する資料を発見し、ロシア大使館に引き渡した。
パレスチナ人は宣伝資料の中で武装勢力への支持を宣言し、バサエフ氏とハッタブ氏を英雄と呼んでいる。さらに、パレスチナ人は「イッケリア側としてロシア人殺人者と戦う」よう求められている。
アラブ過激派との友好関係に多大なお金と労力が費やされたのに、彼らが私たちと私たちの子供たちを殺すために私たちの国に来るのでしょうか？
リンク
[1] パレスチナのユダヤ人人口。 - 認証。
[2] 党中央委員会機構の職員。 - 認証。
[3] RSFSRの人民芸術家、スターリン賞受賞者のヴェニアミン・リヴォヴィッチ・ズスキンは州立ユダヤ劇場で演奏したが、1952年に銃殺された。 - 認証。
